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末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

第148回 年次総大会報告

1978年4月1，2日 の両 日に，ユタ 州ソル トレーク ・シテ ィー，.

テ ンブルスク ェア，タ バナクル にお いて催さ'れた 大会の 説教

はる
「聴け
，汝 らわが教会の人々よ。……遙かな

る所 より耳 を傾けよ。海の島々にある者 よ，

共に聴け。」(教 義 と聖約1：1)

総 大会の霊感あふれるメッセージには，教

義 と聖約のこの冒頭の言葉がぴった りである。

本年4月 の総大会，す なわち末 日聖徒 イエス ・

キ リス ト教会第148回 年 次総大会は，このよ

うな霊的な雰囲気の下に催された。

大会はスペ ンサー ・W・ キンボール大管長

の管理の下に開かれ，土曜 日午前の最初の一

般大会 で;新 たに4人 の教会幹部の名前が提

示 され，七十人第一定貝会会員 として支持 さ

れた。 また，キンボール大管長から，系図に

関する 「ふた.つの大切なプログラム」の発表

があった。ひ とつは，「個人の歴史を書 き，家

族の組織化 を図る」 こと，および 「4代 家族

の記録プログラム」， もうひ とつは，「系図記

録か ら人名 を抄 出す るプログラム」 である。

可能 であれば4代 以上 さかのぼ って系図を調

べて家族の記録 を作成するよう大管長から勧

めが あった。またこのよ うに して，4代 家族

の記録プログラム と並行 して，人名抄出プロ

グラムが実施 され ることになった。(p.2参

照)

この大会には，合衆 国外に住む11名 の地域

担当教会幹部 をは じめ，183名 の地 区代 表，

900名 の ステーキ部長，そのほか世界 各地か

ら大勢の指導者が出席した。

大会 は4月1日(土)，2日(日)の 両 日催

され，総：勢66名 の教会幹部の内，32名 が説教

を行なった。七十人第一定貝会は，4人 の会

貝が加 わって47名 となった。新 たに会員 とな

ったのは，以下の4人 である。カリフォルニ

ア州のロナル ド・E・ ポールマン長老，英国

のデ リック・A・カスバー ト，ソル トレー ク ・

シティーのロバー ト ・L・ バ ックマン長老，

同 じくレックス ・C・ リーブ長老。(略 歴に関

してはp.164を 参 照)

大会はテンプルス クェアのタバナ クルで開

かれたが，アセンブ リーホールと近 くの ソル

トパ レスにも会場が設け られた。大会の時間

は，4月1日(土)午 前7時(福 祉部会)， 午

前10時 ， 午後2時 ，午後7時(神 権部会)，4

月2日(日)午 前10時 ， 午後2時 である。

大会の模様 は，合衆国 とカナダのテレビ局

215局 と125の 有 線テレビ放送，合衆国のラジ

オ局51局 ，中南米75局 ， オース トラ リア44局 ，

ヨー ロッパ，アフ リカ， 中南米向けの短波放

送局1局 ，FM放 送 局7局 から放送 された。

また，合衆国 とヨー ロッパの331ヵ 所 で有線

放 送が行なわれた。そのほか，世 界の1，360

ヵ所 で，神権部会の模様が放送 された。

さらに，.3月31日 には，教会本部ビルで地

区代表セ ミナーが催 され， キンボール大管長

か らステーキ部大会 を年に2回 とすること，

また1979年 に合衆国内の数 ヵ所 で地域大会が

開かれることが発表 された。そのほか，政治

に関する事柄，大会，簡易化，系図，伝道等

につ いて， キンボール大管長か ら重要 な指示

が幾っか与 えられた。(詳細については，p.153

を参 照)'
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1978年4月1日(土)午 前 の部 におけ る説教

生命と救 いに至る

まことの道

大 管 長

ス ベ ンサ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

私たちが今 日この世に告 げる最も大切な

メッセージは，イエス ・キ リス トが生さ

ておられ，私たちに生命の道を示 して下

さっているということである

兄 剃 市妹の皆 さん・信教 の自由の下 にこう
して再びきょう皆 さんにお会いす ること

がで き，感謝の気持ちで一杯である。また，

教会の忠実な聖徒 たちの献身に も感謝 したい

と思 う。私はこれまで機会あるごとに 「歩み

を速める」 よう皆さんに呼び掛けてきたが，

これからも引き続 きそのように勧めてゆきた

い。 と同時に，現在皆さんがその勧告に応え

て下 さっていることに対 して感謝 を申し上 げ

たい。多 くの人々が勧告に従い， 自分の家や

庭を美 しくし，可能 な限 り菜園を造 っている。

そして土に親 しむことを忘 れず，幾 らかでも

自分 たちで食料と物資を確保す るように努 力

している。

で きるだけ自分の敷地内で食物 を栽培する

ようにしていただきたい。木いちごやぶ どう

など，果樹が最 も望 ましい。気候に適 してい

れば，これを植 えるように していただきたい。

また，野菜 を栽培 し， 自分の菜園か ら収穫 し
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た もの を食べ るように していただきたい。ア

パー トや共同住宅に住んでいる人も，植木鉢

やプランターを使えば少しは栽培す ることが

できるはずである。

以前に も申し上げたように，教会貝の大半

が伝道活動に大 きな関心を寄せている。 また，

すべての人々に回復の良きお とずれを携 えて

行 く宣教師 を備 え，福音を宣べ伝 えようとの

決意を新たにするよう，私たちは多くの国々で

訴えてきた。その訴えに も，多 くの教会員が

心 を向けている。 さらに私は，生者への伝道

と同様に，死者のための神殿活動 も急 ぐ必要

があると感 じている。 なぜ ならば，このふた

つは基本的に同 じだか らである。私 は先 日も

教会幹部の兄弟たちに話 したが，死者のため

のこの業のことがいつ も私 の心 を離れない。

大管長会 と十二使徒 評議員会は先頃， この

非常に大切 な業を早急に推 し進めるためには

どの ようにすればよいかについていろいろと

検討 を加 えた。そ して，ふたつの大切 なプロ

グラムを強調す ることになった。

第1に ，教会員はすべて個人の歴史を書き，

家族の組織化を図るようにする。また私たち

は4代 家族の記録プログラムの重要性 をここ

で再 び強調 し， このプログラムに関する責任

を個 人と家族の双肩に直接課 したい と思 う。

さらに可能であれば，4代 以上 さかのぼって

調べ，家族の記録 を作成す るよ うにする とよ

いQ

第2に ，系図記録か ら人名 を抄出するプロ

グラムを実施する。教会員は2マ イル行 く精

神 をもって， この抄出プログラムに従事 し，

奉仕するように していただきたい。このプロ

グラムは地元の神権指導者が管理 し，運営す

る。従って詳細については地元の神権指導者

に尋ねていただ きたい。

私の書斎の本棚 には，33冊 の分厚い 日記帳

が並んでいる。毎年1冊 ずつ毎 日の出来事 を

記 してきた日記帳である。その中には，訪 問

した世界各国のこと，そこで開いた集会，出

会った人々， 自分が執行 した結婚式，そのほ



か 自分の家族に とって興味のありそうなこと

が記録されている。それ らが いつか教会のた

めにも役立てば と願っている。

私はこの教会の全会員に， 自分の家族の歴

史に深 く関心 を寄せ るように，また両親や祖

父.母に彼 らの 日記 を書 くことを勧め るように

切にお願い したい。いかなる家族 も，子供や

孫，曾孫のために 自分の記憶にある事柄 を書

き残さずに永遠の世 界に行 くこ とのない よう

にしていただ きたい。 これは義務であ り，責

任である。 したが って，子供たちに個人の歴

.史や 日記 を書かせ るようにしていただきたい。

先頃，教会本部を訪れてきたあ る政府の高

官が次のように述べ た。

「家族 ほど重要なものはあ りません
。家族

は私 たちの文 明の力の基 です。そ うであ りな

が ら，現実にはそのことが忘れ られているよ

うです。家族は とても大切 です。家族は道徳

的な力の源であり，心身の健康 をもたらす主

要な源であり，災いか ら身を守る避け所 です。

また，私たちを堅固にする原則や概念をいつ

まで も存続させ る環境 を与 えて くれる唯一の

場で もあ ります。

議会小委員会 で家族の大切 なことについて

述べ た人のことを，私は今で も覚 えています。

彼はこう言っていました。『皆さんは家族 をな

お ざりにす る前に，有史以来人類社会は子供

を養育 し，訓練す ることに終始 してきたこと

を認識 しなければな りません。家族 を忘れる

前に，歴 史上 のすべての文明が， なぜ家族に

固執 してきたか を理解する必要があります』

と。あなたの教会 で家族の大切 さが強調され

ていることは本当に素晴 らしいこ とだと思い

ます。」

福音は家族に結び付いた ものである。霊的

な家庭の夕べ を定期的に開こうと決意し，そ

のプログラムの内容 をよ く計画す ることによ

って，私たちは子供たちに永久に忘 れること

のない教 えを施す ことができるのである。こ

のように して私たちが子供 たちに自分の時間

ス ペ ンサ ー ・W・キ ンボー ル 大 管 長
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を捧げ る時，親子の対話 という何物に も代 え

難い贈 り物 を与えるこ とになるのである。

家庭の夕べのテキス トには，数 多くの良い

提案が載っている。 しか し，家族 に特に満た

す必要のある事柄がある場合，両親はこのテ

キス トに とらわれず， 自分たちの受けた霊感

に従 うようにす る。私たちが家庭にあ る福音

の畑から取れるもので家族 を養お うとする時

に，教会の集会か ら得 られるものはその栄養

を十分に補 うことだろう。しか し，教会の集

会は決 して彼 らの主食とはなり得 ないのであ

る。

家庭は聖徒 たちの苗床である。 しか しまだ

望 ましい状態にない家庭が多 く見受け られる。

暴力の絶えない家庭，愛のない家庭，真理 を

教 えていない家庭，このような家庭であって

も，子供たちの帰る所は家庭 しかないのであ

る。

私たちは，新聞でよ く報 じられているよっ

に，幼児の虐待が 多いことを非常に憂慮 して

いる。子供 に危害 を加える親がひとりで もい

ることは重大な問題である。主は幼な子を愛

して，こう言われた。

「幼な子 らをそのままに してお きなさい。

わたしのところに来るの をとめてはならない。

天国はこのような者の国である。」(マ タイ19：

14)

末 日聖徒の親は，幼 児の虐待 という最 も極

悪非道 な罪 を犯す ことのないようにしていた

だきたい。

最近の合衆国政府の統計によると，離婚 と
まんえん

い う流行病は全国に蔓延 し，離婚率：は増加の

一途 をたどっている。1975年 の離婚お よび婚

姻の無効宣告は100万 件以上に上ってお り，

この数字は今 までの最高である。

昨年は，結婚2組 につ き，離婚が1組 とな

っている。その数は1966年 の2倍 ，1950年 の

約3倍 に達す る。 しか もこの ような家庭の崩

壊の犠牲となった18歳 未満の子供たちは100

万人 を上回ると言われている。また， そのた

めに被った精神的な苦痛は，おとなとは地較に
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な らないほど深刻である。

この ような大切な事柄に対 して無関心と無

頓着を装 う人もかなり多い。しか しこのこと

を重要視 し， よく心に思い計 る人は，家庭の

崩壊が国家の滅亡 を招 くこ とを痛感す るに違

いない。この ことに関 して疑問の余地はない

であろ う。これは，世 の歴史家や歴史的な考

察 を行 なっているすべての人が打 ち出 してい

る結論 でもある。

私たちは， いろいろなプログラムの主唱者

たちが家庭 と家族の神聖 さにほとんど関心 を

払お うとしないことに何 とも理解 し難いもの

を感 じている。

私たちが最 も関心を抱いているのは，子供

から青少年期を経ておとなに至るまでの家族全

員の霊的，道徳的，情緒的健康 を図ることで

ある。

1974年 に合衆国内で堕胎によって生命 を絶

たれた胎児は10g万 人 を上回った と言われて

いる。 しか もこの数年 間，その数 は爆発的な

増加 を示 している。私たちはここで再 び，特

殊な場合 を除いて，堕胎には全面的に反対で

あることを確認 してお きたい。

次に，教会の素晴らしい女性たちに感謝 し

たい。私 たちは教会の女性たちを心か ら愛 し

ている。その愛は， 自分の妻や母，祖母や妹，

あるいは友人に対するもの と同 じくらいに深

い6い つか これまでの神権時代 の出来事 がす

べて明らか にされる時には，教会の女性たち

の知恵と勇気 と献身の物語が沢山紹介される

ことだろう。主イエス ・キ リス トの復活後，

最初にキ リス トの墓 を訪れたのが女性 であっ

たように，・教会の義 しい女性 たーちはいつ も永

遠の行 ぐ末に敏 感だからである。ある識者が

賢明 に も述べているように，母親の言葉は私

たちに不変の影響 をもたらす。 しか し，私た

ちの心を永遠に，'しか も大 きく揺 り動 かす も

のに母親め愛があることを忘れてはな らない。

ところが，現在の世の傾向はこれ とは逆で

母親の愛が次第に失われつつある。私たちは

このことを憂慮 している。神は女性 に，子供



を幼 ない時代か ら導 く責任 を託 してお られる。

一方男性や教会には
，初期の教育で足 りなか

った所 を補 う役割が課せ られてい るのである。

それに引き換え， 人生の後半に訪 れる喜 びの

多 くは，子供が まだ幼い時に母親が家庭 で与

えた影響 に負 うところが大 きいのである。

ゲーテはこう語っている。「女性の高貴な特

質は私たちを駆 り立てずにはおかない。」(ゲ

ーテ 「ファウス ト」)

また聖典 には， 「女 は，また男の光栄 であ

る」(1コ リン ト11：7)と 記 されている。

末 日の聖典 はこう戒めている。「妻たる者は

夫の死に至 るまで夫に扶養 を要求する権 利あ.

り。」(教 義 と聖約83：2)ま た妻には夫に尊

敬 と忠節 と思いや りを求め る権利がある。そ

の微妙で，かつ麗 しい関係の中に，神権者 と

の絆があるからである。

私 たちは，教会 の姉妹 たちが才能 を伸 ばし，

表現力 を増 していることを驚 くと同時に， そ

れ を喜ば しく感 じている。確かに教会の教育

制度 は女性のために多大の貢献 をして きた。

他のいかなる団体 よ りも，私た ちは女性の

才能 と技術の習得に熱心である。それは，教

会の教育プログラムが単 にこの世 に とどまら

ず，永遠にわたる教育であると信 じているか

らである。

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会は，設立当

初から女性の進歩成長 を図ってきた。女性の

理想像について最初に語ったのは，予言者 ジ

ョセブ ・ス ミスであった。ジョセラ ・ス ミス

は，最 も純粋 な言葉 で女性 を擁護 し，女性が

母親 として;病 人の看護 人として，あるいは

地域社会の高 まいな理想の推進者，道徳の守

り手 として存分に 自己を表現する自由を女性

に与えたのである。

これ以上に何 を女性は望むだろうか。 また

夫が妻に求めるものでこれ以上の ものがある

だろうカ〕。男性に とって も， この標準にかな

う生活 を.したい と願 うこと以上 に大 きな望み

があるだろうか。

予言者ジョセブ ・ス ミスは，末 日聖徒の女

性が この崇高な目標 を達成できるようにと扶

助協会 を組織 した。今 日この組織は，女性の

進歩成長 を図.るために世界各地に会員 を擁す

る大 きな組織 となっている。

讃美歌の中に 「高 きに栄えて」(140番)と

い う教義的でしか も慈愛にあふれた歌がある。

この讃美歌 を歌 うたびに，私 たちは最 も高貴

な母親の気品と，天に住みたもう御母の女王

としての優 しさを感 じずにはお られない。そ

しで この世 の母が私 たちにどれほど大きな

感化 を与 えているか を知 り，私たちが天の御

母 のみ もとに帰れるような生活 をするならば，

この世の母が もたらす影響を過小評価するこ

ともないであろう。

愛する兄弟姉妹 の皆さん，私は神が生きて

お られることを証す る。イエス ・キリス トも

生 きておられる。キ リス トは生命 と救いに至

るまことの道を定め られたお方である。

これが末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の伝

える，今 日この世 における最 も大切なメッセ

ージである
。イエス ・キ リス トは神の御子で

あ り，御父からこの世 の救い主 として選ばれ

たお方であ る。キ リス トの来臨は誕生の何世

紀 も前に予言されていた。その示現は，アダ

ムを初め，モーセ， イザヤ，エ レミヤ，エゼ

キエル， リーハ イ，ニーファイ，ベンジャ ミ

ン王，アルマ，サムエルなど， 多くの予言者

たちと， そのほか永遠の母であるマ リヤ も見

ている。

近代の予言者，故 ジェームズ ・E・ タルメ

ージ長老は
，イエスについて次のように宣言

している。

「今
，生 きてい ると死んでいるとにかかわ

らず，無数の人々の厳粛な証が，このイエス

こそ神であ り，生ける神の御子であることを，

また人類の購 い主，救い主であって， 人間の

身 も霊 も裁 く永遠の裁 き主であ り，父なる神

が選んで油注 ぎた もうた御方，すなわち 『キ

リス ト』であると異口同音に宣言 している。

.まことに イエス ・キ リス トは過去において
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[

も現在において も，エホバであ り，アダムの

神， ノアの神 であ り，アブラハム，イサ ク，

ヤ コブの神であ り， またイスラエルの神であ

る。また様々の時代の予言者の語った神であ

り，万国の民の神 であ り，またやがて 『王の

王』『主の主』として地上に君臨 したもう神で

ある。」(「基督イエス」PP.2，4)

そ れではこの世におけ るキ リス トの使命は

何であろ うか。

「神は自分のかたちに人を創造 された
。す

なわち，神のかたちに創造 し，男 と女 とに創

造 された。」(創 世紀1：27)

人 は神のか たちに創造 され，前世 と来世 の

中間に位置す るこの死すべ き世 の生活を経験

す るためにこの地上に置かれた。

しか し，私たちの父祖アダム とイヴは神の

み言葉に径わずに禁 じられた木の実 を食べ，

死すべ き体 となった。その結果，アダム とイ

ヴ㌧ それに彼らのすべ ての子孫は肉体の死 と

霊の死 を受けるようになった。(肉 体の死 とは

霊 と体が分離することであ り，霊の死 とは霊

が神 のみ前か ら断ち切 られること，すなわち

霊に関わる事柄の死 を意味す る)

そ こでアダムが再び元の状態(神 のみ前)

に立ち返 るためには， この不従順の結果か ら

贈われる必要があった。そのために神の崇高

な計画の下に，死の縄 目を解 く贈 い主が備え

られ，主の復活によって この地上に住むすべ

ての人々の霊 と体が再び結合することが可能

になったのである。

このみ業を推 し進め，肉体の死 を征服する

ためにこ.の世に来 るよう創世の以前に選ばれ、

たお方 こそ，ナザレのイエスである。イエス
とが

の自発的な行為 によって，アダム とイヴの省

は貝費われ，人の霊は再び体に返って霊 と体が

ひとつ となることになったのである。

イエス ・キ リス トはこの世のだれ よりも人

類に大 きな影響を及ぼしたお方である。天父

とこの世の母 との間の子供 として生 まれ，33

年 間の生涯を送られた。 しか しその内の30年

間は，この世における使命を果たす準備に費
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や された。それか らヨルダン川に出掛けて行

き，いとこであるバプテスマの ヨハネか ら水

に沈められるバプテスマ を受けられた。イエ

ス ・キ リス トはこの象徴的な儀式 を自ら受け

ることによって，バプテスマこそ教会に入る

門であることを万人に示 さ.れたのであった。

この時に，御父はこの重大な出来事 を，次の

ようなみ言葉 をもって承認 した もうた。 「こ

れはわたしの愛す る子，わたしの心にかな う

者である。」(マ タイ3：17)

そ の後3年 間，救い主は人類のために働 き

たもうた。病める者を癒 し，盲 人の 目を開け，

悪霊 を追い出 し，死者 をよみがえらせた もう

た。また悩め る者に慰め を与え，愛の福音の

良 きおとずれ を人々に宣べ伝え，御 父につい

て証 を述べ，永遠の救 いの計画を教 え，人に

救いをもたらすために設けられた組織すなわ

ちキ リス トの教会の基 を据 えられたのである。

この教会はバプテスマの ヨハネの教会で もな

ければ，ペテ ロ，パウロ， あるいはそのほか

だれの教会で もない。キリス ト御 自身の教会

であ り，キ リス トがこの教会の頭なのである。

キ リス トが教会 を組織 されたことは，新約

聖書に詳 しく記録 されている。エペソ書に，

イエス・キ リス トの教会 は，「使徒たちや預言

者たちという土台の上に建て られた ものであ

って，キ リス ト・イエス ご自身が隅のか しら

石である」(エ ペ ソ2：20)と 述べ られている。

また救い主はペテ ロにこう告げておられる。

「わたしは
，あなたに天国のかぎを授けよう。

そして， あなたが地上でつ な ぐことは，天で

もつながれ，あなたが地上 で解 くことは天で

も解かれるであろう。」(マ タイ16：19)

キ リス トは この御 自身の教会に十二使徒 と

七十 人を選び，御 自分が御父から承認 された

ことを宣べ伝える権威 を彼 らに授けられた。

アメ リカ大陸でも，神殿の周囲に集 まった人

々に，御 父はイエス ・キリス トを紹介 して次

の ように言われた。

・「わが喜ぶ愛子 を見 よ。われはこれに由 り

てす でにわが名の栄光 を示 しぬ。わが愛子に



聞け。」(IIIニ ー ファイ11：7)

また，この世での務めを終えるに先立ち，

主は愛する使徒ペテロ，ヤ コブ， ヨハネの3

人 を伴って変貌の山に行かれた。その時の模

様が聖典 にこう記されている。

「六 日ののち
，イエスはペテロ，ヤ コブ，

ヤ コブの兄弟 ヨハネだけを連れて，高い山に

登 られた。

ところが，彼 らの目の前でイエスの姿が変

り， その顔は 日のように輝 き，その衣は光の

ように白くなった。

す ると，見よ，モーセ とエ リヤが彼 らに現

れて，イエス と語 り合って いた。

ペ テロはイエスにむかって言 った，『主よ，

わた した ちが ここにいるのは，すばらしいこ

とです。 もし，おさしつかえなければ，わた

しは ここに小屋 を三つ建てましょう。一つは

あなたのために，一つはモーセのために，一

つはエ リヤのために』。

彼がまだ話 し終 えない うちに，たちまち，

輝 く雲が彼らをおおい，そして雲の中か ら声

がした，『これはわた しの愛する子，わたしの

心にかなう者である。これに聞け』。

弟子たちはこれを聞いて非常 に恐れ，顔を

地に伏せた。

イエスは近づ いて きて，手 を彼 らにおいて

言われた，『起 きなさい，恐れ ることはない』。

彼 らが 目をあげると，イエスのほかには，

だれ も見えなかった。」(マ タイ17：1-8)

この神権時代 にも，栄えある出来事が予言

者 ジョセブ ・ス ミスに起こった。ジ ョセブ ・

ス ミスはその時の模様 をこう証 している。

「私は筆紙に尽 し難い輝 きと栄光 とを有ち

たもう二人の御方が私の真上の空中に立ちた

もっのを見た。そしてその中のお一人が私に

言葉 をかけて私 の名 を呼びたまい，他のお一

人を指 して 『こはわが愛子 なり，彼に聞け』

と仰せ られた。」(ジ ョセブ ・ス ミス2：17)

これは救 い主イエス ・キ リス トが実在のお

方であることの もうひ とつの証 である。

私は何度 も繰 り返 し皆 さんに証する。イエ

ス ・キ リス トは神の御子である。主は確かに

予言者ジョセブ ・ス ミスに現われ， またニー

ファイ人に も現われた もうた。

これは神 のみ業 であ り， この教会 はまこと

の教会である。 この教会で行なわれるすべて

の儀式は神が定められたものであ り，すべて

の人々は 日の光栄の律法に従 って生活する必

要のあることを証す る。 これらのことを主イ

エス ・キ リス トのみ名によって証 申し上げる。

アー メン。
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論争 している暇はない

十二使徒評議員会会員

マー ビン ・J・ アシュ トン

現代の諸悪に対してしっかり自分の立場
を守ろうとするに当たって，議論をせず
に自分の信条を表明できないものだろう

か

数 カ月前・はるかな南太平洋の島々にし'る
宣教師たちを2，3日 間の予定で訪問す

ることにな り， そのことを彼 らに知 らせてお

いた。す ると，宣教師たちは私が到着するや

否や，待 ちかねたように， 当地に出回ってい

る反モルモンのパ ンフレットを持ってきた。

宣教師たちは非難 と中傷に心 を乱 し，反論の

策 を講 じようとしていた。

身を乗 り出すようにしていすに腰かけてい

る宣教師たちを前に して，私はある牧師が書

いた中傷と偽 りの文書 に目を通 した。 この牧

師が私たちの宣教師の訪れ と伝道の成功に脅

威 を感 じていたことは明 らかであった。私 は

この悪意に満ちた的外れの文書 を読 んで思 わ

ず苦笑 してしまった。そばで私の様子 を見て

いた宣教師たちは，いささか驚いた ようで，

こう尋ねてきた。「これからいかがいたしまし

ょうか。この偽 りの証言に対 して どの ように

反論すれば よろしいでしょうか。」
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そこで私は答えた。「私 たちは何 もする必要

はありませ ん。論争をしている暇はないので

す。私 たちにあるのは，ただ御父の仕事 をす

る時間だけです。冷静 に確信 を持 って紳士 ら

しく振 る舞 って下 さい。そ うすれば必ず良い

成果が得 られます。」

宣教師や私たち全員が従 うべ き原則がモル

モン経のヒラマン書5章30節 に記 されている。

「人々がこの声 を聞 くと
，それは雷の音でも

な くまた大 きな騒 しい音で もな くて ，全 くや

さしくささや くような静かな声であったが，

人々の心の底まで貫いた。」

私たちが末 日聖徒 イエス ・キリス ト教会の

会員 として現在ほ どその立場 を明確に し，確

信 を貫いて様々な情況に賢明に対処することが

求め られている時代 はない。私たちは，今 日

の論争の引き金を巧みに引 く人々に操 られ，

怒 りをか き立てられるようなことがあっては

ならないのである。

神の律法 に反す るような問題が起これば，

教会はその立場 を明らかにするはずである。

過去に教会 の基本原則が非難された時はその

ようにしてきた し，今後 もそうするはずであ

る。世の中には経済的な利益や名声を求めて，

不品行や不道徳 な事業 を奨励 している人々が

いる。たとえ人々が私たちの立場 を理解 して

くれな くて も，議論や論争 は避 け，報復をし

てはならない。私たちの時間と労力 を賢明に

使 えば，争いを起 こさずに正 しい関係 を維持

していけるはずであ る。

福音を宣べ伝える時， また自分たちの信条

を表明す る時に，相手 と摩擦 を起 こさないよ

うに努めることは私たちの責任である。相手

の行動を変えさせ ることができなければ， 自

分 自身を正 しく治め るよう努め る必要がある。

その ことを絶 えず心に留めるべ きである。

私 たちを中傷 し， 当てこす りを言い，不当

な差別 をして論争に引 き込 もうとす る人や団

体がある。 しか し今 日の社会で，私たちの立

場やプログラム を曲解する人々のために私た

ちが怒った り，不快 な感情 を抱いた りするこ



とは賢明ではない。私たちの従 う原則や標準

は，論議 を呼ぶ言葉によって変わるものでは

ない。私 たちは，論理的に， しか も親 しみの

ある態度で，正 しい事実に基づいた説得 を行

なって立場 を明らかにす る責任がある。私た

ちは現代の道徳の問題や永遠の福音の原則に

対 して揺るぎない立場 を堅持 しなければなら

ない。 しか しなが ら，いかなる人や団体 とも

論争 してはならないのである。論争は壁を造

り，障害 を生むだけである。他方愛には門戸

を開 く力がある。私たちの責任は，彼 らに耳

を傾けさせ，教えるこ とである。ただ論争を

避 けるだけでなく，論争心 を除去するように

努めなければならない。

「まこ とに
， まことに汝 らに告 ぐ，争いを

つ

好む心ある者はわれに属 く者にあ らず して悪
つ

魔に属 くものな り，悪魔は争 いを生む親に し

て， 人々の心を煽動 して互いに怒 り争わしむ

る者な り。

見よ，人々の心 を煽動 して互いに怒 り争わ

しむるごときはわが教義にあ らず。わが教義

はか くの如 き怒 りと争 いとを止めよと言 うも

のな り。」(IIIニ ー ファイ11：29-30)

争 いには，闘争，対決，戦争， 口論，紛争

と様々ある。争いによってよい結果が生 まれ

たことはこれまでになかったし， また今後 も

進歩 と組することはないであろう。私たちが

論争 したか らと言って，決 してそれが忠実で

あることの証 明とはな らないのである。ある

人々は，論争の限界や危険性 を誤解 している。

また，私 たちの多くは， よ く次のよっに言 り。

「だれです って，私が?私 は論争が嫌いです。

でも自我 を通 そうとする人とは断固戦います。」

私たちの中には，論争に負けるくらいなら友

達 を失なった方が ましだ と考えている人々が

いる。相手 と仲たがいをせずに，反対意見を

述べるにはどのようにすれば よいかを知 るこ

とが，非常 に大切 である。私たちは皆，事実

謙 翻

』《

大会の光景
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に基づいた話 し合いや意義 ある研究に参加す

るように努めなければな らない。 しか し決 し

て後味の悪い議論や論争 をしてはな らない。

論争に加わる家庭や人はかな らず傷つ く。

したがって論争の絶えない家庭で育てられる子

供はかわいそうである。また，論争 を不文律の

ようにしている組織 も気の毒である。一般 に，

論争のない家庭 で育った人々は，争 いを日常

茶飯事 とする人々か ら拒絶 される傾 向にある。

現在，教育の場 としての家庭 はあ らゆる方

面か ら攻撃を受けている。 そし℃ 家庭内の

不和は致命的であ り， しばしば大 きな損害 を

被っている。論争は家庭の安定 と平安，強さ

と和合一致に著 しい緊張を招 く。確かに堅 固

な家庭 を築 くのに論争 している暇な どないは

ずである。

家族の間に議論やあつれきが生 じたら，積

極的に相手の話 を聞 き，一緒になってその理

由を究明することが大切 である。私 は，ある

ファイヤサイ ドで15歳 の少女か ら次のような

質問を受けたことがある。「家族の仲 を良 くす

るために，私は何 をした らよいでしょうか。

私は今15歳 ですが，家に帰 りた くないのです。

家族のみんなから，言葉 じりを とらえられて

は，ばかにされるように感 じられるのです。」

また17歳 になる女の子は，なぜ両親の下 を

離れて姉 と一緒に暮 らしているのか と尋ねら

れた時，次のように答えていた。「とにか く口

論の絶え間がないのです。で きる限 り我慢 し

ました。でも， いつ もけんかばか りで，けん

か しない日は一 日だってあ.りませ ん。家の者

は皆，特.に父と母はいつ も口汚 くのの しり合

っていました。」家族の中で人の心 を傷つけ，

論争に導 くせ りふに次のようなものがある。

「君は何 も知 らないか ら
，そんなこ とが言え

るんだよ。」「どうしてそんなばかなことをし

たのだ。」「自分の部屋 くらい少 しきれいに し

たらどうかね。」「どうして私の言 うことが き

けないんだ。」

今から5世 紀ほど前， イタリアにレオナル

ド・ダ ・ビンチ とい う天才がいた。今 日，「モ
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ナ ・リザ」の絵 を描 いた人として彼の名 を知

らない人はほ とん どと言ってよいほどいない。

しか し彼はまた，討論家，弁士 として も一流

であ り，創造力に富んだ物語作家でもあった。

ここで，彼の寓話の中か ら 「オオカ ミ」 とい

う話 を紹介 したい。

「ある晩
，オオカ ミは羊の群れの臭いに誘

われて， こっそ り森 を抜け出 しました。 そし

て，そおっと羊の囲いに忍び寄 りました。眠

っている犬 を起 こさないように，かすかな物

音さえもたてまいと，オオカミは用心 しました。

ところが， ちょっ とした不注意か らオオカ

ミは一枚の板 を踏み付 けて しまったのです。

とたんに板がバ リッと割れ，犬が 目を覚 まし

て しまいました。結局，オオカミはえさにあ

りつけず，おなかをすか したままで一 目散 に

逃げ帰 りました。こうしてほんの一歩の不注

意のために， オオカ ミはその目的を達せ られ

ませんで した。」(「レオナル ド・ダ ・ビンチの

メモ」よ り)

あ る人に とっては取るに足らない話の よう

に思われるかもしれないが，末 日聖徒の霊性

を低下させ ている何かが ここに描写 されてい

るように私には思 われる。先程のふた りの若

い女性の境遇は どうであろうか。オオカ ミの

不用意な一歩の ように， 口では言い表わせ な

い苦 しみ をもた らし，霊的成長 と家族の一致

を奪い去 ってはいないだろうか。私が今 ここ

で申し上げたいのは，怒 りや憤 りに まかせ て

不用意な，心ない言葉の発せ られることがある

といっことである。家族が争いの言葉に よっ

て家 を出るとし癒ら，何 と悲 しいことだろうか。

論争に よって引き起こされる憎 しみと苦 い

経験の例は枚挙にい とまがない。ひ どい 口論

の末に，転居 を強い られた家族 もある。この

ような論争 をな くす唯一の方法は，2マ イル

行 き，誇 りを捨 て，謙虚になることである。

私たちは，家庭や社会，学校 の教室，指導

者間，そのいずれの場 でも論争が どこか ら来

るか，救い主の言葉 を通 してよく知 っている。

「まことに
， まことに汝 らに告 く"，争いを好



つ

む心 ある者はわれに属 く者にあらず して悪魔
つ

に属 くものな り。悪魔は争いを生む親にして，

人々の心を煽動 して互いに怒 り争 わしむる者

な り。」(IIIニ ー ファイ11：29)つ ま り，サタ

ンは私たちが心 を許す時に， その力をもって

私たちを支配す るのである。私たちは 自由意

志が与 えられてお り，行動 を自分で選 ぶこと

がで きる。予言者ジ ョセブ ・ス ミスはある時

次のように語った。「悪魔は私たちがそれを許

さない限 り，私たちを支配することができな

い。私 たちが神 よりもたらされるものにそむ

いた瞬間，悪魔は力を得るのである。」(乃 α一

6雇π8sげ 漉6P70ρhθ'ノo∫θ助S編 漉 「予言者

ジョセブ ・ス ミスの教 え」p.181)

論争 のために悪感情や不快感 を覚 えた ら，

「なぜ論争するのだろうか」 と自問 してみる

ことである。 もしも自分 自身に正直であるな'

らば，次のような答えが返 って来 るであろう。

「討論や論争 をしていれば
， 自分 自身を変 え

る必要 はないし，相手に仕返 しをすることも

できるか ら。」「自分が今幸せでないので，ほ

かの人にも幸せになってもらいたくないから。」

「私は独善 的な人間だし
，論争 によって我 を

通せるか ら。」「自分に多くの知識があること

を知 ってもらいないか ら。」

理由が何であれ，大切なのは 自分の行動 は

自分で選び とるものだ と言 うことである。こ

の問題の根源には昔から語 り継がれてきた高

慢がある。「高ぶりはただ争いを生 じる」だけ

である。(箴 言13：10>

サ タンに とっては，議論や 口論，論争の習

慣を生むのに成功すれば，次に私 たちの永遠

の生命への希望 を打 ち砕 くような重い罪のか

せ につ なぐことなどたやすいことである。論

争は生活のあらゆる面に影響 を及ぼす。乱雑

に書かれた怒 りの手紙は，時には数年 間も傷

跡 を残すことがある。また憎 しみにまかせて

発 し.た不用意な言葉のために，結婚生活や個

人の友情にひびが入 るこ と，また社会の進歩

を阻害することも起 こっている。

堕胎や同性愛，不道徳，アルコールや麻薬

中毒，不正直，短気など，現代の諸悪に対してし

っか り自分の立場 を守 ろうとす るにあたって，

こぶ しを握 りしめ，声 を張 り上げ，議論を促す

ことな く，自分の信条 を表明で きないものだろ

うか。私たちは，知恵の言葉や安 息 日の遵守，清

さを保つ こと，そのほか聖典に述べ られている

数 多くの真理を含む有益な福音の原則を，聴 き

手がその心を閉 ざすことのないような方法で話

す ことがで きないものだ ろうか。これは容易で

はない。しかし可能である。自分 自身のあぜを作

り，種 をまき，手入れをし，収穫 をするのは私た

ちの責任である。これを行なう最良の道具は剣
くわ

ではな く，鍬 である。論争ではなく，決意である。

皆 さんに論争 を和 らげる方法を幾つか提案

したい。

1.心 に神 の愛 を持てるように祈 る。ときど

きこのことで悩むことがあるが，主のみたま

はかた くなな者の心 を和 らげ，冷淡な心を変

えて下さる。

2.舌 を制 することを学ぶ。「語 る前に2度 考

え，行動す る前に3度 考 えよ」 という古いこ

とわざがある。

3.感 情に支配 されずに，一緒に論理 を追 っ

て考 える。
てつ

4.旧 来の議論や対決の轍 を踏 まないように

する。

5.お だやかな声で話すように心掛ける。平

安な生活は，「大 きな騒 しい音」ではなく，救

い主の模範に従 い，「全 くや さしくささや くよ

うな静な声」で語 る人に もたらされるもので

ある。(ヒ ラマ ン5：30)

論 争 をしている暇はない。私たちは毎 日，論

争 を避け るよう心掛 け， 自己を訓練 していか

なければならない。 この恐 ろしい敵 を征服 し

ようとする時に， かならず神 の 大 いなる助け

が与えられることを私は知っている。「汝ら互.

いに争論す るを止めよ。また他人の悪 口を言 う

を止め よ。」(教 義 と聖約136：23)私 たちにあ

るのは，ただ御父の仕事 をする時間.だけである。

これ らの ことが真実であることを，イ.エス・キ

リストのみ名によって証 申し上げる。アーメン。
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神に従う女性

七十人第一定員会会長

ニール ・A・ マツクスウエル

あらゆる時代に神に従う素晴らしい女性

たちがいて，神権者と並んで正義の感化

を人々に及ぼしている

兄 弟姉妹・私たちは男性 と女性の役割・な
らびに母親 と神権者の役割が それぞれ分

担 されている理由をあまり理解す るこ とな く

過 ごしている。これ らの役割は前世において

神によって定め られた ものである。私 たちは，

男性が神権 を持ち，指導に当たっていること

から，神に従順な男性 ばか りに目を向ける傾

向がある。 しか し，現代 を含めあ らゆる時代，

あらゆる神権時代 に，神に従 う素晴 らしい女

性 たちがいて，神権者 と並んで正義の感化 を

人々に及ぼ してい るとい う事実 を忘れてはな

らない。入の偉大 さは，新聞や聖典に記され

たその人についての記事の 多少に よってはか

られるものではない。神に従 う女性 たちの物

語は， ドラマの中の語 られぬ ドラマである。

私たち男性は，妻 と母，姉妹，娘，同僚，

友人が神に従 う女性 であることを知 っている。

神に従 う女性は私たち男性 を従順に し，教 え，

励 まして くれ る。私 たち男性は女性の皆さん

12

に愛 と尊敬の気持 ちを抱 いている。それは，

義が役割 でどうこうされるものではな く，・善

が性別でとやか く言われるものではないか ら

である。王国のみ業 を果 たすのに男女はお互

いにな くてはならない存在であ り， またお互

いをうらやむことをしない。役割が逆になっ

た り，役割 を放棄 した りしては，男性 も女性

も荒廃 を招 くだけである。

世界の基が据 えられ る以前に予任 された男

性がいたように，ある務め を果 た.すよう定め

られた女性 もいる。それは偶然ではな く，神

のご計画によったのである。イエスの母 にな

るよう定められたマ リヤがその好例 である。

少年予言者ジョセ ブ ・スミスは偉大な父親だ

けでな く，この神権時代全体に影響を残すル

ーシー ・マ ックという立派な母親に恵まれた。

また，愛情 あふれた誠実な人間関係 を語 る

時，ダビデ とヨナタンよりも，ルツとナオ ミ

の関係が話題に上 るのではないだろうか。神

が女性 にこの上ない関心 を寄せてお られるこ

とを考えると，未亡人に対す る私 たちの責任

が強調されるの も何 ら不思議 ではない。

や もめの2レ プタの話は，私たちに什分の

一の精神 を教 えて くれる。腹 をすかせ た息子

を持つ飢えた貧 しい未亡人がエライジャに油

と粉を与えた話 は，人に分け与 える方法につ

いて教訓を与えてくれ る。 また，エジプ ト女

性の天与の母性愛は，モーセをあ しの中か ら

救い出した。この出来事は，歴史の一部 をな

す と共に， その赤子が重荷ではなく祝福 とな

るさまを見せて くれたのである。

エ リサベ ツの胎に宿 った子供はマ リヤ を認

めて喜びおどったが， この出来事以上にふた

りの母親に明るい希望 を与えた ものがほか に

あったであろうか。(ル カ1：41参 照)

「遠 くの方か ら見ている女たちも多くいた」

(マ タイ27二55)と カルバ リの十字架の光景

が記 されているが，この光景は女性 固有の英

知 をよく物語ってはいないだろ うか。彼女た

ちの立ち尽 くす姿は祈 りであり，いつ までも

とどまる姿は願いである。



また， キ リス トの復活後，墓 を最初に訪れ

たのはだれであったか。ふた りの女性である。

復活 された救い主に最初にまみえた人はだ

れであったか。マ グダラのマ リヤである。神

に従 うこの女性たちは， 多 くの人々があきら

めた後で も，女性特有の霊的な感受性 をもっ

て長 く希望 を抱 き続けたのであった。

善良な女性 の純粋 な愛は，人の歓心 を買う

ような仰々しいものではない。善良な女性た

ちは人が誤 まるの を喜ばず， また座 る暇 もな

いほ ど忙 しく奉仕に明け暮れ る。彼女たちは，

マ リヤの ように他の人な らばつまず くような

苦難に遭っても，信頼 をもってその出来事 を

思 い巡らす。神 は女性 を深 く信頼 してお られ

るので，御 自分の霊の子たちの養育を女性 に

任せ られ るのである。

現代の神の王国で，扶助協会を通 じ，女性

たちに愛の奉仕が ゆだね られているの も偶然

ではない。男性の奉仕がかな り意識的である

のに比べ て，女性の奉仕は天性の ものである

ように思われ る場合が多い。敵対者がシオン

の娘たちを放 っておかないのは，彼女たちが

ただならぬ存在であるか らにほかならない。

姉妹 たち，私たちは皆 さん を尊敬 している。

皆 さんが赤ちゃんの初めての笑み を見て喜ぶ

時，入学 して最初の 日の様子 を一心に聞 く時，

そこに無私の姿があ り，皆さんはそこに幸福

を見いだす ことができるのである。 女性は，

「達成」という言葉の前にがむ しゃらに 「自

分の」 とい う言葉 を付けるこ との危険を男性

よりも早 く悟 る。皆 さんは， きょうの世 界が

過 ぎ去るのに動揺 もせず，すす り泣 く子供 を

優 しくなだめる。両腕に未来をしっか り抱 き

しめていることを知 っているか らである。

姉妹たちは 自分に差 し迫った問題があ る時

に も，人々を慰め励 ます。それは十字架上の

イエスが示 された寛大 さに似ている。苦悩の

中の思いや りはまさに神性の一部である。

私 は神 の独 り子がカルバ リで，「私の体は私

の ものだ」 と主張なさらなかったことを天父

聖 歌 隊 の コー ラ ス
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に感謝す る。また，神聖な胎 を墓場に変える

ことを拒否 して堕胎に反対す る，現代の女性

たちを私は賞賛す る。

人類の真実の歴史がすべ て明 らかにされる

時，脚光 を浴びるのは砲火の響 きであろうか，

それ とも子守歌の調べ であろうか。軍人の停

戦条約であろ うか，それ とも家庭や地域社会

で女性たちが作 り出す平和であろうか。議会

の出来事 よ りも，ゆ りか ごや 台所の出来事に

一層の抑止力があることを知 るであろう
。

時の流れが大 ピラ ミッ ドを砂 と化す時にも，

永遠の家族はなお存在 し続ける。それは，星

の光栄の時間 を越えて形成 された日の光栄の

制度だか らである。神に従 う女性はそれを知

っている。

神に従 う男性が姉妹の皆 さんの有す る特別

な役割を支持するのは当然である。なぜ なら，

社会運動のために家族 を見捨てる行為は，洪

水の予防 を考えずに，泳 ぎを教 えようとす る

のに似ているか らである。

私 たち男性は，無分別 には思いや りをもっ

て， わが ままには無欲 をもって接する皆さん

を愛している。私たちは皆 さんの立派な模範

に胸 を打たれ る。私たちが最上 の状態にない

時に， さなが ら神の ように，.私たちの現在の

状態のみならず将来の姿 を見詰めて愛し，忍

耐 してくれる皆さんに心か ら感謝 している。

また，神の最 も高貴な娘たちを交 えた， 目

立たないが， しか し汚れない独身女性 たちを

特に賞賛 したい。これ らの姉妹たちは 自分が

神か ら愛されていることを知 っている。た と

え今は最良の務めに就けな くて も， 自分の歩

む道 を賢明に選ぶ。また，第二の位 で第一の

望みをかなえられな くても，彼女たちは依然

として世に打ち勝っている。 また これらの姉

妹たちは，今結婚生活の祝福 に浴 さなくて も，

社会の別の制度 で貢献することができる。あ

る祝福が今は与えられないか らといって，他

の祝福を拒んだ りしない。彼女たちが神 に寄

せ る信頼は，子供のない妻たちのそれと似て

いる。何 も自分の選 びによってそのような状
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態 にあるのではない。 したがって，やがてい

つの 日か神の正義の うちに，特別な祝福 を.受

け るであろう。

私 は神権者の兄弟たちと共に， 自分の永遠

の伴侶に対 して尽 きることのない感謝 を捧げ

.たい。私 たちは伴侶 なしでは 目指す場所 に行

けず， また目的を達成できないことを知 って

いる。祈 る時，私たちは一緒にひざまずき，

聖なる神殿の聖壇でも共 にぬかず く。イエス

自ら門番 となられる最後の門に近づ く時，私

たちは忠実であるならば，ふた りでそこを通

るであろ つ。

きょう，予言者は，夫婦の一致について話

された。使徒の召しの重 さに耐 えきれな くな

り， 自分はふ さわしくないのではないか とい

う思いに とらわれ苦 しむ彼を見て，キンボー

.ル姉妹が髪を優 しくなでなが ら，「あなたには

で きますわ。あなたにはで.きます とも」 と励

ましたと予言者は語 られた。予言者はその務

め を立派 に果 たしたが， その陰に姉妹の力が

あったのである。

兄弟の皆さん，すべての予言者たちが妻に

どのように接 し，女性 をどのように敬 ったか

をよ く知 って，私たちも同 じようにしようで

はないか。

最 後に忘れないでし}ただきたい。私たちが

天の家庭にもどる時期については，「高 き世」

で統治 してお られ る御二方の一致 した承認が

あるとい うことを。その天の家庭で，私 たち

は肉体の 「目がまだ見」たことのない美 しい

ものを目にし， 肉体 の 「耳がまだ聞」いたこ

とのないこよなき調べ を耳にす ることだろう。

そのようなこの上ない名誉の帰宅が，天の御

母の同意なしに果た して，可能であろうか。

また，その天の家に帰るのに道はふたつは

ない。ただひとつ真ろす ぐな狭い道 だけであ

る。そ して，涙なが らに歩むその道の終点で

は，その涙は一瞬の うちに 「喜 びの涙」 と変

わるであろう。このこ とをイエヌー キ リス ト

のみ名により証す る。アーメン。



「夜 あ けだ ，

朝 あ けだ」

十二使徒評議員会会員

ブルース ・R・ マ ッコンキー

「シオンの旗かかげよ
。明るい夜あけだ。

厳かにあまねく朝 日は昇 りゆく」

「夜 あけだ潮 あけだ・.シオンの廊}か げ

よ。……厳かにあまね く朝 日は昇 りゆ

く。」(讃 美歌189番)

太 陽が沈み，夕やみが深ま り，夜の闇が辺

りを支配する。夜の間，至る所闇に包まれ，

すべてがおぼろげで，遠 くの光景 は見えない。

天には無数 に星が輝き，借 りものの光 を照 り

返す月が夜空 を治める。 しか し，それらの光

も闇を貫 くことな く，依然 として夜の暗さが

続 く。

深い陰に，野や森の獣はその身を隠す。山

猫は音 もな く獲物に忍び寄 り，空腹にたけ り

立つ狼の群れはその遠ぼえで近 くのえ じきを

恐怖 に陥れ る。 コヨーテは遠 くでほえ， ライ

オンの うな り声が どこか らか聞 こえて くる。

深い闇の 中にジャッカルが潜んで殺 りくの機

をうかが う。夜の恐怖 が辺 りを支配する。

や がて空がかすかに 白み始め る。明けの星

がひ ときわ輝 き，光の筋が雲 の残る東の空に

射 し始ある。それほど遠 くない山のかなたの

自然の中で，新 しい一 日が産ぶ声 をあげた。

地球がゆっ くりと定め られた進路 をたどり，

夜明け.を迎 える。 そして，朝 日が照 り，闇は

去 る。星は光 を失 い， 月は面 を隠 し，照 り返

すわずかな光に もはや夜の暗闇を貫き通す力

はない。やがて太陽が昇 り，天の まばゆい光

が地上 を覆 う。

夜が明け，太陽が照ると，夜の陰気な生き

物は退却 を始める。 ライオンはね ぐらに帰 り，

狐 は穴に戻 り， コヨーテや狼の遠ぼえは静ま

∵る。闇の中に待ち伏せ た無法者たちは，岩山

や 洞窟に身 を潜める。

新 しい夜明け と共に，野の花，森の木々は

新 しい生命 をみな ぎらせ る。畜舎の牛や羊は

眠 りか ら覚め，空の鳥は第一 日の創造主なる

サバオツの主をほめ歌 う。生命 と光の恵みが

そこか しこに満 ちる。新 しい 日，幸せ と喜び

と光の 日である。

ほぼ2，000年 の昔，.∴福音の太陽が沈んだ。

神権は取 り去られ，かつて光 を知 っていた民

に も寂 しい夕暮れが訪れ，天か ら射す光 と真

理が失われて，地上の民は使徒 と予言者の教

えや導 きを得 られな くなった。そ して霊の暗

闇が支配した。暗闇は地を覆い，深い闇が民

の心 を覆った。(イ ザヤ60：2参 照)

こ うして暗黒時代が始ま り，天の光は主を

拝 している と公言する人々の心 を照らさな く

なった。また，すべての示現は封 じ.ちれた書

物の言葉のようになった。(イザヤ29：11参 照)

予 言者 と聖見者は沈黙し，聖典は一般大衆の

手の届かないものとな り，完成への道を知 る

者はな くドだ れひとり永遠の神のみもとに帰

る道を知 らなか った。 そして，流浪の民は禁

じられたわ き道を行 き，夜の闇に迷 った。

しか し，天には数知れぬ星が輝いていた。

自分の持つ光 と真理 と善 を人々のために輝か

す 多くの賢人，善 人がいた。やがて年 を経て

新 たな月が昇 り，心の.命℃ るまま，理性の告

げるまま天の真理 を民に放 った。聖 オーガス

チン，マイモニデス， ジャンヌダルク， トー
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マス ・モア， ミケランジェロ， ガ リレオ，そ

の他大勢の人々がそれぞれ月 として借 りもの

の光 を自分自身の光 のこどくに放った。 しか

し永遠の生命に至 る狭い道 を照らす天の光は

そこになかった。

辺 りには，地獄の獣が身を隠す深い闇があ

った。ルシフェルは 目を覚 ましていた。ニケ

アにおいて，また後にはアタナ シウス(293-

373年)の ペ ンを借 り，ル シフェルは天の まこ

との神々を卑 しめ，神々 を全宇宙に満 ちる不

可解な霊的実体 と断定す る信条を作成させ た。

ルシフェルは，コンスタンチ ン大帝(280-337

年)に 勅令 を出させ， 人々が大教会 と呼んだ

教会に異教の帝国の教 えを取 り入れさせた。

また，コルテス(メ キシコのスペイン人征服者，

1485-1547年)の 剣によ り，異教徒の手に十

字架 を握 らせ，彼 らにキ リス ト教徒 と自称さ

せ た。さらに，テ ッツェル(ド イツ人修道僧，

1465-1519年)の 甘言により，罪を金で贈 う

免罪符を売らせた。

スペインで， メキシコで，ペルー で， ルシ

フェルは宗教裁判の悪 を繁茂 させ，何千何万

の住人を異端者 として殺害 した。既成の組織

か ら外れたユ グノーやその他 の反対者たちは

大勢謀殺 された。当時の支配宗教は，恐怖 と

無知 と迷信の宗教であ り，人の自由意志 を無

視 した剣による強制 の宗教であった。

長 く暗い夜であった。物陰には ジャッカル

が，森には狼が， そこか しこにコヨーテがい

て，ライオンがほえていた。蛇の毒牙にかか

る者 も多かった。ペス トがヨーロッパ をなめ

つ くし，戦争が各地に起 こった。 また，道徳

と礼節の支持者は数少なかった。 そして，夜

の恐怖は底知れず，夜は長 い。実に暗い闇 で

あった。

やがて空がかすかに白み始めた。カル ビン

や ツビングリー，ルター，ウエスレーが来て，

賢人，善人が出た。ひ ときわ輝 く明けの星た

ちがそこか しこの国に生 まれた。夜の罪 と悪

にへ きえきした勇気ある人々，識見ある人々

である。これ らの偉大な人々が大衆 を縛 る鎖
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をたた き切 った。彼 らは善 を行ない;同 胞を

助けるこ とを願った。ひたすら自分の持つ最

善の光 と知識 に従って。

ドイツ，フランス，イギ リス，スイス，そ

の他各地 で，過去幾世紀 もの間支配 を続けた

宗教か らの離脱が始 まった6ほ のか な光が東

の空の闇を貫いて射 し始 めた。

良心の命 じるままに神 を礼拝で きる.ように，

多 くの人々が 自由 を求めてアメ リカに移住 し

た。そして時が来て，御 父の力に よりひ とつ

の国がで きた。「自由にのっとり，万人みな平

等に造 られしを旨とした」(ア ブラハム・リン

カーン，ゲテ ィスバー グ宣言 より)国 家であ

った。こうしてア メ'リカ合衆国が誕生 した。

それほど遠 くない山のかなたの大 自然の中で，

新 しい 日が産ぶ声 をあげ て.いた。

地球がゆっ くりと着実に定められた進路 を

たどり，夜明けを迎えた。そして空はますま

す明 るくなった。合衆国憲法が信教の自由を

保証 し，心を静め られた人々が公平な目をも

って互いを見 るよ うになった。そして，聖書

が出版されて多くの民衆に読 まれるようにな

ると，闇は消 え去 って光が増 し，福音の太陽

の昇 る時刻が間近 に迫っ.た。

ついに定め られた時が来て，約束 された万

物 の回復の 日が訪 れた。無限の知恵 と慈悲 と

善 をもって，天の主は栄光のみ座か ら，時満

ちたる神権時代 を開 く務め を予任 された永遠

の霊 を遣 わして下 さった。ジ ョセブ ・ス ミス

がその人である。1805年12月23日 の ことであ.

る。その時，太陽は山の頂にさしかかってい

た。.

1820年 春 の栄 えある日，言い伝 えによれば

4月6日 ，その太陽が姿 を見せた。大いなる

神が右手に主イエスを伴 い，天か らニュー ヨ

ー ク州西部の森に降 りて来 られた
。そ して，

少年 ジョセブ を名指 しで呼び，すべての教会

は誤っているので どの教会に も加 わってはな

らないと命 じられた。彼らの信条はことごと

く神 の目よ り見て憎むべ きものである。信仰

を口にする人々はみな腐敗 して， 口では主に



近づ くが心は遠 く離れて，人の教えを戒め と

して教 え，神 を敬 うふ りをしながら，神の力

を否定 していると教えられた。(ジ ョセブ・ス

ミス2：19参 照)

その瞬間か ら，星は光 を失い，月は面 を隠

し，照 り返すわずかな光に夜の暗闇 を貫 き通

す力.はなかった。時満ちたる神権時代が，天

上の神か ら地上の人間にまさに手渡 され よう

としていた。

それか ら間 もな くして，天使 たちが神 のみ

前か ら降 りて来て，教えを述べ ，神権の権能

と権威 を授け，.聖なる使徒職 に属ける王 国の

もろもろの鍵 を回復 した。こうして， この世

の人間に，この地上で結ぶことが天でも永遠

に結ばれ る結び固めの力が与 えられたのであ

る。(教 義 と聖約132：46参 照)

それか ら10年 を経ないうちに，モルモン経

が世に出され，神の王国である教会が再興さ

れて，啓示 と予言が時代の秩序 を保つ手段 と

なった。そしてみたまの賜，古代の しるしと

不思議 と奇跡が，信仰 あつい人々に注がれた。

示現 と異 言 と予言が再び人々を益す るように

説 教 中 の マ ッコ ンキ ー長 老

な り，病 人が癒され，足の不 自由な入が歩 き，

盲人の 目が開 き，死人が生 き返 った。いに し

えの聖徒が経験 したと同 じ経験 を末 日聖徒 も

す るようになったのである。

順次，古代 の真理が回復 され，次々に古代

の儀式が明 らかにされた。やがて福音が，完

全なる永遠の福音が， まさしく人を救い，昇

栄させ る神の力が，栄光 と美 と完全 さをもっ

て輝 き出た。暗闇が地を覆った日に姿 を隠し

た福音の太陽が，新たな回復の 日に再び輝 き

昇ったのである。

福音の光が射 し，真理が全地に広が るにつ

れて，夜の恐怖が消え去った。そして，恐怖

と無知 と迷信の支配 した場所 を，今や愛 と光

と純粋 な宗教が治めた。恐れは勇気 とな り，

無知は知恵 と代 わ り，迷信 と伝説は天の光 と

真理にとって代 わった。

多くの時を待 たずに，邪悪な狼は遠ぼ えを

やめ，罪のジャッカルは発展す る王国をねら

った うな り声 を静めて，大いなる福千年の時

代が私たちに訪れ るであろう。

これぞ，汝の代， おお， シオンよ!「 起き

よ，光 を放て。あなたの光が臨み，主の栄光

があなたの上にのぼったか ら。……

……主 の栄光があなたの上にあらわれ る
。

もろもろの国は， あなたの光に来， もろも

ろの王は，のぼるあなたの輝きに来 る。

暴虐は， もはやあなたの地に聞かれず，荒

廃 と滅亡 は， もはや あなたの境の うちに聞か

れず，あなたはその城壁 を 『救』 ととなえ，

その門を 『誉』 ととなえる。

……主は とこしえにあなたの光 とな り
，あ

なたの神はあなたの栄え となられる。」(イ ザ

ヤ60：1-3，18-19)

「夜 あけだ
，朝あけだ，シオンの旗かかげ

よ。明るい夜あけだ。厳かにあまね く。朝 日

は昇 りゆ く。」(讃 美歌189番)

イエス ・キ リス トのみ名によって申し上げ

る。アー メン。
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「真理を

知るであ ろう」

第 一 副 管 長

N・ エ ル ド ン ・タ ナ ー

「而して
，人も し彼の誠命を守らずんば

完さを受くることな し。彼の誠命を守る

人は真理 と光とを受け，ついに真理によ

りて栄光を得て，すべての事物 を知る。」

(教義と聖約93：27-28)

今 軌 私たちは美し暗 楽を聴き・多くの
真理 を学んだ。イエスは御 自分を信 じた

ユダヤ人たちに次のように言われた。「もしわ

たしの言葉のうちに とどまってお るなら，あ

なたがたは，ほんとうにわたしの弟子なの で

ある。 また真理を知るであろう。そ して真理

は，あなたがたに自由 を得 させ るであろう。」

(ヨハネ8：31-32)

また，主の予言者スペンサー ・W・ キンボ

ール大管長のメッセー ジを聴けたことも大 き

な祝福である。キンボール大管長が語 る真理

の言葉 を，私たちはみな心 に留め る必要があ

る。

私たちの救い主は，裏切 り，死，復活 と続

く一連の出来事の起'こる少 し前に，非常に神

聖で厳粛な一時 を使徒 たち と過ごし，彼 らを

慰め，その後に起こる出来事 の幾つか を明 ら

かにされた。 しか し，使徒 たちはみ言葉の意
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味 を充分 には理解できなか った。主は使徒た

ちがやがて取 り残 され ること，つ まり主と別

れるこ とをほのめか してから，世の簸難につ

いて語 られた。同時に，元気 を出しなさい，

私 はすでに世 に勝っていると諭された。それ

か ら，天 を仰 いでこう言われた。「父 よ，時が

来ました。あなたの子があなたの栄光 をあら

わす ように，子の栄光 をあ らわして下 さ.い。

あなたは，子に賜わったすべ ての者に，永遠

の命を授け させ るため，万民を支配する権威

を子にお与 えになったのですか ら。

永遠の命 とは，唯一の， まことの神 でいま

すあなた と， また，あなたがっかわされたイ

エス ・キリス トとを知 るこ とであ ります。

わたしは，わたしにさせ るためにお授けに

なったわ ざをな し遂げて，地上であなたの栄

光 をあらわ しました。

父よ，世が造 られる前に，わた しがみそば

で持っていた栄光で，今み前にわたしを輝か

せて下 さい。

わた しは，あなたが世か ら選んでわた しに

賜わった人々に，み名 をあ らわ しました。彼

らはあなたのものであ りましたが，わた しに

下 さいました。そして，彼 らはあなたの言葉

を守 りましたσ……

なぜ なら，わたしはあなたか らいただいた

言葉 を彼 らに与え，そ して彼らはそれを受け，

わたしがあなたから出たものであるこ とをほ

ん とうに知 り， また， あなたがわたしをつか

わされたことを信 じるに至ったか らです。……

聖なる父 よ，わたしに賜わった御名 によっ

て彼らを守って下 さい。それはわたしたちが

一つであるように
，彼 らも一つになるためで

あります。」(ヨ ハ ネ17：1-6，8，11)

この 言葉の中に，人類に祝福 をもた らす最

も大いなる真理が幾つかあ る。世界が創造 さ

れる前にイエスが御父 と共にお られたこと，

イエスが御父か ら特別な使命を与えられてこ

の地上へ遣わされたこと，十字架上での死 と

復活に関連 して起こるはずの出来事がイエス

にすでに示 されていたこと，主のみ業 を手伝



う使徒たちが神 より召 された こと，彼 らは御

子 を通 して御 父か ら下 されたみ言葉 を受 け入

れ，信 じたこと，そ.して使徒 たちにこ うある

ように と祈 られた通 り，御父 と御子が別個の

御方であ りなが ら， 目的においてはひ とつで

あることが，実に明瞭に分か る。

イエスは御父に対す るこの嘆願の中で，永

遠の生命 とは何か を定義 された。「永遠 の命 と

は，唯一の， まこ との神 でいます あなたと，

また， あなたがつかわされたイエス ・キ リス

トとを知 ることであ ります。」(ヨ ハネ1713)

また別 の時に，こうも言っておられる。「見よ，

これわが業にしてわが栄光，すなわち人に不

死不滅 と永遠の生命 とをもたらす なり。」(モ

ーセ1：39)

これ らの真理 を理解 し，受け入れるこ とが

大切なのはなぜであろ うか。

これなしでは，昇栄すなわち永遠の生命に

あずか ることができないか らである。すなわ

ち，私たちは生活の霊 的な面 を優先 しなけれ

ばならないのである。

イエスは信仰 を保 ち，御父に栄光 を帰 し，

求められることをすべて果たされた。これが，

私は世に勝 っている と言われたイエスのみ言

葉の意味す るところである。こうしてイエス

は死の縄 目を解 き，御父 と共に不死不滅 と永

遠の生命にあずか る用意をされたのである。

これは万人に対す る約束である。ヨハネに

よる福音書には次のように記されている。'

「イエスは 自分 を信 じたユダヤ人たちに言

われた，『もしわたしの言葉の うちにとどまっ

ておるな ら，あなたがたは，ほんとうにわた

しの弟子なのである。

また真理 を知 るであろう。そ して真理は，

あなたがたに自由 を得 させるであろう』。」(ヨ

ハネ8：31-32)

自由は真理 を基盤 としている。信念が幾分

かでも誤っていたら， そこに完全 な自由はな

い。誤 った鎖が心 を縛 るか らである。そのよ

うなわけで，あ らゆる源か らできる限 り多 く

の真理 を学ぶ ことが非常に大切 になって くる。

とりわけ私たちは聖典 を研究す る必要がある。

な.ぜな ら，その中に，私たちが受 け入れ，従

いさえすれば，永遠の生命 を得 ることのでき

る言葉があるか らである。

聖典は神 と御子イエス ・キりス トがそれぞ

れ別個の実在の御 方であることを証明 してい

る。神 を信 じるためには，神 の属性 を理解す

るこ とが必要であ る。そ して，神 を信ず る信

仰は， まこ との原則に立脚 していなければな

らな.い。誤 った前提の上 にある信仰は，私た

ちに とって何 ら益 とはな らないのである。そ

の一例 を挙 げる と，アメリカの初期の移住者

たちの中には，これをまけば火薬の実がなる

と言ってインディアンに火薬を渡 した者たち

がいた。インディアンは素直にそれを信 じて

火薬をまいたが， 当然その苦労は実を結ばな

か った。その信仰が偽 りを基にしていたか ら

である。

私たちは学び，祈 り，知恵 を求め，互いに

教 え合 うように勧め られている。教義 と聖約

には，次のように書か れている。

「またわれ汝 らに一つの誠命を与 う。すな

わち汝 ら互 いにこの王国の教義を教ゆべ し。

汝 ら熱心に教えよ，さらばわが恩恵は，汝

らに伴 い，か くして汝 らの理解す る必要ある

理論 と原理 と，教義 と福音の律法 と，神の王

国に就けるすべての事は更に完全に教 えらる。

これ，汝 らがわが汝 らを召したる天職 と，

わが汝 らに委任 したる使命 とを全力を尽 して

遂行す るために，われ再び汝らを遣わす時に

汝 らすべての事に用意あらんためなり。

見 よ，われは民に証 し民 を警めんため汝 ら

を遣わせ り。されば，その警め を受け しこと

あるすべ ての人はその隣人を警むる責任あ り。

故に人々言逃れあることな し。罪は人々自

らの頭の上にあ り。

われ を求むること早 き者は，われを見出 し

て棄 てらるるこ となか らん。……

汝らの束縛を解 きたる自由を守 り，罪に陥

るこ とな くして主の来 るまでその手を清浄に
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なし置 くべ し。」(教 義 と聖約88：77-78，80

-83 ，66)

私 た ちは従順になるために教えを理解 しな

ければならず，また自由 を得 るために従順 に

ならなければならない。 これは神 の律法につ

いて も国の法律についても言える。私 たちは

自由 とい うもの を，外部か らの抑制や 強制 が

な く，他人の意志 に従属せ ず， 自分や他人に

招 く結果などおかまいなしに妊 き勝手なこと

がで きる選択権のある状態 と考えが ちであ る。

しかしブ リガム ・ヤ ングは次のように述べ

ている。

「私 たちの中に
，神が厳 しく従順 を要求 し

てお られ るといっことを認めな.い人はいない。

しか しそのよっに従順 であることによって，

私たちは奴隷 となるのであろうか。否。これ

こそ，私たちが 自由を得 るためのこの世 でた

だひとつの道である。 もしも他の道を取るな

らば，私たちは自分の欲情， よこしまな欲情

の奴隷 となって……悪魔の手下 となるであろ

う。」(ノo%吻 α1(ゾ1)露60π鴬θs「説教集」18：

246)

私 た ちを導 き，祝福するため に与えられた

イエス ・キリス トの教 えの中に，十戒，山上

の垂訓，入福の教えがある。そ して実に興味

深いことであるが，国法のほとんどはこの倫

理規範から成っている。神 の律法は真理にの

っとっていて不変であ り， 人が手 を加 える余

地はない。そして，私 たちは従順の度合に応

じて祝福や罰を受けるのである。

自然界には，.逆らえば病気や不慮の死 を招

く不変の法則がある。また私たちは，法則 と

して認められる真理 を応用 して，省力を図る

設備や高速化 された快適な交通手段， インス

タン ト食品，繊維や建材等の合成物質を利用

できるようになった。また，時間や労働力が

節減されるようになった。そこで私たちは，

神の恵みに対す る感謝の表現 として，こうし

て得た余暇や余力を神 のみ業のために用いる

ようにすべ きである。

聖典は，あ らゆる真理が キリズ トの光 を通
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して明 らかにされ ると教えている。「この光は，

神の前 よりさし出でて広大 なる宇宙に満ち充

てり。

すなわち，この光はすべ ての ものの中に在

る光な り。こはすべてのものに生命 を与え，

而もすべてのものを支配する律法 にして……」

(教義i.と聖 糸勺88：12-13)

この ように，アイザック ・ニュー トン卿や

トーマス ・エ ジソン，アルバー ト・アインシ

ュタインという人々の発見 した真理は，事実

キ リス トの光 を通 して彼 らに明 らかにされた

のである。その明らかにされた真理は，人類

を無知 の奴隷の境遇から解放す るのに貢献 し，

宇宙に対する理解 の眼を開かせて くれた。.こ

れ と同様に，人 と神 との関係や，イエス ・キ

リス トの使命に関す る真理が，聖霊の力 によ

って明らかにされている。

父なる神 が感情，感覚，体 を持 ちたもう御

方であ り，イエス ・キリス トが肉における神

の独 り子であって，人間の特性 を具えて民の

間で生活されたというこ とは，人生に 目的 を

与えると共に，信 じる人々 を人類誕生にまつ

わる謎 か ら解放する真理 である。

救 い主の瞭 罪と復活についての真理を理解

する人々は，人間の究極の行 く末についての

疑念を解消することができる。 また，真理に

従 う時に，永遠の進歩 を続け，永遠の生命 と

い う栄えある祝福にあずか ることが できると

いうことを知るのである。

私 たちの教会の会貝であ り，著名 な科学者

のひ とりであるヘ ン リー ・アイ リング博士は，

次のように語っている。

「私はこの世 界の神秘の解明に努めれば努

めるほど，世 を治めてお られる唯一の御方の

実在，すなわち神の実在 をます ます身近に感

じるようになって きた。私 たちは祈 りと聖霊

の証 によって， またこの宇宙の調和 と驚異 を

ほかにどう説明す ることもできないため， あ

るいは昔救 い主が言われたように試 してみれ

ば分か るという実際の体験 によって，このこ

とを理解す ることができるのである。



私は 『アイ リング博士， あなたは科学者 と

して啓示によって導かれる と言 う宗教 をどの

ように受け入れていますか』 とよく尋ね られ

る。その答えは簡単である。福音は私 たちに

真理のみ を追求させ るか らである。科学に用

いる試験法が宗教に も当てはまる。それが有

益か どうか試 してみるとよい。宇宙を治め，そ

の運行 にも関与なさる神がおられるという概

念は，神が世界最大の驚異であ る人間に関心

を抱いてお られる との推論なしには，私には

とても理解できないことである。神が人類に

関心 を持 ってお られ るとすれば、人間の進歩

と幸福 のために計画 を与 えて下 さるのは自然

である。その計画が イエス ・キ リス トの福音

である。……

科学者に とって重要 なことは，真理がある

がゆえにその真理を追求す るとい うことであ

る。科学ではある事実が存在す る。そしてそ

の存在は人の意思に左右されないのである。

もしも追求方法が誤 っていれば，何 をもって

して も成功せ ず， また，正 しければ必ず成功

す るのである。

それは，福音に して も同じである。」(ヘ ン

リー ・ア イ リン グ η昭丑Z∫漉 げ αS6飽 η傭'

「科学者の信仰」pp .103，105)

永遠 の父なる神はあらゆる真理に通 じてお

られ，真理 にかなって働かれる とい うことか

ら，神が きのうも， きょうも，永遠に同 じで

あるという説明がつ く。神 の行 なわれること

はすべて，宇宙の不変の真理に調和 している。

また，同 じ属 性が，「め ぐみ とまこととに満

ち」(ヨ ハネ1：14)た 神 の御子イエス ・キ リ

ス トに も見られる。

神 と人間の大 きな相違のひとつは，真理の

知識の深 さにある。 神はその知識が深 いがゆえ

に，御 自身の意のままにも.うもろの世界を創造

し，宇宙 を治めることがおできになるのである。

私 たちは，「人が現在 あるが ごとくに神 もか

つてあり，神が現在あるがご とくに人 もなり

得 るの であ る」(ロ レンゾ ・スノー ，1號漉処

4αッP"卿 θお 助θ盈 「末 日の予言者は語 る」

ダニエル ・H・ ラ ドロウ編p.72)と い う言葉

を信 じている。そのために も，人は生涯 自分

の英知 を増 し， できる限 り多くの真理 を学ぶ

ように努め る必要がある。イエス ・キ リス ト

の福音は，それが どこで見 いだされ ようと，

すべ ての真理 を包含 している。 したがって，

知識 と真理 を得 た人は，それを隣人に教える

ことが大切である。

特 に，親には，子供 を教 える責任がある。

子供 に善悪の違 いを教 えなさい。子供 を好き

勝手にさせておけば，悪いことだけを学ぶか

もしれない。子供には， 自分の選択の結果に

ついて，すなわちあるものには祝福，あるも

のには罰が伴 う理由 を教え，導 きを与える必

要がある。

自分が 自分の将来の設計者であることを忘

れないようにしよう。私たちの行動 の結果に

対す る責任 は神にはない。神は，私たちに真

理の御言葉 と，従 うべ き規範 と，学び，行な

い，進歩する機会 を与えて下 さる。私はこの

こ とについて故デビッ ド・0・ マッケイ大管

長の語った言葉が好 きである。

「私は神が愛であるこ とを信 じている。神

は私たちの御父であ り，子供 たちが幸福 と永

遠の生命 を得るように と願っておられること

を信 じている。……神は人を地上に置き……

『自ら自由意志 を使 うこと』を許された
。(教

義 と聖約29：35参 照)人 は正義を選ぶことも，

悪 を選ぶこともできる。暗闇を歩 くことも，

光の中を歩 くこともできる。 しか し，覚えて

おいていただ きたいのは，神は子供たちを光

のないままに放 ってはおかれない とい うこと

である。神は，各神権時代の民に，つまずか

ずに歩むこ とのできる福音，平和 と幸福が得

られる福 音の光 を，慈愛に富んだ御父 として

恵んで下 さった。 とはいえ，主 は人々か ら自

由意志 を取 り上げてはお られない。

神 は……放蕩 な子供 たちが 自らの愚行や罪

替に よって招いた結果 を現在悲しん でおられ

る。しか し，『息子 よ，ここに2本 の道がある。

右へ行 く道 と左へ行 く道だ。左の道を取れば
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悲惨 と不幸に至 り，恐 らくは死が待っている。

右の道 を取れば成功 と幸福が得 られ る。 しか

しどちらを選ぶかはお前の 自由だ。選んでよ

ろしい。私はどちらとも強制は しない。』この

ように言 う父親 を責め られないの と同 じよう

に，私たちは決 して御父を責め ることはでき

ない。

若者は歩き始める。そして，左へ行 く道の

魅力に誘われて，それが幸福への近道だ と考

え，左の道へ行 こうと決めた。父親は息子が

どうなるかを知 ってい る。花の咲 き乱れる場

所か ら遠 くない所にぬかるみがあって，息子

がそこに足を踏み込むだうっといっことを。

また，悪戦苦闘してそこからはい出ても， ま

た別の どう沼には まるだろ うということも分

かっている。……父親は息子がそうなるずっ

と前か らそれを知 っていた.ので，警告 できた

のである。父親はなお変 わらずに息子 を愛 し，

警告 を続け，正 しい道へ戻 るように呼びかける。

その父親 と同じように，神 も過去の予言者

たちを通 じて，御 自分の民の多くが個 人とし

ても国民 としても，悲惨 と死に至 る道を選ぶ

であろうというこ とを世の人々に明 らかに し，

予言された。しか し責任は神にではな く，神

のみ言葉に耳を傾 けようとしなかった人々に

あるのである。」(レ ウェ リン ・マ ッケイ7伽 θ

'o漉 θ勲 励 「信仰に忠実に」pp.86787)

しか し，限 りない愛 と慈悲に富んでおられ

る神は，正 しい選択 をせずに真理 の道か らは

ずれている人々のために，悔 い改め とい う栄

えある原則によって救 う準備 をしてお られ る。

悔い改め とは，過ちを認め，後悔 し，その過

ちを克服 しようと決心することである。主は

次のように言われた。

「人罪 を悔い改めしや否や は
，見よ，彼は

自らこれを告白しその罪を捨つべければ，そ

の悔 い改めたることは これによ りて知 るを得

べ し。」(教 義 と聖約58：43)

時の初めか ら，神は子供たちに愛 と関心 を.

抱 いておられるがゆえに，真理 と光の敵，す

なわち手下を率 いて人類を滅ぼ し，子供たち
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を救 う神の計画 を転覆 させ ようと図るサ タン

の誘惑 に対 して警告 を発 してこられた。モル

モン経の予言者が主のみた まに促 されて民に

告 げた次の言葉は，現代に もよ く当てはまる。
わざわい

「まことにこの民は禍 である
。なぜな らば今

あなたたちは昔の人の ように予言者たちを迫
あざけ

い出し， これを嘲 り笑い，これに石 をうちつ

け， これを.殺し， また これにあらゆる悪い事

をしている。

罪深いよこしまな時代の人々よ■。強情でか

た くなな民 よ。主がいつまで赦 してお きた も

うと思っているのか。あなたたちはいつ まで

甘んじて愚な盲 目の案内者に導かれているの

か。あなたたちはいつ まで光よ りも暗やみの

方 を好んで選ぶのか。」(ヒ ラマン13：24，29)

しか し一方で，次の ような約束 もある。

「しか し，あなたたちが悔い改めて自分の

神である主に立ち帰るならば，主はわが怒 り

を解 こうと仰せ になっている。また主は仰せ

になる 『悔 い改めてわれに立ち帰 る者はさい

わいな り。され ど悔い改めざる者は禍 なり。』」

(ヒ ラマン13：11)

私 た ち全貝が知恵 と真理 を追い求め，神の

王国を受け継いで，約束 された祝福 を享受す

ることができるように願 う次第である。主は

次の ように言 ってお られる。

「真理の 『みたま』神 より出ず
。われは真

理の 『みたま』な り。 ヨハ ネわれに就 き記録

を為 して言え り。彼は完 き真理 を受けた り。

す なわち，完全にあらゆる真理 を受けた り。

而 して， 人もし彼の誠命 を.守らずんば完 き

を受 くることなし。

彼の誠命を守 る人は真理 と光 とを受 け，つ

いに真理に よりて栄光 を得て，すべての事物

を知 る。」(教 義 と聖約93：26-28)

私 た ち全員が神 を自分の御父 として， また

御子イエス ・キ リス トを救い主 として受け入

れ，主の戒めを守って，私たちを自由にし永

遠の生命に導 く真理 を常に求め続けるように，

イエス ・キ リス トのみ名に よりへ りくだって

祈るものである。アー メン。



1977年 度統計報告

大管長会書記

フランシス ・M・ ギボ ンズ

大 管長会は・1977年12月31日 現 在の教会員
に関す る統計記録 を以下のように発表 し

ました。

教会ユ ニッ ト

ステー キ部数 885
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大祭 司129，000

1977年 度 内に，45，000人 の神権者が増えた

ことになる。

専任宣教師25，300

伝道部数

ワー ド部数

ステーキ部 内の独立支部数

伝道部 内の支部数

1977年 度 内に，541の ワー ド部 と支部が増

加 したことになる。

ワー ド部 または支部のある国54ヵ 国

教会員数

教会員総数

5，917

1，549

1，694

3，966，000

昨年度の増加率 を考 える と，現時点では，

400万 人 を超えていると思われる。

1977年 度 内の会員数の増加

幼児の祝福数

子供のバプテスマ数

改宗者のバ プテスマ数

95，000

62，000

一 般 統 計

出 生 率(1，000人 当 り)

結 婚 率(1，000人 当 り)

死 亡 率(1，000人 当 り)

167，939

31.66

13.25

神権者

執事

教師

祭司

長老，

4.14

七十人

142，000

112，000

201，000

338，000

28，000

福祉活動

現金 または 日用品の援助 を受けた人…99，600

末 日聖徒社会福祉機関の

援助 を受けた人15，000

有給 の職業に就いた人16，000

労働 奉仕 日数累計427，000

倉庫 からの支給 日用品(キ ログラム)8，051，000

系 図

神 殿 儀 式 の ため に 処 理 した名 前 の 数3，374，000

年 度 内 に36ヵ 国 に お い て ， マ イ ク ロ フ ィル

ム に 収 録 し た 系 図 記 録 は ，100フ ィー トの ロ

ー ル で949
，000巻 に の ぼ る。 こ れ は300ペ ー ジ

の 本 で4，517，000冊 分 に 相 当 す る。

神殿

年度内に執行 されたエンダウメント数 ：

生者

死者

47，037

儀式 を行 なっている神殿

建築中，

3，555，118

または計画中の神殿

14

改築工事中の神殿

6

2

儀 式 を行なっている神殿は昨年度 よりも2

つ少ないが，エ ンダウメン ト数 は，180，362

増加 してい る。

教 会 の 学 校

1976-77年 ， 在 籍 者 数 ：

セ ミナ リー ， イ ン ス テ ィテ ユ ー ト

(特 別 プ ロ グ ラム を 含 む)… … ・…288，000
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教会の学校，大学 74，000

死亡者

七十人第一定貝会会員アルマ ・ソニ長老，

十二使徒評議貝会会員 リグラン ド・リチャー

ズ長老夫人アイナ ・J・ ア シュ トン ・リチャ

ーズ姉妹，大祝福 師エル ドレッ ド・G・ ス ミ

ス長老夫人ジャン ・N・ ス ミス姉妹，テキサ

ス ・エルパ ソステー キ部 ジョン ・ハ ロル ド・

マ リン 部 長 ， サ モ ア ・ア ピ ア ス テ ー キ 部 オ リ

ー ・ リチ 寿 一 ド ・ク リチ トン 部 長
， 著 述 家 ・

教 育 家 シ ドニ ー ・B・ ス ペ リー 博 士 ， ロサ ン

ゼ ル ス ， ロ ン ドン ， ス イ ス ， ニ ュ ー ジ ー ラ ン

ド神 殿 設 計 者 エ ドワー ド ・オ リバ ー ・ア ン ダ

ー ソ ン
， 元 連 邦 準 備 会 議 議 長 マ リナ ー ・S・

エ ッ ク ル ス 氏 ， 作 曲 家 ・教 育 家 ・教 会 シ ン ギ

ン グ ・マ ザ ー 活 動 デ ィ レ ク タ ー の フ ロ ー レ ン

ス ・J・ マ ドセ ン 博 士 。

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会大管長会への

教会財務委員会報告

委 員 長

ウ イ ル フ ォ ー ド ・G・ エ ドリ ング

私 たちは・1977年12月31日 現 在の教会 の年
次財政報告書，な らびに年間の業務状況

を検査致 しました。当委貝会は，教会の中央

基金およびその他関連組織の基金，教会財務

部の保持す る報告書等，すべての財政報告書

と運用状況を検査致 しました。また，予算編

成，会計，監査の諸手続き，ならびに基金の

受領方法 と支払いの処理方法について も調べ

ました。その結果，教会の中央基金の支出が

大管長会の承認の下に，予算手続 きを踏んで

行なわれていると判断致 します。予算編成は，

大管長会な らびに十二使徒評議員会，管理監

督会より構成された什分の一配分評議会で承

認 されています。 そして，支出承認委員会が

毎週開かれる会合 において，その予算の下 で

基金の支出を管理運営 しています。

現在，教会の急速な発展 に立ち遅れ るこ と

のないよう，財務部や その他の部門に最：新の

会計技術 と設備を導入して，資料の処理 を的

確に行なっています。 また財務部 と法務部は，

連邦政府ならびに州政府，諸外国の政府によ

る課税問題 を共同で適切に処理 しています。

監査部は，他のあらゆる部門か ら独立 して

おり，教会の全部 門およびその他関連組織 の

運営 と財政の監査，な らびに財務部の保持す

る報告書の監査 を定期 的に実施 しています。

またこれには，伝道部，財務セ ンター，諸外

国における各部門の活動の監査 も含 まれてい

ます。さらに監査部は，教会が利用 している

コンピュー ター システムの監査 も実施 してい

ます。教会の発展 と活動の拡大に伴 って，教

会の資産 を保護する運営規模 も大き くなって

います。 ワー ド部 とステーキ部の基金の監査

は，ステーキ部監査員に割 り当てられてい ま

す。また，教会が所有あるいは管理 している

法人組織の事業については，財務部はその報

告書 を保管 しないので，公認の会計検査貝が

監査 を行 なってい ます。

当委貝会は，年次財政報告書，その他の会

計資料， ならびに財政業務の管理 の基 とな る

会計お よび監査方法 を検討 し， さらに財務部，

監査部，法務部の職貝 と会合 を持 って調べ ま

した。その結果，1977年 度 の教会中央基金の

収支は適切に会計処理 されていました。

教会財務委貝会

ウイルフォー ド・G・ エ ドリング

ハ ロル ド・H・ ベネ ット

ウェス トン ・E・ ハ ミル トン

デビッ ド・M・ ケネディー

ウォーレン ・E・ ビュー
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教会役員の支持

第 一 副 管長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

前 回の大会で 教会役員の支持に反対の挙
手 をした方がひとりいらっしゃいました。

そのことに関連 して誤解があった ようです。

ある方か ら， その時の私の彼に対す る態 度が

非常に素 っ気無かった と言われ ました。 した

がいまして，役貝の支持に反対の挙手が あっ

た場合， どのようにするかについて説明 した

い と思います。私たちはその方々に，ひ とり

の教会幹部の ところへ行 って， どうして支持

で きないのか，その理由を説明していただき

ます。そして，必要であれば手続きを取 ります。

私 たちは予言者，聖見者，啓示 を受ける者，

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の大管長 とし

てスペンサー ・W・ キンボール を支持 して下

さるよう提議致 します。この提議に賛成 の方

はその意を表わして下さい。 もし反対の方が

あれば， 同じようにその意 を表わ して下 さい。

大管長会第一副管長 としてナサン ・エル ド

ン ・タナー を，第二副管長 としてマ リオン ・

G・ ロムニーを支持 して下 さるよう提議致 し

ます。賛成の方はその意 を表わして下 さい。

もし反対 の方があれば， 同じようにその意 を

表わして下 さい。

私 たちは十二使徒評議員会会長 としてエズ

ラ ・タフ ト ・ベ ンソンを支持 して下 さるよう

提議致 します。賛成の方はその意 を表わ して

下 さい。 もし反対の方があれば，同じように

その意 を表わ して下 さい。

私 たちは十二使徒評議貝会会員 として，エ

ズラ ・タフ ト・ベ ンソン，マーク ・E・ ピー

ターセン，デルバー ト ・L・ ステイプレー，

リグラン ド・リチャーズ，ハワー ド・W・ ハ

ンター，ゴー ドン ・B・ ヒンクレー， トーマ

ス ・・S・ モンソン， ボイ ド・K・ パッカー，

マービン ・J・ ア シュ トン，ブルース ・R・

マ ッ コ ン キ ー ，L・ トム ・ペ リー ， デ ビ ッ ド・

B・ ヘ イ トを 支 持 して 下 さ る よ う提 議 致 し ま

す 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 わ し て下 さ い 。 も

し反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ う に そ の 意 を表

わ し て 下 さ い 。

教 会 の 大 祝 福 師 と し て エ ル ドレ ッ ド ・G・

ス ミス を 支 持 して 下 さ る よ う提 議 致 し ます 。

賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。 反 対 の

方 が あ れ ば ， そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。

大 管 長 会 副 管 長 ， 十 二 使 徒 ， 大 祝 福 師 を予

言 者 ， 聖 見 者 ， 啓 示 を受 け る 者 と し て支 持 し

て 下 さ る よ う提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の

意 を 表 わ し て 下 さ い 。 も し反 対 の 方 が あ れ ば ，

同 じ よ うに そ の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。

七 十 人 第 一 定 貝 会 会 長 会 な ら び に 七 十 人 第

一 定 員 会 会 貝 と し て
， フ ラ ン ク リ ン ・D・ リ

チ ャ ー ズ ， ジ ェ ー ム ズ ・E・ フ ァ ウ ス ト，J・

トー マ ス ・フ ァ イ ア ン ズ ，A・ セ オ ドア ・タ

トル ， ニ ー ル ・A・ マ ッ ク ス ウ ェ ル ， マ リオ

ン ・D・ ハ ン ク ス ， ポー ル ・H・ ダ ン を支 持

し て 下 さ る よ う提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ

の 意 を表 わ し て下 さい 。 も し反 対 の 方 が あ れ

ば ， 同 じ よ う に そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。

そ の 他 の 七 十 人 第 一 定 員 会 会 員 と して 以 下

の 人 々 を支 持 して 下 さ る よ う提 議 致 し ます 。

ス タ ー リ ン グ ・W・ シ ル ， ヘ ン リー ・D・ テ

イ ラ ー ， セ オ ドア ・M・ バ ー トン ， バ ー ナ ー.

ド ・P・ ブ ロ ッ クバ ン ク， ジ ェー ム ズ ・A・

カ リモ ア ， ジ ョセ ブ ・ア ン ダ ー ソ ン， ウ ィ リ

ア ム ・H・ ベ ネ ッ ト， ジ ョ ン ・H・ バ ン デ ン

バ ー グ， ロバ ー ト ・L・ シ ン プ ソ ン ，0・ レ

ス リー ・ス トー ン， ウ ィ リア ム ・グ ラ ン ト ・

バ ン ガ ー タ ー ， ロバ ー ト ・D・ ヘ イ ル ズ ， ア

ドニ ー ・Y・ 小 松 ， ジ ョ セ ブ ・B・ ワ ー ス リ

ン，S・ デ ル ワ ー ス ・ヤ ン グ， ハ ー トマ ン ・
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レ ク ター ・ジ ュ ニ ア ， ロ ー レ ン ・C・ ダ ン，

レ ッ クス ・D・ ビ ネ ガ ー ， ジ ー ン ・R・ ク ッ

ク， チ ャ ー ル ズ ・A・ デ ィ デ ィ エ ， ウ ィ リア

ム ・R・ ブ ラ ッ ドフ ォー ド， ジ ョー ジ ・P・

リー ， カ ー ロ ス ・E・ エ イ シ ー ，M・ ラ ッセ

ル ・バ ラー ド ・ジ ュ ニ ア ， ジ ョ ン ・H・ グ ロ

ー バ ー グ
， ジ ェ イ コ ブ ・デ ィ エ ガ ー ， ボ ー ン ・

J・ フ ェザ ー ス トー ン， デ ィー ン ・L・ ラー

セ ン， ロ イ デ ン ・G・ デ リ ッ ク， ロ バ ー ト ・

E・ ウ エ ル ズ ，G・ ホ ー マ ー ・ダ ラ ム ， ジ ェ

ー ム ズ ・M・ パ ラ モ ア
， リチ ャ ー ド ・◎ ・ス

コ ッ ト， ヒュ ー ・W・ ピ ノ ッ ク，F・ エ ン ツ

ィ オ ・ブ ッ シ ェ， 菊 地 良 彦 ， ロ ナ ル ド ・E・

ポ ー ル マ ン， デ リ ッ ク ・A・ カ ス バ ー ト， ロ

バ ー ト ・L・ バ ッ クマ ン ， レ ッ ク ス ・C・ リ

ー ブ 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ し て 下 さ い 。

も し反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ う に そ の 意 を

表 わ して 下 さ い 。

管 理 監 督 会 の 管 理 監 督 と して ビ ク ター ・L・

ブ ラ ウ ン を ， 第一 副 監 督 と し てH・ バ ー ク ・

ピー タ ー ソ ン を， 第 二 副 監 督 と し てJ・ リチ

ャー ド ・ク ラー グ.を支 持 し て 下 さ る よ う提 議

致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ し て 下 さ

い 。 も し 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ う に そ の

意 を表 わ して 下 さ い 。

地 区 代 表 と して ， 全 地 区 代 表 を現 状 の ま ま

で 支 持 し て下 さ る よ う に 。

扶 助 協 会 ， 会 長 と し て バ ー バ ラ ・ブ ラ ッ ド

シ ョー ・ス ミス を， 第 一 副 会 長 と して ジ ャナ

ス ・ラ ッセ ル ・キ ャ ノ ン を ， 第 二 副 会 長 と し て

マ リア ン ・リチ ャ ー ド・ボ イヤ ー を， そ の 他 管

理 会 員 を現 状 の ま ま で 支 持 して 下 さ る よ う に 。

日曜 学 校 ， 会 長 と し て ラ.ッセ ル ・M・ ネ ル

ソ ン を， 第一 副 会 長 と して ジ ョー ・J・ ク リ

ス テ ン セ ン を，第 二 副 会 長 と し て ウ ィ リア ム ・

D・ オ ズ ワ ル ド を， そ の 他 管 理 会 貝 を現 状 の

ま ま で 支 持 し て下 さ る よ うに 。

若 い 男 性 ， 会 長 と して ニ ー ル ・D・ シ ェ イ

ラ ー を ， 第一 副 会 長 と して グ ラハ ム ・W・ ド

ク シー を， 第 二 副 会 長 と し て ク イ ン ・G・ マ

ッケ イ を， そ の 他 管 理 会 員 を現 状 の ま ま で 支
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持 して 下 さ る よ う に 。

若 い 女 性 ， 会 長 と し て ル ー ス ・ハ ー デ ィー ・

フ ァ ン ク を， 第 一 副 会 長 と して ホ ー テ ン ス ・

H・ チ ャ イ ル ド を， 第 二 副 会 長 と.して ア ー デ

ス ・G・ カ ップ を， そ の 他 管 理 会 負 を現 状 の

ま ま で 支 持 して 下 さ る よ う に 。

初 等 協 会 ， 会 長 と，し て ナ オ ミ ・マ ッ ク ス フ

ィー ル ド ・シ ャ ム ウ ェ イ を， 第 一 副 会 長 と し

て コ ー リ ン ・ブ ッ シ ュ マ ン ・レ モ ン.を， 第 二

副 会 長 と し て ドロ シ ア ・ル ー ・ク、リス チ ャ ン

セ ン ・マ ー ドッ ク を， そ の 他 管 理 会 貝 を 現 状

の ま ま で 支 持 し て 下 さ る よ うに 。

教 会 教 育 委 員 会 ， 委 員 と して ス ペ ン サ ー ・

W・ キ ン ボ ー ル ，N・ エ ル ドン ・タナ ー ， マ

リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー ， エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ

ン ソ ン， ゴー ドン ・B・ ヒ ン ク レ ー ， トー マ

ス ・S・ モ ン ソ ン ， ボ イ ド ・K・ パ ッ カ サ ，

マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン ， ニ ー ル ・A.・・マ

ッ ク ス ウ ェ ル ， マ リオ ン ・D・ ハ ン ク ス ， ビ

ク ター ・L・ ブ ラ ウ ン ， バ ー バ ラ ・B・ ス ミ

ス を支 持 し て 下 さ る よ うに 。

以 上 の 提 議 に 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ し て

下 さ い 。 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ うに そ の

意 を表 わ し て 下 さ い。

教 会 財 務 委 員 会 ， 委 員 と して ウ イ ル フ ォ ー

ド ・G・ エ ドリ ン グ， ハ ロ ル ド ・H・ ベ ネ ッ

ト， ウ ェ ス トン ・E・ ハ ミル トン， デ ビ ッ ド・

M・ ケ ネ デ ィ ー ， ヴ ォ ー レ ン ・E・ ビ ュ ー を

支 持 して 下 さ る よ.う に 。

タバ ナ クル 合 唱 団 ，団 長 と して オ ー ク レ ー ・

S・ エ バ ン ズ を， 指 揮 者 と して ジ ェ ラ ル ド ・

D・ オ タ リー を， 准 指 揮 者 と し て ドナ ル ド ・

H・ リプ リ ン ガ ー を， タバ ナ クル オ ル ガ ニ ス

トと して ロ バ ー ト ・カ ン デ ィ ッ ク， ロ イ ・M・

ダ ー リー ， ジ ョ ン ・ロ ン グ ハ ー ス トを 支 持 し

て 下 さ る よ う に 。

以 上 の 提 議 に 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ して

下 さ い 。 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ うに そ の

意 を表 わ して 下 さ い 。

キ ン ボー ル 大 管 長 ，以 上 の 役 員 お よび 教 会 幹

部 に 対 して 全 会 一 致 の支 持 が 得 られ た よ うで す 。



信仰の祈 リ

十二使徒評議員会会員

トーマス ・S・ モ ンソン

絶えざる祈 リは，不信者を改宗させ，危

険に直面 している人を守 り，ためらう人

を変える

カ、わいい初等協会の少年少女 たちの美 しい
歌 は実に感動的である。 きょうこの美し

い歌 を聴かせて くれた子供 たちはみな，週に

一 回同年代の子供たち と共に初等協会に参加

している。 しか しこの子供 たちと同 じよっに，

かわい く，貴 い子供であ りなが ら，恵まれな

い子供たちもいる。

何年か前にオー ス トラ リア伝道部 を訪問 し

た時のことである。私 はダー ウィン市に初め

て教会の礼拝堂 を建てるための鍬 入れ式に出

席す るこ とになり，伝道部長 に同行 した。途

中，飛行機は燃料補給のため，小鉱山都市の

マウン トアイザに立 ち寄 った。そこの空港で，

私はひとりの母親 と初等協会の年齢のふたり

の子供に会 った。彼女はジュディス ・ルーデ

ンです と自己紹介 し， この町の教会員は自分

たち3人 だけです と語 った。夫の リチ ャー ド

氏は教会員 ではなかった。私たちは短い集会

を開 き，そこで私は毎週家庭初等協会 を開 く

ことが大切であることを話 した。そして，教

会本部か ら家庭初等協会 の資料 を送ることを

約束 した。それに対 してルーデン姉妹は，必

ず祈 り，家庭初等協会 を開 き，信仰 を保ちま

す と約束して くれた。

ソル トレー ク ・シテ ィーに帰 ってか ら，私

は当時のラバーン ・パーム リー会長に手伝っ

ていただき，家庭初等協会の資料を送り，「チ

ル ドレンズ ・フレン ド」誌 を予約 した。

それから数年後，私はオース トラリア ・ブ

リスベーンステー キ部のステーキ部大会 に出

席 した折， たまたま神権会でその忠実な女性

と子供 たちの ことを話 した。そして，「いつか，

あの家庭初等協会が続 いているか どうかを知

りたい と思います。 また，あの素晴 らしい御

家族の教会貝 でない御主人にお会 いしたいも

のです」 と話 した。するとひとりの兄弟が立

ち上がってこう言った。「モ ンソン兄弟，私が

リチャー ド ・ルーデ ンです。今お話になった

女性め夫で， そのかわいい子供たちの父親で

す。祈 りと初等協会が，私 を教会に導いて く

れました。」

また昨年の冬の出来事か らも，私は祈 りの

力について学 んだ。責任 を受 けて，アルゼン

チンの美しい都市ブエ ノスアイレスを訪れた

時のことである。 この町の大通 りを彩る歴史

的なパ レルモ公園で車 を止めた。 とい うのは，

1925年 の ク リスマスの 日に，主の使徒である

メルビン ・J・ バ ラー ド長老が南米諸国を福

音伝道のために奉献 したのがその場所だった

か らである。現在，その地の教会の発展は予

想 をはるか に上回ってお り，霊感に満 ちた祈

りが現実 となっていることは明白である。

そのパ レルモ公園には，合衆国の建国の父

であ り，初代大統領であるジョー ジ ・ワシン

トンの大 きな像が立っている。それ を見てい

た時，私の胸に，祈 りが大 きな役割 を演 じた

もうひ とつの重要 な場所が思い浮かんだ。バ

レー ・フォー ジである。ジョー ジ ・ワシント

ン率いる軍隊が， ひどい痛手を受 け，食物は

少な く，装備に も事欠いていたある冬のさ中
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に，彼が導いたのがこの谷であった。

現在，バ レー ・フォー ジの静かな森にワシ

ン トンをたたえる記念像がある。そこに刻 ま

れたワシン トンは，馬上の人でも栄光の戦場

を見わたす人でもない。謙遜 にひ ざまずいて

天の神に助け を願 う祈 りの姿であ る。その像

をじっと見ていると， よく耳にす る次の言葉

が胸に響いて くる。「ひざまず く時に，人は最：

も大 きく見える」 と。

誠実な人，気高い人格者，志のある入はい

つ も自分 より大 きな力の存在することを認め，

その力に対 して導 きを祈 り求める。それは過

去にそ うであ り， また将来 もそ うである。

初めに，父祖アダムは，「今 よりいつまで も

御子の御名によりて神 を呼ぶべ し」(モ ーセ5

：8)と 命 じられた。アダムは祈 り，アブラ

ハム も祈 り，イサ クもモーセ も祈 り，すべて

の予言者が力の源である神に祈 った。砂 時計

の砂が落ちるように，大勢の人間が生 まれ，

生き， そして死んで行った。 こうしてついに，

予言者たちが祈 り，詩篇作者が歌い，殉教者

たちが命 を捧げ，全人類が願ったあの栄えあ

る出来事が起 こったのである。

ベツレヘムのみ どり児の誕生は美 しく，た

ぐいな く意義深い出来事であった。ナザ レの

イエスは予言を成就 されたのである。 らい病
ろうしゃ

人を清め，盲入の 目を開き，聾者の耳 を開 き，
そ せい

死者を蘇生 させ，真理 を教え，万 人を救った。

主イエスはその ように して御父 をあがめ，私

たちに見習 うべ き模範 を示されたのである。

イエスはほかの どの予言者や指導者にも勝

って，祈 りの方法 をよ く教 えておられる。

だれ もゲ ッセマネの園における苦悩 とあの熱

烈な祈 りを決 して忘れないことだろう。「わが

父よ， もしできることで した らどうか， この

杯をわたしか ら過 ぎ去 らせて くだ さい。 しか

し，わたしの思いのままにではな く，みここ

ろのままになさって下 さい。」(マ タイ26：39)

そ して主は次のように私たちに命 じられた。

「誘惑に陥 らないように
， 目をさまして祈 っ

ていなさい。」(マ タイ26：41>
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イエスの勧告が思い出される。「祈 る時には，.

偽 善者たちの ようにするな。彼 らは人に見せ

ようとして，会堂や大通 りのつ じに立って祈

ることを好む。……

あなたは祈 る時，……隠れた所 においでに

なるあなたの父に祈 りなさい。す ると，隠れ

た事 を見ておられるあなたの父は，報いて く

ださるであろう。」(マ タイ6：5-6)

私 た ちへの指針であるこの教えは，悩む心

に求めてや まぬ平安 を与えて くれる。

残念なことに，繁栄や富裕，名誉，名声は

時に，尊大な 自信に裏打ちされた偽 りの安心

感 と，祈 りの心の放棄 を招 くことがある。逆

に，試練や苦難，病気，死 は人の高慢 を打ち

砕 き，謙虚な気持 ちで天の力 を求めさせる。

私は，大勢の死傷者 を出した第二次世 界大

戦 こそ，人類史上最 も多くの人間が祈 った時

ではないか と思 う。徴兵 されて戦場に向か う

息子や夫や父のために全能の神の加護 を祈 っ

た母，妻，子供の胸の内をだれが知 り得 よう

か。祈 りは聞かれる。祈 りは答えられる。

ここで，感動的なひ とつの実話 を御紹介 し

たい。艦船に乗 り組んで太平洋の戦場 に向か

った子息の無事 を祈 り続けたあるアメ リカ人

女性の話である。彼女は毎朝祈 りを終えると，

兵士 たちの救命索 を製造す る工場ヘ ボランテ

ィア として働 きに出掛けた。はた してその母

親の手掛けた仕事が直接に愛す る息子の命 を

救ったであろうか。彼女 とその家族 を知って

いる人々は，水兵 としてガダルカナル島に出

征 したエルジン ・ステイプルズの経験談 をな

っかしく思い出す。ステイプル ズは舷か ら投

げ出 された時に，救命索のお陰で命拾 いをし

た。 ところが，後で分かったこ とであるが，

それはオハイオ州オ クロン市に住む 自分の母

親が検査 し，包装 し， スタンプを押 したもの

であった。

どんな方法に よるのか，

わたしは知 らない。

しか し確 かに分か る，



神 は 祈 り に答 え て くだ さ る と。

祈 り をい つ も 聞 い て い る，

早 晩 祈 り に 答 え よ う と，

み 言 葉 を私 に 下 さ る 。

だ か ら わ た し は 祈 り，

心 穏 や か に そ の 日 を待 つ 。

(エ ラ イ ザ ・M・ ピ コ ッ ク`：P勉 鐸 〆'B2s'

Loθ θ41～61顧0πsPO6勉S『 祈 り』 「宗 教 詩 選 集」

ジ ェ ー ム ズ ・ギ ル ク リス ト ・ロ ー ソ ン編 ，

P.160)

若い世代の人々は，「で も現在 はどうだろう。

今 も祈 りを聞いて下 さるだろうか。まだ答 え

て下さるだろうか」 と尋ね るかもしれない。

それにはこう答えよう。「祈 りなさいとい う主

の命令には期限がついていない。私 たちが主

を覚えている限 り，主 も私 たちを覚 えていて

下 さる」 と。

祈 りが答えられる時に，旗が掲げ られた り，

楽隊の演奏があったりとい うことはまずない

といってよい。主の奇跡は秘かに自然に行 な

われ ることが 多いか らである。

私は何年か前， コロラ ド州 グラン ドジャン

クションステーキ部の大会 に出席 した時に，

ステーキ部長か ら，ある夫婦に会 ってほしい

と言われた。彼 らは伝道地に着いたばか りの

息子か ら，帰 りたいという手紙 をもらって困

り果てていたのである。そこで私 は，大会 を

終えた後，その夫婦に会い，ステーキ部長を

交えて4人 で静かにひ ざまずいた。私 が祈 り

始めると，悲しむ母親 と落胆した父親のすす

り泣きが聞 こえてきた。

祈 り終えて立 ち上がった時に，父親が言っ

た。「モンソン兄弟，天父は伝道半ばで帰国す

るという息子の決心 を変えて下 さる と本当に

思い ますか。私は正 しいことをしようと一生

懸命に努めていますが，祈 りが聞かれないの

です。なぜ でしょうか。」

私は，「御子息はどちらで伝道 をしておいで

ですか」 と尋ねた。

「ドイツのデュッセル ドルフです」 という

返事 であった。

私はその夫婦の肩に手 を置 いて言った。「お

ふた りの祈 りはすでに聞かれ，答えられてい

ます。 きょう教会幹部が出席 して行なわれた

ステー キ部大会 は28あ り，私があなたのステ

ー キ部に割 り当てられました。そして今週の

木曜 日に，私は ドイツ・デュッセル ドルツ伝道

部の宣教師 と面接することになっています。」

その夫婦の願いは主 に受け入れ られたので

あった。私 は彼 らの子息に会 うことができた。

その結果，彼は両親の願いに応えて，最後ま

で立派に伝道 を続けたのである。

それか ら何年か後に， コロラ ド州 グラン ド

ジャンクションステー キ部 を再び訪問 した折

にもあの夫婦にお会い した。その時には，兄

弟に資格がな くて，大勢の子供たちと共に永

遠の家族 となる神聖な結び固めの儀式 を受け

られない状態であった。そこで私は，家族が

熱心に祈 るならばその資格が得 られるはず で

す と話 した。そして，いつか神殿で神聖な結

び固めの儀式 を是非 とも自分に司式 させてほ

しい とお願 いした。

母親が請い，父親 も努力 し，子供たちも懇

願 し，全員で祈 った。その結果はどうであっ

ただろうか。幼い息子の トッ ドが，父の日の

朝に父親の枕の下に置いた貴重な一通の手紙

を読んでみ たい と思 う。

「ノぐノぐへ
，

ぼ くはパパがだいす きです。 でもす きでな

いこともあ ります。 どうしてタバ コがやめら

れないのですか。た くさんの人がやめている

のに…… どうしてパパ はできないのですか。

か らだに も，はいに も， しんぞ うに もわるい

でしょう。パパはちえのこ とばをまもれなけ

れば，ぼ くやスキップやブラッ ドやマークや

ジェフや ジニーやパム といっしょに，天ごく

へ行けませ ん。ぼ くたちはちえのことばをま

もっています。 どうしてパパは まもれないの

ですか。パパはつよい し，おとななのに。パ

パ，ぼ くは天ご くでパパ とあいたいです。み

んなもあいたいです。天ごくで，みんないっ
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1

し ょの か ぞ くに な りた い で す 。 … … は な れ ば

な れ は い や で す 。

バ バ ， パ パ とマ マ は ふ る い じて ん し ゃ を2

だ い か っ て ， まい ば ん こ う え ん で の っ て くだ

さ い 。 パ パ とマ マ は わ ら うか も し れ な い け れ

ど， ぼ くは し ん け ん で す 。 と し を と っ た 人 た

ち が こ っ え ん で マ ラ ソ ン を し た り， じて ん し

ゃに の っ た り， さ ん ぽ を した りす る の をみ て

わ ら っけ れ ど， そ の 人 た ち の ほ うが パ パ や マ

マ よ りな が い き をす る とお も い ます 。 そ の 人

た ち は ， は い や ， しん ぞ うや ， き ん に く を う

ん ど っ させ て い るか ら で す 。 そ の 人 た ち は あ

とに な っ て よか っ た と お も う とお も い ま す 。

パ パ ， お ね が い で す 。 よ い 人 に な っ て くだ

さ い 。 タ バ コ を す わ な い で ， お さけ を の ま な

い で ， か み さ ま の お し え と ち が う こ と は や め

て くだ さ い 。 パ パ に は ぼ くた ち の そ つ ぎ ょ う

し き に で て ほ し い の で す 。 タ バ コ をや め て ぼ

くた ち の よ うに す れ ば ， パ パ と マ マ で モ ン ソ

ン き ょ うだ い の と こ ろ へ 行 っ て ， しん で ん で

む す び か た め を うけ ， ぼ くた ち との む す び か

ため も で き ま す 。

ね え， パ パ ， マ マ とぼ くた ち は ま っ て い ま

す 。 パ パ と え い え ん に い っ し ょ に い た い の で

す 。 ぼ くた ち は パ パ を あ い じ て い ます 。 す ば

ら しい バ バ へ 。 ト ッ ドよ り

お に い さ ん や お ね え さ ん が か い て も， ぼ

く とお な じこ と をか く とお も い ます 。

ニ ュー トン さ ん は タバ コ を や め ま し た 。

だ か ら， バ バ もや め られ ます 。 だ っ て パ パ

は ニ ュー トン さ ん よ り， か み さ ま の お しえ

を よ くま も っ て い るか ら で す 。」

この願 い，この信仰の祈 りは聞き届けられ

た。そして私は今， このテンプルスクェアに

そびえ立つ美 しい神殿の聖なる部屋に家族全

員が集 まったあの晩の思い出を貴重な宝 とし

てこの胸に しまっている。父親 と母親 と子供

たちが全貝ひ とつの部屋に集 まって，永遠の

意義 を持つ儀式が執行 されたのである。そ し
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て謙遜な感謝 の祈 りで，待 ちに待ったこの夜

は閉 じたのであった。

祈 りはたましいの 見えぬ望み，

述べても述べず も 胸 に燃ゆる

神 生命，真理へ誘いた もう

主 よ祈 りの道 教えたまえ

(讃 美歌176番)

主 は私たちに祈 りの方法を教えて下 さった。

私はすべての人が その教えを知 ってそれに従

うことを，切に願い，心 より祈 る次第である。

イエス ・キ リス トのみ名により申し上げる。

アーメン。



初等協会は

子供たちの人生を

豊かにする

十.二使徒評議員会会員

デ ビッ ド ・B・ ヘイ ト

片田舎で始まった集いが，今日大勢の

子供たちに祝福をもたらしている

救 い主は，あらゆる機会 をとらえて弟子た
ちを教 えられた。そのようなある日，救

い主は，穏やかで ない質 問 を受 けた。弟子

たちが 自分の地位 を知 りたい と思ったのであ

る。そのひとりが，「いったい，天国ではだれ

がいちばん偉 いのですか」(マ タイ18：1>と

尋 ねた。主は多分 ，御 自分 を取 り囲んだ群

衆の中の幼児に手 を差 し伸べ，その子を抱き

よせ られたに違いない。主は次のように言わ

れた。「心 をいれかえて幼 な子 のようにならな

ければ，天国にはいることはできないであろ

う。

この幼 な子 のように 自分 を低 くする者が，天

国でいちばん偉いのである。」(マタイ18：3-4)

救 い主はこの出来事 によって，私たちおとな

に，再び子供時代 を思い出 して弱 さや悪 を捨

てるよっに教 えよっとされたのではないだろ

うか。私たちお となは最 も素晴 らしい幼な子

のような信仰 を取 り戻す必要がある。

「また
，だれで も，このようなひ とりの幼

な子 を，わた しの名のゆえに受けいれ る者は，

わたしを受けいれるのである。」(マ タイ18：

5)

多分 まだ幼な子 を脇に抱いていたのであろ

っ。王は さらにこっ言われた。 「しか し，わ

たしを信ずるこれらの小さい者のひとりをつ

まずかせ る者は，大 きなひきうす を首にかけ

られて海の深みに沈め られ る方が，その人の

益になる。」(マ タイ18;6)幼 な子の純粋 さ

には非常な価値がある。幼な子には真理 と愛

を知る権利があ り，その権利は，その後の生

活が どうであれ，決 して委譲 できないもので

ある。

昨年の10月 ，ユ タ州バ ウンテフルステー キ

部の初等協会は，子供たちに自分のお金，す

なわち自分で働 いて得たお金 でモルモン経 を

買 うことを勧めた。

子供たちはそれぞれ，見開 きのペー ジに自

分の写真 を張 り，証 を書いた。そのようにし

て準備 した写真 と証入 りの620冊 の モルモン

経が伝道部に送 られた。

数 日前，その初等協会のサ ラ ・リチャーズ

ちゃんのもとへ，ア リゾナ州 タクソンのアー

ル ・モ ック夫 人から次の ような手紙が届 いた。
「しんあいなるサラちゃん

， あなたのしゃ

しんがはられたモルモンけいをほんとうにあ

りが とう。かわいらしくてすてきなお じょう

さんですね。わたしはこの本 とあなたのしゃ

しん とあか しをいつ もたいせつに します。

たったいま，本 をぜんぶよみおわったとこ

ろですが， わた しもこの本にかかれているこ

とをしん じます。 これ をよんでとて もよかっ

たです。これか らもなんどもよむつ もりです。

もういちど，おれいをいいます。あ りがと

う。かみさまのしゅくふ くをおいの りしてい

ます。」

初等協会，この組織はどのように して誕生

したのであろうか6主 はカー トラ.ンドの聖徒

たちに，忠実に忍耐すればすべてのことが祝

福 とな り，福音の理解に応 じて，規則に規則
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が加え られ，戒めに戒めが加 えられると約束

されなかっただろうか。(教 義 と聖約98：2，

3，12参 照).

子 供 たちのための霊感は，今か ら100年 前，

ユ タ州ファー ミン トンに住むオー レリア ・ロ

ジャーズ姉妹 に与 えられた。子供たちに，礼

儀や身だしなみ と共に，子供の言葉で福音の

原則を教える必要があったのである。

1878年 の ユタ州 ファー ミン トンは，1，200人

を超す人ロで，美 しい石造 りの教会堂 を持つ

文化杜会であった。扶助協会 と青年男子文芸

協会 と青年女子相互発達協会があ σ，ブラス

バン ドもあった。

このように霊的，文化的な色彩の濃いファ

ー ミントンにも
，他の社会 と同じような子供

の問題があった。少年たちが夜遅 くまで外に

出ていて，暗闇や害悪におびやか されていた

のである。

そこでモルモン大隊に従軍 した経験 を持つ

ジョン ・W・ ヘス監督 は，両親の集ま りを開

き，子供の面倒 をよ く見 るように忠告 した。

そのような状態 をオーレ リア ・ロジャーズ姉

妹 も憂慮し，考え，祈 った。

1878年3月 に，エライザ ・R・ スノー姉妹

とほかに数名の姉妹たちがファー ミントンで

開かれた扶助協会大会に出席した。その日の

ことをオー レリア ・ロジャーズ姉妹は次のよ

うに記録 している。

「集会の後，……姉妹たちは停車場へ行 く

途中……私の家に立ち寄った。……子供たち

と青少年の無頓着で乱暴な態度のこ とに話題

が移 り……私はこのように尋ねた。『このよう

な状態が続いて も，立派な人になれるでしょ

うか。……少年 たちのために何かの組織を作

って，立派なおとなになるしつけができないも

のでしょうか。』」(オ ーレ リァ.・S・ ロジャー

ズ 五旋 舗θ娩6s「 人生のスケッチpp.207-8)

エ ライザ ・R・ スノー姉妹はこの質問に強

い印象 を受けたようで，教会幹部に話 してみ

ると言った。それは，ブ リガム ・ヤング大管

長が死亡 した数 ヵ月後のことで，当時，ジ ョ.
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ン ・テイラー長老 を会長 とする十二使徒会が

教会 を管理 していた。

それか ら間 もなく，ヘ ス監督あてに子供の

ために新 しい組織 を設立 してよい との承認が

届いた。そこでヘス監督はオー レリア ・ロジ

ャーズ姉妹にその ような組織の管理 を依頼 し，

ロジャーズ姉妹はそれ を快諾 した。

彼女 は少年たちの組織を設けることが可能

か どうか じっ くりと考 えた。すると 「胸の中

が熱 く燃えるように感 じた。……少年 たちが

正 しい事柄 と行儀作法 を教 わる組織が できな

いものかしらという考 えが，その時浮かんだ。」

(同上p.207)

その 時まで少女 たちのことにつ いては何 も

言われていなか った。 しか し，オーレ リアは

少女 を除外 しては完全なクラスが構成できな

い と感 じた。まな，「初期 の」とか「最初の」と

いう意味で初等協会 という名称が提案 された。

1878年8月11日 ，オー レリア ・スペ ンサー ・

ロジャーズ姉妹はヘ ス監督によ り最初の初等

協会の管理者に任命された。オーレ リァ ・ロ

ジャー ズ姉妹 とふた りの副会長ルイーザ ・ヘ

イ ト，ヘレン ・ミラー両姉妹は，監督の提言

に従い，子供の名簿』を作成し，初等協会への

参加 に対す る両親の意向を聞 くためにすべて

の家庭 を訪問 した。その周到な準備 を終えて，

1878年8月25日 ，115人 の少年 と100人 の 少女

が石造 りの教会堂に集 まって，初めての集会

が開かれた。その記念すべ き日に集会所の前

を通 りかかった市民は，子供たちの歌声に耳

を傾けた。

「神の聖徒の会 うデゼ レ トに

子供 ら あまた集 まる

勇気を持てる 貴 き霊は

福音に 聞き従え

聴け 子 らの歌を

聖 ぎ 歌声

天使のごとく 汚れ もなくて

うれ しげに集 う時に」

(「子供の歌」B-24)

今 日，教会は忠実 で卓越 した開拓者の女性



をほめたたえる。オー レリア ・スペ ンサー ・

ロジャーズ姉妹，彼女は逆境 と試練，決断，

愛に育 まれた入，難事に難事 を重ねて信仰 を

築いた人である。彼女の生い立 ちはどうであ

ったのだろっか。

オル ソン ・スペンサー兄弟 と母 を失った6

人 の子供 たちは， ミズー リ河を渡 し船 で渡 り，

ウィンター クォーターズの未完成の丸木小屋

へ急いだ。母親は一家がノーヴーを出てか ら

間 もな く死亡 した。一方，オル ソン ・スペン

サー兄弟はブ リガム ・ヤング十二使徒会長か

らイギリスで教会 の新聞を発行するように と

の要請 を受けていたので，出発する前に，子

供 たちの落着 き先を決めておかなければな ら

なか った。

オル ソンはわずか14歳 のエレンと12歳 のオ

ーレ リアに4人 の子供 の親代わ りになるよう

教 えた。 また， ミルクがたっぷ りとれて，売

るのに も不 自由 しない ように乳牛を8頭 買い

入れた。そのほか，必要な時に，必需品の購

入に当てることのできる馬 も1頭 いた。

その冬は長 く， 寒さが厳 しかった。そして，

ウィンター クォー ターズで大勢の人々が死ん

だ。オーレリアは 日記にこう書いている。「冬

の前半 はかな りよか った。・…・・馬と牛は1頭

を残 してみんな死んで しまった。 そのため，.

ミル クもバター もな く，食べ物はほ とん ど底

をついていた。……食べ る物には本当に苦労

した。ひき割 とうもろこししかな く， それを

水 で伸ば して焼いたこ ともある。おなかがす

けばおいしくない食べ物で も食べ られ るだろ

うと，夕ごはんを食べ ないで床に入ったこと

が幾晩 もあった。」(同 上pp.48，50-51)

あ る 日，ブ リガム ・ヤング十二使徒会長が

スペンサー家の小屋を訪れた。 ところが小屋

は片付いてお り，子供たちの身なりは清潔で

あった。父親が出かけてすでに1年 経 ってい

た時のことである。聖徒たちは西部へ旅立っ

支度 を始めていた。

子供たちはヤ ング十二使徒会長に，父親か

ら着 るものや髪の とか し方，病気の手当ての

仕方， お互いに対する態度 についてよく手紙

で教えられ ます と話 した。ヤ ング会長は父親

からの最近の手紙に 目を通 した後で，非常に

大切なことだか らよく考えるように と前置 き

して，こう尋ねた。「もしお父 さんが もう1年

イギリスにいることになったら， どうかね。

私たちはお父さんにぜ ひそ うしてほしいと思

っているのだが。」

子供 たちは互いに顔 を見合わせてか ら，年

長のエレンの言葉 を待 った。エレンは静かに

こう言った。「もしそれが一番良いことでした

ら，そ うして下さい。私たちは一番良いこと

をしたいですか ら。」(同 上p.87)

ほ か の子供たちもみ な賛成 した。以前に父

親が書いて きた次 のような言葉 を思い出した

か らであった。「たとえ主 が私 たちの命を取

るとしても，私たちは主 を信頼 しなければな

らない。そ うすれば， きっ とすべてが よくな

る。」(同 一ヒp.62)

子供 たちは父親 と，父の助言 と，天の御父

を信 じた。1848年 の春，スペンサー家の子供

たちは感謝の心 をもって聖徒たちと共に西へ

向かった。

父親のいない2年 間に，6人 の子供たちは

様々な困難に遭 った。平原を越 えてソル トレ

ー ク盆地に着 き
，オール ドフォー トに入 り，

ひと部屋だけのア ドー ビれんが造 りの家に住

んだ。親戚や友人が面倒 を見て くれたが，責

任は年上のエ レンとオーレ リアの肩にかかっ

ていた。

やがてオルソン ・スペンサー兄弟は，勇敢

な子供たちの歓呼 とキスと抱擁 に迎えられて

帰宅 した。そ してニューイングラン ド・バ プ

テス ト教会の元教師であった彼は，新設 され

たデゼ レ ト大学の学長に任 じられた。娘のオ

ーレ リア も短期間その大学で学んだが
，やが

て平原 を横断中に知 り合 った若 き指導者 トー

マス ・ロジャー ズと愛 し合 うようになった。

そ してふた りは結婚 し， ファー ミン トンの丸

木小屋で新生活 を始めた。その後， グレー ト

ソル トレー クを望 む ワサ ッチ山脈 の山すそ
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で， オーレリア ・スペンサー ・ロジャーズ姉

妹は余生を送ったのである。彼女は ここで12

人の子供 を産んだが，そ②内の5人 は幼 くし

て世 を去った。そ して，子供 たちが成長する

につれ，彼女は子供の週 日の健全 な活動が欠

けていることが気にかかるようになった。そ

れが初等協会の起こ りである。

オーレ リア ・ロジャーズ姉妹 は，錬金術師

の娘 であった。「自分の子供 らを飢えさせた り

はだかのまま置いた りは しない……神の律法

に背 き……ことを許さず，……真の道 を行な

りこ とと……互 いに愛 し互 いに助けねばなら

ぬ事 とを教 えるであろう」(モ ーサヤ4：15)

とい うモーサヤの勧告は，彼女の生涯その ま

まであった。

こっして，片田舎 に始まった子供の組織は，

やがて全世界に広 まったのである。初等協会

のプログラムはどの一面を取って も，キ リス

トの教 えにかなっている。初等協会が初めの

1世 紀を閉じよ うとしている現在，健全 さと

徳 と文化 と奉仕 と愛は， さらにこの初等協会

に力 と意義 とを増 し加 えるのである。

初等協会が始まった当初 は， レッスンのテ

キス トも手引きもなか った。子供たちは従順，

神を信 じる信仰，祈 り，時間 を守 ること，礼

儀作法，知恵の言葉 を教わった。オー レリア

は次の主のみ言葉か ら励 ましを得たことであ

ろう。「この故に善 を為すに うむことなかれ。

これ汝 ら今偉大なる一事業 の基礎 を置 きつつ

あればな り。それ，小なる事 より偉大なる事

起 る。」(教 義 と聖約64：33)

初 等協会はこれか らも，子供たちの人生 を

豊かにす るという目標 を満たし続けるであろ

う。子供 たち自身のみならず，家族や友入に

も祝福 をもたらすことだ ろう。すべての子供

たちに， 自分を愛 して下 さる天父がおられる

ことを理解 させ，イエス・キ リス トを信 じる信

仰をはぐくませ ，現代社会の圧力や問題に屈し

ないように福音に従 って生 きようとする望 み

を抱かせ ることが必要である。オー レリアは

次のように書いている。「子供の霊的福利 を図
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る という，親に課せ られた最 も神聖 な務め に

優先す るものが何かあるだろうか。この疑問

がいつも私の心を離れなかった。」(同上p.206)

初等 協会の責任は大切である。 しか し，親

としての務めは もっと大切 である。有害なテ

レビ番組のほかに，薬物乱用や幼児の虐待，暴

力行為 の容認，子供の ポルノ，今 日様々な悪事

がある。調査では，アメ リカの子供 たちは起

きている時間の半分 をテ レビに費や している

という。12歳 までに18，000回 殺 人場面 を見て

いることにな り， この年齢までに10，720時 間

をテ レビの前で過 ごす とい う。 ところが，初

等協会に休 まず出席 して もその時間はたかだ

か352時 間 に過 ぎない。

私たちはオー レリア ・ロジャー ズ姉妹のみ

ならず，過去1世 紀にわた り私たちを教えて

下さった初等協会の指導者 と教師をもここで

たたえたい。

子供たちは私たちの宝物。

どんな犠牲を払って も価値がある。

天使たちがいつまで も守って下 さるように，

ひ とりの子 も失われることのないように。

(同上P.3)

私 たちが親 として，また霊の指導者 として，

主の次のみ言葉 の意味 を理解できるように願

う次第である。「心 をいれかえて幼な子のよう

にならなければ，天国にはいることはできな

いであろ う。」(マ タイ18：3)イ エ ス ・キリ

ス トのみ名によって申し上げる。アーメン。

☆ ☆



聖霊を

悲 しませてはいけな い

七十人第一定員会会員

ジェームズ ・A・ カ リモ ア

私たちの内には，.間違ったことを して 自

らの手で追い出してしまわな い限り，友

がいる。その友とは聖さみたまである

兄 弟姉妹の皆 さん・まず皆 さんに・英国 と
南アフリカの聖徒 たちからのごあいさつ

をお伝 えしたい。実に喜ば しいことに， これ

らの地域で も主のみ業 は著 しい進展 を見てい

る。現在，英国には27， 南アフ リカにはひ と

つのステーキ部が組織 されてい る。指導者 も

立派で，み業は進展 し，人々は祝福にあずか

っている。

さてこの度，この地域か らひ とりの教会幹

部が召された。聖徒たちは， このニュースに

必ずや大喜 びすることだろ う。カスバー ト兄

弟，故国の人々はきっとあなた を心から祝福

し，喜 んでおられることと思 う。本当におめ

で とつ。

英国と南アフ リカにおける仕事は実 に楽 し

い。毎週末に私 はステーキ部 を訪問す るが，

その時ステーキ部長に，あなたのステーキ・部

の一番の問題は何ですか とよ く尋ね る。する

と，次の ような答えが しば しば返 って くる。

「会員一人一人の決意が乏 しいことです
。主

のみ業を優先 しようとい う決意に欠けるので

す。」そのような時.に思い出され るのはニーフ

ァイの言葉である。

「私はまた天の御父が 『わが愛子の言 うこ

とは真実に して確な り。終 りまで忍ぶ者は救

われん』 と仰せになる声 を聞いた。……

さて私の愛す る兄弟たちよ，私は尋ねたい，

あなたたちはこの真直 ぐで狭 い道に入ったら，

それで万事終 りであるか。ごらんそ うではな

い。あなたたちが もしもキリス トの言葉によ
かた

ってキ リス トを確 く信仰 し，人 を救 う大 きな
ちから

能力のあるキ リストの功徳 に全 く頼 らなかっ

たなら，あなたたちはここまで進んで くるこ

とさえできなかっ.たのである。

それであるか ら，あなたたちはこれか らも
かた

キ リス トを確 く信 じて疑わず，完全な希望の

光 を抱 き，神 とすべての人 とを愛 して強 く進

まなければならない。それであるか ら，この

後 もたえずキ リス トの言葉 をよく味わいなが

ら強 く進み，終 りまで耐 え忍ぶならば 『永遠

の生命 を受 ける』，、か くの如 く天の御父が言い

たもうた。」(IIニ ー ファイ31：15，19-20)

私 た ちに行 くべ き道を示 して下 さる聖霊の

光 を受け ることは， きわめて大切である。神

権 を通 して働 く聖霊は，私たちの生活 を大い

に高めて下 さる。

「而して今輝 きて汝 らを照 らすその光は
，

汝 らの眼 を明るくす る彼によ りて来 り。而 も

また汝 らの理解 を生かす光 と同 じ光 なり。

而 してこの光 は，神の前よ りさし出でて広

大なる宇宙に満ち充て り。」(教 義 と聖約88：

11-12)

主 はフレデ リック ・G・ ウイ リヤムスに，

次の ように語 ってお られ る。

「これ を以て汝.忠実 なれ。而 してわれに命
たす

ぜ られたる職務 に服 し，弱きを扶け，垂れた
かいな

る腕を挙げ，かよわ きひ ざを強 うすべ し。

而 して汝終 りまで忠実ならば，汝 はわが父

の家にわが備えたる住居にあ りて，不死不滅

の冠 と永遠 の生命 とを与えられん。」(教 義 と
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聖糸勺81：5-6)

神 は，神のすべての子供が戒め を守 り， 人

生の目的を達成す るこ とができるように，一

人一人にみたまを与えて下さっている。次の

聖句に記されている通 りである.。

「『目がまだ見ず
，耳が まだ聞かず， 人の心

に思い浮びもしなかったことを，神は， ご自

分を愛する者たちのために備 えられた』ので

ある。
み た ま

そして， それを神は，御霊に よってわたし

たちに啓示 して下 さったのである。御霊はす

べての ものをきわめ，神の深みまで もきわめ

るのだからである。一 …

ところが，わたしたちが受けたのは，この世

の霊ではな く，神か らの霊 である。それによ

って，神か ら賜わった恵みを悟るためである。

この賜物について.語るに も，わたしたちは

人間の知恵が教える言葉 を用いないで，御霊

の教える言葉を用い……。」(1コ リン ト2：

9-10，12-13)

ロ レンゾ・スノー大管長は，みたまを求め る

ことの大切 さについて次のように語っている。

「人が神 と人の前に明 らかな良心を持ち続

けるためには， それな りの方法がある。それ

は自らの内に神のみたまを持ち続けることで

あ り，そのみた まとは，すべての男女 に与え

られる啓示のみたまである。このみたまは，

些細な事柄について も， その人が何 をなすべ

きか を提案 として示 して くれる。私たちは こ

のみたまの本質 を理解することができるよっ

に努めなければならない。それが理解できれ

ば，常に正 しいことを行 なうこ とができるよ

うになるからである.。これは広 く末 日聖徒全

貝に与えられている特 権である。私 たちは，

毎 日の生活においてみ.たまの導 きを受ける特

権が私たちに与えられていることを知 ってい

る。…… このみたまは.全 くの暗闇 を歩 くこ

とがないようにすべての男女に.与えられてい

る。.従って大管長や十二使徒。 それにイスラ

エルの長老たちの もとに勧告 を求めてや って

来ることは，必ず しも必要なことではないの
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で ある。教会 の会員には何 をなすべ きかが分

か る。 自らの内に， 自分が受けるはずの勧告

を一字一句違えずに知 っている友がいるので

ある。福音 を受け入れ，バ プテスマの水に下

り立ち，聖霊の賜 を受けるために頭に手を按

かれて以来，私たちの内には，間違ったこ と

をして自らの手で追い出してしまわない限 り，

友がいる。その友 とは聖 きみた まであ り，神

につける事柄 を察知 しては私たちに示 して下

さる聖霊なのである。これ こそ私 たちが光 を

知ることができ，続けて暗黒の世 界に とどま

ることのないように，主がお与 え下 さった偉

大な手段 なのである。」(ロレンゾ・スノーCoη 一

血泥η061～砂07'「大 会報告」1899年4月 ，p.52)

使徒 パウロは，私たちが聖 きみたまを悲 し

ませ， みた まを失 うことのないように，勧告
r
を与えている。

「神の聖霊 を悲しませてはいけない。あな

たがたは，あがないの 日のために，聖霊の証

印を受 けたのである。

すべ ての無慈悲，憤 り，怒 り，騒 ぎ，そ し

り， また，いっさいの悪意 を捨て去 りなさい。

互に情深 く，あわれみ深い者 とな り，神が

キリス トにあってあなたがたをゆるして下 さ

ったように，あなたがた も互にゆるし合 いな

さい。」(エ ペソ4：30-32)

ハ ロル ド・B・ リー長老は，次のように語

っている。

「私はみたまか ら教 えを得たことがある。

その結果，今私は，この世 界で安全な場所は

どこにもないこと，私たちの住んでいる場所

とても例外ではない とい うことを知 っている。

最 も大切 なのは，私たちが どのように生 きるか

とい うことである。戒めを守って初めて，イス

ラエルは安 全を得るのである。つま り，主の

聖 きみたまを伴侶 とし， その導 きと慰め を受

け られるよう戒めに従って生活 し， また神の

代弁者 としてこの世 におけ る管理を任された

これ らの人々の言葉 に進 んで耳を傾け，教会

の勧告に従 う.時，イスラエルは安全 を保 てる

のである。」(「大会報告」1943年4月 ，p.129)



大会の説教に聞き入る聖徒たち

教会 を支える活力源は，聖なる神権 を通 し

て働 く聖霊 である。教会はすべ てのプログラ

ムを啓示によって運営 している。主はオ リヴ

ァ ・カウ ドリに，次のように告 げられた。

「誠にまこ とにわれ汝に告 く"。……汝ある

知識 を受 くべ しと信 じて信仰 をもて真心 より
い か

求むる如何なる事 の知識 をも，これを得んこ

とは汝の神に して汝の瞭 い主 なる主の今生 き

て在るが如 く正に確な り。

然 り，見 よ，われ今汝に来 りて汝 の心 の中

に留るべ き聖霊に よりて汝の智と情 に告 げん

とす。

そ もそも，見よ， これは啓示の 『みた ま』

な り。」(教 義 と聖約8：1-3)

教 会 の大管長に指示が下 されるの もこの方

法である。ステー キ部長，ワー ド部監督，教

会員一人一人に指示が下 されるの も，この同

じみた まによる。

私は次の歌詞が好 きである。

み たまは魂 を目覚め させ，

心は喜 びにあふれる。

われらは神聖な 目標 を眺め見て，℃

主を身近に感 じる。

シナイ山での ような柴はな くとも，

主よ，今少 しみ姿を近 くに現 わしたまえ。

われらの心は燃えなか ったか。

みたまはここに火 と燃ゆる。

みたまは奉仕の望みを駆 り立て，

義務の道 を明 らかにす る。

主 よ， 日ごとわれらに示 したまえ，

すべての行 ない，すべ ての言葉 に。

(讃美歌204番 〔英文〕)

私 は，この大いなるみ業が真実であ るとい

う私の証を兄弟姉妹の皆 さんの心に残 したい

と思 う。この証 は，今述べたと同 じ方法で，

つ まり聖霊 を通 して，得た ものである。以上

のことを，イエス ・キ リ.ストのみ名により申

し上げる。アー メン。
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世の汚れに

染まらないように

七 十 人 第 一 定 員会 会 員

ジ ョ ー ジ ・Pl・ リー

人は神とサタ ンの両方と同時に手をつな

ぐことはできない。いずれか一方に限ら

れる

愛 する兄弟姉妹・き・う私は激 会の若人
の皆 さんにお話 したい と思 う。私は教会

の若人 を愛 している。今 日の若人は，有史以

来最 も立派な人々であると，私は心か ら信 じ

ている。このように申し止.げる理由のひ とつ

は，私が管理 しているア リゾナ州ホルブルッ

ク伝道部で働 く献身的で立派な宣教師たちの

中に，その証拠を見ることが できるか らであ

る。今 日の宣教師はかつてなく準備 をよく整

え，成長 し，高い霊性 を備 えて伝道に従事 し

ている。

皆 さんは前世 において，最 も勇敢 で，最 も

気高い霊たちの内に数 えられ ていた人々であ

る。 したがって神は，ある神聖な 目的 をもっ

て，この苦難に満 ちた末の時代 まで皆 さんを

とどめ置かれたのである。今 日地上に生 を受

けている選ばれた霊 たちは，前世 ですでに選

びを受けていた。天で従川頁であ り，勇敢 であ

り，義 しく生活 していたために選 ばれたので
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あ る。その時，皆 さんにはものを見る目があっ

た。すなわち霊の目をもって神 と，長子で あ

るイエス ・キ リス トを見た。また，サタンを

も見たのである。

天上 で戦いを起こしたサタンが皆 さんを自

分 に従わせ ようとした時，皆 さんは主の側 に

ついて戦 った。皆 さんは誠実であ り，忠実 で

あった。皆さんは義 しい生活 をし，主に望 ま

れることをすべて行なった。

そして今， この苦難 に満 ちた末の時代に，

天父はみ業 を遂行するため再び皆 さんを必要

としてお られ るのである。天上 において試 し

に遭った時，誠実かつ忠実に対処 し，その試

しに合格 した皆さんを，主は今必要 としてお

られる。主は また，皆 さん方若人に，地上の

あらゆる悪に立ち向かい，前世におけ ると同

じように現世で も誠実かつ忠実であるよう望

んでお られ る。さらに，長子であ り，贈 い主

であ り，救 い主である神の生みた もう独 り子

イエス ・キ リス トの再臨に備えて，主のみ業

を遂行するよう望んでお られるのである。

ここで，皆さんが主の僕 として働 く備 えを

す るに当たって，世の汚れに染 まらないよう，

次の事柄を提案 申し上げる。

1.神 は，若人の皆 さんが徳高 くあるよう

に望んでおられる。皆 さんは，神の選 りす ぐ

りの息子，娘である。従 って，徳高 く生活で

きるはずである。主は，「絶えず徳を以て汝の
おもい

想 を飾 るべ し」(教 義 と聖約121：45)と 言 っ

ておられる。

若人の皆 さんが持 っているあらゆるものの

中で最 も大切 なものは徳である。徳は高価な

真珠である。人は，富 と名声 を得 るために，

生涯額に汗 してあくせ くと働 く。 しか し，皆

さんの最 も大いな る富 と名声は，徳高い生活

を送ることによってこそ得 られ るのである。

そして，徳高い生活か ら得 られ る富 と名声 と

は，自分 自身と隣人に，また神よりもたらされ

る平安 であ り，それに義 しい生活の もた らす

喜び と幸福である。また，誠実かつ忠実で，

主 を愛する者 として天父の生命の書にその名



前を記録 されることは，世の誉れや栄光 を得

るよ りも，はるかに価値のあることである。

徳 と純潔 を盾 とし，よろい として身にまと

っていただ きたい。 そうすれば決 して打ち負

かされることはないであろう。値踏みのでき

ない尊い徳 を公然 と身にまとっていただきた

い。王冠 の宝石の ように箱の中に しまいこま

ないように。

パウロは述べている。「もし人が，神の宮 を

破壊す るなら，神はその人を滅ぼす であろう。

なぜ なら，神の宮は聖なるものであ り，そし

て， あなたがたはその宮なのだか らである。」

(1コ リント3：17)

若 人の皆 さんに申し上げる。神 を侮 っては

ならない。徳は神の律法である。

2.神 は，皆さんが常に祈 るように望んで

おられる。私は子供の頃，ナバホ族の保留地

にある粗末な狭い小屋の中で，ひざまずいて

よく祈 った ものである。私は多くの試練 を受

け，その度に誘惑に立ち向か うに必要 な信仰

と力と勇気 を天父に願い求めたのである。私

がひざまずいて祈 っていると，私の兄弟たち

は小屋のす き間か ら笑ったり，叫んだ りして

よく私 をひやか した ものである。 しか し私は

そのようなことを一向に気に留めなかった。

幼 い頃か ら誘惑に立ち向か う信仰 と勇気を

ひざまずいて神に願い求める若 人は，誘惑に

遭っても，それが色あせ て非常に魅力のない

ものであることを発見するであろう。 この満

ち足 りた俗世に浸 っていては，神が生 きてお

られ， この教会が真実であるという証 を強 く

す るこ とはできない。たとえわずかでも第一

歩を踏み出 し，絶 えず成長に努め るこ とであ

る。

皆 さんは祈 りによって信仰 を養 い育て る必

要がある。信仰 という名の筋肉を， 自分 自身

を支 えるほ どに強 くなるまで鍛練していただ

きたい。愛す る若人の皆 さん，ひざまずいて

祈るようにしていただ きたい。主は皆さん一

人一 入に見合 った証 を備 えて下 さっている。

しか し，願い求めなければその証を得ること

はで きないのである。

すべての若い男女は，デー トに出かける前

に祈 るようにすべ きで ある。非常に質素で貧

しい環境の下に生まれたナバホ族の少年が洗

練 された神の器になれたのは，ひざまずいて

祈 ったことによる。若い時に祈 る者は大人に

なって も祈る。そして， さらに祈 り続けるな

らばやがて神 となるのである。

3。 神は，皆 さんが主 イエス ・キリス トと

教会，および主の義に従 って立つように望ん

でおられる。 ヨシュアは自分の歩む道を決め，

次のように宣言している。「あなたがたの仕 え

る者 を， きょう，選びなさい，ただ し，わた

しとわた しの家 とは共に主に仕 えます。」(ヨ

シュア24：15)

皆 さん もヨシュアに倣 う必要がある。 ヨシ

ュア と同 じ決心 をすべ きである。新たな誘惑

に遭 って も，皆 さんは何 を決意 し， どの よう

に対処すれば よいかすでに知っているはずで

ある。すなわち，主に仕 えなければな らない

とい うことである。皆 さんの求めるべ きもの

は神の誉れであって，人の誉れではない。

私は家族の中でただひ とりの末 日聖徒 とし

て保留地で少年時代 を過 ごした。その間私は，

価値観を異にする友達か ら何度 も誘惑 を受け

た。実の兄弟や姉妹 まで私 を試みた。

私の兄弟たちは，私にも自分たちと同 じよ

うな生活をさせ ようと相談 し，ある日私に襲

いかかって私 の手足を縛 りあげよ うとした。

そ して， 身動 きのできな くなった ところで，

私の口にぶ どう酒 とビール を流 し込 もうとし

たのである。 しか しその企ては成功 しなかっ

た。私があらん限 りの力 と勇気 をふ りしぼっ

て抵抗 したか らである。私は必死にその場か

ら逃 げた。しか しそれで も私は彼 らを愛 し，

彼 らを赦 して下さるよう天父に願い求めた。

皆さん もそのようであってほしい。皆さん

の肉親の兄弟姉妹，愛す る人々，友人と真向

うか ら対立す るような事態に陥ろ.うとも，主

の側に立つ ようにすべ きである。

4。 神は，皆 さんが 自分な りに作 り上げた
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神の姿を追い求めるのではな く，真実の神 の

みに仕えるよう望んでおられる。主は言われ

た。「彼 らは主の義 を打建てんために主を求め

ず して， あらゆる者おのが心の ままに振舞 い

おのれ らの神の姿 を求 むれ ども，その姿は人

の世の像に してその本質は一個の偶像 なり。」

(教義 と聖約1：16)

皆 さんは，神 とサ タンの両方 と同時に手を

つな ぐこ とはで きない。いずれか一方に限 ら

れる、霊的な事柄 よ りもハー ドロックミュー

ジックや その他 この世 のものを重要視す る時，

その人はサ タンと手 を結び，暗闇の中を歩ん

でいると言えよう。そ うするうちに， その人

は霊的な事柄に無感覚 とな り，やがて教会や

伝道に対す る興味 と気力を失 うであろ う。そ

して，その心は恐れ と疑惑に包 まれ る。 また，

自分なりの道を歩み始め，「その姿は人の世 の

像に してその本質は一個の偶像な り」 と言わ

れる自分で作 り上 げた神の姿を追い求め るよ

っになる。スポーツの花形選手や映画スター，

ロックミュー ジックのスター，お金，スポー

ッカーといったものは，「人の世の像 にしてそ

の本質は一個の偶像」にす ぎないのである。

したが って，それらのものをあがめないよう

にしていただきたい。

5.神 は，皆さんが従順であるよ う望んで

おられる。両親，神権指導者，および主に従

順になれるよう自らを鍛練 していただ きたい。

従順 は人に成功 と幸福 をもた らし，不従順は

人を反抗 と霊性 の衰退に導 く。両親か ら16歳

になるまでデー トをしてはな らない と言われ

たら，その言葉 に聞き従いなさい。また，神

権指導者から純潔 を守 るようにと勧告された

ら，その通 りに していただきたい。 さらに，

主か らすべ ての若い男性は伝道に出るよ うに

と勧告 されたら，そのみ言葉に耳を傾け，従

っていただきたい。「汝らわが言うところを行

わば，主なるわれ これに対 して責任 あり。 さ

れど，汝 らわが言 うところを行わずば汝ら何

ら約束 を受けず。」(教 義 と聖約82：10)主 は
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こ う告 げておられる。

6.神 は，皆さんが一生懸命に聖典 を探求

す るよう望んでお られる。若い頃から聖典 を

愛読す るように していただきたい。また， 自

分の標準聖典 を持つよ うにお勧めする。聖典

は心を啓発 し，力 と勇気 と平安 と落ち着きを

もた らす。それに引 き換え，不健全な世 の文

学は， 人の心 を暗 くす る。

聖典は若い男性に伝道の備 えをさせ，また

彼 らが実 り多い伝道 を行なえるように助ける。

一方，若い女性 には母親 となる備 えをさせ，

シオンにおけ る麗 しく優 しく愛情に富んだ母

親 となる助け を与 える。 また何よ りも，聖典

は，皆 さんが世 に打ち勝てるように助け， 日

の光栄の世界において神々 とな り，王 とな り，

女王 となることを可能に して くれ る。主は次

のように言ってお られる。

「主，われ言いたるこ.とは，われ言いたる

な り。われ言い逃れせず。天地は過 ぎ行 くと

も，わが言は過 ぎ行 くことな くして成就すべ

し。わが声にて言わるるも，僕 らの声にて言

わるるもみな一つな り。」(教 義 と聖約1：38)

若 人の皆さんにお願 いする。どのような誘

惑に遭お うとも，主の側に立つ決意をし，主

に従っていただきたい。皆さんは主のみ前か

ら断ち切 られ るにはあまりに も麗 しく，清 く，

純粋である。誘惑 を自分の身に招かないよう

にしていただ きたい。誘惑の中で最 もよくな

いのは， 自分で計画 し，おぜん立てをする誘

惑である。 もし世の人々が皆 さんを嫌い，時

代遅れだ と言 ったら，次の主のみ言葉 を思い

起 こしてい'ただきたい。「もしこの世があなた

がたを憎むならば，あなたがたよ りも先にわ

たしを憎んだ ことを，知ってお くがよい。

もしあなたがたがこの世か ら出た ものであ

ったなら，この世は， あなたがたを自分の も

のとして愛 したで あろ う。 しか し，あなたが

たはこの世の ものではない。かえって，わた

しがあなたがたをこの世から選 び出 したので

ある。だから，この世はあなたがたを憎むの

である。」(ヨ ハネ15：18-19)

若 人 の皆 さん，世 の人々に倣ってはならない。

世 の人々と異な りなさい。世の人々 とは異な

る，特異な存在 となることは，楽 しいもので

ある。皆 さんは，この世 を克服 し，罪 を克服

し，憎 しみ を克服し，偏見を克服 し，失望を

克服 し， 肉欲 を克服 して，前世 におけ ると同

じように誠実かつ忠実な者 となる使命 を帯び

ている。前世で皆 さんは試 しに合格 したので

ある。勇敢 であり，従順であった。主はその

皆さんに， この世 において も同様に従順で，

勇敢であるよう望 んでおられるのである。

「人はひ と跳びで地獄に行 くわけではない」

と言 った人がいる。私 は皆 さんが誘惑に抗す

る十分な力 を備え，悪 の兆 しが見 えたならば

慎重にそれに対処 してその誘惑を避け るよう

祈 っている。きょうの皆 さんは，美しく，麗

しく，清い。しかし， あすの皆さんは皆 さん

の選びにかかっている。皆 さんの将来は明る

く，祝福に満 ちている。若 さは力である。教

会が有す る最 も大いなる将来の力は若人であ

る。国家についても同様である。

神は皆 さんを愛しておられ る。私も皆 さん

を愛 してい る。皆さんのような若人がいるこ

とを， 日々神 に感謝 している。また，神が永

遠にわたって常に皆 さんを見守 りた.もうよう

に祈 っている。 イエス ・キリス トのみ名によ

り申し上げ る。アー メン。

タバナ クル合唱団指 揮者 ジェラル ド・D・ オタ リー
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決

大祝福師

断

エ ル ド レ ッ ド ・G・ ス ミ ス

決断を下す際に，主の導きを求め，神か

ら与えられた自由意志の権利を行使して

いたださたい

私 もモンソン長老と同じように諾 人につ
いてお話 したいと思 うが，通訳の方々の

ことや，割 り当て られた時間について考 える

と，そ うすることをあきらめ ざるを得ない。

きょう私が 申し上 げたいことを一言でまと

めると，「決断」ということである。決断す る

とは，神 より与えられた 自由意志の権利を行

使することである。

ある人は， 自分で決断 したことを他の人に

押 し付けようとす る。

また， 中には， 自分で決断す ることを嫌 う

人 もい る。

即座に正 しい決断を下す賜 をいただいてい

る人もいる。他のあらゆる賜 と同様，決断力

を強 くす るには訓練が必要である。そして，

訓練すればす るほ ど，決断は容易に下せ るよ

うになるのである。

農場に働 きに来た町の少年 もそのような経

験をした。 じゃがいもを選別 していた時に，
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あ る人か ら農場 で働 くことが好きか と尋ねら

れ，彼はこう答 えた。「仕事はとても好きです。

でも，選別 って大変なんですね。」

余暇をどの ように過 ごすかによってその人

の人格が計 られるとは， よく言われる言葉で

ある。すなわち， 自分 ひとりで下す決断によ

って人格は計 られ るのである。

人がこの世で生活する主な自的のひとっは，

決断の下 し方 を学ぶこ とである。会社や教会，

家庭における良い指導者 とは，適切 な決断を

下すこ とのできる人である。そのことに関連

して，監督やステーキ部長が下す決断につい

て考えてみていただ きたい。

主は言 っておられる。「これわが業にしてわ

が栄光，すなわち人に不死不滅 と永遠の生命

とをもたらすな り」(モ ーセ1：39)と 。

ロレンゾ ・スノーは福音の計画 を説明する
ぜんぽう

に当たって，その計画の全貌 を次のような短

い言葉で見事に表現 した。「人が現在あるが ご

とくに神 もかつてあり，神が現在あるがごと

くに人 もなり得るのである。」(ロ レンゾ ・ス

ノー，1892年1月11日)

人が現在の神の段階に至るためには， 自ら

重大な決断を下せ るようにならなければなら

ない。

多 くの人は，祈れば，あるいは神権者か ら

祝福 を受ければ，すべ ての問題に対 して主か

ら答えをいただけるものと考 えている。また，

若人の中には， 自分の選ぶべ き学科，学校，

職業，お よび会社 を明 らかにして下さるよう

主に願 う人 もいる。確かに私たちは祈 りや祝

福 を通 して多 くの助けを得ることができる。

しか し，最終的な決断を下すのは皆さん 自身

である。

私たちが正直に生活 している限 り，主は私

たちの学科や職種 をそれほ ど気に してはお ら

れないのではないか と，私は考えるようにな

った。主が心に掛けておられるのは，私たち

が不死不滅 と永遠 の生命，す なわち昇栄 を得

ることが できるか どうか とい うこ とである。

人はみ な固有の才能を持っている。系図を



調べ て，皆 さんの好 きなこと，得意なことの

中で先祖か ら受け継いでいる才能 を見いだ し

ていただきたい。そして，その分野のスペシ

ャリス トになっていただきたい。皆 さんが学

業や 日々の務めに励む時に，主はその努力に

対 して祝福 を与えて下さるであろ う。

主はオ リヴァ ・カウ ドリに，啓示 を受ける

ための鍵 を与 えられた。

「見 よ
，われ汝 に告 ぐ，汝心の中によ く思

い計 り， その後願 うこ ともし正 しか らば汝願

わざるべか らず。願 うこと正 しか らば，その

時われ汝の心 を内に燃や さん。これによりて

汝にその正 しきを感ぜ しむ。 されどもし願 う

ところ正 しか らずば，かかる感な くして汝の

心 は次第に鈍 くな り， そはついに悪の悪 たる

を忘れ しむるに至 らん。」(教 義 と聖約9：8

-9)

これ は，私たちが重要な決断を下す際に常

に指針 とすべ きこ とである。言葉に出すか否

かを問わず，私たちは 日々絶 えず決断を下 し

ている。 これが 自由意志，すなわち選択 をす

る権利である。

今 日の教会の成長ぶ りから見る時に，1831

年 ミズー リ州 ジャクソン郡 において与 えられ

た次の啓示が いかに素晴 らしい ものであるか

がよ く分かる。
ことごく

「見よ，われ汝 らにすべての事 を悉 く命ず
や

るは至当ならず。 そは，.すべての事 巳む を得

ざれば為 さざる者 は怠惰な り，賢 き僕にあら

ざればな り。これを以て彼は良き報いを受 く

ることなし。

われ誠に汝 らに告 ぐ，人は努めて善 き業に

従 い，多 くの事をその自由意志によりて為 し，

多くの正 しき事を為 し遂げよ。

そは人自らの中に 自由の意志あ りて己れの

事 を自ら為す者なればなり。従って人善 を為

さば決 してその報 いを失わざらん。」(教 義 と

聖糸勺58：2628)

シナ イ山を下 りて来たモーセは，次の よう

に言った。「すべて主につ く者はわたしの もと

にきなさい。」(出 エジプ ト32：26)ま た ヨシ

ユアは叫んでいる。「それゆえ，いま，あなた

がたは主を恐れ， まことと，まこころ と，真

実 とをもって，主に仕 え……なさい。……あ

なたがたの仕 える者を，きょう，選 びなさい。」

(ヨ シュア24：14-15)

不 正 直を避 けて正直 を選び，同胞に奉仕し，

神の王国を建設す るために，神か ら与えられ

た 自由意志 を賢明に用いていただ きたい。

また，早い時期 に伝道に出る決意 をしてい

ただきたい。現在，伝道に出るべ き多 くの若

人が伝道 に出ていない。これは，早い時期に

その決意をしなかったために，充分な計画を

立てられなかったか らである。その結果，ほ

かの活動 の方が大切に思 われるようになった

のである。

皆 さんが福音 を宣べ伝 える期間は2年 間だ

けではない。生涯福音 を宣べ伝えようと決意

すべ きである。伝 道の2年 間は，福音の教 え

方 を学ぶ時期 であるに過 ぎない。その経験を

生か して，私 たちは残 りの生涯 を福音の伝道

に費やすのである。

皆 さん自身の行 ないによって福音 を宣べ伝

えていただきたい。徳高 く清い生活 を送 って

い.ただ きたい。不道徳に走 らず， ポルノにお

ぼれるこ とな く3清 い生活 を送 る決意をして

いただ きたい。そ うす る時に，皆 さんは，主

の宮居でこの世においても永遠にわたっても

有効な結婚 をす るにふ さわしい者 となるので

ある。 また，ふさわしい者になろ うとす るだ

けでな く，主の宮居で結婚 しようと決意 して

いただ きたい。

日の光栄の結婚 の律法 に従 って生活す るよ

うお勧めす る。結婚式では，「ふ えよ，地に満

ちよ」 と命 じられる，主は，教義 と聖約中の，

日の光栄の結婚に伴 う祝福について述べた箇

所で，「わが誓約を守り罪無き者の血 を流す殺

人 を犯さずんば」(教 義 と聖約132：19)と 述

べてお られ る。皆 さんはこの言葉 をどう理解

してお られ るだろうか。主はここ.で堕胎につ

いて触れてお られる， と考 えることはできな

いだろうか。 よく考 えていただきたい。 まだ
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この世に生 を受けていない子供以上 に罪のな

い者がいるだろうか。主はなぜ結婚 に関す る

事柄の中で，殺人 を取 り上げてお られ るのだ

ろうか。受胎は神 と人 との契約 である。すな

わち，人が肉体 を創造 し，神がその肉体に霊

を送 り込んで下 さるのである。人が罪を犯 さ

ない限 り，主は決 してこの契約 を破棄 されな

い 。

聖典 を学んでいただきたい。福音の計画に

ついて学び，その一端 を担 う者 となっていた

だきたい。

また，主の戒めを守 り，神の王国の一員 と

して，再臨に備えなければならない。.

決 断を下す際に，主の導 きを求め，神か ら

与えられた自由意志の権利 を行使 していただ

きたい。そうす る時に，皆 さんは私 と同じよ

うに，この教会がイエス ・キ リス トの教会で

あることを知るであろう。このこ とをイエス ・

キリス トのみ名によ り証 申し上げる。アーメ

ン。

ゴー ドン ・B・ ヒ ン ク レー十 二使 徒 評 議 員 会 会 員(左)と ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル大 管 長

44



自分 ひとりの力では

到達でさません

七十人第一定員会会員

ロナル ド ・E・ ボールマ ン

新 しく召された教会幹部の言葉

私 たちすべての者の救い主である主は・私
たち一人一入を，「誠に真にへ りくだりた

る心 と悔 いる精神」(教 義 と聖約59：8)を 持

ってみ もとに来 るようにと招 いてお られ ます。

私は今ほどその ような主の招 きと要請の重大

さを感 じたことはあ りません。それ と同時に

私は，すべ てが一新 され，大いなる力が湧き

上が るのを感 じて，心か ら感謝 しています。

私はこの召 しを信仰 と希望 を持ってお受け

したいと思い ます。小 さなカメが門柱の頂 き

にいる自分 を見いだして驚 くように，私 も自

分ひ とりの力では到底 この場所に到達するこ

とはできなかったこ とをよ く知 っています。

愛する家族，友人，恩 師，指導者，その他

交流のあった方々に，私 は言葉 では表現でき

ない感謝の気持 ちを抱いてい ます。振 り返 っ

てみ ると，私の人生は自分が考 えていた より

もは るかに困難であ り，それでいて満た され

た ものであったように思い ます。私はただ，

これ までに経験 して きた いろいろな事柄が，

今後の私 の人生に何 らかの形で役立つよう祈

っています。それというのも，救い主のみ業

に携 わるよう神 の予言者によって召されたか

らです。 しか し同時に， 自分の至 らなさを痛

感 している次第です。その至 らなさを思 うに

付け， この召しに対する自分の備 えはたった

今始 まったばか りであることを認め ざるを得

ませ ん。

支持の挙手をして下 さった， キンボール大

管長を初め とす る教会幹部の皆 さん，および

この場にお集 まりの皆 さん方一人一 人に心か

ら感謝 しています。私はここで皆 さんに， 自

分に与 えられ る責任を全力を尽 くして遂行す

ることをお約束申し上げ ます。

私は今から30年 ほ ど前に，熱心に学び，心

から祈 って，聖 きみたまによ り，ナザ レのイ

エスが神の御子であ り，私たち一人一人の救

い主，腰 い主であるという確信 を得 ました。

またこの確信 を得た後，同 じみたまの導 きに

より，主の福音が永遠に真実であ り，実際に

この世 に回復 されたことを知 ることができま

した。さらに，私の大好きなモルモン経 を含

む四大標準聖典は神 よ り与え られた記録であ

るこ と， ジョセブ ・ス ミスか らスペ ンサー ・

W・ キンボールに至る大管長はすべて神の予

言者であること，そ して天父は私たち一人一

人を愛 してお られ るこ とをも知 るこ とができ

たのです。私はこれ らの事柄 を知 ることがで

きて感謝 しています。それ と同時に，これ ら

の事柄が真実であることを，愛す る救い主イ

エス ・キ リス トのみ名により皆さんに証 しま

す。アー メン。

☆ ☆
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「神の王国を

出で行かせたまえ」

十二使徒評議員会会長

エズラ ・タフ ト・ベンソン

全世界のキ リス ト教徒たちは，神のみ国

が来るようにと何世紀にもわた って祈 リ

続けてさた。今がまさにその時である

先 日・ヨー ロッパ大陸 とスカンジナ ビア半
島を訪れた時 に，私は何度か新 聞記者の

会見を受けた。記者たちは，改宗者の増加か

ら教会が著 しい発展 を遂げていることを知 っ

て，とても驚いた様子 であった。私は彼 らに

言った。「私 たちはこのように教会員が急速 に

増えていることを感謝 しています。 しか しも

っとうれしいことは，教会貝の信仰 と霊性が

高まっていることです。」次いでその言葉 を裏

付けるために幾つかの統計 を引用 した。私が

1943年 に初めて十二使徒評議員会に入った当

時，聖餐会の平均 出席率，つ まり日曜 日の礼

拝行事の出席率 は20パ ーセン トであった。そ

れが，今 日全世 界の出席率 は約41パ ーセン ト

である。 しか も若 人の出席率は46パ ーセン ト

である。また，子供たちが出席す る初等協会

の出席率は67パ ーセ ントに も達す る。教会員

の成長，進歩 ，霊性の高揚 は，決 して偶然の

所産ではない。それはまぎれもな く永遠の真
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理 に基づいた素晴 らしいプログラムがあるか

らである。

イエスは最初 の十二使徒に，これが時の し

るしであることを述べ られた。

「そし
.てこの御 国の福音 は，すべ ての民に

対 してあか しをす るために，全世界に宣べ伝

えられるであろ う。そしてそれか ら最後が来

るのである。」(マ タイ24：14)

今 日，末 日聖徒イエス ・キリス ト教会 は，

入国 を許可 して くれるすべての国々で回復 さ

れた福音のメッセージを宣べ伝 えている。 こ

れは，「末 日に神の王国が建てられ，決 して滅

びることも他の民の手に渡 され るこ ともない

ことを予見 し，予言 した」(ジ ョセブ ・F・ス

ミス 「死者の蹟 いに関する示現」44節)予 言

者 ダニエルの受けた示現 と啓示の成就である。

彼は王国の始 まりを，人手によらずに山か ら

切 り出され る石 にた とえてい る。示現 では

その転が り落ちた石 はやがて大 きな山となっ

て全地に満 ちた。(ダ ニエル2：34-35，44-

45参 照)

この夢の解 き明かしは，近代の啓示の中で

主が予言者 ジョセブ ・ス ミスに与えておられ

る。

「神 の王国 の鍵 はこの世の人の手に委任 さ

れ，福音はここより転じ行きて世の果にまでも達

せん。あたか も人手に よらず山より切 り出さ

れたる石の転が り出でて，ついに全世 界に充

ち満つ るが如 し。」(教 義 と聖約65：2)

こ れが，神が定められたこの教会 ，この王

国の行 く末 である。

しか しこの末 日のみ業に神のみ手のあるこ

とを認めない人もいる。イエスはニコデモに

言われた。「だれでも新 しく生れなければ，神

の国を見ることはできない。」(ヨ ハ ネ3：3)

聖 霊 の導 きと霊感を受けない人は，教会の発

展を単に社会的な出来事 としか見ないことだ

ろう。

私たちは，聖徒たちが義 しい生活を送 り，

神の王国の発展が続 くように と望 んでいる。

しか しそれに反対するものが必ず存在すると



いうことは言 うまで もない。十二使徒評議員

会は1845年 に次のような声明 を出している。

「このみ業 は発展 を続け，政治的 ，.宗教的な

集団の反発が もっと強まるであろう。その時

に，中立 を守 る王 ，統治者，従者 ，団体，個

人はいな くなるであろ う。すべての ものは二

分 される。す なわち，神の王国に味方す るか ，

さもなければ敵対す る。」(ジ ェームズ ・R・

クラー ク編，!吻SS㎎8S(ゾ 漉6凡 癖P㎎S毎6η の

げ 漉6C勉 名訥 げ ノ6膨sC勉 万s'げLα 舵処磁y

S厩窺S「 末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会大管

長会 メッセージ」1：257)

主 は次のよ うに宣言を下された。「すなわち

シオ ンはその美 と聖 とを増 し，その境域は拡

が りその ステーキ部は堅 うせ られざるべか ら

ず。」(教 義 と聖約82：14)正 義 が増せ ばそれ

につれて悪 も増す。私たちの周囲にはこれ を

立証する出来事が数々あ り， ときどき教会員

を絶望 に追いや るこ とがある。 しか し私 たち

は，主が御 自分のよ しとされる時に，み ここ

ろにかな う方法 でそれ を解決 して下 さる とい

う保証 を与え られている。

「主
，われは悪 しき人々に対 して怒 り，……

われ怒 りて誓 をな し地 の面 に戦いあれ と命

・じたれば
，悪 しき者悪 しき者 を殺 し，あらゆ

る人々恐怖におそわれん。

而 して聖徒 らもまたほ とん ど逃 るるこ と能
くみ

わ ざ らん 。 さ りな が ら主 わ れ は 聖 徒 ら に 与 し ，

御 父 の 前 よ り天 下 り来 り， 消 え ざ る火 を以 て

悪 し き 人 々 を 焼 き尽 さ ん 。」(教 義 と聖 約63：

32-34)

過 去 に ， ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル 大 管

長 の 祖 父 に あ た る ヒ ー バ ー ・C・ キ ン ボ ー ル

副 管 長 は 次 の よ うに 予 言 し た 。

「聖 徒 た ち は や が て 誠 実 さ を試 さ れ る試 練

に遭 うで あ ろ う 。 そ の 圧 力 は 次 第 に 大 き くな

り ，彼 ら の 中 の 義 人 た ち は 救 い が 与 え ら れ る

ま で 日夜 主 に 助 け を 求 め る よ う..にな る で あ ろ

う。」("Pγ01)h6c：yq〆玩 ∂θ7CL.κ ゴ勉 δσ11.'Deseret

Ne胃s『 ヒ ー バ ー ・C・ キ ン ボー ル の 予 言 』

「デ ゼ レ ト・ニ ュ ー ズ」1931年5月23.日
，p.3)

しか し主は近代の啓示の中で，「もし汝らに
おそ

備 えあ らば怖 るることなからん」(教 義 と聖約

38：30)と 言 ってお られ る。果たして今私た

ちには備えがで きているだろうか。私たちが

その ように努め るならば，神は必ず私たちに

将来の試 しに耐 える備 えができるように助け

て下 さる。

私たちに与 えられたこれらの警告 と，増加

しつつある悪の現象 を見て，教会員たちは次

のように問 う。「教会はどうして社会の悪 をも

っ と明 らかに しないのでしょうか。」「大 きな

陰謀 をめ ぐらす者がいるのでしょうか。」「学

校や一般社会にはびこっている偽 りの教えと

戦 うために，私 に何 が でき るでしょうか。」

「不安定 な政 治経済情勢の中で
，息子や娘た

ちに大学や将来の職業のために どの ような備

えをさせればよいでしょうか。」「教会には私

たちを取 り巻 く問題に対 して用意された答え

があ りますか。それ とも，ほかに答えを得 るた

めに何か しなければなりませんか。」

私 たちは偽 りの社会のただ中から抜け出せ

ない自分 を見るとす ぐに絶望 して しまう。し

か し私たちは，主が 「世の光 として，また人

人 を救 う者 として」(教 義 と聖約103：9)こ

の世 の聖徒たちを遣 わされたことを忘れては

な らない。今はまさに 「シオンは起ちてその

美 しき衣 を着 け ざるべか らず」(教 義 と聖約

82：14)と 言 われたその時である。将来教会

とこの世 との違 いはますます大 きくなるであ

ろ う。 しか し，その違いのゆえに，私 たち神

の子供たちのために定められた神の計画に従

って生 きたい と願 う人々にとって，教会がも

っと魅力的な もの となるよう望んでいる。

教会は将来 ，正直，高徳 ，真実，ほむべ き

ことの象徴 となるであろう。そ してこのよう

な義の立場をとることに よって，あらゆる罪

悪 ，あ らゆる偽 りの教 えを否定す ることだろ

う。大管長会 と十二使徒会は偽 りの教えや罪

悪 に注意 を払 い，主が指示 される通 りに世の

人々と聖徒たちに絶えず警告 を与 え続けるで

あろ う。
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確かに悪の陰謀 はある。それ らすべ てはサ

タンとその軍勢か らくるものである。サ タン

は主の声に 「聴 き従わぬすべての者 を欲する
とりこ

ままに虜となす」(モ ーセ4;4)大 きな.力を

持 っている。彼は，政府 を通 して，また偽 り

の教育 ，政治，経済，宗教，社会哲学，ある

いは秘密結杜 を通 して，そのほか様々な方法

をとって，人々にその邪悪な影響 を及ぼす。

彼の力と影響力は非常に大 きく，できれば選

民をも惑わそ うとす る(マ タイ.24：24参 照)。

主の再臨が近づ くにつれて，サ タンはいろい

ろ巧妙 な方法 を用いて人々 を惑わ し，その活

動の範囲を広げることだろう。 したがって聖

徒 たちはほむべ きすべての事柄 をしっか りと

堅持 しなくてはならない。家族の長は，国家 ，

学校，家庭 ，地域，商店 ，映画館等 ，人々 と

のすべての交流の場に あうて子供 たちが健全

な影響 を他の人々に及ぼせ るようにする責任

がある。また両親は，子供たちのために自由

を守ること，また，借金や浪費 をして次の世

代 を苦 しめることのないようにすることの大

切 さを知る必要がある。神の王国の福音は 自

由の中においてのみ繁栄 をもたらすdし たが

って，すべての成人は政府の指導者 を選ぶ際 ，

主のみ言葉に従う責任がある。「われ，主なる

神 は汝らを自由ならしむ。故 に，汝 らは誠に

自由な り。……

さりながら，悪人たち世 を治むる時は国民

悲 しむ。

この故に，汝ら正直なる人々と賢き人々 を

熱心に探 し求めよ。」(教 義 と聖約98：810)

各地 方，各国の公務に携わる人を選ぶ時は，

賢明で徳高い人を選ぶ ようにす ることが是非

とも必要 であ る。

教会の指導者か ら特別 な指示 を受けていな

いか らと言って，.自分の住む地域社会の事柄

に関心 を示 さない家長があま りに も多過 ぎる。

主は次のように述べておられ る。
ことごと し

「われ汝 らにすべての事 を悉 く命 ずるは至
とう や

当ならず。そはすべての事 已むを得 ざれば為

さざる者は怠惰な り，賢き僕にあらざればな
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り。……

……人は努めて善 き業に従 い
，多 くの事 を

その自由意志によりて為し，多 くの正 しき事

を為 し遂げ よ。

そは人自らの中に自由の意志あ りて……。

従って人善 を為 さば決 してその報いを失わ ざ

らん。」(教 義 と聖約58i26-28)

この神権時代の予言者 ジョセブ ・ス ミスは

次のように語っている。「健全 で良い感化 を世

に及ぼ し，不健全 なものをな くすように一生

懸命努力す る義務が私 たちにある。」(研s'oη

げ'舵C勧 劣訪 「教会歴史」5：286)

私 たちは次のように 自問 してみなければな

らない。私たちは積極 的に良い感化 を及ぼ し，

全人類 を押 し流 してしまお うとする悪の洪水

を食い止め るよう最善 を尽 くし，自由の擁護

に努めているだろ うか，と。

家長の主要 な責任は，若人を将来に備 えさ

せ ることである。福音の原則は，効果的な家

庭 の夕べ を通 して教えることができ，その教

え を学んだ若 人は将来に対 して何の恐れも抱

かないほ どに強め られるであろう。 このよう

な教育は，信仰 と証 を持 って，楽 しい雰囲気

の下に行 なわなければならない。・

当教会の使命は，積極的に世のすべ ての人

人に王国の福音 を宣べ伝え，親族の死者 を救

い，教会の聖徒たちを完成させ ることであ る。

これまでの歴 史を通 じて，教会は時間，計画 ，

資金の無駄な くこの使命の達成に努めてきた。

つまるところ，この ような努力はこの世の問

題 を解決するための ものに過 ぎないのである。

ローマの総督 ピラ トは， 自分の前に引いて

来 られたイエ スに，あなたは王なのか と尋ね

た。それは政治的な質問であった。 しか し救

い主は答え られた。「わたしの国はこの世の も

のではない」(ヨハ ネ18：36)と 。 主のこの答

えは今 日に も適用する。主の王国のみ業は非

常 に気高い ものである。世 界の国々が直面 し

ている経済，政治 ，社会問題は，神 の助けな

くしては解決 され ないであろう。

将来必ずや聖徒 たちの信仰が試 される時が



来 るであろう。 しか し私たちは，現代の啓示

に述べ られている主のみ言葉に頼 り，それを

力とすることができる。

「神 はそ の能 力 で必ず義人たちを守 りた も

う。故に義人はおそれるに及ばない，……

…… 『たとえ火の力 を以てす るに至るともか

れ らは救わるべ し』 とあるか らである。」(1

ニ ーファイ22：17)

「わ れは汝 らの ために戦 わん
。」(教 義 と聖

約105：14)

「汝 に反抗せ ん として造 る武器は一つ も役

に立たず。……こはすなわち主の僕 らの受 く

る祝福な りd(IIIニ ー ファイ22：17)

「ま た大 い なる銀難人の子 らの中にあ らん

も，われはわが民 を護 るべ しd(モ ーセ7：

61)

神 の王国は衰退 しない し，滅びない。そし

て 「この世の国は，われ らの主 とそのキ リス

トとの国」(黙示11：15)と な るまで存続する

であろう。

予言者 ジョセブ ・スミスは次のように予言

している。

「いか なる汚れ た者の手 も
，このみ業の発

展を止め るこ とはできませ ん。迫害は威 を振

い，暴徒は連合 し，軍隊は集合 し，中傷の風

が吹 き荒れるか もしれません。 しか し神 の真

理は大胆かっ気高 く，悠然 と出で立ち，あら

ゆる大陸 を貫 き，あ らゆ る地方に至 り，あら

ゆる国に広 ま り，あ らゆ る者の耳に達 し，神

の目的は成 し遂 げられるでしょう。か くして

大いなるエホバ は，み業は成ったと告げられ

ることでしようd(研 零彦oηげ 漉θC肋 励 「教

会歴史」4：540)

全 世 界のキ リス ト教徒 たちは，神のみ国が

来るようにと何世紀 にもわたって祈 り続けて

きた。そ して，今がまさにその時である と，

私たちは心か ら宣言す る。

全世 界の末 日聖徒に申 し上げたい。心 を騒

がせず，神の戒めを守るように。私見を加え

るこ・とな く，生け.る予言者の勧告に従ってい

ただ きたい。主のみ前を正 しく歩む よう子供

たちを教えていただ きたい。家庭で朝夕祈 り，

自分 と意見が合わなくて も行政に携わる人々

のために祈 り，全世界の国々の門戸が開かれ

て福音が宣べ伝えられ るよ うに，すでに与え

られている勧告に従って祈 っていただきたい。

国の法律に従 っていただ きたい。行政機関に

逆 らってはならない。公民としての義務 を果

たそ う。「悪に屈 してはならない。常に善 をも

って悪に抗 しなさいd(バ ー ジル)

神 の王国で忠実な生活を営んでいるすべて

の方々に申し上げたい。「まず神の国と神の義

とを求めなさいd(マ タイ6：33)「 汝 ら起ち

て己が光を輝かせ 。これ汝 らの光 よろずの国

民のはた じるしとならんため ，シオンの土地

とまたシオンのステーキ部 とに集合すること，
さけ ところ一つは防禦のため とな り

，また暴風雨の避所

とな り，憤 りのあ りのままに全地に注が るる

時に一つの避所 ともな らんためな りd(教 義

と聖約115：5-6)

「主 の御名 を呼 びてこの世に神の王国を来

らせ，世に住める人々をしてこれ を受け，来

るべ き時代の備えを為 さしめ よ。その時，人

の子は地上に建 てらるべ き神の王国にかなう

ため，彼の栄光に輝 く衣 を召 されて天の中よ

り降 りたもうべ し。

これを以て ，願わ くは天の王.国の来 らんた
」.め
，まず神の王国 を出で行かせた まえd(教

義 と聖約65：5-6)

私 はへ りくだ り，末.日聖徒 イエス ・キ リス

ト教会が今 日地上に回復 された神の王国であ

るこ とを証す る。教会の教え と祝福は，御父

のすべての子供たちのために備え られたもの

である。このことが真実 であることをイエス・

キリス トの聖 なるみ名により証 申し上げる。

アー メン。

☆ ☆.
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4月 り日(土)神 権部会における説教

くつをはきなさい

十二使徒評議員会会員

ハワー ド ・W・ ハンター

準備を始め，信し，万全の備えをしてお

さなさい。神の王国にお ける奉仕の機会

を失うような ことを言ったリ， した りし

てはならない

A宵 ，世 界各地で大勢の若人が， ソル トレー7
一 ク・シティー のモルモン・タバナクルで

行なわれているこの神権部会の話に耳を傾 け

ている。したがって私はこれか ら，その若人

を対象 としてお話 したい。 しかし，若人の父

や祖父である方々も， できれば聞いていてい

ただきたい と思 う。

数年前の教会の 『インプルーブメン ト ・エ

ラ』誌に，「くつ をは きなさい」 という若人向

けの記事があった。それは， 田舎のある小 さ

な高校のフットボールチームに籍 を置 く，名

もない選手の物語であった。この青年 はチー

ムに入ることは入ったが，一流の選手になれ

る見込みはまるでなかった。実際，正選手が

全員負傷でもしない限 り，その可能性 はな く，

補欠のそのまた補欠 という有様だった。

フットボール ・シーズンが終わ りを迎 える

頃，彼は試合に出る機会を与えられなかった

だけでな く，す でに出たいという望みさえな
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くしていた。そ してその年の最後の試合の時

のことである。彼は靴 を脱ぎ，毛布に くるま

り，ベ ンチに座って仲間の試合を眺めていた。

ところが， その試合 の半ばを過 ぎた頃，コ

ーチが彼の名前 を大声で呼んだ。彼は一瞬驚

いて，何かの間違 いだろうと思った。す ると

またコーチが彼 を呼んだ。「お前だ。ぐず ぐず

す るな，攻撃につけ」というコーチの声である。

どうしたらよいのだろうか。彼が最初 に考

えたのは，卒倒 でもして しまうこ.とであった。

次に考えたのは，聞 こえないふ りをす ること，

そ して最後に考えたことが，「ちょっと待って

下さい。今，靴のひもを結びますか ら」 と言

うことであった。そこで彼は男らしくベ ンチ

を飛び出す と，ヘルメットのひもを結びなが

らチームの方へ一 目散に駆けて行 った。しか

し，まだ靴は履いていなか った。 白の ソック

スだけで駆けて行 く彼に，両チームの選手は

もとより，観衆や コーチ も目を見張った。恐

らくコーチは，卒倒せんばか りの思いだった

に違いない。

彼は試合再 開の合図 をしたが，初めて試合

に出た興・奮でまごついているのがはた目に も

明らかだった。ボール を取 っても， どちらの

方向へ走ればよいか分.からない有様 であった。

味方チームが右側へ動 くの とは逆に彼は左へ

動 き，ついには，相手チームの突進にひ とり

で立ち向かって，猛進す る敵前衛の うね りの

中にのみ込まれてしまった。

彼は後 日，次のように語 った。「だれも私 に

得点 をあげることを期待 しませんでした。見

当はずれの方向に走って行ったことも理解 し

て くれ ました。でも，靴 を履かずに飛び出 し

て行 ったことに弁解の余地はあ りません」と。

今宵， この話に耳 を傾けている若人に申し

上げたいことは，常に福音の靴 を雁 き，将来

様々な機会のある.ことを信 じて行動 して欲 し

いということである。私は今，アブラハム ・

リンカーンの言葉を思い出している。彼は長

い間， 日の当たらない生活 を送 っていた。選

挙のたびに落選 した。 しか し，公職 に就いて



人々のために働 きたいと願い続けた。次の言

葉は，彼がそのような状態の中で語 った言葉

である。

「準備 をしておこう
。そ うすればいつか機会

が巡って くるだろうdそ れからしばらくして，

リンカー ンは，機会は備 えの.ある生活に味方

するということを体験か ら学んだのである。.

私 は，皆さん方若人が現に必要 とされてい

るといっこと， そしていっか将来，王国を助

け るために召 される日が来るというこ とを，

確かに知っている。実際私 たちはすでに皆 さ

ん を召 している。皆さんの交わ りと友情 と奉

仕 と標準が必要 なのである。皆 さんが受けて

いる責任の中には，小さ く感 じられ るものが

あるかもしれない。 しか し，そのような責任

もきわめて大切 であって，将来のもっと大 きな

奉仕への準備なのであ.る。

オ リヴァ ・カウ ドリも， しばらくの間であ

るが，試合続行中に靴 を脱いだひ とりであっ

た。そ して， そのため.に，教会歴史の中で大

きな失望 を引き.起こすことになったのであ る。

彼は，予言者 ジョセブ ・ス ミスがモルモン経

を翻訳 している陽 その.書記 として働 いてい

た。そして，主かち翻 訳の場 を与 える と告 げ

られた。(教 義 と聖約：6：25参 照)

しか し， オ リヴァは，，充分な準備 をしてい

なかった。自分.の能力に対す る信頼 も， この

偉大な末 日のみ業に対する信仰 も，以前に比

べて少 し弱 まっていたのである。「準備ができ.

る まで少 し待って下さい」 と彼は叫んだ。 し

か しやがて彼は.，，永遠のみ業は長 くは待って

くれない とい うことが分か るのである。主は

オ リヴァにこう言.われた。「われ……この特権
カドつ

を取 り去 りしは，汝が嘗て……始めたる如 く

に……つず けざ りしに よる。……諌怖れ しに

より時去 りて今は必要ならずd(教 義 と聖約

9：5，11)こ う して彼は人生の好機 を捕 え

損 じて，好機は永遠のか.なたに去 って しまっ

たのであ.る。

キンボール大管長か.らお許.しが いただけた

ら，大管長がいかに よく備 えをしてお られる

か，個人的な事柄につ いてお話 したいと思 う。

故ハ ロル ド・B・ リー大管長の葬儀の席上，

キンボール大管長.は，愛 と思い とを込めて次

のように語った。「リー大管長 は逝ってしまわ

れました。こ.のようなことになろう.とは夢に

も思 いませ んで した。このようなことが決 し

て起こらないように と，私 は心か ら願 ってい

ました。妻のカ ミラと私は，だれに も負けな

い くらい， リ』一大管長の長寿 と幸福 を一心に，

また絶 えず祈って きました。私は リー大管長

が先に逝 くとは思って もみ ませんでした。私

は リー兄弟 より4歳 も年上です。ですから私

は， 自分が リー.兄弟 より先に逝 くと思ってい

ました。私の心は，、 リー兄弟のことを考える

と張 り裂けんばか り.です。私 たちは， どれ程

深 く彼 を愛 しでいたことで しょうd(E郷 恕η

「エンサイン」1.974年2月 号p .86)

もち ろん， キ.ンボー ル大管長は， 自分が大

管長になるだろ.うなどとは考えてもいなか っ

た。 しか し，召 しが与 えられた以上， それが

いかに予期せぬものであったにせ よ，それ を

受けなければならない。そ して， キンボール

大管長にはその召 しを受ける備 えができてい

たのである。私'.たちは，長年にわたってキン

ボール大管長 と懇意にしているが，大管長は

いつ も備 えがで'きている。試合続行中に靴を

脱 ぐな どとい うことは決 してなかった。一度

としてその ようなことはなかった。だか ら，

「準備 がで き る・まで少 し待って下さい」 と言

っ必要 もなかった。今 の召 しを受 けようなど

とは夢にも思 っていなか ったか もしれないが，

大管長 は，その堂涯 のすべてを，現在受けて

いる責任の準備.のために費や してきたのである。

そのような準備がすでに何年 も前か ら始め

られていた とい・うことを，例 を挙 げて御紹介

したい と思 う。キンボール大管長が，今宵私

の声に耳 を傾けて.いる皆 さんの年代の頃の話

である。大管長が14歳 の時，教会のある指導

者が当時大管長.のお父さんの管理 しておられ

たステーキ部 を訪問 して，会衆に聖典 を続む

よう勧告 した。
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キンボール大管長は，当時の経験を思い出

して次のように言っている。「私はそれ まで一

度 も聖書 を読んだ ことがなかったのを認めた。

そ してその晩その説教 を聞いたあ と，1ブ ロ

ックほど離れた家に戻 り，狭い屋根裏部屋へ

通 じる階段 を昇 り、，小 さな机の上にある小 さ

な灯油ランプに火.を付けた。それか ら，創世

記の初めの数章 を読んだ。1年 後に聖書 を閉

じた時には，その大 きな素 晴 らしい本 を隅.

か ら隅 まで読み通 して いた。……私の 手に

負えそうもなか った。 しか し，他 人にできる

ことなら， 自分にもで きるこ とを私は知 って

いたd

キンボール大管長は さらに次の よっに言 っ

ている。「14歳の子供には理解 しに くい箇所が

数 々あるこ とも分かった。しかし，66の 書 を，

1，189章(英 文 で)1，519頁 に わたって読み終

えた時，私はひ とつ の目標 を定めてそれ を達

成できたという，言い知れない満足感 を味わ

ったのであったd

キ ンボール大管長はこの話 を次の ように結

んでいる。「さて私は自慢するためにこの話 を

しているのではない。私が灯油の明 りでそれ

ができたのだか ら， 皆 さんは電気の明 りでそ

れができる， とい うことを言いたいがために

例 としてこの話 を使 ったに過 ぎない。私は1

頁 も残 さずに聖書.を.読み通 したことを今 でも

喜 んでいるd(『 豊か で満 ち足りた人生を計画

する』 「聖徒の道」1974年9月 号，p。416)こ

の ようにして，また他.の数々の過程を経て，

若きスペ ンサー ・ウー リー ・キンボール兄弟

は，将来何が待ち構 えているか も知 らず， 黙

黙 と，かつ着実に準備 を重 ねていたのである.。

ここでもう一度，.教会の若人たちに申し上

げたい。準備 を始め.信 じ，万全の備 えをな

し，信仰を持 ちなさい 。神の王国における奉

仕の機会を失い，自分 を王国にふさわ しか ら

ぬ者 とするようなこ とを言った り， した りし

てはならない。将来の召しに備 えなさい。間

違いな く召しは来るのだか ら。福音の靴 を常

に履いていなさい。パウロはエペソ人に，「立
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って……平和の福音の備 えを足にはき」(エ ペ

ソ6：14-15)な さい と書き送っている。主

が今宵この場におられたら，はるか昔に天使

がシモン ・ペ テロに向か って言った言葉 を繰

り返 されるこ とだろう。「起 きあが りなさい。

…… くつ をはきなさい。……ついてきなさいd

(使徒12：7-8)

神 権 を持つ とい う特権 に恵まれていること

は， なん と栄えあることであろうか。神 は確

かに生 きてお られ る。イエス ・キ リス トは神

の御子であ り，私たちの主な る救い主である。

現在， この世 に神の予言者がいることを証 申

し上げる。今宵，私たちは， この大いな る会

で，その予言者 と席を共にす る特権に浴 して

いる。イエス ・キ リス トのみ名により申し上

げる。アーメン。

茸



わた しの思いではなく
，

みこころが成るように

七十人第一定員会会員

ロバー ト・L・ シンプソン

40億 の人々が，私たちが現在持 っている

ものを必要 としている。それを分かち合

う準備を していただきたい

愛 する神権者の皆さん・教会の全樹 儲 の
集 うこの偉大な集会に半年 ごとに集い，

私はそのたびに心を満たされて きた。この地

上のいか なる力 も，共通の大義 として神の神

権を持ってこの場に集っている多くの神権者

の力に恐ら く比肩 し得ないであろう。

私 たちは， トランジスターや同軸 ケー ブル，

人工衛星 といった現代 の奇跡 のお陰 で，互

いに遠 く隔たった地 に住 んでいなが ら，共に

この集会 に参加することがで きる。ソル トレ

ー ク ・シティーか ら地球 を約半周 したオース

トラ リアのパー スのイン ド洋に面 した海岸で，

宣教師たちと共 にこの神権会に参加 している

ブルース ・オ ピー伝道部長の姿が私 には 目に

見えるようである。その地ではすでに明 日の

朝である。

アルゼンチ ンにはカルロス青年がいる。そ

こは今，真夜中である。 しか し，生け る予言

者か ら教 えを受 ける特権に浴することを考 え

ると，睡眠時間が2，3時 間少な くなることな

ど大 した問題ではない。カルロス青年は，宣

教師 として，生涯の2年 間 を主のみ業 に投資

しようと準備 を進めている。

投資について一言 申し上げる。先 日，大通

りを歩いていると，人々を投資に誘 う看板が

多いのに驚いて しまった。 どの銀行でも，投

資の条件に応 じて，投資額の6パ ーセン トか

ら8パ ーセ ン トの配当を約束 してい る。
-丁 度4カ 月前

，ひとりの宣教師が，オース

トラ リア ・ニュージーラン ド地区の伝道部 で

の伝道 を終えた。次の手紙は，主のみ業に2

年 間を投資 したら，主がどれ程，利息や配当

金を支払って下 さるか を証明す るものである。

その宣教師は次のように書いている。

「まず第一に， しか も一番重要なことは，

祈 りの重要性 と力 とを知 ったこ とです。主 と

交わ りを持てるようにな り， どうすれば主の

答えを知 ることができるか も分かるようにな

りました。主は 『そ うではない』 と言 われる

時 もそれが分か るようにな りま した。主に対

して絶対的な信仰 と信頼を寄せ るこ とがで き

るようになったのです。この ようなことは以

前はなかったこ とです。聖霊のささや きに注

意深 く耳 を傾けることができるようにな りま

した。また，識別の賜 もよく使 えるようにな

りました。この賜は以前からある程度は持っ

ていたのですが，伝道中に，.その賜を適切に

使 う方法 を知 りました。 しか し，何にも増 し

て大切 なことは， 自分 自身について，私には

本当に何ができるのかを知 ったことです司

さらに続けて茨の ように書いている。「自分

にも他の人々と心 を通わせ る能力があること

を知 りました。 これは，私の生涯の中で も，

最 も画期的な出来事です。伝道 を終えてか ら

は，大学構内で もちゃんと顔 を上げて，人を

まともに見て歩けるようにな りました。今で

は人といて も気持 ちが高ぶったりしません。

どんな状況にも敢然 と立 ち向かえますし， 自

分の考えを述べ ることにも恐れはあ りません。

しか も当を得 た意見 を述べることさえできま
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す。物の考 え方が以前 よりはるかに理路整然

とし，落ち着きも出て きました。母は私が こ

のように変わったこ とが信 じられないようで

す。また，私はこれまでに.なく物事に真剣に

取 り組み， 多くの成果 をあげ られるようにな

りました。私はこれまで も人々に関心 を払 っ

ていましたが，今では，その関心 をどのよ っ

に示 したらよいか分か るよ.うになりました。

昔ほ どあっさりとあきらめな くなりました。

ですから私が伝道のおかげで大 き く変わった

ことに疑いの余地はあ りま.せん。

私は，解任 を待っている時 に，主が私の働

きを喜 んでいて下 さっているという証 を得 ま

した。伝道部長 の面接 を受けた時は， とて も

感激 しました。特に伝道部長が私の 目を見詰

めて，『私はあなたのことを誇りに思 っていま

す』 と言って くれた時は，本当に感激でした。

私はその言葉で十分報 われました。振 り返っ

てみると，最善 を尽 くして主に仕 えた とい う

思いが込みあげ，感慨無量です。伝道は他で

は決 して得 ることのできない満足感 と平安 を

与えて くれ ます唱

ほかにも素晴 らしい部分がある。「私は，帰

還後聖餐会で何 を話そ うか とあれこれ考 えま

した。その聖餐会にふさわ しい話 をしたかっ

たのです。後 日，ブ リガム ・ヤ ング大学にい

る私 のところへ監督か ら手紙が きました。私

の話を聴いて，ワー ド部の青少年が3人 ，伝

道に出る計画を立て始めた というのです。

私 はこれ まで，伝道に出 るようにとい う召

しに応えたことを，一度 も後悔 したことはあ

りません。伝道はこれまで最 もや りがいのあ

ることで した。ですか ら，一生懸命働い々2

年 間に感謝 さえしています。伝道は私の性格

を強めて くれましたし，少な くとも，天父が

望 まれるような人間になる第一歩を踏み出さ

せて くれたのですか ら。家にいては学べ ない

ことを沢山学びました。教会は疑いなく真実

です。私はその会貝 であることを本 当に感謝

しています。また，救い主 との間に築 き上げ

ている関係に心か ら感謝 しています。それ こ
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そが私 の伝道の成果であって，それ以外の何

もので もないか らです，」

実に素晴 らしい手紙であ る。主こそ世界で

最高の利息 を支払って下 さる御方であ ると，

何 のため らいもな く申し上げることができる。

6パ ーセン トや8パ ーセン トでな く，1，000パ

ー セン トもの利息を支払って下 さるか らであ

る。しか も， その利息は一時的な ものではな

く，永遠に続 くのであ る。何 と驚 くべ き配当

ではないだろ うか。

しか し， 自分の進歩だけ を目的 として伝道

に出ることは，間違 った動機で正 しいことを

するの と同 じである。主のみ業のために赴 く

という召しに応 える人はだれぞも，他の人々

の生活に祝福 をもたらす とい う，全 く非利 己

的な望みをその目的 としていなければな らな

いのである。

救 い主 と同 じように，神の代理 を務めるこ

とが，神権の権能 を持 ち， それに付随する義

務 を引き受けている私たちの仕事なのである。

それは必ず しも私たちに都合の良い ものでは

ないか も知れない。 しか し，最 も大切 なこ と

は，主のみ たまの ささや くままに，みたまの

指示に従 うとい うことである。伝道に召 され

るというこ とは，決 して容易なことではない。

むしろほとんどの場合，幾多の苦 闘が付 き物

であ る。 また，大 きな犠牲 が求め られ， 目

標達成のためには，例外な く数 々の重労働 と

堅い信仰が必要 とされる。

神権 を持つ兄弟の皆 さん，つい最近聖任 さ

れたばか りの執事であろうと，あるいは経験

豊かな大祭 司であろうと，皆 さんの義務は伝

道の召しに備えることである。これ までに伝

道に出た経験がない人は，主のみこころに従

って，伝道の備 えをしていただ きたい。過去

に伝道の経験があ.る人に対 しては，主はもう

一度伝道に出る準備 をす るよう望んでおられ

る。世界には，私たちが現在持っているもの

を必要 としている人々が40億 人 もいる。しか

も，急を要す るのである。

最後 に， アンギア ノ長老が最近経験 したあ



る出来事をお話 して結び としたい。彼は， メ

キシコ系アメ リカ人で，スペイン語で伝道す

る準備 をしていた。 ところが，予言者か ら召

された地は，予想に反 してニュー ジーラン ド

のクライス トチャーチであった。スペイン語を

話す青年がスペイン語のめったに話 され るこ

とのない国に派遣される場面 を想像 していた

だ きたい。

フィリップ ・ソンタッグ伝道部長は，空港.

で この単 身赴任の宣教師の到着 を待 っている

間，英語 しか通 じない伝道部 に来るスペ イン

語の話せ る青年 を，.どこに派遣 したら良いも

のか と，神の助け を求めていた。乗客が降 り

始めると， ソンタッグ伝道部長はす ぐに新任

の長老 を見付けた。外見か らす ぐに分かった。

真新 しい 白のワイシャツ姿が，休暇旅行の他

の乗客 と比べて， 目立.って白いか らである。

長老の活気に満ちた態度は，特に印象深かっ

た。まさに主か ら油注がれた長老である。彼

が空港ビルに近づ くと，その足取 りも速 くな

った。伝道を始め ようとする意欲に燃えてい

たことは明 らかである。彼は伝道部長に近づ

くと，メキシコ流に心の込 もった抱擁 をしよ

うと，両腕 を差 し伸べた。そのようにして育

った彼は，遠 く離れたニ ュー ジー ラン ドで も，

その習慣が抜けなか ったのである。そ して，

彼の口をついて最初に出た言葉が，「伝道部長

私 はバプテスマ を施すためにやって来 ました」

であった。

さて，伝道部長 とい うものは，普通，新任

の宣教師の訓練のために自分の補佐 を務める

長老 を解任す るような ことは しないものであ

る。しか し，3度 にわたってそうす るようみ

た まの勧め を受けたソンタッグ伝道部長 は，

はっき りとした確信 をもってその勧めに従 っ

た。こうして，中国入とマオ リ人 を両親に持

つ好青年， クング長老が， この国際的な組み

合わせの同僚 として召 されたのである。

それか ら3週 間 とたたない うちに， ソンタ

ッグ伝道部長は， このふた りの長老が，ニュ

ー ジー ラン ド南島ではおそらくこの家族だけ

だ と思われるが， スペ イン語 しか話せないと

い う家族に出会 ったという報告 を受けた。ニ

ュー ジー ラン ドへ着いたばか りのこのチ リ人

の家族は教会を必要 としていた。この家族に

は，ア ンギアノ長老が必要だったのである。

そのため，主は生ける予言者を通 じてこの必

要に答えて下さったのである。 それだけでは

な く，近 くチ リか らニュー ジー ラン ドへ移住

す る予定の家族が100以 上 あるという報告 も

受けた。現在アンギアノ長老は，新 たにバプ

テスマ を受けた家族 と共に，フレン ドシッピ

ングをし， レッスンを始めようとチ リからの

移住者を待 ち受 けている。

主はこのみ業に責任 を持 っておられる。私

たちの携わっているこのみ業は.，全世 界の天

父の子供たちに救 いをもた らす神聖な仕事で

ある。私たちは，予言者が さらに進んだプロ

グラムを指示 できるように，今，準備 をしな

ければならない。

宣教師 としての私たちに与 えられている最

大のチャレンジは，人々を高め，文字通 り世

の道か ら人々を導 き出す ことである。今の世

は，不道徳に揺 らぎ，不浄な思いで弱め られ，

利己主義に毒され，人の高慢のために満身勧
い

痩の状態にある。絶 えず徳 をもって思いを飾

り， 自ら信ずることが神 のみ業に携わること

に より強 くなるように祈 っている。(教 義 と聖

約121：45参 照)。 私 たちはまず第一に，でき

る限 り世 の思いか ら抜け出さなければならな

い。その ように，高い基盤の上に立 ってこそ，

手 を差 し伸べ ることも，引き上げることも，

また真理 を教えることもできるのである。い

つ召され るかは問題ではない。どこへ派遣さ

れ るかも問題ではない。ワー ド部の区域内か

もしれない し，地球 を半周した国かもしれな

い。 しか し，救い主はひ どい苦悩の中にあっ

てこう言われた。「父 よ，……わたしの思いで

はなく，みこころが成るようにして くださいd

(ル カ22：42)今 宵 ，'この会場に集 う人々が皆，

「わたしの思いではな く
，みこころが成 るよう

に」 と言 えるであろうか。
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全 員 か そ り 云 え る よ っ に な る よ っ， 毛・か ら

角 ・て い る 、 今 肖 こ の 偉 人 な 神 権 者 の 集 会 に

集)人 々 は 皆 ， 世 の 望 タ と な る よ っr任 さ れ

て い る 人 々 た か ら て あ る 。 以1か 私 の 証 て あ

る。 イエ ス キ リス トの み 名 に よ り， 申 し」

け る 。 ア ー メ ン 。
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七 十 人 第一 定 員 会 会 員

ヘ ン リー ・D・ テ イ ラ ー

主の召 しを受 けている人は皆，義 しい生

活を している限 り，その召 しに関する啓

示を受ける権利がある

聖 歌隊の兄弟たちに一言申し上励 い・今
宵素晴 らしい歌 を歌 って私たちに感動 を

与 えて下 さり，心か ら感謝 している。

かつて大管長会か ら，次のような重要な声

明が発表 された。「この教会の起源，存続，将

来に対す る希望， これ らはすべて絶えざる啓

示 の原則に依存 している。」(大 管長会の声明

C勧 肋 く彰z〃s「チ ャーチニュー ズ」1970年1

月10日 ，p.12)

啓 示 は，広義には，.「神か ら人間への交通」

と定義され，様々な方法で主か ら下 され る。

この神権時代の最初の予言者であったジョ

セブ ・ス ミスは，主がそのみこころを人に伝

えるために定め られたほとんどすべての方法

で啓示を受けた。ジョセブが受けた最初の啓

示は，私 たちの天父と復活された御子，救い

主 イエス ・キ リス トの直接の訪れ であった。

この最初の啓示 はしばしば 「最初の示現」

と言われているが， この啓示のその後に及ぼ

す影響は非常 に大 きかった。第1に ，啓示は
9すでにやみ

，神 と人との交通は もはやないと

する従来の考え方 を完全 に覆 した。第2に ，

人は本当に神 のかたちに形 どって造 られたと

い う真理 を再確認 した。第3に は，天父 と御子

はそれぞれ別の御方であって，目的 とみこころ

が一致 している という点でのみひ とつである

ということを，疑いの余地な く立証 したこと

である。

予言者 ジョセブ ・ス ミスは，天の使いたち

か らの交通 も受けた。モロナ イの場合がそれ

・.である。モロナイはジョセブに，翻訳されて

モルモン経 として出版されることになってい

た金版のある場所を明 らかにした。後に，バ

プテスマの ヨハネが訪れてアロン神権 を回復

し，ペテロ ・ヤ コブ， ヨハネが訪れて，メル

ケゼデ ク神権 を回復 した。さらに，通常カー

トラン ド神殿の示現 と言われる示現において

何人かの使いが訪れている。(教 義 と聖約13，

27，110章 参 照)

教 義 と聖約 を読む と，予言者ジ ョセブ ・ス

ミスがウ リム とトミムによって受けた啓示の

多いことに気付 く。このウリム と トミムは，

予言者がモルモン経 を翻訳す る際にも用いた

道具 である。

予言者 ジョセブ ・ス ミスは，示現 を目にす

るこ とによ り，神から英知 を授け られた。第

76章 の場合がそれである。 また，神の霊感が

彼の心に働いて啓示 を受 けたこともある。実

際の ところ，教義 と聖約 に記された啓示の大

半は， この方法に よって与え られたものであ

る。

聖典 を研究す ると，主が この地上に住む子

供たちと交通す る方法は，ほかに も様々ある

ことが分か る。ステパ ノは，石で打 ち殺 され

る前に聖霊に満 たされ，天 を見詰めていると，

「イエスが神 の右に立っておられる」(使 徒7

：55)の が 見.えた。サウロは， この時に石 を

投げつけた仲 間のひ とりで，ステ.パノやその

他イエスに従 う人々を積極的に迫害 していた。

その後，ダマスコへ 向か う途中，サ ウロは，
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「天か ら光」がさすのを見た
。

「彼は地 に倒 れ たが
，そ.の時 『サウロ，サ

ウロ，なぜわたしを迫害するのか』 と呼びか

ける声 を聞いた。

そこで彼は 『主よ， あなたは， どなたです

か』 と尋ねた。す ると答があった，『わたしは，

あなたが迫害 してい るイエスである。とげの

あるむちをければ，傷 を負うだけである』。」

(使徒9：3-5欽 定 訳よ り和訳〉

こうしてサ ウロは心 を改め，生 き方 を変 え，

やがてパウロという名で知 られるようになっ

た。その後，彼は使徒に選ばれて，救い主の

教 えに忠実に従い，熱心な弟子 となった。

しば しば，神 のみこころは，夢で伝え られ

る。エジプ トの王バロは何度か夢 を見た。王

は知者やその他の人々を呼び寄せて，夢を解

き明かさせ ようとしたが，だれひ とりそれが

できなかった。

パロの夢はこ うである。彼が川のほ とりに

立っていると，7頭 の雌牛が川か ら上がって
あし

来て葦 を食っていた。この7頭 は美 しく， ま

た肥え太っていた。 その後，別の7頭 が上が

って来た。 この7頭 は，やせ細っていて栄養

不良であった。そ して， この7頭 は肥えた雌

牛に襲いかかると， これをむさぼ り食って し

まった。(創 世41：1-4参 照 〉

パロは，不 当に投獄 されている青年がいる

ことを知 った。 この青年は，パロの給仕役 の

長 と料理役の長の夢 を解 き明かす ことのでき

た青年であった。この青年は名 をヨセブとい

った。彼はイスラエルの12人 の息子のひとり

であったが，兄たちのために，エジプ トへ行

く途中のイシマエルびとに売 られたのであっ

た。 ヨセブは，獄か ら呼び出された。そ して，

パ ロが見た夢を聞 くと， それを解 き明か した。

その解 き明か しは豊作が7年 間続 き，その後

7年 間ききんが続 くとい うものであった。 ヨ

セブは，豊作の年の間に剰余の穀物 を蓄 えて

おき，続いて起 こる7年 間のききんの時にそ

れを出すよう提言 した。パロはこれに深 く心

を動か され，その結果， ヨセブに全幅 の信頼
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をおいて，彼を備蓄事業の責任者に任命 した。

こっしてヨセブは，大 きな権力 と権勢が与 え

られ，エジプ ト全土でパ ロに次 ぐ地位に就い

た。(創 世41：9-40，37：28)

主 の み声が人の心に及んだ最 も良 い例 のひ

とつは， イノスの例である。イノスは父か ら

十分に教 えを受けていたが，若 さと未熟さの

ゆえに，やや反抗的にな り，何か小 さな過 ち

を犯 していた。その後，彼は自分が誤ってお

り，父の教えが真実であるごとを知 った。そ

こで彼は，悔い改めて 自分の生活を立て直 し，

義 しい生活 を送 りたい と切 に願った。ある日，

森へ狩 りに出かけた時，父の教 えが彼の心に

浮かんできた。彼はそれ までの過 ちを赦 され

たいと心か ら願い，ひざまずいて主に赦 しを

求めて熱心 に祈 った。一 日中真心か ら赦 しを

求めて祈 り，夜 になって も祈 り続けた。する

と，ひとつの声が聞 こえてきた。「イ ノスよ，

汝の罪はす でに許 されたりdさ らに彼は，自

分の兄弟たちのことも心配 して，兄弟 たちの

ために も祈 っ た。こ うして一心 不乱に祈 っ

いると，主のみ声が彼の心に聞こえて，彼に

確信を与えた。(イ ノス1-17参 照)

私 たちは，権能を受けた教会の指導者たち

が予言者，聖見者，啓示を受 ける者 として支

持 を受け，その召 しにかかわる啓示 を受け る

といっことを知 ってい る。ほかに も啓示を受 、

けることのできる人はいないのだろうか。ブ

リガム ・ヤング大管長 は，人は皆それぞれ 自

分のために啓示 を受けることができると教 え

た(D露0伽 欝θS〔ヅB万9勿 〃Z】南観9「 ブ リガム・

ヤング説教集」p.35参 照)。 両親は，子供たち

の養育 に関 して啓示 を受けることができる。

私は，すべてのワー ド部の監督 とすべての

ス テー キ部 長 には.，、自分 の ワー ド部 や ス

テーキ部の会員のために最 も必要なこ とは何

か，啓示でそれを知 る権利があることを確信

している。同様に，主の召 しを受けている人

は皆，主のみたまを受けることができるよう

に義 し く生活している限 り， その召しに関す

る啓示 を受ける権利があるのである。



しか し，私 たちが忘れずにはっきりと心の

中に留めておかなければな らない事柄がひ と

つ ある。その教えは，何年 も前に，J・ ルー

ベ ン ・クラー ク ・ジュニア副管長が言われた

ものである。すなわち，主ははっきりと，「教

会の予言者，聖見者，啓示を受け る者……に

のみ教会のために啓示 を受け る権利があ り，

……いかなる形であれ現行の教会の教義 を変

更する権利がある」と言われたCτ 陥 θη・4紹

C伽7漉 五θα4硲'Wb7爵E窺 ゴ'1θ4'oασ翻(ゾ

Soγ砂劾π ～"C伽 駕説 くセω∫『教 会の指導 者の

言葉は どんな時に聖典 とみ な されるか』「チ

ヤーチニ ュニ ズ」1954年7月31日 ，p.2)。 し

かし一般の会員には，そのよ うな権利や権能

はない。

現在，私たちがそのような啓示 を期待でき

る人は，スペ ンサー ・W・ キンボール大管長

である。私は，大管長が確かに， この教会を

導 くために主か ら啓示を受けておられること

を証申 し上げる。願わ くば，私たちが大管長

の助言に耳を傾 け，その助言に従 う知恵 と分

別 とを持てるように。このこ とを主イエス ・

キ リス トのみ名に より.申し上げる。アーメン。

タバナクルの前で開場を待つ聖徒たち
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神権者の責任

第 二 副 管 長

マ リ ：オ ン ・G・ 日 ム ニ ー

父親も息子も，ヨセフやダニエル，ニー

ファイ，モルモ ン，ジョセフ ・スミスの

生涯 に見られる諸徳を模範にすべさであ

る

兄 弟の皆さん・私はこれか ら語 る事柄をみ
た まの導 きの下に聖徒 たちを高揚 させ る

教えとして語 るこ とができるよう心か ら祈 っ

ている。また同時に，皆 さんもその ように祈

っていただ きたい と思 う。私 はきょう神権者

の責任について少 しお話 したいと思 う。愛す

る兄弟の皆 さん， まず最初に，子供 を教 え，

訓練す る私たち父親の責任について，次にア

ロン神権者の責任についてお話す ることに し

よう。

ある土曜 日の夜に，私はホテルに泊 まった。

そして 日曜 日の朝，騒々 しい話 し声で目が覚

めた。実に卑俗 で， しゅう悪で，不快 きわま

りない言葉であった。 しか もそれを語 ってい

るのが， まだほんの子供であることを知った

時に，私はが くぜ んとして しまった。その時

心の中に箴言の一節が浮かんで きた。

「子 をその行 くべ き道 に従 って教 えよ，そ

うすれば年老いて も，それ を離れることがな
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い。」(箴 言22：6>

そ れか ら，次の ような啓示の言葉が思 い出

されたも「幼き小児らは罪 を犯すことを能 わず。

サ タンは幼き小児らを……試むる能力なけれ

ばなり。…… その父たる者に大 いなる事求め

らるる故な り。」(教 義 と聖約29：47-48)

子 供 の訓練 を怠る父親 とその子供が将来受

けるにちがいない苦 しみ を考 えた時に，私は

すっか り悲 しくなって しまった。

私たち父親は決 して主の訓戒を忘れてはな

らない。「シオン……にて子供 を有する両親あ

らば，その子供 八才 の時，悔 改め，生 け る

神の子キ リス トの信仰，バプテスマ と按手に

よる聖霊の賜などの教義 を教 えて理解せ しめ

ざれば，罪その両親の頭に留まるべ し。また

両親はその子供たちに祈ることと，主の前に

正 しく歩むこととを教 えざるべか らず。」(教

義 と聖約68：25，28)

これ らの聖句に関 して，『教義 と聖約注解』

には次のよっに記されている。

「世 の中には衣 食住 の必要 を満た し，教育

を受ける機会 を与えさえすれば，子供に対す

る義務 は完全であると考 える人々が多い。 し

か し末 日聖徒 には，親 としてもっ と大切な義

務がある。つま り，子供 を教 えるとい うこと

である。……子供たちを初等協会や 日曜学校，

一般の学校に通わせ るだけでは十分でない。

両親には 自ら子供たちの教師を務める義務が

課せ られているのである。小さな子供たちに

祈 るこ とと，主の前に正 しく歩む こととを教

えなければならないのである。」(Do6厩 ηε

ση4Coθ θηα窺sCo彿 彫εη如別 「教 義 と聖約

注解」p.414)

私 た ち父親は教義 と聖約の93章40節 か ら50

節 を繰 り返 し読むようにするな ら，子供 を教

え，訓練す るとい う神 より課せ られた責任 を

いつも心に留めてお くのに大きな助け となる

であろう。

次にアロン神権者の責任について考えてみ

よう。主は皆 さんが8歳 の時か ら自分の行動

に責任 を持つ ように定め られた。



この世 に生を受けた後，皆さんはそれぞれ

キリス トのみたまによって導かれてきた。こ

のみたまは良心 とも呼ばれ，8歳 にな らない

子供 たちにも善悪の区別を教える。そ して，

バプテスマ と確認を受け，聖霊の賜 を授かっ

てからは，聖霊による助け と導 きを得るよう

になった。

皆 さんのほ とんどは12歳 でア ロン神権 を受

け，神権の権威 と権能の一部を実際に神か ら

託された。神は皆さんに大 きな信頼 を寄せ，

教会におけ るある種の職務，救い主御 自身が

遂行 された職務に携わる権能を授け られたの

である。それらの職務を遂行す る時の皆 さん

の行動は，イエスや使徒 たちと同 じように，

神聖で権威あるものとなるのである。

主は教会 を組織された時に，アロン神権 の

責任に関して次のように述べ られた。
と

「祭司の義務は説 き
，教え，釈 き，勧め，

バプテスマ を施 し，聖餐式 を執 り行 うべ きこ

とな り。

また各会員の家庭 を訪れ，彼 らが声を挙げ

て もひそかにて も祈 りをなし， またすべて家

庭の務めにいそしむ ように勧め，……

教師の義務は常に教会貝 を守護し，彼 らと

共にありて彼らを強 くすべ きもの とす。……

また教会員の しば しば集会す ることをはか

り，またすべての会員にその義務 をつ くす よう

になさしむ。」(教 義 と聖約20：46-47，53，55)

執 事 の義務は，聖餐を配 り，断食献金 を集

め，「警告 を与え，釈 き，勧め且つ教えて， キ

リス トに来 る様すべての入々を勧誘すべ きな

り。」(教 義 と聖約20：59)

割 り当て られたア ロン神権の義務 を忠実に

果たすなら，皆 さんは実に素晴 らしい祝福 を

受けるこ とだろう。

私は皆さんが現在の召しを全力を尽 くして

遂行 し，メルケゼデ ク神権 を受けてからも「神

の選民」のひ とりに数えられるまでその召 し

に励 もうとい う堅 い決意 と願望 を持つように

願っている。この 「神の選民」について，神

権に関する偉大な啓示の中で主は次のように

約束 しておられる。

「およそ忠実にして……二つの神権を得
，

而してその天よりの召を全力を尽して遂行する

者たちは， 『みた ま』により聖め られてその肉

体再新 さる。 これらの者はモーセの息子たち

とな り，アロンの息子たちとな り，アブラハ

ムの子孫 となり， また教会員にして王国の民

とな り神の選民 となる。」(教 義 と聖約84：33

-34)

一 般 的に
，偉大に して高貴な人物は，アロ

ン神権の年代に偉大な者 となる基礎 をすでに

築 き，気高 い少年時代 を過 ごしている。

これか ら，そのような偉大な人物の例 を幾

つか挙げてみ るので，皆さんは彼らの具 えて

いる徳に注目し，その模範に従 う決心をして

いただきたい。

純潔に関して偉大な道徳の模範を示 した ヨ

セブの例 を考えてみよう。彼は17歳 の時に奴

隷 としてエジプ トに連れて来 られ，「パロの役

人，侍衛長 ポテパル」に売 られた(創 世37：36)。

彼の高潔さと立派な品行振 る舞いに心を動か

されたポテパルは， ヨセブに家 をつかさどら

せ，すべての持 ち物の管理 を任せた。 ところ

が ヨセブが非常 に魅力的であったために，ポ

テパ ルの妻は何度 も彼 を誘惑 しようとした。

しか し， ヨセブはきっぱ りとその申し出を断

わって言った。「どうしてわたしはこの大きな

悪 を行なって，神に罪を犯すことができまし

ょう。」(創 世39：9)

そ こで彼女はヨセブのことで偽 りを言い，

ヨセブは獄に捕われてしまった。

しか し，高潔なヨセブは主か ら恵みを受け，

獄か ら出されて，やがてエ ジプ ト全国のつか

さとなった。そ してついには， イスラエルの

全家を保護する人物 となったのである。今晩こ

こに集っている私たちのほとんどは， ヨセブ

の子孫に数 えられ る者であることを誇 りをも

って公言す るこ とができる。

すべてのアロン神権者 とメルケゼデク神権

者は， ヨセブが示 した純潔の標準を守らなけ

ればならない。
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また，ダニエルは勇気の模範である。

彼は若い時にバ ビロンに連れて行かれ，ネ

ブカデネザル王の下で教育を施された。ダニ

エルと3人 のヘ ブル人の若者は，危険を覚悟

の上で知恵の言葉 を破 ることを拒んだ。ぜいた

くな食べ物や その他体によ くない食物を食べ

ることを断わったのである(ダ ニエル1：5

-16参 照).。

後 にダニエルはふた りの王に，彼 らにとっ

て不吉な夢の解 き明か しを，主から.明らかにさ

れたままに伝 えて， さらに勇気 を示 した。ダ

ニエルは最初の王に，あなたは追われて理性

を失って野の獣 と共に住み，牛の ように草 を

食べるであろうと予言 し，2番 目の王には，

権力の絶頂か ら切 り倒 されるであろうと語 っ

た(ダ ニエル2：36-45;4：24-27;5：26

-29)
。

絶対的な権力を持つ君主へ この ような忠告

を与 えたことは，若いダニエルに非常 な勇気

があったこ とを示 している。

ダニエルが無類の勇気 を示 したもうひとつ

の例は，天父への祈 りを怠るよりも，王の禁

令に背いて ししの穴に投げ込 まれる方を選ん

だ時の ことであろ う(ダ ニエル6：7-23参 照)。

ニーファイは若 くして偉大 な信仰の徳 を示

した人である。

「私は主が命 じた もうたことを行って行 う。

私は，主が命 じた もうことには，人がそれ を

為 しとげるために前以てある方法が備 えてあ

り，それでなくては，主は何の命令 も人に下 し

たまわないことを承知 しているか ちであるd

(1ニ ー ファイ3：7)

これ は，彼の父 リーハイを通して主が与 え

られた命令，すなわち兄たちと共にエルサ レ

ムに戻 り， レーバ ンか ら記録 を手に入れるよ

うにという主の命令に対す るニーファイの言

葉である。

兄めレーマンが記録 を渡す ようにレーバ ン

を説得す るのに失敗 して， レ ミュエルと共に

記録 を持たずに荒野にいる父の ところへ帰 ろ

うとした時，ニー ファイは次のように言った。

62・

「主が生 きてい まし私が生 きているように

確に，私 たちは主の命 じたもうたことを果す

までは荒野にいる父の ところへ 帰 らない。」

(1ニ ーファイ3：15)

ニー ファイは兄たちを説得 して，彼 らの相

続 した土地に残 して きた金銀そのほかの貴重

品を集めて， レーバンの記録 と交換す るよう

に勧め た。 しか し，この試み も効 を奏 さなか

った。

ニー ファイは，記録 を持 たずに荒野にいる

父の ところへ帰ろ うとますます不平を言 う兄

たちに向かって，次のように言った。

「私 たちは
，エルサ レムまで引き返 そうで

はないか。そして主の命令を忠実に守 ろうで

はないか。ご らん， それは全世 界が向 って

も主の強さにはかなわないか らである。それ

なら， どうして主がレーバンとその家来の五

十人よりも強 くないことがあろうか。いや，

レーバ ンに何万人あっても主の強さにはかな

わない。」(1ニ ーファイ4：1)

それか らニーファイは，主のみたまに導かれ

てただひとりで出かけ，記録 を手に入れて来た。

何 と偉大な信仰であろうか。

アロン神権者である皆 さんの中に， 自分は

若す ぎて召 しに伴 う責任を果たせないと感 じ

ている人があれば，次にあげるモルモンの記

録 につ いて考 えていただ きたい。

「アマ ロンが一切 の記録 を秘 し隠してこれ

を主に託 したころ(そ の時私は十才 ぐらいで

……)ア マロンは私の所へやってきて…… 『汝

が大 きくな って二十四才 くらいになったな ら，

この国の人々について もう汝が心づいている

ことを思い起して くれ。そ して，……シム と

言 う丘へ行け。その丘に私はこの国民の こと

を刻んだすべての聖 い記録 を埋めて隠 し……

ておいた。……汝は二十四才の時に……ニー

ファイ版 〔を取 り出して〕……，汝がすでに

この国の民について心づ いていることをみな

刻みつけて記録せ よ』 と言った。」(モ ルモン

1：2-4)

これ らの指示 は， モルモンがわずか10歳 の



時に受けた ものである。

5年 後に，彼は次のよ うに記録 している。

「〔私が15歳 になった〕年にニーファイ人 と

レーマン人 とは また戦をしたが，その時私 は

まだ年が若かったが身のたけが高かったから，

ニーファイの民は私 をその全軍の指令長官に

任 じた。

そこで私 は十六才の時，ニーファイ人の一

軍を率 い， レーマン人に向って出陣 をした。」

(モ ルモ ン2：1-2)

若 い とい うことで神権の職につける義務 を

遂行す るのをちゅうちょする傾 向があるアロ

ン神権者は，モルモンの功績か ら勇気 を得 る

ことだろっ。

予言者ジ ョセブ ・ス ミスはその少年時代に，

アロン神権 の年齢にあって他の偉大な人々が

示 したあ らゆる気高い徳 を身に付けていた。

エジプ トでヨセブの示 した純潔，ダニエルの

勇気，ニーファイの信仰，そ してモルモンの信

頼性 など，すべ ての徳 を具 えていたのである。

彼は14歳 の時に，ヤ コブ書の約束に基づ い

て行動する信仰 を持っていた。「あなたがたの

うち，知恵に不 足している者があれば，その

人は， とがめ も.せずに惜 しみな くすべての人

に与える神に，願い求めるが よい。そうすれ

ば，与え られるであろう。」(ヤ コブ1：5)

そ の結果，ジ ョセブ ・ス ミスは示現 を受け

たのである。

しか し， その示現 のことをほかの人に話 し

たところ，人々か らそのことで悪 口雑言を浴

びせ られた。ここで彼は，大 きな勇気 と信頼

性 を表わ したのであった。

「それか ら間もな く私が この話 を語ったこ

とが，宗教 を口にす る者たちの間に私に対す

る大 きな反感を引 き起 し， そしてこれがひど

い迫害の原因であったことを私は悟っな。そし
はなはだ

てこの迫害はますます甚 しくなって行った。

私は一介の名 もない少年 であった。たった満

14才 を越えた年齢の少年 でしか も生活状態か

ら言っても何ら世間で取 るた足らぬ程の者で

あったけれ ども，歴々の方々は私に反対 して

世上人心 を刺激 し，甚 しい迫害 を引き起すほ

ど私 のことをわざわ ざ気にかけられた。 しか

も，これはすべ ての教派間に共通 したことで
れんこう

あった。すなわち全部の教派が聯合 して私 を

迫害 したのである。

然 しながら， これにも関わらず私が先に示

現 を受けたことは事実である。あの時以来私

は，パウロがアグ リッパ王の面前に於て弁明
てんまつ

し，彼が先に光 を見声 を聞いた示現の顛末を

語った際，なお彼の言 を信 じた者がほとんど

な く，ある者はかれは偽 りを語 ると言い，他
あざけ

の者 はかれは狂 えりと言った，そして彼が嘲

り笑われ悪.口雑言 を受けたその時と自分は大

へん似た心境であったと思っている。しか し

なが らすべてこれ らの反対 も，パ ウロが示現

を得 たと言 う現実 を打ち破 らなかった。パ ウ

ロは，先 に示現 を受けた。彼はこれ を受けた

と言 う事実 を身を以 って知った。そ して天下

のあらゆる迫害 もこれを変えることはで きな

かった。人がかれを死ぬまで迫害 しようとも

彼は知っていた。彼は最後の一息まで，彼が

光 を見，彼に呼びかける声を聞いたこの二つ

の事実を知っているであろう。事実，全世界

も彼の考 えを変 え信ずるところを変えさせ る

ことはできなか った。

私 も正にその通 りであった。私は実際に光

を見た。 その光の唯中に二人の御方を見た。

そ してその方々は真実私にお言葉 をかけたも

った。私が示現 を受けたと言うために憎まれ

また迫害せ られて も，なおそれは真実である。

そ して……私 はそれ を打 ち消すことはできな

かった。」(ジ ョセブ・ス ミス2：22，24-25)

若 い アロン神権者の兄弟たち，これ らの大

いなる徳は身に付け る価値 のあるものである。

過去の偉大な人々の ように成功 を収めたいと

思うならば，是非 ともこれを身に付ける必要

があ る。 これまでお話 した少年 たちが行 なっ

たことを実行す るならば，私たちはやがて偉

大な人物になることだろう。この証 を，私た

ちの腰 い主イエス ・キ リス トのみ名 によって

申し上げ る。アー メン。
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適切な推薦を

受けるにふさわしく

第 一 副 管長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

推薦を受けるに足る生活をすることによ
って，神権者として進歩し，最終的に神

の王国へ入る許可を得ることが大切であ
る

特 権 とし・ また責任 としていただいたこの
時間に，少 し皆さんにお話 をしたい。青

少年ならびに神権者の皆さんは全員， これ ま

での説教や今聴 いたばか りの美しい曲 を十分

に堪倉旨した ことと，思う。

今宵ここに集 う人々のお顔を拝見し， また

放送に耳 を傾けている大勢の人々のことを思

う時，私は 自分が神権指導者に，神権者に，

また将来指導者の地位に就 く人々に向かって

話をしているのだという気持ちをさらに強 く

感 じる。現在指導者 となっている人 々はすで

に高潔な方々であって，立派な性格 と最高度

の理想 と標準の持ち主である。 また，指導 を

受け る人々の模範 となるに足る人である。、そ

こで今宵は，これ まで話 して下 さった方々に

ならって，私 も青少年 を対象 としてお話 した

いと思う。青少年の皆 さんは，やがてアロン

神権の職 を昇進 し，現在私たち年長の者が引
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き受けている責任 を受けることになるか らで

ある。いつか必ずや皆 さんの中か ら教会幹部

としてこの説教壇に立つ人が出ることだろ う。

いや，大管長になる人さえいるか.もしれない。

そ して，最後 まで忠実 に戒め を守 り通せば，

確かに皆 さんは，神の王国において進歩でき

るのである。

何 と恐れ多いこ とであろ うか。 また，私 た

ちが皆，絶えず 自己改善に努め，新 しい責任

あるいはもっと重 い責任で働 くよう召される

日のために備 えをす ることは，何 と必要であ

り，重要なことであろ うか。私 たちが この世

にいる目的は，神の王国を打ち建てることと，

自分が神のみ前に帰 るにふさわ しい者である

ことを証明す るこ とである。皆さんが今宵 こ

の会場にいるのは，ひ とえに， この責任 を感

じているか らであ り， また主の民 と呼ばれる

者のひ とりに数えられたい と願 っているか ら

にほかならない。

皆 さんが現在 まだ行 なっていないことで，

これか ら行なわなければな らないことに何が

あるだろ うか。 この問題 を考えるにつけ， ま

た有能で役立つ僕 となるために何が必要かを

考えるにつけ，それは結局，権威ある人から

適切な推薦 を受けるにふ さわしい者になる と

いう問題 に帰着す るの ではな いか と思われ

る。

大管長会 を初め とする教会幹部は 目下，教 、

会員の居住.す る広 い地域で次々 と地域大会を

開催する準備 を進めている。 この準備 を進め

る際，訪問す る国の政府か ら要求 される事項

を満たすために，旅券(パ スポー ト)や 査証

(ビ ザ)， あるいは旅行者 カー ドがどうして も

必要である。これらの証明書類は，それぞれ

関係当局の適切 な承認がなければな らない し，

すべての法律に従 ってはじめて， 自分の希望

する国に入国するのに必要 な書類の交付 を受

けることができるのである。

しば ら く前のことであるが，十二使徒評議

貝会のデビッド・B・ヘイ ト長老がメキシコのあ

るステーキ部大会に出席す る割 り当てを受け



た。 ところが，国境に着 いた時，ヘ イ ト長老

は，メキシコに入国す るのに必要 な書類 を忘

れて来たこ とに気付いた。彼は自分の責任が

急を要する ものである旨を強 く訴えたが，入

国管理官には，適切な証明書 を持 たない長老

の入国を許可する権限は与えられていなかっ

た。そのために，長老 はその大会 に出席する

ことがで きなかった。

同 じことが神権の昇進の場合にも言える。

私たちは，権能 を有す る人か ら適切 な推薦を

受け，承認 されては じめて，ある職か ら次の

職へ昇進できるのである。また，ふさわ しく

ない場合や，必要な条件 を満た していない場

合，昇進 に必要 な証明を受け ることはで きな

い。天の王国へ入 り，すでに亡 くなった人々

に会 って，天父な る神 と共に永遠に住 もうと

する場合 も全 く同 じである。

確かに，証明書 を持たずに密入国す る人も

いる。 しか し，発見されたら， その人は法律

によって罰 を科せ られ，国外に追放 される。

教会の中に も，背罪を犯 している者で，偽 り

を言って神権の昇進 をし，伝道に出，神殿に

入っている人がいる。 しか し，主はそれを知

ってお られるので，そのような人々は，主の

祝福 を期待できない。

政界，産業界，教会においてこれ まで大勢

の人々か ら，就職や会社の設立のために推薦

状 を書いてほ しい と依頼 を受けてきた。 また，

政界や産業界の長が，採用予定者に関 して，

私の推薦 を取 り付け られ るか どうか尋ねて来

ることも何度 とな くあった。

私は，その人が採用 される資格があ り，正

直で，信頼で き，学校で立派な成績を修め，

人々 との協調性 もあ り，勤勉で， ぐず ぐずす

るこ ともな く，誠実 で，十分信任できる， と

答えられる時には， いつ も喜びと満 足感を味

わ う。その ような時，私 は，何 らため らわず

に推薦できる と書 き添え，貴社の発展に貢献

することで しょうと一筆加える。

反対に，残念なことではあるが，推薦で き

ません と答えるこ ともある。どうも望 ましく

ない性格が 目について，採用側を十分に満足

させないであろうと，私 自身判断することが

あるからである。しか し，普通は， 自分は人

の保証 人になれるような立場の人間ではない

と申し上げている。あるいは，そのような依

頼に応 じない。それは，就職志願者が正直で，

高潔でなければならないよ うに，私 自身も推

薦状を書 くにあたって正直であるということ

が重要になって くるか らである。

職業 を選択する人は， 自分の資格 を考慮 し

なければならない。つ まり，医者にな りたけ

れば，人 として当然持 っていなければならな

い性質，例 えば道徳心，誠実さ，高潔さ，信

頼1生といったものに加 えて，人々の幸せ を思

っよっでなければならない。また，医師とい

う職業に携わる心構えとして も，それが非常

に もうかる職 業だからというのでな く，人類

の健康 に深い関心 と興味がなければな らない。

医者 とい うものは，昼夜を問わずいつ も， 自

分 自身の楽 しみや都合 を考えずに 自分の時間

を人のために喜んで捧げようとする人でなけ

ればな らないのである。

パイロッ トにな りたいと思 う人は，未知の，

あるいは予期せぬ事態に直面した時に，常に

沈着冷静に判 断し，行動で きなければならな

い。 また弁護士には，話すことと書 くことの

両方で 自己を表現す る能力が必要である。セ

ールスマ ンは熱意がなければならないし
，人

当た りも良 くなければならない。品物 を買っ

てもらお うとする相手 を説得する能力が必要

である。秘書や応待係は，秘密 を守ることが

できなければな らない し，訪問客のいる部屋

に明るい雰囲気 と，喜んで助けを申し出る雰：

囲気 を作 り出せ なければならない。

お分か りの ように， どうい う種類の仕事で

あって も，その仕事で最大限の効果 を上げる

ためには，何 らかの基本的な， また特別な資

格が必要である。私たちは一生 を通 じて，最

も適切 な職 業に就 くこ とがで ぎるよう，そ

れに必要 な特質 を身に付けなければならない

のである。
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数年前に教会では，教会の若人に一連のカ

ー ドを配布 したことがある
。そのカー ドは，

表には絵，裏には言葉が書いてあって，「自分

に正直になろう」 とい うテーマで作成された

ものである。「次のテス トに合格で きますか」

という見出 しのカー ドか ら引用 してみよう。

「今
，教室では試験の真っ最中です。監督

はいません。生 徒の 自主性 に任されています。

良心に責められなければ，また級友か ら非難

されなければ，参考書 をのぞき込むことも，

級友の肩越 しに答案を盗み見て解答す るこ と

も，全 く自由です。この生徒 たちは どうする

でしょうか。 またあなたな らどうしますか。

最近の青少年問題 を扱 う評論家の中には，

高校や大学における不正行為 は増加の一途 を

たどっていると論評 している人もいます。 さ

らに悪いことに， この ような不正行為 を黙認

す る者が，不正 をしない一般 の生徒や教師の

中にいるそうです。教室 内での不正行為につ

いて，次の ように様々な言い訳が使われてい

ます。

運動部やその他の活動 を続けたいため。

クラスの仲間や教師か ら，良い評価 を得た

いため。

自分の子供が他の子供 と同じように賢い と

信 じ込んでいる両親を満足させ たいため。

成績不良で退学処分 を受けた くないため。

以上挙げた理由のどれひ とつを取 ってみて

も，正 当な理由は見当たりませ ん。だれひとり，

時間と良心の試練 に耐え得る人はいません。不

正行為は， どのような形であれ，不正直な行

為 です。それはいつの時代で も同 じです。

最初に不正 を働いたのは，『偽 りを生む親』

サ タンです。サ タンは，前世 において，私た

ちをだまして， 自由意志 と永遠の進歩 という

生得権 を奪お うとしました。 しか し成功 しま

せんでした。不正を働 く者は決 して勝利 を得

ることはできないのです。

不正 を働 く者は，た とえそれが学校の試験

に合格するための手段 であって も，あるいは

もっと醜悪な不正直であっても， 自分 自身に
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対 して不正 を働 いていることになるのです。

決 してそのようなことは しないで下 さ.い。

いつで も， どんな場面でも， 自分 自身に対 し

て正直であって下 さい。」

この正直の訓練は，家庭か ら始 まる。私た

ちにはそれぞれ個 人の所有物がある。お もち

ゃやゲームは分か ち合 うこ とができる し， ま

た人に対する奉仕 も相手に分かつ ことがで き

る。またそ うすべ きものである。 しか し，私

たちには，お金，宝石，衣服 といった全 く個

人的な所有物 もある。 これは所有者の同意が

なければ持 ち出せないものである。家庭 でこ

のような教 えを学んでいる子供は，家庭外で

もこの原則に従お うとする。他方， このよう

な訓練の欠けている場合は，他人の権利や所

有物 を軽視する気持 ちを増長 させ ることにな

る。

私は，現代 の若人が周囲の社会の大 きな影

響 を受 けてお り，仲間に受け入れられたいが

ために，標準 に反するようなことをしてまで

友人たちとうまくやっていきたいと考 えてい

ることは知 っている。 しか し原則に反した妥

協 をす ると， 自分の生涯に全 く逆の効果 をも

たらすか もしれないということを，十分考慮

していただきたいと思 う。

子供は成長 し，働いてお金 を得 られ るよ う

になるとそのお金が両親か らもらうものであ

れ，近所の人からもらうものであれ， 自分が

手にす る収入に見合 う仕事 を正直に行な うよ

うになる。一般に，子供 たちが最初にする仕

事 は新聞配達 である。現在大成 している実業

家の中にも， この仕事から始めた人々が大勢

いる。こうして機敏で信頼できる人物に成長

したのである。私 の知 っている新聞少年 で，

どんな天候の下で もいつ も決 まった時間に新

聞 を配達する少年がいた。彼はいつ も楽 しげ

に，また礼儀正 しく， てきぱきと新聞を配っ

ていた。その ために数 多い契約者 も十分に満

足し， さらに多くの新 しい契約者 を得 ること

ができた。そして，この少年時代の訓練は，

やがて彼が実業家 として大成するために大き



な助け となったのである。

また，それとは対照的な少年 も知 っている。

彼は時間通 りに新聞 を配達せず，お まけに集

金 もよく間違えた。そのため，新聞販売店に

は苦情が相次 ぎ， とうとうその少年は配置替

えになって しまった。私はこの ような少年 を

ほかにも何 人か知 っている。大切 なのは，何

の仕事 をす るかではな く， どのようにす るか

である。

私が 「カナダ横断パ イプライン社」の社長

をしていた頃，事務所にひ とりの少年がいた。

彼は頼 まれたこ としか しない少年であった。

用事 を言いつけ られるまで待ってお り，指図

があるまで決 して腰をあげようとせず，率先

して何か手伝お うという気は さらさらなか っ

た。会社が大き くなるにつれて仕事量 も増 え，

この少年の手に余るようになったため，私た

ちはもうひ とり少年 を雇った。 この少年は先

の少年 よ り年下であったが，はるかに機敏で，

いつ も何か手伝いをしようと余分の仕事 を捜

していた。彼は，使い走 りがひとつ終わると，

いつ もほかに何かす ることはないか と尋ねて

来たものであった。それか ら数 ヵ月後に，あ

る部門で彼にもっと責任のある地位が与 えら

れた。そして2年 経たない うちに3回 も昇進

し，給料 も上が り， さらに重要な責任が与え

られた。 ところが，先の少年はその時 もまだ

使 い走 りであった。

私はまた，スカウ ト隊長 として働いていた

頃のことを思い出す。 スカウ トにも様々な少

年がいた。一部の少年は，機敏 で一生懸命学

び，ス カウ トの誓 い とお きて をよ く守 り，

奉仕 し， どんな状況でも自分のことは自分で

しようと努めていた。スカウ トたちが，与 え

られた機会 を最大限に利用 して受けた訓練の

おかげで九死に一生 を得たとか，人命救助 を

した とかい う話 は数知 れ ない。一 方，努 力

しようとせず，馬鹿げたことをどれだけ見つ

か らずにやれるか ということにばか り関心 を

持 っている少年たちもいた。私はいつ も，正

直で信頼 されるに足る行動 をし，.スカウ トの

誓 い とお きて.を守 って訓練 も立派に完了し

ようと決心 している少年たちには，十分楽 し

い時間を過ごさせ たい と思っていた。

スカウ トに関 してひ とつの素晴 らしい話が

ある。イギリスのあるスカウ トが，戦争中，

軍隊で極秘 の使命を帯びた部隊を編成する責

任 を与 えられた。彼の話では，立派なスカウ

トとしての経験を持ち，三指 を作って腕を垂

直に挙げ，ス カウ トの誓 い と決 ま りを守る

とい..うサインを表わす青年に出会った時は，

非常 にうれしかった と言 う。戦時下 でもその

ような青年は信頼で き，信任に応えて くれ る

ことを知 っていたので，彼は何 もため らわず

にその青年 を推薦 した。そして，一度 として

そのような青年に失望 させ られたことはなか

ったと，.彼は言っている。

さて， ここでひ とつの例 を用いて， 人生で

成功するためには きちん と順序 を踏むことが

いかに重要か，お話 したいと思 う。子供の頃，

私は農家で育 ち，大 きくなるまでいつも農場

を眺めていた。そ うしたある 日，私は，道路

をは さんだふたつの農家で収穫 の違いがある

ことに気付いた。この違いは何によるのだろ

うか。どちらも同 じ量の陽光 と雨 を受け，同

じ種類 の種 をまいていた。 ところが一方の農

地では豊かに実 り， もう一方の農地ではまる

で収穫がなか った。

私は， 多くの収穫 をあげていた農夫の働 き

ぶ りを見ていた時に，適 切 な季節の適切 な時

に耕 し，す きを入れ，種 をまいていることが

分 かった。一方，隣人の方は，仕事 をしなけ

ればならない時に，仕事を引き延ば し，狩 り

や釣 りに出かけている始末 であった。私 たち

は，優先順位 を正 しく付けるよ うにしなけれ

ばならない。適切な時に仕事をし，適切 な時

に遊ぶのでなければ，決 して仕事の上で成功

を収め ることはできないのである。

労働は， 多くの問題の一大矯正法である。

ある有名な神経学研究所の待合室の壁に，次

のような張 り紙があった。 これは病人のため

ではな く，健康な人間のために書かれたもの
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である。

「貧 しかったら，働 きな さい。金持ちだっ

たら，働 きなさい。不当な責任 を負わされて

いると感 じたら，働 きなさい。

幸せなら，働 き続けなさい。怠惰は疑惑 と

恐れ を生み出す もとだ。悲 しみに負けそ うだ

ったら，また愛する人に裏切 られそ うだった

ら，働 きなさい。失望 しそうなら，働 きなさ

い9

信 仰が くじけ，理性が失われそっだったら，

ただただ働 きなさい。夢が破れ，望 みも消え

たと思った ら，働 きなさい。人生の危機に直

面 しているつ もりで働 きなさい。事実そうな

のだか ら。

何に悩んでいようとも，働 きなさい。誠実

に働 きなさい。信仰 をもって働 きなさい。働

くことは，最高の治療法 である。働けば，精

神的にも肉体的にも悩みか ら解 き放 たれる。」

さて，若人の皆 さん， あなたが就職する時

に，私はあなたのために どの ような推薦状が

書けるだろうか。私 は，あなたがあ らゆる面

で完全に正直で信頼でき， また立派であると

書けるだろ うか。それ とも，ある程度 までは

推薦できるが，学校では怠け者で成績も悪 く，

指示に従わず，問題児であったなどと書いて，

あなたの採用 を不利に しなければならないだ

うつか。

就職するために，良い推薦を受け，適当な

口添えをして もらうことがそれほ ど大切だ と

したら，教会で権能 を持つ人か ら，十分満足

の行 く推薦状を受けるにふ さわしい生活をし

て，神権の様々な職や組織の中で進歩 し，最

終的に天の王国に入る許可を得 ることは， ど

れ程大切であろうか。

神権を持つ者 として，私 たちは以下のこと

をよ く知っていなければならない。神が私 た

ちの御父にましますこ と， その御子イエス ・

キリス トが私たちの救 い主であること，主の

贈いの犠牲により私たちは復活でき，主の教

えに従 うことによ り永遠の生命にあずか るこ

とがで きるこ と，啓示によって末 日聖徒 イエ
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ス ・キ リス ト教会が設立 された こと，スペン

サー ・W・ キンボールが神の予言者であって，

イエ ス ・キリス トの教会の大管長であること，

そ して，私たちが現在持 っている神権は，神

のみ名によって行動 できるよう私たちに委ね

られた神の権能 であるこ と，以上である。

私 たちが毎 日努力 して，あ らゆる面でこの

偉大 な特権 と祝福にあずか るにふさわしい生

活 を送 ることができるよう，へ りくだって主

イエス ・キ・リス トのみ名により祈 るものであ

る。アー メン。

十 二使 徒 評 議 員 会会 員

ハ ワー ド ・W・ ハ ンタ ー長 老



教会の基盤である

家族を強める

大管長

スペンサー ・W・ キンボール

擁

教会の青少年は，環境からも，福音に関

係した体験の思い出からも大きな影響を

受ける

愛 する兄弟の皆さん・この大会でお会いで
きて心から喜 んでいる。話 を始める前に，

今宵私たちのために美 しい歌声 を聞かせて下

さった大勢の兄弟たちに，心か ら感謝を述べ

たい と思 う。

昨 日地区代表の兄弟たちに発表 したことで

あるが，私 たちは，主 を礼拝 し，キ リス トの

み言葉にあずか り，信仰 と証 を強め るために，

たびたび大会 を開いている。そのような大会

として，ワー ド部大会，ステーキ部大会，地

域大会，総大会がある。

ここ数年，私 たちが催 した大会で最 も霊感

あふれる大会 として心 に残っているものの中

に，合衆国外で開かれた地域大会がある。 し

たが って私たちは，1979年 か ら合衆国内でも

数ヵ所で地域大会を開 くことを計画 している。

それによって， もっ と多 くの教会員が教会幹

部に会 い，話を聴けるようになるこ とだろう。

十二使徒評議員会か ら2名 と，その他 に何人

かの幹部がそれぞれの大会に出席する予定で

ある。

また私たちは，教会員の時間，交通手段，

費用 といった負担 を軽減す るために，1979年

か ら，各ステーキ部で開かれ るステーキ部大

会 を年2回 の開催 とすることに決定 した。 こ

のうち1回 は教会幹部が出席 し， もう1回 は

地区代表が出席する。 これにより，ステーキ

部長やその他の地元の指導者は時間の余裕が

でき，聖徒 を完 き者 とする業を今以上 に推 し

進め るこ とができるもの と思う。

さて次に，皆 さんが家庭 で族長 としての役

割をよ く果たせ るように，大いなる神権に伴

う責任 について少 し申し上げたいと思う。 こ

の族長の役割は，昨今の状況か らみて， ます

ます大切 になっている。家庭の強さや神聖 さ

を汚 そうとす る問題が次々に生 じてきている

か らであ る。

家族は，地上における神 の王 国の基本単位

であ る。教会が健全であるか否かは，教会に

属す る家族次第である。 また，いかなる政府

も，堅 固な家族な くして長 く安定 した政権 を

維持することはできない。

全世 界を見回してみて，今 日程，家族が様..

々 な悪影響 に脅かされている時代 はない。 こ.

の悪影響の多 くは，テレビや ラジオ，雑誌や

新 聞，その他の出版物 を通 じて，家庭 を直撃

している。

兄弟 の皆 さん，家族 の長 として，ふ さわ

しい守護者になっていただきたい。家族がテ

レビや ラジオのどんな番組 を視聴 しているか

に関心 を払 っていただきたい。現在，道徳的

に不快 で下劣 で，昔 のソ ドム とゴモラの罪 も

このようであっただろうと思わせるような行

為が多 く見受けられる。

現在，雑誌に も，同 じように老若男女の卑

しい衝動 を促す写真や記事 が掲載されている。

世 界各地 に，発行部数の増加 をもくろんであ

か らさまに性 を売 り物に している新聞がある。

また合衆国内の新 聞でも，、卑 しい刺激的な写

真入 り広告 を絶えず掲載 して，読者 をポルノ
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映画に誘っているものがある。そのような広

告や映画があるために，強奪，不 信，そして

最 も嫌悪すべ き性的な罪悪 といったものの種

がまかれるのである。

兄弟の皆 さん，それが印刷物であれ電波 を

媒介 としたものであれ，家庭の中へ入って来

るものに絶えず誉戒 していただきたい。道徳

を低下 させ るようなラジオやテ レビの番組か

ら家庭 を守 っていただ きたい。善良 な出版物

だけが家庭に入 って来るように していただき

たい。心 を豊かに し，精神 を高める雑誌 だけ

を購読 していただ きたい。良い雑誌 は沢山あ

る。教会にも定期刊行物(訳 者注 ：日本では

「聖徒の道」)が ある
。

ロン ドン，パ リ，東京，ニューヨーク，サ

ンパ ウロ といった世界の大都市には， 日刊紙

が幾種類 もあって，人々は 自分の読みたいも

のをそこか ら自由に選 ぶことができる。皆 さ

んは，教会の教え と標準にかなっ.た新 聞を読

むようにしていただきたい。

教会の本部があるこのソル トレー ク ・シテ

ィーでも，私 たちはそのことに深 い関心 を寄

せている。 この市やユタ州が高い標準 に到達

す る上で非常 に大きな力になっているのは，

間違 いな く， 『デゼ レ ト・ニューズ』紙である。

この新聞は，飲酒，ポルノ，堕胎 といった道

徳的な問題について，長い間，教会の教 えを

擁護する立場 をとっている。 この市や州は，

是が非でも安全で清潔 でなければならない。

ここは世界に伸 び行 く教会の中心地だか らで

ある。

『デゼレ ト・ニューズ』紙と 『チャーチ ・

ニューズ』紙は この市 と州 を強めているだけ

でな く，教会本部のあるこの地域 に住 む兄弟

たちの個々の家庭 をも.強めている。

兄弟の皆 さん， あなたの家庭に入って来る

ものに注意 を払 うことにより，家族に 「徳高

きこ と，好 ましきこと， よき聞えあること，

あるいは養 むべ きこと」(信 仰 箇条第13条)

を求めさせ るように していただ きたい。

私は先 日，ひ とりの男の子か ら短い手紙を
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受 け取った。 その中にはこう書かれていた。

「ぼ くは とて もすばらしいひ とをしっていま

す。そのひ とのなまえはかんと くです。」私た

ちには，いつ も立派な監督が いた。 そしてい

つ も監督 を心か ら愛 していた。ザンデル監督，

ムーディー監督，タイラー監督，ウイルキン

ス監督。私はすべての監督を愛 してきた。そ

して今私 は，若い兄弟たちがそれぞれ私 と同

じように， 自分の監督を愛 して下さるよ う心

か ら願っている。

一年の内でもきわめて重要 なこの時期に
，皆

さん方神権 者 と共に大会に集 えるこ とは，本

難鑑欝灘諜
である。

主はモーセに言われた。「見よ，これわが業

に してわが栄光，すなわち人に不死不滅 と永

遠の生命 とをもた らすな り。」(モ ーセ1：39)

私 は この機会に，各組織の指導者 とこの偉

大な神権活動 に携 わっているすべ ての方々に

感謝 したいと思 う。その献 身，強さ，勢 い，

影響 力は全世 界に及び，数限 りない人々の生

活に 多大の感化を与えている。私は 自分の生

涯が青少年組織からどのような影響 を受けて

来たか，常々考 えている。その始 まりはいっか

思 い出せないが，ア リゾナ州サ ッチャーの古

いロビンソンホールの時代 まではさかのぼれ

るような気がす る。私が歩 き出して間 もない

頃の ことである。 そのホールはわが家か ら2

ブ ロック程 しか離れていなかったので，私た

ちは行 き帰 り共に徒歩で，ユニオン運何 を渡

ったものである。 その大 きなロビンソンホー

ルはれんが造 りの四角い建物で， いろいろな

目的で使用された。地域のダンス， 日曜学校，

初等協会，教会のあらゆる行事，葬儀，祝 賀

行事 など，およそ小 さな田舎町でのあらゆる

行事 のために使 われた。

あ る晩， この大 きな建物 が火事になった。

私はその晩 のことを覚 えている。赤 々 とした

空 とたち昇 る煙 に私 たち家族は皆，驚 きあわ



てた。 この大火は町中を揺 り動か し，人々は

火 を消そ うとしてバケツを持って急いで駆け

付けて来た。 その頃，町に消防署 はなか った。

しか し，老いも若 きも，すべての男が， 「火

事だ」 という叫び と共にはせ参 じて来た。

指揮 をとる人が，全員 を運河か ら炎上 中の

建物 まで一列に並ばせ ると河岸に立っている

人が運河 の水 をバケツで汲み上げ，次か ら次

へ と火元までバケツ リレー し，最後 の人がそ

の水 をかけた。 どれ程の水 をかけたかわか ら

ないが，火勢は一向に弱まらず，結局すすで

黒 ずんだ壁だけを残 して燃えてしまった。私

たちは悲 しみに打ちひしがれて家に帰った。

私 たちの小 さな町に消防署ができたのは，そ

れか ら何年 もたってか らである。

今 申し上げたこの同じ運河 で，私は後年バ

プテスマ を受けて教会に入った。また， この

運河か ら水 を汲んで，家の周囲の木や草花に

水 をやったものである。私は兄弟の中で も一

番年下であったため，この仕事が与 えられた

のである。私 たちは，その水の運搬具を 「と

かげ」 と呼んでいた。 どなたか 「とかげ」を

御覧になったことがおあ りだろうか。.Y字 形

をした木の枝で作 られていた。真ん中に水お

けを縛 り付け，その 「とかげ」を馬に結び付

けた。私はそれを運河まで運んで行 き，おけ

一杯 に水 を汲む と
， ま.た1ブ ロック離れた家

まで馬を引っ張って行 き，草花に水 をやった

ものである。私 の父は，新 しい家の回 りをあ

らゆ る種類の花 で囲み， しか もそれを水の少

ない夏の終わ りまで もたせ ようと一生懸命だ

った。牛や馬 を運河まで連れて行って水 を飲.

ませ るの も私の仕事 であった。

時々，夏の終わ り頃，大雨がダム を切 って

しまい，谷や運河 を干.上が らせ ることもあっ

た。すると，私 の兄たちが，召集に応えて，

馬や馬車で運河の源 まで急いだ ものである。

そこで岩や石 を運 び，再びダムを築いて，畑

や家のために本流か ら取水す るのである。

何'年かたって，私 たちはソーセージダムの

作 り方 を学んだ。 ソーセージダムとい うのは，

長い金網の中に石 を詰めて川の中に沈め，水

を運河の方へ導 く方法である。

町のほ とん どの少年少女が，その有名なユ

ニオン運河でバプテスマを受 けた。

ロビンソンホールか ら北へ2ブ ロック行 っ

た メインス トリー トにあるオールレッ ドホー

ル とい う建物 も，やは り多目的に使 われてい

た。私は，小 さい頃日曜学校や初等学校 ，ま

た聖餐会 のためにそこに行 ったことをよ く覚

えている。私 が教会員 として確 認を受けたの

もそこであった。

ロビンソンホールが焼けて しまった後，私

たちはオールレッ ドホールに戻 り，それから

アカデ ミービルに移った。このビルは私 たち

の学校 であって，教養協会(若 い男女のため

の組織)の 本部 となっていた。 また地域社会

の集会や教会の集会のためにも使用された。

サ ッチャーの町の人は，ほ とん どが教会員 だ

ったか らである。

それか ら1902年 には，サ ッチャーの新 しい

ステーキ部 とワー ド部の建物 を建てるための

鍬入れ式が行 なわれた。私 は，その建物 のた

め に貯金の2ド ル を献金 した。 しか し大きな

穴 を掘 った後，資 金が なか なか集 ま らない

ために随分長 い間建物が建 たなか ったこ とを

覚 えている。私 はこの建物の先にある郵便局

や商店街ぺ， よく灯油 を買いに行 った り，郵

便物 を取 りに行 ったり，卵 を買いに行った り

した。 その途 中いつ も，その大きな穴 を駆け

お り， またよじ上 ったものである。 しか し，

草が敷地内に生い茂 り.始め，スカンクが現 わ

れ るようになると，私 はその穴を迂回するよ

うになった。 スカンクを友達に したいと思 わ

なかったか らである。

こうして新 しいステーキ部の建物が完成 し

た。この建物は現在 もあ り，今 なお，ステー

キ部や ワー ド部で使 用されている。この建物

には，長方形の広い部屋がふたつあった。ひ

とつは2階 の集会場， もうひとつは1階 のレ

ク リエー ションホールである。私は，建物 内

に針 金 を張 り巡らしてカーテ ンでクラスの仕
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切 りを作 ったことを覚 えている。私たちは，

ほとん ど全部の クラスの進行具合 いを耳にす

ることができたし，時には光線の具合いさえ良け

れば， 目で見ることさえできた。 その数年後，

ギラアカデ ミーの私の所属す るバ スケ ットチ

ームが ここで練習 をし， また試合をしたこと

を覚 えている。私 はいつも期待以上の働 きを

したつ もりである。その小 さな建物の中でい

ろいろ障害はあったが，私たちのチームは，

高校 チームながら，他の高校や大学のチーム

を数多 く負か した。

幾人かの教師 も私 の思い出に残 っている。

私 たちは，いつ も月曜 日の夜に神権会に集 っ

た。私 たち執事はダルマス トーブの周囲に集

まり，そこで教えを受けた ものである。私 は，

その建物で出会ったオーバル ・アレン， リー

ロイ ・C・ スノー といった立派な教師たちの

こともよく覚 えている。その頃，私は同世代

の少年たちと麗 しい友情 を築いたことも記憶

している。 ソル トレ'一ク ・シティー出身の リ

ー ロイ ・C・ スノー兄弟は
，銀行 の仕事でサ

ッチャーにいて，私が執事の時に，紅海の話，

イスラエルの民が紅海 を渡 った話，彼が以前

行 ったことのあるエルサレムの話な ど，いろ

いろ・な話 をして私たちの興味 をか きたてた。

日曜学校 に通ったこ とも覚えている。私は，

日曜学校で人生の基礎 固め となった多 くの霊

感を受けた と思 う。私 たちは2階 の礼拝堂 で

開会行事 を行ない，それか ら1階 へ降 りてク

ラスに分かれて勉強 した。

私は，絶えず献身的に私 たちにみ言葉 を伝

えようとしていた教師がいたことを思い出す。

その教師たちか ら学んだ数 多くの事柄 が基礎

となって，私 は教会のプログラムや教義 をよ

く知ることができた。

私の母は非常に歌が上手で，オルガンも弾

いた。母 と私の一番上の姉のクレアはよく二

重唱 をした。私 は音楽 を愛する心 をその母か

らい くらか受け継いだので，私 も，歌 を歌 う

ことには常 々関心 を持 っていた。私 はいつ も

声 を張 り上 げて，元気 よ く歌 ってい た。私
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は 「主の 日に また集 う」(讃 美歌6番)の 歌 を

よ く覚 えている。 そして私 たちは，その歌詞

の通 りに，これ までよく集会 に出席 してきた。

さらに私は，母がソル トレーク ・シテ ィーで

亡 くなった時のことを覚 えている。私 が11歳

の時であった。その時，私たちは一年間，毎

週 日曜 日に必 ず日曜学校に出席す るとい う目

標 を定めていた。母の亡 くなったのは10月 で

あったが，私 は1月 の最初 の 日曜 日か ら一度

も日曜学校 を欠席 したことはなか った。その

ため，母 の遺体が家に安 置されていた 日曜 日

に欠席 したことを随分 と悩 んだ ものである。

私 は当時，教師たちが どれ程一生懸命私 た

ちに教 えようとしていたか，本当の意味では

理解 していなかつた。 したが って今，私は，

教会のあらゆる組織で，献身的にたゆまずシ

オンの子供 たちを教えて下さっている偉大な

教師の皆 さんに心か ら感謝 を申し上げたいと

思 う。

ところで，私 たちは讃美歌の歌詞 を時々忘

れることがあるか もしれないが，皆 そろって

元気 よく歌 えば必 ずや一緒に歌 えることだろ

う。

「つ どえ 祭 に歌に

日曜学校 を 楽 しめ」(讃 美歌7番)

「家庭の中に」(讃 美歌39番)と い う歌 も家

庭の夕べでよ く歌った。キンボール家 では今

世 紀の初頭か らずっ と家庭の夕べ を開いでき

た。

「神 の聖徒の」 とい う歌 も覚 えている。こ

れはエ ライザ ・R・ スノー姉妹が作詞 した も

のである。スノー姉妹 は数 多 くの讃美歌 を作

曲して いる。私 は，本 当に元気 よくこの歌 を

歌 った ことを思い出す。

「聞け 子 .らの歌 を ぎよき歌声

天使のごとく けがれ もな くて

うれ しげに集 うときに」

(子供の歌B-24)

私 は， どれ程汚れがなか ったか定かではな.

いが，幼ない声 を張 り上げ，子供にはいさ さ

か高い と思われる.「ミ」の音まで出 して，必



死に歌 ったこ とだけは覚 えている。 また次の

歌詞 も覚 えている。

「みめ うるわ しく 長 く生 きんと」

私は長生 きしたい と思 っていたし，みめ う

るわしくあ りたいと願っていた。 しか しいま

だにその域に到達 していない。

「コー ヒー
，たばこ，茶 を遠 ざけ」

私は， これ らの もの を遠 ざけなければなら

ないことを知った。私の田舎では，教会員で

あ りなが ら，時々：茶や コー ヒーを飲み，時に

はたばこを吸 う人 さえいた。歌 はさらに続 く1

「酒 は飲 まずに 少 しの肉で」

(私 は今でもそれほ ど肉は食べ ない。)

「強 く智恵 もてのびん とす」

それか ら歌はまた，「聞け子らの歌 を……天

使のごと くけがれもな くて」 と続 く。 さらに

3番 の歌詞は次のように続いている。

「言葉つつ しみ 怒 りはおさえ

心 おだやかに守れ 人にや さしく

親切づ くし 礼儀正 しく守れや」

それか らまた 「聞け子 らの歌 を」

と続 く。

「忘 るな祈 り 朝 夕日々に

悪 より守 りたまえと 神 を愛 して

みむね を学 び 正 しき力をねがえ」

それか らまた 「聞け子 らの歌 を」

と続 く。天使 たち も私 たちと同じように練習

の制約が あるか どうか知 らないが，私 たちの

歌 は随分上手 だったと思 う。

改訂版か らはずされた讃美歌の中には，163

番の 「小鳥たちを殺すな」 という曲があった。

私 はこの歌も，大声で歌 ったことが何度かあ

ったことを覚 えている。

「小鳥たちを殺すな 木々で鳴 く鳥

夏 中ずっと きれいな声 で。

小鳥たちを撃つな この地は神の もの

小 さ くとも大 き くとも 神は恵みたもう。」

(De8θγθ孟Soπ85「 デゼ レト歌集」1909年 ，

ハめ.163)

当時 ，私は石投 げ器 とパチンコを持ってい

た。 どちらも自分の作 った もので， とて も良

くできていた。 また当時，家か ら2キ ロ程離

れた牧場へ牛 を連れて行 くことが私の仕事で

あった。途中の道沿に，はこや なぎの木が立ち

並んでいて， 「木 々で鳴 く」小鳥 を撃ちたいと

い う気持 ちは，随分大 きい誘惑だったように

記憶 してい.る。それとい うの も，私は とても

撃つ のが上手 で，50メ ー トル程離れた柱 を打

つこ ともできたし，木の幹に当てることもで

きたか らであ る。 しか し，ほ とん ど毎週の よ

うに， 日曜 日に 「小鳥たちを殺すな」の歌 を
"歌 っていたせ いであろうか

，私は小鳥を撃つ

の を思 い とどまった。2番 の歌詞 は次の よう

に続いている。

「小鳥 たちを殺すな 空 駆 け巡 り

朝早 くか ら 歌 をかなでる
.たとえ 食べかけのさ くらんぼ 落ちても

田や畑か ら 実がな くなって も」

私 はこの曲か ら大 きな感化 を受けた。 その

ために，美 しい小鳥 を撃 ち落 とすのに決 して

喜 びを感 じなかったゐだと思 う。

また，エバ ン ・スティーブンズが作詞 した

「モルモンの子」 とい う曲があった。私 たち

はとの曲 を会衆の前で歌 う時には，いつ も誇

りを感 じたものである。

「モルモンの子 モルモンの子

ぼ くはモルモンの子だ

王様だって うらやむ

だってぼ くはモルモンの子 だから」

私はこの曲が好 きだった。私 は，「王様だっ

て うらやむ，だってぼ くはモルモンの子だか

ら」 とい う言葉に，常に喜びを感 じている。

私は 「収穫 はどうだろう」 とい う歌 も好 き

だった。 その曲は， ところどころ独唱できる

部分があったからである。

愛する兄弟の皆さん，話 を終えるに当たっ

て，神権 について証を申し上げたい。私 は神

権 を持 っている。皆さん も神権 を持 っている。

この神権 は，エライジャが持っていた神権で

あ り， またペテロ，'ヤコブ， ヨハネなど，予

言者たちが持 っていた神権 である。彼 らは神

権 を持 っていた。 しか し，結び固めの権能が
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なければ，私たちには何もできない。私 たち

の行 なうことが正当 と認め られ ないか らであ

る。このことが大切である。エ ライジャが訪

れたのはそのためであった。モーセが訪れた

のもそのためであった。モーセが時の絶頂の

神権時代に，ペテロ，ヤ コブ， ヨハネの頭 に

これ らの特権 と権能 と鍵 とを授けたことで，

彼らは世に出て行 って主のみ業 を成すことが

できたのである。 また，彼 らが予言者ジョセ

ブ ・スミスを訪れたのも，主が 「主の大いな

る恐 るべ き日が来る前に， わた しは預言者エ

ライジャをあなたがたにつかわす」(マ ラキ4

5欽 定訳 より和訳)と 言われたのも，今述べ

たような理由があったか らである。

なぜ主はエライジャを遣 わさなければなら

なか ったのだろうか。 それは，彼が神権 につ

けるあらゆる儀式 を執 り行 なう権能の鍵 を持

っていたか らである。 そして， その権能がな

ければ，執行 された儀式は決して義 しいとさ

れないか らである。

救いは，イエス ・キ リス トの仲介な くして

は，決 してこの世 にもたらされない。 では，

神は どの ように して人々を救 うのであろうか。

予言者エライジャを遣 わしてである。 ホレブ

でモーセに啓示された律法は，イスラエルの

民 の全 員には明 らかに され なか った。エラ

イジャは，父の心 を子 に，子の心 を父 に結ぶ

ための契約を明 らかに して くれる。召され，

選ばれて初めて油 を注がれ，結び固め られる

のであ り，選び も確か なもの となるのである。

「私は神が生きておられることを知 ってい

る。イエス ・キ リス トが生きてお られるこ と

も知っている。私 は主にまみえたか らであ る」

とは， ジョン ・テイラー大管長の言葉である。

私はこの証 を，イエス ・キ リス トのみ名によ

り，皆 さん方兄弟に申し上げ る。アー メン。

.灘

'灘

轟

大会の説教に聞 き入る聖徒たち

74



4月2日(日)午 前の部 におけ る説 教

祈 リと啓示

第 二 副 管 長

マ リ：オ ン ・G・ 日 ム ニ ー

だ見たこともないし一度 も足 を踏み入れたこ

ともない非常に高い山へや ってきた。」(1ニ

ーファイ11：1)

思 い にふけ ること，すなわち物事 を熟考す

ることが祈 りの大切 な要素 であることは確か

である。

主はエマ ・ス ミスに言われた。「すべて心 の

歌は，われの悦びな り。然 り，義 しき者 の歌

はわれに対す る祈 りな り。」(教 義 と聖約25：

12)

しば しば特別な祝福 を求め る手段 として祈

りを捧げ るこ とがある。 しか しその中には感

謝や賛美，礼拝，崇拝 などの気持 ちを含 まな

ければならない。 ジェイムズ ・モンゴメリー

はこのように美 しい詩で詠んでいる。

祈 りはたましいの 見えぬ望み

述べて も述べ ずも 胸 に燃 ゆる

神が最も頻繁に繰リ返 し人に与えておら

れる戒めは祈りである

ためいき

祈 りは溜息

仰 ぎ見る眼には

涙 こぼ る

神 は近 し

愛 する兄弟姉妹・妨 びに友人の皆さん・
私は最 も大切 な神 との交通手段 について

少 しお話 したいと思 う。 まず最初に，人が神

に語 りかける祈 りについて，2番 目に神が人

に明らかにされる啓示についてお話 したい。

祈 りというと，たいていの人は，テーブル

を囲んで共に捧げ る祈 り，ベ ッドの傍 らにひ

ざまずいて捧げる祈 り，あるいは教会の集会

で聞 く祈 りを思い浮かべることだろう。

しかしこれ以外に も，.人が神に語 りかける

方法があ り，それ も祈 りと言うて差 し支えな

いと思 う。

ニーファイは， 自分の受けた偉大な啓示 を

紹介す るのに，祈 りという言葉を使 っていな

い。 ただ簡単に次のように述べ ている。

「私は父の見たことを知 り.たいと思 い，主

は私 にもまたそれ を知 らせ たもうことができ
ふけ

ると信 じて思いに耽 りなが ら腰 をかけていた

が，私は主の 『み たま』に とらえられて，ま

祈 りは子 どもも

天の主にとどく

祈 りは生命で

死ねば祈 りにて

神 生命真理へ

主よ祈 りの道

言い得る言葉

とうとき歌

聖徒の歌

天にのぼる

誘 いた もう

教えた まえ

(讃 美歌176番)

神 が最 も頻繁に繰 り返 し人に与えておられ

る戒めが祈 りであることからも，祈 りがいか

に大切であるかが よく分かる。

神がアダム とイヴに最初に与えられた戒め

は，「主なる汝 らの神 を礼拝すべ し」であった。

その後 「主の天使一人アダムに現われて言

いけるは……。

……汝の為すすべてを御子の御名によりて

為せ。 また汝悔 い改めて今よりいつまで も御
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子の御名に よりて神 を呼ぶべ し」 と(モ ーセ

5：5-6，8)。

主は祈 りの大切 さについてジェレ ドの兄弟

に教 えたもうた。 ジェレ ドの兄弟が民 と共に

大海の岸に着 いた時，「主はジェレドの兄弟の

ところに降って……三時間ジェレ ドの兄弟 と
こら

話 して，かれが主に祈 ることを怠ったのを懲

しめたもうた。

それでジェレ ドの兄弟がその罪を悔 い改め

て，一緒に きた者たちのために主に祈 った時，

主はこれに答えて仰せ になった 『われは汝 と，

汝 と共に来 りし者たちの罪 を赦す。 されどこ

の後汝は再び罪 を犯すべか らず。 わが 『みた

ま』は必ず しも常 に人 をはげます ものにあら

ざることを忘 るな。故に，汝 らの罪悪 がその

極に達するまでひ きつずき罪を犯 さば主の前

より断 ち切 らる。』」(イ テル2：14-15)

ア ミュレクは不信仰 なニーファイの民に次

の ように忠告 を与えた。

「……私の兄弟 らよ
，ねがわ くはあなたた

ちが悔改め を生ずる信仰 を起 し，神が 自分た

ちを憐みたもうよう，神の御名によって祈 り

始めるこ とを神が許 したまわんことを。

神 は人を救 う大能 を具 えた もうか ら，神に

憐みを求め よ。

へ りくだってたえず神に祈 れ。」

次いで彼は何について， どこで， どのよう

に祈 るかを教 えた。

「牧場 に居る時は，あなたたちの家畜の群

について神に祈れ。

家に居る時はあなたたちの家族全体につい

て朝 も昼 も晩 も神に祈 れ。

あなたたちの敵 の力 を防 ぐことがで きるよ

うに神に祈れ。

一切の義 しいことに敵対する悪魔 を防 ぐこ

とができるように神に祈れ。

あなたたちの田畑の収穫が豊かであるよう，

その作物について神に祈れ。

牧場にあるあなたたちの家畜がふえるよう

に神に祈れ。

こればか りで，はない，あなたたちが一人で
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部屋に居るときも，秘密の所 に居ると きも，

また野 に居 るときも心 にあ ることをうち明け

て祈れ。

声 をあげて主に祈 らない時で も， 自分の為

また自分の まわ りの人々の為 を思 ってたえず

心 の中で主に祈れ。」(ア ルマ34：17-27)

イエ スは，復活後ニーファイ人を訪れて，

彼 らに主の祈 りを模範 として祈 りの方法 を教

えられた。その後，ニーファイ人の弟子たち

に次の ように言われた。

「われ
， まことにまことに汝 らに告 ぐ，汝

らは誘惑 に負け ざるよう，たえず目を覚 して

祈 らざるべからず。そはサ タンが汝 らを支 配

して麦のごとくにふ るわん と欲 すればな り。

されば汝 らはわが名によりてたえず御父 に

祈 らざるべからず。

而 して，汝 らが必ず受 くと信 じて，わが名

によ りて御父 に乞い求 むるものは，その正 当

なるものなる限 り，すべて汝 らに与え らる。

汝 らの妻子が祝福 を受 くるよう，たえず わ

が名によ りて家族の祈 りを御父に捧げ よ。」

(IIIニー ファイ18：18-21)

この最後の神権時代 に教会が組織 されるお

よそ2年 前に，主は予言者ジョセブ ・ス ミス

に言われた。

「勝利者たらんことを常 に祈 るべ し。誠に

サ タンに打ち勝つ様に祈れ， また現にサ タン

説教に聞き入る聖徒



の仕事 に力 を与 うるサ タンの僕 らの手 よ り免

れんことを祈 るべ し。」(教 義 と聖約10：5)

後 に 主はマーテン ・ハ リスに言われた。

「われ汝に再び命ず
。汝心の中にて も祈 り

また声を出 して も祈 るべ し。然 り，人々の前に

て も祈 りまたひそかにても祈 り，公にても祈

りまた陰にても祈 るべし。」(教 義と聖約19：28)

主 は教会の祭司たちに，「各会員の家庭を訪

れ，彼 らが声 を挙 げて もひそかにても祈 りを

な」す ように勧めるよう指示 を与え られた。

(教義 と聖約20：47。20：51参 照)。

また主はジョセブ ・ナイ トに次の ように諭

された。「汝は，汝 の十字架 を負いて心の中

にて もまた声を出 しても世の人々の前に祈 り，

家族の中にて も祈 り，友の中にて も祈 り， ま

たすべての所に於て も祈 らざるべか らず。」

(教 義 と聖系勺23：6)

トマ ス ・B・ マー シュにはこのよ うに言わ

れた。「誘惑に陥 りて汝の報いを失わざる様に

常に祈れ。」(教 義 と聖約31：12)

そ のほか主は次のようにも言 ってお られ る。

「また生 くるも死ぬるも人の子 の来る日に堪

えんことを常に祈 るべ し。」(教 義 と聖約61：

39)

「われ一人に対 して言 うことは，万人に向

いて言 うな り。汝 らかの悪魔に征服せ られて，

今居 る所 より立ちのか されざる様常 に祈 るべ

し。」(教 義 と聖約93：49)

「両 親はその子供 たちに祈 ることと
，主の

前に正 しく歩む こととを教えざるべからず。」

(教義 と聖約68：28)

主 は シオンの教会員について言われた。「お

よそ，祈 るべ き時にわが前に祈 りをなす こと
さば

を守 らざる者は，わが民 を審 く者の前に覚 え

らるべ し。」(教 義 と聖約68：33)

しか し，祈 りの目的は執念深 い神 を静める

ことでも，優 しい父親のちょう愛 を得 ようと

す ることでもない。「神 の前 よ りさ し出でて

広大 な る宇 宙に満 ち充て」(教 義 と聖約88：

12)る み たま，すなわち光 と自分 自身の調和 を図

ることである。その光 の中に私たちに必要な

すべ ての答え を必ず見いだせるにちがいない。

祈 りは ドアを開け，私たちの生活 の中にキ

リス トを招 き入れる鍵 である。

主は言われた。「見よ，わたしは戸の外に立

って，たたいている。だれで もわた しの声を

聞いて戸 をあけ るなら，わたしはその中には

いって彼 と食を共に し，彼 もまたわたしと食

を共にす るであろ う。」(黙 示3：20)

祈 りは人が主に語 りかける手段 である。 同

様に，啓示は神が人 と交通す る手段 であ る。

神は様々な手段 を用いて啓示 を与えられ る。

例 えば，神は自ら言葉をもってアダムの祈 り
みち

に答 えられた。「エデンの園を指 して行 く途の

かなたよ り(主 の)声 聞えて彼 ら(ア ダムと

イヴ)に 語 りたまえる。」(モ ーセ5：4)

その ほかに，主が直接に姿 を現わされ るこ

ともある。

「われアブラハム
，一人の人の別の人に語

る如 く主 と顔 と顔 とを合せて語 りぬ。」(ア ブ

ラハ ム3：11)

「神，モーセに語 りて言いたまえり。……主

の栄光モーセの上にあ りければ，モーセ神 の

御前に立 ちて神 と顔 を合わせて物言 いた り。」

(モーセ1：3，31)

予 言者 ジョセブ ・ス ミスは，御父 と御子に

まみえたことの証 を述べ ている。

「私は 自分の真上 に太陽に も増 して輝 く一

つの光 の柱 を見た。そ してその光の柱は次第

に下 りてきて，光はついに私の上にふ り注いだ。

……私 は筆 紙に尽 し難 い輝 きと栄光 とを肴

ちた もう二人の御方が私 の真上の空 中に立ち

た もうのを見た。そ してその中のお一人が私

に言葉 をかけて私の名 を呼びたまい，他のお

一人を指 して 『こはわが愛子な り
，彼に聞け』

と仰せられた。」(ジ ョセブ・ス ミス2：16-17)

時 々主は人 と交通す るために代理 を遣わさ

れる。例 えば，予言者 ジョセブ ・ス ミスに何

回に もわたってモロナ イを遣わし，指示 を与

えられた。(ジ ョセブ ・スミス2：28-59参 照)

この訪れについて予言者 ジョセブ ・ス ミス

は， この ように記 じている。
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「私は もう寝 ようと思って 自分の寝室 に入

ってか ら，全能の神に対 して……祈 り且つ願

い求めた。

かように私が神を呼び求めている問に，私

は室 内に一種の光が現われ るの をみつけた。

その光は次第に明るさを増 して，つ いには室

中真昼 よりも明 るくなった。 その途端に一人

のお方が空中に立って私の寝 台の側に現 われ

た。」(ジ ョセブ ・ス ミス2：29-30)

主 は時々夢や示現，例 えばダニエルの夢や

ニーファイの示現などの手段に よって人 と交

通 をもたれた。

イノスは 「また主の御声が私の心に聞えて

仰せになった。『汝の兄弟 らがわが命令を守 る

熱心の多少に従い，われはこれに報いを与 う

べ し』(イ ノス10)と 言 っている

私 はこの種の啓示があることを証 したい。

なぜ なら私はそれを経験 したか らである。

その一例 を御紹介 しよう。私 がひとりの立

派な末 日聖徒の母親の葬儀で，話を終えて 「ア

ーメン」 と言お うとした時のことである
。私

の心の中に，「証 を述べ なさい」という声が聞

こえた。そこで私 は証 を述べた。 しか しその

後，そのことをす っか り忘 れていた。 ところ

が数 ヵ月後に，隣のステーキ部に住んでいる

妹が来て，その後に起 こったあ る出来事 を話

して くれた。

妹は言った。「私 たちのワー ド部に もう何年

も教会に来ていない姉妹がいたの。私 たちは

彼女 を活発にしようと努力したんだけどまった

・く効果がなかったの。ところが，最近す っか り

変わってしまったの よ。什分の一 を納め，聖

餐会・にいつ も出席 し，すべ ての教会の活動 に

参加するようになったの。 それで， どうして

そんな気持 ちになったのか尋ねると，彼女 は，

『母の葬儀 でソル トレー クに行 ったんです
。

その時，葬儀でロムニー という人が話 をした

んですの。 ご く普通の話 を終えて，座 わるん

だろうと思っていた ら，急 に証 を始め たんで

すよ。 しか もとって も印象深い証で したわ。

それで，母がいつ も私 に教 えて くれたそんな
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生活 をしたい とい う望 みが起 こってきたんで

すの』 と答えたの。」

兄弟姉妹， ならびに友人の皆さん，私は，

主の啓示が どのような方法によって下され る

かよ く.知っているので， そのことについて証

を述べたい。啓示 は主御 自身のみ言葉，御 自

らの訪れ，主の使 い，夢，示現，または心に

聞こえる主のみ声 を通 して下される。.

しか し，ほ とん どの場合，啓示 は 「静か な
.
る細 き声」で私たちに下 される(教 義 と聖 約

85：6)。

このような方法で事実啓示が下され， また

これが重要であることは，主御 自身が証明 し，

強調 してお られ る通 りであ.る。

モルモン経の原本である金版に関 して予 言

者ジョセブ ・ス ミスが述べた証が確かである

ことについて，主は予言者 を通 してオリヴァ・

カウ ドリに次のような啓示 を下された。 「見よ，

汝はわれに尋ねたればわれが誠に汝の悟 りを

開か しめ しことを知る。」 また，「われ汝にそ

のことに就 きて心安 かれ と告げしにあらずや」

と(教 義 と聖約6：15，23)。

ジ ョセブ ・ス ミスが翻訳 していた金版に刻

まれた記録か ら自分 も知識 を得たい と言った

オ リヴァに対 して，主は次の ように言われた。

「……見 よ
，われ今汝に来 りて汝の心の中に

留 るべ き聖霊によ りて汝の智 と情に告げんと

す。」(教 義 と聖約8：2)

ふ さわ しい生活 を送 り，主の導 きを求め る

人々は，物事の決定を下す時に，主か ら啓示

を受 けることができる。そして，その啓示 を

受ける方法 として神 は次の方法 を定め られた。

「汝心の中に よく思 い計 り
，その後願 うこ

ともし正 しか らば，……その時われ汝の心 を

内に燃や さん。これによりて汝にその正 しき

を感ぜ しむ。 され どもし願 うところ正 しか ら

ずば，かか る感 な くして汝の心 は次第に鈍 く

な り，……」(教 義 と聖約9：8-9)

祈 りと啓示に関す るこれ らの神の教えが真

実であることを，腰 い主イエス ・キ リス トの

み名によ り証申しあげる。アー メン。



主を信頼 して

十二使徒評議員会会員

L・ トム ・ペ リー

幸福で喜びと希望に満ちた人生を送るに

は心の中に福音の光を輝かすことである

詩 篇に次のようにある・「主に信頼 して善 を
行 え。 そうすればあなたはこの国に住ん

で，安 きを得 る。

主によって喜 びをなせ。主はあなたの心の

願 いをかなえられる。

あなたの道 を主 にゆだねよ。主に信頼せ よ，

主はそれ をなしとげ，

あなたの義 を光 のように明らかにし，あな

たの正 しいことを真昼のように明 らかにされ

る。」(詩 篇37：3-6)

義 しい生活 は，特別な光，みたま，喜び，

幸福 をもたらす と数々の聖句は告げている。

もう何年 も前のこ とになるが，私 は小売業

を営む会社の役貝 をしていた。 その店のひと

つで，教会に入って間もない娘 さんを持つ警
ノ

備 員が働 いていた。彼は，娘さんの生活が以

前 とはうって変 わったことをよく話 して くれ

た。彼女のバプテマスが，家庭 の中に新 しい

活気をもたらしたのである。私 は，この出来

事 を踏み台 として，彼に福音を教えようと考

えた。

ある夕方，閉店後に私が店を出ようとする

と，彼 は遅 くまで買い物 をしていたお客 を送

り出していた。私 はち ょっ と立ち止まって，

彼に声 を掛けた。する と彼は，す ぐさま娘 さ

んの ことを話 し始めた。「うちの娘ですが，あ

なたの教会に入ってか ら何か輝 いています よ。」

そこで私 は，主を信頼 し，福音の計画/こ従

って生活すれば変 わ りますよ。顔の表情 もね，

と言 った。丁度その時，何 人かのお客に混 じ

ってふた りの女性が こちらに歩いて来た。 ふ

た けは きちん とした身な りをし， その顔には

特別 な輝 きがあった。その時私は，ひ とりの

女性の胸に，「義務達成賞」のバ ッジがっいて

いるのに気付 いた。それは，私たちの誇 る教

会の若人が，その特別な賞 を受けた後 母親

に贈 った ものであった。私は友人の方を振 り

返って言った。 「こちらに向かって来るふた り

の女性 を見て下 さいよ。ふた り共， どこか違

うで しょう。彼らも教会の会員 なんです よ。」

私 のこの言葉 に非常 な興味を持った彼は，

駆け寄って行ってふた りに尋ねた。「あなた方

は， モルモンですか」 と。その ことを確認 し

た後，彼は もどって来 ると次のように言った。

「やっぱ り，どこか違 いますね。」私 もそれに

同感である。主を信頼 して善を行 な う者は，

どこか違 うのである。

歴史は， まさに時の初めか らこの事実を立

証 してい る。聖典 を読む時，私 は読 んだこと ・

を生活の中に生かす ように努力 している。ま

た，そこに登場する偉大な人物 と交流 を図る

よう努めている。

例 を挙 げて説明 しよう。創世 記の37章 には，

大勢の息子に恵 まれたある素晴 らしい家族 の

ことが記されている。その息子のひとり，ヨ

セブは，兄弟の中で一番父か ら愛されてい た。

そして父はヨセブにその愛を示すため，着物

を与 えた。 しか し 「兄弟たちは父が どの兄弟

よ りも彼 を愛するのを見て，彼 を憎み，穏や

かに彼に語 ることができなかった。」(創 世37：
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4)

け れ どもヨセ ブは，その ことを大 して気に

しなかった。そ して，夢を見てはそれ を兄 た ・

ちに告 げた。そのことで，兄たちはます ます

彼を憎 んだ。次のよ.うな夢 を見たことを聞い

たら，一体家族 はどのように思 うだろうか。

ヨセブは，兄たちに次のように言った。「『ど

うぞわたしが見た夢 を聞いて ください。

わたしたちが畑の中で束 を結 わえていた と

き， わたしの束が起 きて立つ と，.あな たがた

の束が まわ りに きて， わた しの束 を拝み まし

た』。

す ると兄弟たちは彼に向かって，『あなたは

ほん とうにわたしたちの王にな るのか。あな

たは実際わたしたちを治め るのか』 と言 って，

彼の夢 とその言葉のゆえに ます ます彼を憎ん

だ。」(創 世37：6-8)

そ の後，父が ヨセブを家において，兄たち

に羊を飼わせ たことで，事態 はます ます悪化

した。父は，時々 ヨセブを兄たちのもとにや

って，彼 らの様子 を見させた。ある 日，ヨセ

ブがやって来 るの を遠 くに見 た兄 たちは，

とうとう.我慢できな くなった。そ して，ヨセ

ブを殺そ うとた くらんだ。彼 らは， ヨセブを

殺して穴に投げ入れ，父には悪 い獣が ヨセブ

を食べた と言お うと計画 した。

す ると，兄のひとりがエ ジプ トに向か う隊

商が遠 くからや って来 るのを見て，次のよう

に言 った。

「われわれが弟 を殺 し， その血 を隠 して何

の益があろう。

さあ，われわれは彼 をイシマエルびとに売

ろう。彼はわれわれの兄弟，われわれの肉身

だか ら，彼に手 を下 してはならない。」(創 世

37：26-27)

こ う して，彼 らは17歳 になる弟 ヨセブ を，

エジプ トに向か う隊商に売ったのである。エ

ジプ ト， そこは言葉 も習慣 も分か らない未知

の国であった。 しか し，主はこの人並優れた

若者 と共におられた。 そのため， ヨセブは一

向に落胆 した気配 を見せなか った。外国人で

80

しか も奴隷の身 であ りなが ら，.披の 顔に億 特

別な活気がみなぎ◎ていたに違 いない。被 は

市場 で，.・・王の侍衛長 に買われた。それか ら間

もな く一して，侍衛長はヨセ ブが優れた人物 で

あるこ.とを認め，彼に家 を管理 させ るように

なった。 また，侍衛長の第一の しもべ として，

彼は侍衛 長の持 ち物すべてをつか さどった。

侍衛長は， ヨセブに全幅の信頼を寄せ，財産

や収入をすべて ヨセブの手 にゆだねたので あ

った。.

ヨセブは主の助け を得て高い地位 に就いた。

しか し彼の容姿 がよかったことで，ひ とつの問

題が起 こ.った。侍衛 長の妻 が，この若者に言

い寄 ったの である。ある日， ヨセブが家でひ

と、りで働 いていると，彼女は部屋に入って来

て，.被の上着 をつかんだ。ヨセブは義 しい若

者であったので，そこにいてはならないと.感

じ，上着 を残 して外に逃れた。侍衛 長の妻 は，

上着 を手に したままそこにたたずんだ。やが

て侍衛長が帰宅すると，彼女 はヨセ ブが自分

に言 っ寄 ってきた と偽 った。す ると，侍衛 長

は激 し く怒って， ヨセブを獄屋に入れてしま

った。こ うして再 び， ヨセブは若い身の上で

窮地に陥 っ・.てしまった。 しかも，今度は獄屋

の中に。

しか しヨセブは簡単には屈 しなかった。獄

屋の中で，彼は最高の囚人になろうと努 力し.

た。 そして，次第に獄屋番に気に入 られる者

となった。聖典には，このことが次 のように

記されている。「獄屋番は獄屋におるすべ ての

囚人をヨセブの手にゆだねたので，彼はそ こ

です るすべての事 をお こなった。」(創 世39：

22)こ う して皆 さん御存知のように， ヨセブ

は囚人の中で最 も高い地位に就 き，すべ ての

囚人を治め るようになった。 ヨセブは，苦難

の中で最善 を尽 くし，最高の囚人 となったの

であった。

ヨセブが獄屋 に入れられてからしばら くす

ると，王 の給仕役の長 と料理役の長が投獄 さ

れた。 ヨセブは間もな く彼 らと親 しくなった。

ある時，このふた りは夢 を見た。 ヨセブは義



しい人 として信用 されていたので，ふた りは

夢の解 き明か しを彼に頼んだ。事実， ヨセブ

は夢の解 き明か しがで きたのであった。 ヨセ

ブはひとりに向かって獄屋か ら出るこ とがで

きずに死ぬ と告げ， もうひとりに向かっては，

す ぐにパ ロに仕える職 に戻 るであろうと告げ

た。そ して， ヨセブは前の地位に戻 されると

告 げた男に，パロに彼のことを話 して獄屋か

ら出られ るよう取 り計ってほしい と頼んだ。

というの も，彼は囚人 として最善 を尽 くして

いたからである。

給仕役の長は，王に仕える高い地位 に戻さ

れると，.獄屋の中にいるヨセブのことはすっ 』

か り忘れて.しまった。 そして，2年 が過 ぎた。

ある日，王は夢を見た。けれ どもどの賢者 も

その夢 を解 き明かせなかった。その時，給仕

役の長は ヨセブのことを思い出 して，獄屋の

中に夢の解 き明か しができる者が いる と王に

話 した。パ ロは人 を遣 わして ヨセブを呼んだ。

ヨセブは，主から霊感 を受けて王の夢 を見事

に解 き明か した。そのために王は非常に感激

して， ヨセブを獄屋か ら出 し， 自分に仕えさ

せた。 こうしてまた， ヨセブはその優れた人
.格 を認め られて

，パロの次に権威ある者 とし

てエジプ ト全国をつか さどることになった。

，(創世40-41参 照)
ヨセブが王のために仕え，尽 くすの を見て，

パ ロは家来たちに言った。「われわれは神 の霊

をもつ このような人を，ほかに見いだし得 よ

うか。」(創 世41：38)パ ロは， ヨセブが確か

に主によって導かれていることを認めて， ヨ

セブに次のように言った。「神がこれを皆 あな

たに示 された。あなたのようにさとく賢い者

はない。」(創 世41：39)

イエ ス ・キ リス トの福音 という道路標識に

従って道を歩み，主を信頼する時に，福音の

影響力はその行動だけでな く，本人の姿.その

ものに明らかな変化 を与 える。そこには，永

遠 の魂から放 たれ る特別 な光 と活気がある。

輝 き，光，喜 び，幸福，平安，純潔，満足，

活気，情熱 といった言葉 はすべてそれ を表わ

しているといって もよいであろう。

ブ リガム ・ヤ ングはかつて次のように言 っ

た。「この世において神の王国について知る機

会を得て，同時に神の愛の内にある者は，地

上 で最 も幸福 な者である。……

まことの聖徒で，悲 しみに沈む者はかつて

な く， また現在 もいない。生命の泉が枯れて

いる人，すなわち永遠 の生命の原則を理解 し

ていな い人は悲 しむべ き人々である。生命 の

言葉 を私たちの内に宿 し，永遠の生命 と栄光

を待 ち望む希望の光 を内に燃え立たせ，利己

的な思 いをすべて燃や し尽 くすならば，私た

ちは決 して暗闇の中を歩 くようなことはな く，

疑 いや恐れ とは無縁の者 となるのである。……

悪魔 は私 たちのこの ような状態を怒ってい

る。これは真実である。悪魔は，人々 を悲 し

ませることができないことを腹立たしく思 っ

ている。……

真 の幸福 はどこにあるのだろ うか。神のみ

もと以 外， どこに もあ り得ない。神聖 な宗 教

心 を抱 くことによって，私たちは，朝 に，昼

に， 夕べ に幸福になることができる。 なぜ な

ら，愛 と一致の精神が私たちと共にあるから

である。また私 たちは神のみたまを享受 し，

すべ ての善 なるものの源 である神にあって喜

び を得 る。

罪の赦 しを得 るためのバプテマスと按手礼

を受けた後，神の愛 を心 に感 じたすべ ての末

日聖徒 は，喜 びと幸福 と慰めに満 ちている自

分 を発見す ることだろう。苦しい時，間違 い

を犯す時 も，貧 しい時があるか も知 れない。ま

た，捕われの身になることさえ余儀無 くされ

る時があるか も知れない。 しか し，そ うい う

時にも喜 びの表情 を失わない。 これは，私 た

ちが実際に経験 してお り，すべての末 日聖徒

が証す る通 りであ る。

真に幸福 な人 とは，男女 を問わず神の御子

の福音 を享受 している者， また神 の祝福に感

謝す ることを知 っ℃ いる者で ある。」(窃5-

co解3e5げB7'帥a飢yoω π9「 ブ リガム ・ヤ

ング説教集」pp .235-36)
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もしこれが事実である とすれば， これこそ

この地上で見いだす ことので きる最 も素晴 ら

しい幸福 の源ではないだろうか。ここで，最

近の例 を御紹介 しよう。

「1953年の 夏，16歳 の私は，バージニア州

アビン ドンにあるバーター劇場 で，女優 を志

願 して養成を受けていました。劇団の主役 を

務めていたのは，ニュー ヨー クで開かれた選

考会で最優秀賞 を得た赤毛 の美 しい女性で し

.た
。恐 らく芸名だったのでしょう。名前 をジ

ューン ・モンカー と言いました。私は彼女 と

同 じ部屋にな りました。毎朝私が 目を覚 ます

と，ジューンはいつもベ ッドに座って本 を読

んでいました。 どんな時間に 目を覚 ましても，

私の目に映る光景はいつ も同 じでした。 この

ような 日々が4ヵ 月 も続 きました。

彼女が 『モルモン』であるというニュース

は，瞬間に私 たちの間に広が りました。道徳

とい うものが とか くないが しろにされる環境

の中で，彼女 は白雪のように清 らかで した。

お酒 もタバ コも口にしない彼女は，演技の上

で もその姿勢を くずしませんでした。 もちろ

ん私室に男性 を入れるようなことはあ りませ

ん。彼女はすべての人 を愛 していました。 『ス

ター』であるに もかかわ らず， とても穏やか

で親切 でした。彼女 は毎朝読書にふけってい

ました。

彼女 は自分の信 じている宗教について一言

も私に話 しませ んでした・し，私 も尋ねません

でした。けれども，彼女は私に とって決 して

忘れ得ぬ人でした。

何年かたって私 は結婚 し，2児 の母 とな り

ました。 そしてしばらくす ると，私たち夫婦

は， 自分たちの生活の中に霊性が欠けている

ことに気付 くようにな りました。宗教講座 を

受けた り，いろいろな教会へ行 った りしまし

たが，それで も私たちの心は満た され ません

でした。

そのような折 に，私はジューンのことを思

い出しました。人の話では，彼女は 『モルモ

ン』ということでした。それまで私 たちは『モ
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ル モン』 とは何かまった く知 りませんでした。

また，歴 史の授業で学んだという記憶 もあ り

ません。 そこで私 はアラバマ州オペ リカにあ

る公立 図書館 に行 き，や っとの思いで捜 し出

した 『モルモ ン経』を借 りました。見ると，

『モルモン経』の裏表紙に伝道本部の所在地

一覧表が載っていました。 そこで私 は一番近

いジョー ジア州の伝道本部 に手紙 を書き，教

会 では改宗者 を受け入れ るか どうか を尋ねま

した。こうして，私たちの家族 に とって大切

な 日々が訪れたのでした。

現在私 たち夫婦 の親族には，合 わせて37人

の末 日聖徒がいます。 また霊界で も，大勢の

親族が同 じ機会にあずかっています。ひ とり

の女性の模範が私 の心に決 して消えない刻印

を押 したか らでした。この ことをその女性に

お伝 えした くて八方手 を尽 くしましたが，捜

し出せ ませんで した。」

私 たちはどこに人の 目があ り，その人々が

私 たちか ら何 を学んでいるか知るすべはあ り

ません。 しか し， このことをよく心に留めて

生活する必要があるこ とを，私は自分の体験

か ら知 りました。

(『模範による伝道』聖徒の道，1978年9月 号，

P.12)

世 の 人々は，永遠の魂か らイエス ・キ リス

トの福 音の光 を放つ人々の模範 を何 と必要 と

してい ることだろ う。 また，義 しい生活が永

遠の喜 びをもた らす ということを，何 と広 く

示 さなければな らないことだろ.っ。

私 たちの主なる救い主の福音にあずかって

いる皆 さんにお願 いす る。標 識の ように立 っ

て， より幸福で満 たされた人生を求めてい る

人々に その道 を告げ知 らせてあげてほしい。

あらゆる賜の中で最も大いなるこの賜をまだ

見いだ していない方々に申 し上げたい。私 た

ちの中に加わって， より良い人生を築いてい

ただきたい。救い主の教えに従って生活する

な らば，私たちは苦難 の世 に光 を投 じること

ができるであろう。

私 たちは，主 を信頼 して善を行 ない，イエ



ス ・キ リス トの福 音の示す模範に従って生活

す る時に，かつての ヨセブのように，「われわ

れは神の霊 をもつ このような人を，ほかに見

いだ し得 よ うか」(創 世41：38)と 言われる

ことだろう。この ような者 となるよう，へ り

くだ っ て お 祈 り 申 し上 げ る。

神 は 生 きて お ら れ ， イ エ ス は キ リス トで あ

る。 こ の 教 会 は 主 の 教 会 で あ る 。 こ れ らの こ

と を， 心 か ら へ り くだ り， イ エ ス ・キ リ ス ト

の み 名 に よ り証 申 し上 げ る 。 ア ー メ ン。

大会の光景
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真理とは何か

七十人第一定員会会員

ジョン ・H・ バンデ ンバーグ

福音には，科学，歴 史，哲学，論理学お
よび論証可能な事実に関するあらゆる真

理が含まれている。これは啓示によって

導かれる宗教の中.にある

私 たちの主であ徽 い主であるイエス ○キ
リス トの贈 い.と復活 を記念す る最大の行

事が行なわれてか ら丁度一週間が過 ぎた。大

勢の人々が特別の礼拝行事 に出席し，讃美歌

や説教に耳 を傾けて，イエス ・キ リス トの復

活 を祝った。

その奇跡 を思い起 こ.し熟考す る時に，私 の

心に，ユ ダヤ人がイエ スを捕 えて裁判の席に

引き出した時のある出来事 が浮かん でくる。

聖典には次のように.記されている。

「さて，ピラ トは また官邸にはい り， イエ

スを呼び出して言った，『あなたは，ユダヤ人

の王であるか』。

イエスは答えられた， 『あなたがそう言 うの

は， 自分の考えか らか。そ れ ともほかの人々

が，わたしのことをあなたにそう言ったのか』。

ピラ トは答えた，『わたしはユダヤ人なのか。

あなたの同族や祭司長たちが，あなたをわた

しに引き渡 したのだ。あなたは，いったい，
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何 をしたのか』。

イエスは答えられた，『わたしの国はこの世

の ものではない。 もしわたしの国がこの世 の
.ものであれば

， わた しに従 っている者たちは，

わた しをユ ダヤ人に渡 さないように戦 ったで

あろう。 しか し事実，わたしの国はこの世の

ものではない』。

そ こで ピラトはイエスに言った，『それでは，

あなたは王なのだな』。 イエスは答えられた，

『あなたの言 うとお り，わたしは王である。

わた しは真理についてあか しをするために生

れ， また，そのためにこの世に きたのであ る。

だれでも真理につ く者は， わた しの声に耳を

傾け る』。

ピラ トはイエスに言った，『真理 とは何か』。

こ う言って，彼はまたユ ダヤ人の所に出て行

き，彼らに言 った，『わたしには，この人にな

んの罪も見 い出せない』.」(ヨハネ18133-38)

しか し，ピラ トと，イエスを訴 えた者たち

の間 で，イエスを十字架につけることにつ い

てさらにや り取 りが行 なわれた。

「真理 とは何か。」 ピラ トは この ように問

うとイエスの返答を聞かずにそこを立ち去っ

た。 どうしてであろうか。彼のこの態度か ら，

他の 多くの人々と同じように， ピラ トも真理

を恐れていたのではないか と想像す る人 もい

る。真理 を直視することを望 まず，真理 を知

ることによって要求 される試練や責任 を引 き

受け たくない とい う気持 ちがあったのではな

いか と。

イエスは， 「だれでも真理につ く者は，わた

しの声に耳 を傾ける」と言われた。「真理 につ

く者」 とは，心か ら真理 を求め る人のこ とで

ある。真理は人生における最 も重要 な要素 で

あ り，全 人類は真理 を求め る者でなければな

らない。

ある著者は， この考えを次のような言葉 で

表現 している。「自ちに判 断 を下 し得 る唯 一

のものなる真理 は，か く教える 真理の追求

(こ れは真理 に対 して恋愛 をしかけるこ と，

すなわち求愛である)と ，真理の認識(こ れ



は真理の享受である)の 三つは，人間最高の

幸福である，と。」(フ ランシス ・べ一 コン 『真

理 について』「べ一コン随筆集」岩波文庫，神

吉三郎訳)

また，古代の詩人は次のようにも記 している。

「岸辺に立って
，海に揺 られている船 を眺め

るのは楽 しい。城 の窓に寄って，戦い とその

様 々の冒険 を眼下に見下 ろすのは快い。 しか

し，いかなる愉快 も真理 という優越位置一 こ

れは， よそか らうかがわれない高地で，空気

は清 く澄んでいる に立って，眼下の谷に起
こ びゆう

こる誤謬や錯乱や，霧や嵐 を見下ろす快 さに

は比すべ くもない。 なお， この際の光景 は，

常 に同情の 目を持 って見らるべ きもので，高

慢や うぬぼれを持 って これを眺めてはならな

い。 まこ とに，人の心が仁愛において動き，

摂理に安 んじ，真理の不動なる軸 の上に回転

す るならば，これ こそ地上の天国である。」

(同上)

これは，先にイエスが言われた，「わた しは

真理 についてあか しをするために・.一… この世

にきたのであ る」(ヨ ハネ18：37)と い う、言葉

を思い起 こさせ る。

真理 とは知識である。 「永遠の命 とは，唯一

の，まことの神 でいますあなた と，また，あ

なたがつかわ され たイエス ・キ リス トとを知

ることであ ります。」(ヨ ハ ネ17：3)こ の よ

うに定義付け られた真理 は， イエス ・キ リス

トの福音の中にある。

救い主は， この世 で導 きと恵みを施す業に

従事 してお られた時に，謙遜で しか も誠実な

人々を使徒に選 んで教会 を組織された。イエ

スは，彼 らと共に暮 らし，彼 らと共に旅 をし，

彼 らを教 えられた。 また，彼 らの前で数々の

奇跡 を行 なわれた。そ して，彼 らを聖任 し，

権威 と権能 を授け られた。 この ように してイ

エスは，彼 らが世 に出て行って福音 を宣べ伝

え ることができるように準備 をされたのであ

る。

イニスが，彼 らと共に旅 をされた時のこと

である。「イエスが ピリポ ・カイザ リアの地方

に行 かれた とき，弟子 たちに尋ねて言われた，

『人々は人の子をだれ と言っているか』。

彼 らは言った，『ある人々はバプテスマの ヨ

ハネだ と言っています。 しか し，ほかの人た

ちは， エ リヤだ と言い，また，エ レミヤある

いは預言者のひとりだ， と.言っている者 もあ

ります』。

そこでイエスは彼 らに言われた，『それでは，

あなたがたはわた しをだれ と言 うか』。

シモン ・ペテロが答えて言った，『あなたこ

そ，生ける神の子 キリス トです』。

す ると，ギエスは彼にむか って言われた，

『バル ヨナ ・シモン，あなたはさいわいであ

る。あなたにこの事 をあらわ したのは，血肉

ではな く，天 にいますわた しの父 である。

そこで，わた しもあな.たに言 う。あなたは

ペ テロである。そ して，わたしはこの岩の上

にわたしの教会 を建て よう。黄泉 の力 もそれ

に打 ち勝つことはない。」(マ タイ16：13-18)

啓 示 の岩は，キ リス トの教会の基である。

啓示の原則は，生ける教会に必要欠 くべから

ざるものであ り，神が予言者を通 して子供 た

ちを導 く時には常に用いられるものである。

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会は，神聖な啓

示の権威 と権能の下に回復 された。

19世 紀の初 め， ジョセブ ・ス ミス という名

の誠実 な少年が真理 を探 し求めていた。彼は

ヤ コブの手紙 〔これは，「離散 している十二部

族」(ヤ コブ1：1)に 宛てて書かれた もので

ある〕の中に，次のような力強い言葉を見い

だしたのであった。 「あなたがたのうち，知恵

に不足 している者があれば，その人は， とが

め もせずに惜 しみな くすべ ての人に与 える神

に，願い求め るがよい。そ うすれば，与え ら

れるであろう。

ただ，疑 わないで，信仰 をもって願い求め

なさい。疑 う人は，風 の吹 くままに揺れ動 く

海の波に似ている。

そういう人は，主から何か をいただけるも

ののように思 うべ きではない。」(ヤ コブ1：

5-7)
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天か ら真理へ の招 きを受けたジョセブ ・ス

ミスは，心から祈 りを捧げ，御父 と御子が別

々の御方 であることを知 り，救い主か らみ教

えを受けたのであった。

イエスは，ジョセブの問いに答えて，地上

に存在する教会はいずれ も誤っており，「彼 ら

は唇 もてわれに近づけ ど，その心 はわれに遠

ざかれり。彼らは人の誠命 を教 えとして教え

神 を敬 う様 をすれ ども神の力 を否む」(ジ ョセ

ブ ・スミス2：19)と 言 われた。

その後，神 は，ジョセブ ・ス ミスを通 して

神の真実の教会 を地上に回復す るために，彼

にさらに指示 を与えられた。

「まこ とに主なる神は
，その しもべである

預言者にその隠れた事を示さな.いでは，何事

をもなされない。」(ア モス3：7)

また，1841年 ，す なわち教会が 回復され組

織されてか ら11年 後に， ジョセブ ・ス ミスは

教会の信 条を簡単に説明す るよう依頼 を受け

た。これは，信仰 箇条 として知 られている。

この信仰箇条第8条 と9条 には，神か らの

啓示に関す る私 たちの信条が記 されている。

「われ らは
，正確 に翻訳 され たる限 り，聖

書は神の御言葉 なりと信ず。またモルモン経

(英文)も 神の御言葉な りと信ず。

われらは，すべて神のこれまで に啓示 した

まいしこと，すべて今啓示 したもうことを信

じ，なお今 より後，神の王国につ きて多 くの

偉大にして：重要 なることを啓示 した もうこと

を信ず。」

聖書は， この世 に住む神の子供 たちに導 き

と恵みを施すために，神か ら予言者 に啓示 さ

れたメッセージを収録 したものであ り，私な

ちの宗教書の基をなす ものである。聖書 は，

正 しい手順 を経 てこの世 にもたらされ，現在

の世 にあって大きな価値 を持つ ものである。

その中には，人々が知 らなければな らない沢

山の事柄 が記 されている。 もしもこの記録が

なかったならば，私 たちは一体 どのようにし

てイエスの ことを知 り得ただろうか。

ヨハネの言葉を考 えてみよう。
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ことば

「初めに言があった
。言は神 と共 にあった

言は神であった。

この言 は初めに神 と共 にあった。

すべての ものは，これによってできた。で

きたものの うち，一つ としてこれによらない

ものはなかった。

この言 に命があった。 そしてこの命は人 の

光 であった。……

彼は世 にいた。そして，世 は彼によってで

きたのであるが，世 は彼 を知 らず にいた。」

(ヨ ハネ1：1-4，10)

イエ スは， この世 と， この世 に属す るすべ

てのものの創造主 である。イエスは，予言者

にみこころを啓示 し，すべての福音の神権 時

代を導いてこ られたエホバである。

しか しなが ら，聖書には，今 までに与 えら

れたすべ ての啓示が記されている訳 ではない。

現代の啓示 により，予言者 ジョセブ ・ス ミ

ス を通 してモルモン経は世 に出された。 モル

モ ン経は，イエス ・キリス トのことを証言 す

る新 たな書物 であ り，イエス ・キ リス トの福

音が古代ア メリカ大陸の原住 民に宣べ伝 えら

れたことと， イエス ・キ リス トが昇天後 アメ

リカ大陸 を訪 れた もうたことを明 らかにす る

ものである。 これ らの原住民は，かってイエ

スの言われた，主の羊群 に属す る 「他の羊」

(ヨハ ネ10：16，IIIニ ー ファイ15：21参 照)

で ある。彼 らも，イスラエルの血筋を引 く者

だか らである。

また私 たちは，近代の啓示 によって，アダ

ムにも福音が与 えられていたことを知 ってい

る。聖 典に，次のように示 されている。「アダ

ム とその妻イヴ主の御名を呼 びた るに， ……

声聞えて彼 らに語 りたまえるが，その御顔 は

見えざ りき。 そは彼 ら主の居 りた もう所よ り

締め 出されたればな り。
い ま しめ のたま

主，彼 らに誠命 を下 して宣いけ るは，主 な
そなえもの

る汝 らの神 を礼拝 し，主に供物 としてその羊
うい こ

の群の中の初子 を捧 ぐべ しと。アダムは主の

誠命 によく従いぬ。

多 くの 日を経て，主の天使一人アダムに現



なんじな しニ ゆ え しサナ に え

われて言いけ るは，汝何故に主に犠牲 を捧 ぐ

るや と。ア ダム彼に言いけるは，われその故

を知 らず，ただ主の誠命に従 うのみ。

ここに天使語 りて言いけるは， この犠牲 を

捧 ぐることは，御父の生みたもう恩 恵と真理

に満 てるただ独 りの御子が犠牲 となりたもう

ことのひながたな り。

この故に，汝の為すすべてを御子の御名に

よ りて為せ。 また汝悔 い改めて今 よりいつま

で も御子の御名に よりて神 を呼ぶべ し。

その 日，父 と御子の証 を為 した もう聖霊ア

ダムに下 りて宣いけ るは，われは夫勒 よ り，
ひとり

また今よ りとこしえに，父の生みたまえる独
ご お あがな

子 な り。汝堕 ちしが故に賄わるることを得ん。

贈 われんと欲す るあ りとあらゆるすべての人

類 もまた然 りと。」(モ ーセ5：4-9)

また，エ ノクにつ いて も多くのことが明 ら

かにされている。聖書では，この偉大な予言

者に関 してほんの少 ししか知 らされていない。

しかし末 日の啓示は，民の中における彼の働

きについて多くの ことを告げている。エノク

は次の ように述べている。「われと共に語 りた

まい しその主は誠に天の神 なり。そはわが神

にしてまた汝 らの神なれば……」(モ ーセ6：

43)と 。 こうして主は，完全な救いの計画，

すなわちイエス ・キ リス トの福音 を，父祖ア

ダムに宣べ られたままに，エ ノクに も明 らか

にしたもうた。

さらに私 たちは，ノアについても多 くのこ

とを知 っている。.「主はノアをその神権に按手

聖任 したまい，出で行 きて，エノクに教え ら

れ し如 く人の子 らに主の福音 を宣べ よ， と命

じたまえ り。
いわ

ノア……その教 えを説 くことをつづけて日
ことば

く，聴 けよ， わが言に心 を留め よ。

信 じて汝 らの罪を悔 い改め，誠 にわれらの

先祖の如 く神の子 イエス ・キ リス トの御名に

よ りてバプテ スマ を受 け よ。 さ らば聖霊を

受 けて，あ らゆること汝らに明らかにせ らる
な

べ し。もし汝 らこれ を為 さざれば，洪水汝 らの

上 に来 らん， と。これ らの言にもかかわ らず

彼 ら聴か ざりき。」(モ ーセ8：19，23-24)

そ して，アブラハムについても沢山の事柄

が明らかにされている。エホバは，アブラハ

ムに次のように言われた。「わが名はエホバな
も

り。 われは始めよ り終 りを知る。これを以っ
おお

て，わが手汝 を覆わん。

われ汝 を大 いなる国民 となし……汝は汝の

末の子孫に とり祝福 の基 とな りて，汝の子孫

は万国の民にこの導 きと教 えを施す職 と神権

とを携 えて行かん。」(ア ブラハム2：8-9)

主 は また，人類の前世における状態 を示現

によってアブラハムに明らかにされた。「さて，

主はわれ……に， この世に先 だちて組織され

たる英智 たちを見せた まいた りき。而 して，

これらすべてのものの中には，高貴に して偉

大なる もの多 くあ りた り。

神， これ らの霊 を善しと見たまい，……而

して，神 われに言いたまいけるは，アブラハ

ム よ，汝はこれらの者の一人な り。汝は生れ

ざる前に選ばれたり， と。」(ア ブラハム3：

22-23)

近代 の啓示 をすべてよく吟味してみ るな ら

ば，現代こそ，パウロがエペ ソ人に語ったま

さにその時代であるこ とを知るに違 いない。

「それは
，時の満ちるに及んで実現 され る

ご計画 にほかな らない。それによって，神 は

天にあ るもの地 にあるもの を， ことごとく，

キ リス トにあって一つ に帰せ しめ ようとされ

たのである。」(エ ペソ1：10)

福 音 は，イエスが人々の罪の犠牲 となって

御 自身を捧 げなければならなかったことを教

えている。 それは，全 人類が贈われるため で

ある。 またイエスとその教 えを信 じ，戒め に

従 い，イエスのみ声に耳 を傾ける者に救いを

得させ るためである。 あらゆる真理に耳を傾

け，それを学び， それに従 うこと，これは一

生の仕事である。福音が永遠に及ぶ ものだか

らであ る。

神の啓示 を信 じることに関して，次のよう

に言われている。「真理 の源 である神 と神か ら

与えられる啓示 を信 じるとい う宗教上の宣 言
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は，宇 宙に真理が遍在す るという考 えを受 け

入れるものである。 これ らの真理には，すで

に明らか にされているもの もあれば，まだ明

らかにされていないもの もある。物質的な発

見や進歩の面で，人の霊に悟 りを与えたもう

全能者の霊感 を通 してすでに知 らされている

真理 もあれば， まだ知 らされていない もの も

ある。 また， はっき りとした形 を持つ もの も

あれば， 肉眼では見えないもの もある。

そこには，科学，歴史，哲学，論理学およ

び論証可能な事実に関す るあらゆる真理が含

まれている。 これは啓示 によって導かれる宗

教の中にあ り，天の支配の下にすべて を統治

す る法と秩序 の制度 である。 まさにこれこそ，

主 イエス ・キ リス トの福音である。」(ジ ェー

ムズ ・H・ ア ンダーソン，God'5Co"eπa競

Rαce「神 の誓約の民」p.132)

私 た ちは， この説教壇か ら語 られ る真理に

つ いて考 えるようすべての人々に呼びかける

ものである。 いに しえの詩人は，次のように

語 った。「聞 き慣れないか らと言って，いかな

る意見 も拒んではならない。 まず，厳密 に調

べてみよ。そ して， もしそれが偽 りであれば

.退け
，真実であれば受 け入れよ。」

すべての人々が，祈 りをもってこれを行 な

って下さるよう願 っている。

私は，啓示 と祈 りが永遠 の生命 を得 るため

に確か に欠かせないものであるということを

証す る。 これらのことを，イエス ・キ リス ト

のみ.名によって申 し上げる。アーメン。

十：二使 徒 評 議 員 会 会長 エ ズ ラ ・タフ ト ・ベ ン ソ ン長老(左)と

十 二使 徒 評 議 員 会 会員 マ ー ク ・E・ ピー ター セ ン長老
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結婚生活を

実リあるものとする

七 十 人第 一 定 員 会 会 員

0・ レス リー ・ス トー ン

結婚生活を幸福で実リあるものとするこ

とは何にも増して大切である

キ よう私は，お もに結婚 して間 もない夫婦
、
と，近々結婚 を予定 している人々 を対象

にお話 したい。しか し，結婚 して久 しい夫婦や

結婚が まだ先 の人々など，恐 らくすべての人

のためになると思 う。 きょうは，結婚生活 を

実 りあ るものにする方法についてお話 したい。

天父 は私たち全員 を愛 し，私たちが幸せに

なることを望 んでおられる。聖典 には，「人類

が現世 に在 るのは幸福 を得んためである」(II

ニ ー ファイ2：25)と ある。キンボール大管

長は，幸福 の代価は戒め を守 るこ とである と

語 った(Fa痂Pγecθdθ 討 地 脇 γac∫ε「奇跡

に先駆け る信仰」p.126参 照)。 結婚 生活 を

幸福 で実 りあるもの とす ること， これは何に

も増 して大切 である。

結婚生活 を幸福 で実 りあ るもの とするため

に大切 なのが，神殿で結婚す ることである。

この世限 りの結婚 をしている方々に申し上 げ

たい。神殿に行 き， この世 においても永遠 に

わたって も有効 な家族 との結び固め を受けて，

主が備 えて下さっている祝福 をすべて受けて

いただきたい。聖なる神殿の儀式 を受けるこ

と硲 結婚生活 を実 りあるもの とするための

第一の目標 としていただきたい。

天父は私 たちが この世へ来 ることを許すに

当たって，私たちに， 自分 で物事 の決定がで

きるように自由意志を与えて下さった。 また，

義 し く生活 できるように指針 をも与 えて下さ

った。

天父はまた，深 い知恵 をもって私 たちに多

く.の問題 を与 えられ る。問題に立 ち向かって

解決法を見いだす ことによって，私 たちが知

識 と力量 を得て人格 を伸ば し，悪 を克服 でき

るようにな ることを御存知だか らである。 こ

のことが現世 だけでな く来世 で も私 たちのた

めに役立つ ことを，天父は知 っておられるか

らである。

それゆえ私 たちは，結婚生活に伴 う諸問題

を成長 と進歩の機 会とみなすべ きである。問

題 を上手に切 り抜ける時に，夫婦間.に， また

家庭 に，平安 と愛 と落 ち着 きが生まれる。

夫婦がまず行 なわなければ ならないことの

ひとつは，互いの間に良い関係 を築き，それ

を維持す ることである。愛すべ き恋人であ り

たい と思 うならば，そのための努力が要 る。

伴侶 を幸せ にするためにで きる限 り「のことを

す るように，私 は皆 さんにお願 いしたい。互

いに親切に，思いや りを持つ ように。問題が

生 じたら穏やかに話 し合い，速やかに不一致

を解鞘 しな さい。かつてゴー ドン ・B・ ヒン

クレー長老は，平和な家庭の声は静かな声で

あると述べた(『 永遠の結婚へのおや石』「聖

徒の道」1971年10月 号p.305参 照)。 マッケイ

大管長は，家庭では決 して怒鳴 りあってはな

らない，怒鳴ったりわめいた りしてよいのは

火事の時だけであると語って いる。

(8勿P渉 π8S診oηes診oaη 、4δ財㎡aη置五漉 「豊

かな生活への踏み石」p.294)。

伴 侶が どうして自分 と同 じように物事 を考

え，同 じような結論 を引 き出さないのか と，
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理解 に苦 しむことが よくあるものである。人

の考 え方や理解力はそれぞれに違 い，意見を

異にするこ とが多い。 したが って，夫婦がひ

とつ となって幸福 を得るためには，その相違

を早 く調整す ることが必要 である。

結婚生活を実 りあるもの とす るためには，

夫婦が互 いに相手か ら何 を期待 されてい るか

を認識す ることが大切である。通常，夫は家

族めかせ ぎ手であ り，一生懸命に働 いて，家

族の経済 を支えるために力を尽 くそ うと考 え

ている。家族の経済について よく話 し合って，

家族全体のために優先順位 を付け るとよい。

妻は主婦 である。家 を清潔 にきちんと整 え

てお くのは妻の責任 である。 自分の身な りに

無頓着であった り，家事がお ろそかであった

りということが離婚 の原因に なる場合がある。

自分の身な りをよ く整 えて身 ぎれいにするこ

とと，家 をきちんと整頓す ることの大切 さは，

幾 ら強調 して もしす ぎることはない と思 う。

結婚 当初，健康の許す範囲で一時妻が家庭

以外の仕事 に就 くことが よくある。 その場合，

夫は家事 を手伝 うべ きである。心か ら妻 を愛

しているならば，夫は健康 を害 うほ ど妻 を働

かせ たくないと思 うことだろう。 また，でき

る限 りの ことをして妻 を手伝いたい と思 うは

ずである。

私は結婚 して間もない頃，妻 に頼 まれて皿

洗いやベ ッ ド作 りや その他の雑事 を手伝 った

ものである。そ して今は，私が妻に皿洗 いや

ベ ッド作 りやその他 の雑事の手伝いを頼 んで

いる。要するに，一 緒に働 き，助け合 うこと

が大切 なのである。

夫婦が互いに愛 し合 ってい ることを，模範

によってみんなに示してほしい。いつで も，

思いや りを示 していただ きたい。兄弟たち，

あなたの奥 さんあるキ・は恋人 のため に車の ド

アを開けてあげ，建物 を出入 りす る折には ド

アを開けて女性 を先に通 して いただきたい。

また，女性 を先に着席 させてか ら自分が座 る

ように していただきたい。

時々，女性の方でそのような礼 を尽 くす時
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間 を与 えないことがある。そこで姉妹 たちに

は，時間の余裕 を与えるようにお願い したい。

何度か手 を借 りずに車か ら飛び出せば，逆 に，

男性 から彼のために車の ドア を開けるように

期待 され るようになるか もしれない。姉妹 た

ちは，夫の自分への接 し方を左右するのは 自

分 自身であるというこ とを心に留めてお くと

よい。

金銭管理 は非常に大切 である。 この点につ

いて役立つ と思われる4つ の指針 をご紹介 し

たい。

1。 必ず什分の一 を納め ること。 この戒めに

従 う人々に主が約束 しておられる大 きな祝福

を受 けられるように してお く。主は聖典の中

で次のように言っておられる。

「わたしの宮に食物のあるように
，十分の

一全部 をわたしの倉に携えて きなさい
。.これ

をもってわたしを試み，わたしが天の窓 を開

いて， あふるる恵みを，あなたがたに注 ぐか

否かを見なさい と，万 軍の主 は言 われる。」

(マ ラキ・3：10)私 は これが確かであること

を証す る。

2.総 収 入か ら幾 らかを取 りのけ るこ と。貯

金 をしていただきたい。主の分を納めた後に，

収入の1割 以上 を目標に し.て貯金するとよい。

ブ リガム ・ヤ ング大管長はかつて次の よう

に語 った。「金持 ちにな りたければ，貯金をし

なさい。 愚者でも金はかせげ る。 しかし，金

を貯めて 自分 を益するために使 う人は賢人で

あ る。」(窃5CO鯉8e5qプB惚 んa〃LYo槻8「 ブ

リガム ・ヤ ング説教集」p.292)

3.ク レジッ トカー ドや分割払 いの買い物 を

やめること。 「ひ とまず品物 を，支払いはあと

で」 とい う勧誘が多いが， これは手元にお金

がな くて もぜいた く品 を手に入れ ることが簡

単にできると心 をそそるものであ る。私 は，

まず貯金をして，それか ら買 うことをお勧め

したい。高い金利を払わずに済む し，経済的

負担 を負わな くてよいか らである。

故J・ ルーベ ン ・クラー ク副管長は こう助

言 している。 「伝 染病 を避けるのと同 じように，



借金を避けよう。今借金があるなら，それを

返済 しよう。 きょうできなければ，明 日返済

しよう。厳密に収入の範囲内で生活 し，幾分

か を貯蓄 しよう。」(C醗 々γeπcθRepoπ 「大

会報告」1937年4月p.26)

4.収 入 と支出の予算 を立て，収入以上の生

活は しないこと。収入以上の生活 をしていれ

ぼ，借金が返せ ない どころか，自分の 「欲求」

を抑 えるこ とも難iしくなる。

特に若い夫婦 は物事に優先順位 を付けるよ

うにすべ きである。その際，あなたにとって

家族が一番大切 なことをいつ も忘れずにいる

ように。次が教会の責任であり，それか ら生

活の糧 を得る仕事である。

救 い主が弟子たちに語った次の勧告 を思 い

出 していた だ きたい。「まず神の国と神 の義

とを求めなさい。そ うすれば，これ らの もの

は，すべて添えて与えられるであろう。」(マ

タイ6：33)

この ことは真実である。 ここに，あらゆる

分野 で成功す るための道が示 されている。

時間は，私たちの最 も価値ある所有物のひ

とつである。 したがって，それを賢明に使 っ

ていただ きたい。最 も大切 なもの を大 して重

要でない もの と取 り代 えることの ないように

気 を付けていただきたい。

絶えず 自分の進歩を評価す ること。私たち

は義 しい生活 をして 自分の創造された目的を

達成す るために，常に過去 を反省 し，現在の

自分の状態 を考 え，将来の 目標 を定め るよ う

にする必要がある。これな くしては， 目的達

成はほ とん ど望め ない。

私 の声 を聞 くすべての方々に，良 き人々 と

交 わるようにお勧め したい。 どの ような人々

と交際す るかによってあなたの人生の成否は

決 まるであろう。 また，彼 らの行動や理想が

善かれ悪 しかれあなたの生活や行 ないに深 く

影響す るこ とだろ.う。良 き人々 と交わるよう

にして，悪魔の領土に足 を踏み入れないよう

にしていただきたい。

次に，あらゆることに正直であるこ と。配

偶者 に，子供に， 自分 自身に，隣人に，正直

であっていただきたい。正直 とは， うそや欺

隔や不正や盗みに手 を染めず， なすべ き務め

を果 たすことであ る。

正直 とは，一 日の仕事 を立派に果たす こと

で もある。仕事 を怠け るのは，雇い主の時間

を盗む ことになる。

職場は信頼の置ける正直な人を求めてい る。

それは，いつの時代 でも同 じであ る。

正直で信頼できる人 というあなたの評判 を

大切 に守っていただきたい。それは，最 も貴

重な財産にな り得 るか らである。

親になったならば，子供 を教育す る責任 を

自覚 していただきたい。 そのことが，聖典に

はっき りと書かれている。教義 と聖約68章25

節 に次のようにあ る。「また，シオンまたは組

織せ られたるシオ ンのステーキ部内にて子供

を有す る両親あらば，その子供八才の時，悔

改め，生け る神の子キ リス トの信仰，.バプテ

スマ と按手による聖霊の賜 などの教義 を教え

て理解せ しめざれば，罪その両親の頭 に留る

べ し。」

ここで，罪は 日曜学校の教師や初等協会の

教師の頭 にとどまると言われていないことに

気 を付けていただきたい。罪は両親の頭に と

どまるのである。

実 りある結婚生活 を望む ならば，両親は い

つ も家庭 の責任 と子供の養育を心に掛けて生

活 しなければならない。「いかなる成功 も家庭

の失 敗 を償 うことはで きない。」(Coη1哲eηce

Repoπ 「大会報告」1964年4月p.5)こ れ は，

故デビ ッ ド・0・マ ッケイ大管長の言葉である。

愛を家庭の中に，また，生活のいろいろな分

野に反映 させ ていただきたい。子供たちや親

戚や友人や知人にも愛 を示 していただきたい。

主は私 たちに，「自分を愛するようにあなた

の隣1)人 を愛せ よ」(マ タイ22：39)と ，互い

に愛 し合 うよう命 じられた。けんか， 口論，

あら捜 しは何 として も避けなくてはならない。

ニーファイ第三書11章29-30節 で，主は次の

意味深 い言葉 を述べ られた。
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つ
「争いを好む心ある者はわれに属 く者にあ

らず して悪魔に属 くものなり。悪魔 は争 いを

生む親にして，人々の心 を煽 動 して互いに怒

り争わ しむる者な り。

見よ，入々の心 を煽動 して互いに怒 り争わ

しむるご ときはわが教義にあらず。わが教義

はか くの如 き怒 りと争いとを止めよと言 うも

のな り。」

また，モーサヤ書4章14節 には，親は子供

の行 動に責任があると書かれている。

「またお前たちは， 自分の子供 らを飢えさ

せ た りはだかのまま置いた りはしないであ ろ

う。 またお前たちは自分 の子供 らが神の法律

に背 き互いに争 った り戦った りして，私 たち

の先祖が言った悪魔すなわちあ らゆ る義 しさ

の敵 であって罪の頭 である悪魔 に仕えること

を許 さず……」

最 も大切で忘れてな らないことのひとつ は，

朝に夕にひざまずいて家族の祈 りを捧げるこ

とである。交代で，天父に受 けた祝福 を感謝

し，必要なことを願うように しよう。天父は

いつ も私たちの祈 りに答えて下 さる。願 った

通 りの期待 した答 えでない時 もあるだろうが，

天父の答 えは必ず私 たちに祝福 をもたらす。

私 たちの祈 りにどのよ うな答 えが適当か，主

は私 たちよりもよ く御存知 である。

また，毎 日少 しの時間 を，聖典 を一緒に学

び，考 える時間に当てていただきたい。聖典

には，人生の諸問題に対する解答がある。

最後 に，教会 と密接 な関係 を保つよ うにお

勧め したい。集会に出席 し， 神権の召 しを全

力 を尽 くして遂行 していただ きたい。妻 は教

会の役職 に励 む夫 を支え，夫は教会の召しに

携わる妻を支持 してほ しい。 しば しば神殿に

行 き， そこで感 じるみたまを家庭に持 ち帰 っ

ていただきたい。主の家で交 わした誓約，これ

から交 わす誓約を心か ら守 っていただきたい。

キンボール大管長は，ブ リガム ・ヤ ング大

学のファイアサイドで次のように語った。 「も

しも夫婦が，結婚は美 しく，和合一致があ り，

幸せで，永遠 に続 くはずの ものであ り，そ う

でなければならず，そ うな るだろうと心に堅

く思 うな らば，必ずやそ っなることだろっ。」

(ル1a四ぬ8eお ∫foηora配θ「誉 れある結婚」

年度講話，1974年p.257)

結婚 生活 を今 も永世 に も実 りあるものにし

ようとす る皆 さんの努力に対 して，天父の祝

福が豊かにあるように，イエス ・キリス トの

み名によってへ りくだ り祈 る。アー メン。

タバ ナ クル の オル ガ ニ ス ト， ロバ ー ト ・カ ン デ ィ ッ ク
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信 しない者 に

ならないで

十二使徒評議員会会員

ゴー ドン ・B・ ヒンク レー

この世においても永遠の世においても最

も大いなる御方，神の御子イエス ・キリ

ス トを信 していたださたい

兄 弟姉妹・今大会は私にとってひ とつの重
要な記念 日である。私が初めて教会幹部

としてこの壇上か ら話 したのが，今か ら丁度

20年 前である。1958年 の その日曜 日の朝，私

は身に余 る召しに恐れの気持 ちを抱いていた。

あれか ら20年 経ち，40回 の大会を経験 した

今 も，私の気持 ちは変わらない。 そこで，心

配が霊感に取って代わるよう，聖 きみたまの

導 きを祈 り求めている。私は過去のことをう

んぬんするのはあまり好 きではないが，教会

の進歩の跡 を見るために，その1958年 の大会

で紹介 された統計 を調べ てみた。当時報告 さ

れた教会員数は150万 を少 し越 える程度 であ

った。 それが昨 日の発表 によれば教会貝数は

およそ400万 で，わずか20年 間に約166パ ー セ

ン トの増加を見ている。1958年 に はステーキ

部が273， ワー ド部 と支部がおよそ2，500で あ

りチ昨 日聞いた数字では昨年度末にステーキ

部が885で あ る。 また，先週の木曜 日までに

設立 と設立承認を含めて，ステーキ部数は937

に達 している。現在ではワー ド部 と独立支部

がお よそ7，500で ， これは20年 前の3倍 にあ

たる。

わずか これだけの数字か らで も，過去20年

という短い年月に私個 人が見た素晴 らしい教

会の発展 を十分に説明することがで きる。 し

か し私はこれを自慢するつ もりは毛頭 ない。

む しろ，感謝 している。 なぜ なら， これ らの

数字の背後に，末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教

会に加わることによって豊かな生活 を営み，

家庭 の平和 と愛 を増 し，神の永遠の計画にお

ける自分の立場 をよく知るに至 った様々な国

の男女や子供たちを見ることができるからで

ある。

教会がこの ように目覚 ましい発展 を遂 げて

いるのは，聖 きみたまの力によって生けるキ

リス トとキ リス トの まことの福音の回復 に対

する証 を得た大勢の人々が，勇気 をもって人

人に福音 を説き，また信仰 をもって福音に耳

を傾けてきたか らである。

先週の 日曜 日に，キ リス ト教徒 は，主が死

か らよみがえった後初めにマグダラのマ リヤ

に現 われ，次いで使徒たちに姿 を現わされた

その復活 を記念 して復活祭 を祝 った。主が10

人 の使徒 に現われた もうた時， トマ スはその

場に居合わせなか った。

「ほかの弟子たちが，彼に 『わた したちは

主にお目にかかった』 と言 うと， トマスは彼

らに言つた，『わた しは，その手に釘あとを見，

わたしの指 をその釘あ とにさし入れ， また，

わたしの手をそのわきにさし入れてみなけれ

ば，決 して信 じない』。」(ヨ ハ ネ20：25)

皆 さんは，人々が トマ スのように言うの を

聞いたこ とがないであろうか。「実際の証拠 を

見せて下さい。 この目に，耳に，手に証明し

てみせて くれなければ私 は信 じません」 と。

これは私 たちが現代 に聞 く言葉である。懐疑

者 トマスは， まるで愛や信仰， さては電気 と

いう物理現象 まで必ず証明で きるかのように

考 えて，物理的に証明，立証できるもの以外
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は受けつけない とい う， どの時代に もいる人

間の典型であった。

前の話にかえるが，それか ら8日 後に使徒

たちがまた集 まっていた。 その時は トマスも

一緒であった
。 「戸 はみ な閉 ざされていたが，

イエスがはいってこられ， 中に立って 『安か

れ』 と言われた。」

イエスは トマ スに向かって言われた。 「あな

たの指 をここにつけて，わたしの手 を見なさ

い。手 をのばしてわたしのわきにさし入れて

みなさい。信 じない者にならないで，信 じる

者にな りなさい。」

トマスは驚 き震え，イエスに言っだ。 「わが

主よ，わが神 よ。」

「イエスは彼に言われた
，『あなたはわたし

を見たので信 じたのか。見ないで信 ずる者 は，

さいわいである』。」(ヨ ハネ20：26-29)

私 の話 を聞いてお られ る皆 さんの中で疑 い

を持っている方々がいれば，主が両手の釘跡

に触れている トマスに言われた言葉 を繰 り返

して申 し上 げたい。「信 じない者にならないで，

信 じる者にな りなさい」 と。この世 において

も永遠の世 において も最 も大いなる御方，神の

御子イエス ・キ リス トを信 じていただきたい。

世界が創造される前にさかのぼるその類ない

命を信 じていただきたい。 キ・リス トが私たち

の住むこの地球 の創造主であることを信 じて

いただきたい。 イエスは旧約聖書のエホバ で

あ り，新約聖書 のメシヤであ り，ひ とたび死

んだ後復活 し， この西大陸 を訪 れて民を教 え，

この最後の福音の神権時代 を開かれたこと，

そして生ける神 の生ける御子，私たちの救 い

主，瞭い主 として今 も生 きてお られ ることを

信 じていただきたい。

ヨハ ネは創造について， 「すべてのものは，
ことば

これ(言 ，すなわちイエス ・キ リス ト)に よ

ってできた。で きた ものの うち，一つ として

これによらない ものはなかった」(ヨ ハ ネ1：

3)と 述 べている。

夜，星 を仰いで歩 く人，野山に春 の息吹 を

感 じる人は，創造に神のみ手があったことを
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疑 えるであろうか。地球 の美 しさに気付 く人

は詩篇作者の言葉に共感を覚えるであろ う。

「もろもろの天 は神の栄光 をあらわ し
，大空

はみ手のわざをしめす。 この 日は言葉 をか の

日につ たえ，この夜 は知識をかの夜につげる。」

(詩 篇19：1-2)

地 上 のあらゆる美は，主な る創造主のみ業

を，死すべ き状態か ら不死不滅の状態 となっ

て トマス を信 じさせ るために彼 に触れさせた

あの手のみ業 を表わ している。

信 じない者にならないで，エ ホバ を信 じる

.者になっていただきたい。 シナ イ山の雷鳴の

中で，「あなたはわた しのほかに，なにものを

も神 としてはならない」(出 エジプ ト20：3)

と， その指 をもって石の板に書かれたエホバ

を。人間関係 を統べ るあ らゆる善なる律法 の

基礎 である十戒は，エホバの神聖 な力を もっ

てなる所産である。人間 と社会.の保護を図っ

て定め られた膨大な法体系 を見.れば，その根

源の全知がエホバか らイスラエルの指導者 モ

ーセに与えられたあの簡潔な永遠の宣言にあ

ることがす ぐに分かることだろう。

アブラハム， イサ ク，ヤ コブの神，すなわ

ち古代の予言者たちが聖霊によって感 じるま

まに語 るその霊感の源であった御方 を信 じて

いただきたい。予言者たちはエ ホバ に代 わっ

て，王 を非難 し，国民 をこらしめた。 また，

聖見者 として約束 されたメシヤの来臨 を予見

し，啓示 の力によ りこう述べた。「それゆえ，

主はみずから一つの しるしをあなたがたに与

えられる。見 よ，お とめがみこもって男の子

を産 む。 その名はインマヌエルととなえ られ

る。」(イ ザヤ7：14)

「その上に主の霊が とどまる。これは知恵

と悟 りの霊，深慮 と才能 の霊，主 を知 る知識

と主を恐れる霊 である。」(イ ザヤ11：2)

「まつ りごとはその肩 にあ り
，その名は，

『霊妙なる議士
，大能の神， とこしえの父，

平和の君』ととなえられる。」(イ ザヤ9：6)

宿 屋 に空部屋がないために，誕生後飼葉お

けの中に寝かされたのがその御方であること



を，疑わないで信 じていただきたい。 その出

来事 を示現の中で見たひとりの予言者に，天

使が 「神のいつ くしみ深いことを知っている

か」(1ニ ーファイ11：16)と 尋 ねている。

私は， なぜ大いなるエ ホバが人間の中に， し

か もきらわれていた民の中に従属者の身分 で

生 まれ，誕生後飼葉おけに寝かさなければな

らなか ったのか，その訳 を完全に理解 してい

る人はいないと思 う。 しか し，イエスの生誕

の時には天使たちが声 を合わせ て主の栄光 を

賛美 した。 また羊飼いたちがイエスを拝 する

ために来た。東方には新 しい星が輝 き，賢人

たちが黄金，乳香，没薬 を献 上す るためには

るばる旅 をしてや って来た。生まれて間 もな

い王 に贈 り物 を捧げ，幼子の小 さなみ手に触
い けい

れた彼 らの畏敬 と驚嘆が想像 される。

予言 を知 っていた大王ヘ ロデはそのみ手 を

恐れて幼子 イエス を滅ぼそ うと企てた。そし

て，罪な き者の大虐殺でヘ ロデの国 とヘロデ

の頭 は血に染 まった。

バ プテスマのヨハネが啓示の力によって，

イエスのこ とを 「見よ，世の罪を取 り除 く神

の小羊」(ヨ ハネ1：29)と 述 べたことを信 じ

ていただきたい。 また， ヨルダン川で天から

「これはわたしの愛す る子
，わたしの心 にか

なう者である」(マ タイ3：17)と 全能者のみ

声があったことを信 じていただ きたい。

主が奇跡の人であったこ とを信 じ， また知

っていただきたい。大 いなるエホバ として世

界 を創造 し，世界 を治めた主は，地球の諸成

分 と生命の諸機能 を理解 してお られた。そし

て，水 をぶ どう酒に変 えたカナの出来事 を初

め として，足のたたない人を歩かせ，盲人の

目を開 き，死人を生 き返 らせ るなど，数々の

不思議なみ業 を行 ないたもうた。イェスは，

神の御子 として 自らに具わった権威により病

人 を癒 されたのである。

主は重荷 を負 うた当時の人々にとって も，

また主 を真心から信 じた後世 の人々にとって

も慰め主であった。主 は私 たちに向か ってこ

う言われた。

「すべて重荷を負 うて苦労 している者は
，

わた しの もとにきなさい。 あなたがたを休 ま

せてあげ よう。わたしは柔和で心のへ りくだ

った者であるか ら，わたしの くびきを負うて，

わた しに学びなさい。そ うすれば，あなたが

たの魂に休みが与 えられるであろう。わた し

の くびきは負いやす く，わた しの荷は軽いか

らである。」(マ タイ11：28-30)

私 は ある 日，故国か ら亡命 して きたひと り

の友人に会 った。彼は国が滅びて抑留されて

いた。妻子 は逃れ ることがで きたが，彼は妻

子 との音信が途絶えたまま3年 以上 も捕虜に

なっていた。食物 も乏 しい陰 うつな生活環境

の下で，事態の好転す る見込みはなかった。

私 は 「暗い毎 日で何があなたの支えでした

か」 と尋ねた。

彼はこう答えた。「信仰 です。主イエス ・キ

リス トを信ず る信仰 です。重荷 を主にゆだね

ると， とて も心が軽 くなったように感 じまし

た。」

ある時，主はサマ リヤを旅 していて疲れ，

の どの渇 きを覚 えられた。そこでヤ コブの井

戸の傍 らで休み，水 を汲みに来た女に1杯 の

水 を求めた もうた。主はそれに続 く会話で，

主のみ教えの中に救いの力があることを語 り，

こう言われた。「この水 を飲む者はだれで も，

またかわ くであろう。

しか し， わた しが与 える水 を飲む者は， い

つ までも，かわ くことがないばか りか，わ た

しが与 える水 は， その人のうちで泉 とな り，

永遠の命に至 る水が，わ きあがるであろう。」

(ヨハネ4：13-14)

イエ スが命 と死 をつかさどる主であるこ と

を疑 わないで信 じていただきたい。悲 しみ嘆

くマルタに向かって， イエ スは御 自分に永遠

の力が あることを説 き，こう言われた。「わた

しはよみがえ りであり，命である。 わたしを

信 じる者は，た とい死んでも生きる。

また，生 きてい℃ わたしを信 じる者は，

いつまで も死なない，」(ヨ ハ ネ11：25-26)

愛す る人を失った人々に，これ以上の慰め
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の言葉があるだろ うか。主が この言葉を語 ら

れた時 も，ラザロが呼ばれて墓か ら出て来た

時 も， トマスはその場にいた。 しか しそれで

もトマスは，十字架の恐 るべ き死か らよみが

える力が主御 自身の内にあることを疑 い，手

の傷跡に触れるまでは信 じないと仲間の使徒

たちに言い張 ったのである。 「信 じない者 に

ならないで，信 じる者にな りなさい」(ヨ ハネ
しっせき

20：27)と イエスに叱責 されたの も無理か ら

ぬことである。

私 たち も，比類ない生命 と力が主にあるこ

とをトマ スのように忘 れがちである。その証

拠 を記 しているのは旧世界の聖書だけではな

い。ユダヤ人 と異邦人 とにイエスがキ リス ト

であることを確信 させ るため，神の能力 と賜

によって世 に出た新世 界の聖典がある。 そこ

には美しい言葉 と力強いみたまで福音が説か

れている。

イエスはまだこの世 でみ業 に携わってお ら

れた時に，当時直接に教 え導 いておられた羊

たちとは別の群れが まだあると言い，彼 らも

主の声 を聞き，「そ して，ついに一つの群れ，

ひとりの羊飼 とな るで あろ う」(ヨ ハ ネ10：

16)と 告 げられた。

主の復活の後 しばらくして，この西大陸の

どこかにあったバウンテフルの地に集まって

いた民に，天か ら声があった。それは神のみ

声で，民にこう告げていた。

「わが喜ぶ愛子を見よ
。われはこれに由 り

てすでにわが名の栄光を示 しぬ。 わが愛子に

聞け。」

「……天か ら一人の男の方が降 りた もうの

が見えた。 このお方は白い衣 を召 して，降っ

てきて群衆の中に立 ちたもうた。」そして民に

こっ言われた。

「見よ
，われはイエス ・キ リス トな り。予

言者らがこの世に来ると証 をしたるその者な

り。」(HIニ ー ファイ11：7-8，10)』

イエスが， トマスに した と同 じように犀を

招いて手 と脇腹 とに触れさせ ると，民は驚い

て叫んだ。「ホザナよ。いと高 き神の御名 を讃
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美す。」(nlニ ー ファイ11：17)

民 は疑 わないで信 じた。そ して，復活.され

た主に対するこの素晴 らしい証 を読んだ数百

万 の人々 も，現在 それを信 じている。 もしも

この第5の 福音書 について聞いたことが な く，

今 それを知 りたい と思 う方がいれば，'是非憲

も連絡いただきたい。私はそれ をあなたにお

送 りしよう。それを祈 りの気持ちをもって読

むならば，この驚 くべ きキリス トの新 たな証

言が真実 であるこ とを， あなたは必ずや知 る

こ とだろっ。

さらにまた， もうひ とつの証言がある。 ヨ

ルダン川や変貌の山， またバウンテフルの地

で神のみ声がイエス.を聖 なる御子 と告げ られ

たように，この福音の神権 時代の幕明けに も

神のみ声が下 されたことである。栄えある示.

現 の中で永遠の父 なる神 と御子イエス ・キ リ

ス トはひとりの青年に姿 を現 わしたもうた。

その後，その青年は死 より復活 された主の予

言者 と して語 り，十字架上 で死なれた主 を証

して自らも殉教 した。

数々の証拠 と聖霊の力によって胸に刻 まれ

た確信をもって，私たちは，真心 と愛のこも

った言葉に主 イエ ス ・キリス トについての 自

分の証を付 け加え，叫ぶのである。神の生け

る御子，私たちの救い主，賄い主なる主を 「信

じない者 とならないで，信 じる.者にな りなさ

い」 と。主の聖 なるみ名，イエス ・キ リス ト

のみ名によって謙遜 に祈 り，証申し上げ る。

アー メ.ン。



4月2日(日)午 後 の部に おけ る説教

まだ見ていない事実を

確認すること

十二使徒評議員会会員

マーク ・E・ ピーターセン

モルモン経は，不死不滅 と，死者の復活

と，神と御子 イエス ・キリス トの実在を

証する

今 なおモルモン経 に挑戦状を突 きイ寸けて く
る人々がいる。彼 らはこの神聖な書物の

しん びょうせ い

信愚性 を疑 い，私 たちに聖書以外の聖典 を持

つ権利のあることに不信 を抱 いている。

私たち末 日聖徒 には，聖書のほかに3つ の

聖典がある。 それらは，心 を開いて読むすべ

ての人にイエスが私たちの救 い主であ り，貝費

い主であることを告げる，特別な書物である。

私 たちは，この苦難 と疑惑の時代に， キ リス

トに対す る証言が増えたことを感謝すべ きで

はないだろ うか。

神のみ言葉のすべてが聖書に網羅されてい

ると教 えられてきた人々は， どうしてそのほ

かに聖典 があるのか と私たちに尋ねる。彼 ら

は，聖書が他め聖典の現われる備 えをするも

のであること， またそれを世 に現わすために

予言者を送 るという，主が古代に定め られた

方式を聖書が示 してい ることを知らないので

ある。

予言者 たちに下される啓示は，その時代の

歴史と共に記録 され，聖文 となった。そ して，

新 しい予言者が記録する度に，それは既存 の

聖文に加えられた。 この ようにして聖なるみ

言葉の記録は増え続けた。その結果，これ らの

多 くの記録が現在聖書 として知 られている1

冊 の本に まとめられることになったのである。

この方式は旧約の時代，新 約の時代を問わ

ず，主の予言者が地上にいる限 り続いていた。

したがって，聖書に神のみ言葉のすべてが網

羅されているとは考 えられない。なぜなら，

主はそれぞれの時代 に新 しい予言者 を送 って

は彼 らに新 たな啓示を下 した まい， それが次

次に新 しい聖典 となって加 えられてきたか ら

である。 それが，族長の時代か ら黙示者 ヨハ

ネの時代 に至 るまでの主の定め られた方式で

あった。

初期のキ リス ト教会に も予言者がいた。そ

して，私 たちすべての者が信仰 の一致に到達

するまで教会に予言者がいるというのが主の

みこころであった。 ところが，その ことを認

めよ うとしない人々がいる。

今 日， キリス ト教徒の問には，一致に代 わ

って何があるだろ うか。分裂である。それこ

そ，キ リス ト教の予言者がいまだに必要なこ

との大 きな証拠である。

パ ウロがこの原則 をエペソ人に説いたこと

をご記憶 であろう。パ ウロは，教会の土 台は

使徒 と予言者であ り， イエス ・キ リス トが隅

のか しら石 であると言った。(エ ペ ソ2：20)

次 いでパウロは教会の組織 を説明 し，救い

主が教会の役職者 として，「ある人を使徒 とし，

ある人を預言者 とし，ある人を伝道者 とし，

ある人を牧師，教師 として，お立てになった」

と語 った。そして，その 目的は，「聖徒たちを

ととのえて奉仕のわざをさせ」，教会の 「か ら

だを建てさせる」ためであると述べた。(エ ペ

ソ4：12>

教会 員が完全 を目指 して努力す るのをやめ

てよい時代，教会の活動が不要な時代，教 会

員が教えや指導 を必要 としない時代が，はた
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して来るものだろうか。

パウロは，私 たちが完全な人とな り，ついに，.

キ リス トの満ちみちた徳 の高さにまで至るた

めに，教会には教 え，指導す る役員たちが必

要であると語った。.私たちがだれひとり完全 な

人 となっていないことは天が御存知であ る。

ではそのほかに，教会にいまだ役員が必要

な理由は何であろうか。パ ウロは，「わたした

ちは もはや子供ではないので……様々な教の

風に吹 きまわされた り， もてあそばれた りす

ることが」(エ ペ ソ4：14)な いよ うに私たち

を守 る者 として役貝がいると語 っている。

教会の役貝は，狂信者や分派 グループや誤

った人間の哲学な どの偽 りの教えか ら皆 さん

を守 って くれ る。

そのため，イエス ・キ リス ト教会は，天の

絶えざる導 きを受け る，生け る使徒 と予言者

によって常に導かれなければな らないのであ

る。彼 らは聖見者，啓示 を受ける者 としてい

つ までも教会に存続するであろう。

そ してその務めに携わ りなが ら，彼 らは主

の方式に添 って，その時代にかなった新 しく

追加され る聖文 を世 に明 らかにす るのである。

初期のキ・リス ト教会の予言者 たちは，過去

幾世 紀にもわたって旧約聖書の予言者が行 な

ってきたと同 じ方法で，その時代のみ業 を進

めた。それはなぜ であろう.か。アモスが述べ

ている通 り，主は予言者 を通 じてのみ導か れ

る(ア モス3：7参 照)の で，彼 らもその聖

なる方法に従ったからである。

予言者がいない時代は神の導 きがな く，神

の導 きを受けない民は闇の中 を歩かなければ

な らなかった。

民を導 くために神か ら選 ばれた生ける予言

者，その時代に応 じた啓示 を神か ら受ける人

人，新 たな聖文 となるみ言葉 を記録す る人々

がいることこそ，真の教会の確 かなしるしで

ある。

その予言者たちの働 きか ら新たに追加 され

る聖文が生 まれることこそ，真の教会の確か

なしるしである。神が定めた もうたこの確実

な.方式は，時の初めか ら，神の民に明 らかに

されて きた。

主御 自身，聖書以外に もっ と聖典が出る と

予言された。 しか し，ある人々が聖書以外の

聖典 を拒杏 し，受け入れることに反対す ると

いうことも承知 しておられた。主はこう言っ

てお られ る。

「多くの異邦人 『聖書か聖書か。われ らは

すでに聖書を持て り。 このほかには聖書ある .

べ か らず』 と言 うべ し。……

国民は一つ より多 くあるを知 らずや。汝 ら

の神 に して主 なるわれが万人 を造 りしを知 ら

.ずや。 またわれが海の島々に住む者のこ とを

忘れざるを知 らずや。 またわれが上 は天 に於

て支配 し，下は地に於て支配 し，わが言葉 を

世 界万国の人々に示す ことを知 らざるか。

それ故に，わが言葉が更 に多 く与えらるれ

ばと言いて不平を言 うは何 ごとな りや。二っ

の国の人が証拠 を示すは，われが神 なるこ と

と，われが一つの国の人 を今一つの国の人 と

同 じに思 うこ ととを汝 らに証明す るな り。汝

らはこれを知 らざるか。 われはこの国民に語

ると同 じ言葉 をかの国民に も語る。故 にこの

二つの 国民一つに合 さる時には，二つの国民

の証拠 もまた一つに合 さるべ し。

われ がこのようにす るわけは，われは昨 日

も今 日もいつ までも同 じにして，わが ここ ろ

のままにわが言葉 を宣べ伝 うることを多くの

人々に証明せん とするためな り。 それ故に汝

ら.はわが一度言葉 を宣べ伝 えたるにより，二

度 は宣べ伝 うることを得ず と思 うべか らず。

そはわが業の今なお完成せ ざるのみな らず，

人間の終 りの時になるも， またそれより進み

て限 りな き未来にな りて も完成せ ざるべか ら

ざればなり。

それ故に，汝らはすでに聖書 を持て る故 わ

が言葉の全部がそれに含まれた りと思 うべ き

にあらず。またわれがその聖書以外に多 くのこ

とを書か しめ しことな しと思 うべ きにあらず。

われは東西南北および海 の島々にある一切

の人々に，われがそれ らの人々に語る言葉 を
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書 き記せ と言 う。そは，われはその書 き記 さ

るる諸々の書に従い，その中に記 さるること

によ りてあらゆる人をその為 したる行いに応

じて裁判せん とすればな り。

見よ， われユ ダヤ人に語 らばユダヤ人はそ

れ を書 き記 し，ニーファイ人に語 らばニーフ

ァイ人はそれを書 き記 し，われがすでにほか

の所へつれ出 した るイスラエルの家に属す る

ほかの支族に語 らばかれ らはそれ を書 き記 し，

また世 界各国の民にみな語 らばかれらはみな

それを書 き記すべ し。

か くのごとくに して，ユダヤ人はついにニ

ーファイ人の書 きし言葉を得
，ニーファイ人

はユ ダヤ人の書 きし言葉を得，ニーファイ人

とユ ダヤ人 とはイスラエルの家の中の失 われ

たる支族 の書 きし言葉 を得，イスラエルの家

の中の失 われたる支族は，ニーファイ人の言

葉 もユダヤ人の言葉も得べ し。
ゆかり

しか してイスラエルの家に縁あ るわが民は

自らの所有する地に集 り，わが言葉 もまた集

りて一つ所にあるべ し。 それ故にわれはわが
ゆ　

言葉 とイスラエルの家に縁あるわが民とに背

く者 たちに，われが神なることとわれがアブ

ラハムにいつ まで もその子孫のことを忘 れず

と誓約 を立 てた ることを知 らしめん とす。」

(IIニ ー ファイ29：3，7-14)

こ っ言われたのは主である。

私 たちは当然のこ となが ら，他のキ リス ト

教徒 と同 じように，聖書を聖典 としている。

しかしまた，古代アメリカの民の受 けた啓示

や歴 史が記 された，現在 モルモン経 と呼ばれ

ているニーファイ人の書物 も聖典 としている。

そのモルモン経 とは何であろうか。

使徒パ ウロは，ある時，信仰 とはまだ見て

いない事実 を確認することであると定義 した。

モルモン経は， まだ見ていないこととすでに

見ていることの両方の確実な証拠である。

これは手に.取って読むことので きる本であ

る。 目に見える物である。 したがって，存在

しないと言い切 るこ とはできない。批評家 も
しゆう

一蹴 はで きない。モルモン経はすでに出版 さ

れてお り，手 で触れることのできる形のある

実体 なのだか ら。

私 たちはその本 を手に持つことがで きる。

贈 り物 にす ることがで きる。郵送 もできる。

その気になれば，海 に捨 てることもで きるし，

火で焼 くこともで きる。また，みたまの光 と

霊感を求めて研究することも私 たちにはでき

るのである。

この本 は普通のインクを使 い，製紙工場で

で きた紙に，町の印刷所で印刷機 を使って刷

られた実在の書物である。すなわち，モルモ

ン経は聖書や他の本 と同 じ実体のあるもので

あ る。実体のあるもの を存在 しないと言 える

人はいない。言い逃れ をして済 ませ ることは

で きない。

このモルモン経はどこから来たのであろうか。

モルモンの予言者 ジョセブ ・ス ミスに手渡

す 目的 をもってこの地上を訪れた神の天使か

らである。

しか し， この文 明の時代に天使 を信 じる人

がいるだろうか。

もしもあなたが聖書 を信 じるならば，天使

を信 じるはずである。 さらに，聖書 を読めば，

末の 日のあ.る定め られた時に，あ る人に，あ

る書物 を授け るため，天使がこの世 を訪れ る

はずであると明瞭に書かれていることに気付

くであろう。

聖句 はその人を評 して無学の人 と呼んでい

る。予言者イザヤがそう語 るの.に何か不思議

があるだろうか。天使は実際にその定め られ

た時に，無学.な人，ジョセブ ・ス ミスを訪れ

たのである。そしてその後，ジョセブは神の

力によって一冊の書物 を翻訳 し，それをモル

モン経 として世に出 した。

この本 の出所については，ジョセブ ・ス ミ

スが語 ってい る以外に納得のい く説明はない。

批評家たちは100年 間 にわたって様々な説

明 を試みてきたが，いずれも惨めに失敗を喫

しただけであ る。

この話にい う天使 とはだれであろうか。そ

の名をモロナイ とい う。この天使 モロナ イが
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モルモン経 をもたらしたこ とで，その書物は

世 に出され，同時に，実際に神の天使たちが

いるこ とと， さらにそのひとりが ジョセブ ・

ス ミスに現 われて，この書物を渡 したことが

明らかになったのである。

では，モロナイとはだれだろ うか。今か ら

L500年 程 前 に古代ア メ.リカに住んでいた予

言者である。

モロナイは現代に現 われるに先立って，死

か らよみがえったはずで.ある。私たちの宗教

は，死か らよみが えった天使たちに負 うとこ

ろが実に多い。不死不滅の体 を持つ天使が実

際に手で触れることのできるモルモン経 を近

代の人に与えた という事実か ら，不死不滅 の

状態が現実に得 られ るとい うことが分か る。

モロナ イは死からよみが えって，文字通 り

実体 を有す る存在 とな{沈 。彼は重い金版を

両手に持 った。縦横高さが18.セ ンチ，18セ ン

チ，20セ ンチ，重さが13キ ロないし22キ ロも

ある金版であった。それをモロナ イは両手に

抱え，指 でページをめ くったのである。その

手は復活 した骨肉の手であった。

このように，触知 し得 る実体 を持つこのモ

ルモン経は，死者の復活を も証拠立てるもの

である。

モロナイが金版をジョセブ ・ス ミスに渡 し

てか ら，近代の12人 の人がその金版 を実際に

見て，手で触れ たことを思い出してみ よう。

その うちの8人 は，われわれは 目で見，手 で

持 ち挙げてみて，かのス ミスがわれわれに話

した版 をもっていることを確に知 った」(モ ル

モン経 「八人の見証者の証言」)と述べている。

彼 らは自分の手で金版に触った。モ ロナイ

もそうである。

彼 らはページを1枚1枚 繰った。モロナイ

もそのようにした。

彼 らは版 に刻 まれた文字に触ってみたが，

その一部は1，500年 前 にモ ロナ イが刻んだ文

字であった。

このように，現在出版されているモルモン

経は，不死不滅 と，死者の復活 と，神 と御子
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イ土 ス ・キ リス トの実在 を証す るものである』

私 たちはこの疑 惑 と批判の多い現代に.あっ

て， まだ見 ない事実に対す る物的証拠のあ る

ことを感謝すべ きではないだろ うか。モルモ

ン経をその証拠 として受け入れ ようではないか。

私 たちにモルモン経が与 えられた主 な理 由

は，すべてのこ とはふた りか3人 の証人の証

言によって確 定す るという教えがあるか らで

ある(IIコ リント13：1参 照)。 私たちには聖

書がある。 また，モルモン経 もある。遠 く離

れた古代のふたつの民か ら出たふたつの声 ，

すなわちふたつの聖典が，どちらも主イエス・

キ リス トの神性 を証 しているのである。

さらに，私たちに.はもう2冊 の聖典があ り，

合わせて4冊 である。それは予言者ジョセブ ・

ス ミスを通 して啓示 として与え られた近代 の

聖典である。 これらの聖典 も， イエスがキ リ

ス トであ り，救い主，創造主，約束されたメ

シヤであることを宣言している。

心の迷いを解 き，思想 を正す真理が再び人

類に与えられた と言って多くの人々が対立す.

る.主張を掲.げて，世の中は混乱 している。

しか しなが ら，その方法はただひとつ，新.た

な啓示 によるしかないのである。 しかも新 し

い啓示 を受 けるには，アモスが主は予言者 を

通 じてでなければ何事 をもなされない と述 べ

たように，啓示 を受ける予 言者が必要 であ る。

(ア モス3：7参 照)

新 しい啓示の必要 な時に， どのキ リス ト教

会に も予言者 はいなかった。そ こで神は，啓

示 を受 け，モルモン経を出版 し，すべての国

々に真の福 音を宣べ伝 える新 しい予言者 を起

こされたのである。

その予言者はだれだろうか。 ジョセブ ・ス

ミスがその人である。 彼は末の 日に神よ り召

され た聖見者である。 彼は近代の啓示を受 け

る者，全能 の神の指示の下にモルモ ン経 を翻

訳， 出版す る者であった。

彼は神か ら選ばれた予言者であったばか り

でな く，手 を按 くことによって，彼の仕事 を

引 き継 ぐ他の予言者たちを任命することがで



きたのである。

その他の予言者たちとは私たちのことであ

る。私たちはイエス ・キリス トの神聖 な権威

をいただいている。そ して，イエス ・キ リス

トのみ名によって語 り，そのみ言葉 を宣言す

る。 私 た ち の 証 は 真 実 で あ る。

私 た ち は こ の こ と を， 全 身 全 霊 を こ め て 厳

か に 証 す る。 イ エ ス ・キ リ ス トの み 名 に よ っ

て 申 し.Lげ る 。 ア ー メ ン。

新 し く召 され た七 十 人 第 一 定 員会 会 員前 列 左 よ り ロナル ド ・E・ ポ ール マ ン，

デ リッ ク ・A・ カ スバ ー ト， ロバ ー ト ・L・ バ ック マ ン， レ ック ス ・C・ リ

ー ブの 各 長老
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自分の霊の指導者に

求めなさい

1七十 人 第一 定 員 会 会 員

ジ ー ン ・R・ ク ッ ク

この教会に与えられている素晴らしい祝

福のひとつは，すへての人に霊の指導者

がいるということてある

私 は数・月前・アンデス山脈の砕 を飛ん
でいた飛行機の中で，隣席の人に自分が

南米に住んでいる事情を話す機会 を得た。

その人は教会のことや，教会の教え，.私の

教会幹部 としての役割などを知った後で，.こ

う言った。 「あなたはそのキンボール さんに全

生涯をあずけて，ここにいなさい と言われれ

ばいつ までも， この国にいるつ もりですか。

どうしてですか。私 にはとてもできませんね。」

私はそれに対 して，「彼がただの人でしたら私

だってできなかった と思いますよ」 と答え，

それから予言者の本当の役割 を証 して，「主の

ためな ら何でもす るつ もりです」 と言 った。

また数年前に，教会員でない友人を教会幹

部の話が聞ける集会に誘ったことがある。 そ

の時，私は前 もって，彼が主に油注がれた人

であることを話 しておいた。集会後，彼は，

「あの方は普通の人と変わ りませ んね」 と感

想をもらしたが， きっ と彼は神に召 された教
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会幹 部の しるしとして，天使 を見た り，異言

の賜を感 じた りとい うようなことを期待 して

いたのだ と思 う。

もし私 たちが時の絶頂に神の御子イエス ・

キ リス トを目のあた りに していたらどっだろ

うか。 どんなに大勢の人がイエスを見誤 るこ

とだろ う。私はこのよ うに考 えることが よ く

ある。現にほ とん どの人はイエスをただの人

としか見ていない。そ して，本当のイエスを

知 るこ とができたのは，霊の識別力を具 えた

ご く少数の人だけであった。 もし五感によっ

てのみ判断す るとした ら，霊の世界の真理 を

認め ることは決 してで きないであろう。兄弟

姉妹，皆 さんはこの大会で話 をした立派 な兄

弟たちの霊的な勧告 をお聞きになったであ ろ

うか。本当にお聞 きだろうか。皆さんは彼 ら

の勧告，同様 に地元の指導者の勧告に進 んで

聞 き.従お うとお思いだろうか。

主が彼 らを御覧になる同 じよう.な目で 自分

の指導者を霊的に見る， というこの大切 な事

柄について，皆さんは ど.うであろうか。 この

問いへ の答 えは， ヨシュアに対す る忠実なイ

スラエ ル人の答えのようでなければならない。

「彼らはヨシュアに答えた
， 『あなたがわれ

われに命 じられた.ことをみな行 います。あ な

たがつかわされ る所へ は， どこへ でも行 き ま

す。

われ われはすべ てのことをモーセに聞き従

ったよ うに，あなたに聞き従い ます。」(ヨ シ

ュア1：16-17)

私 は しば らく以前に，ある人か らこう尋 ね
へん

られたことがある。「教会幹部は遠い辺ぴな地

域の状況 を本当に知っていらっ しゃるのです

か。私には，いろいろと細かな問題を彼 らは

御存 じないのではないか と感 じられてなりま

せん。」また別の善良な姉妹 はこのように言っ

た。「もしも監督が扶助協会の問題を御存 じで

した ら， もっと違 うよ うになさるはずです。

ワー ド部 をどのように導 くか私たちともっと

話 し合って私たちの意 見を取 り入れ ようとし

ないのは困ったこ とです。」また，こう言う人



もある。「支部長は私 と物の見方が違 うので，

支部長には相談 しません。性格が余 りに違い

過 ぎるんです。私 たちは同 じ立場 に立てない

んです。」

兄弟姉妹の皆さん，教会幹部やステーキ部

長，監督，神権定員会の指導者たちは，管理

の原則 と本 当に大切 な事柄 に関す る状況 をよ

く把握 してお り， その他のことはいずれ時が

来れば解決され るとい うことを承知 している。

この教会は主の教会である。神権 の系統 を通

して，主の啓示によって導かれている教会 で

ある。私 たちは奇跡の神 を信 じている。神は

神権指導者 を通 じて絶 えず霊的な奇跡 を現 わ

して下 さる。

ステーキ・部長，監督，会長は，霊感によっ

て物事の最終決定 を下す以前に， 自分 を補佐

する人々や その他の人か ら助言 を受け るよう

にするとよい。 しか しながら当教会では，全

員の意見 を集め，それぞれの意見 を比べ，総

意 をまとめ，それか ら多数決で決めるどいっ

た全員参加の指導方法は採 っていない。若干

の例外はあろうが，世 間一般ではこの多数決

の方式を採っている。 また，他 の多 くの宗派

が最善 の方法としてこれを採用 している。問

題を論 じ，意見 を交換 し，経験 を語 り合い，

知 られる限 りの情報 をもとに最：善の結論 を得

ようとするのが この方式である。

末 日聖徒イエス ・キリス ト教会では，すべ

ての指導者が 自分の管理†にある人々 を神の

啓示 に従って指導する。 ところが，管理 の権

能 を持たない人に助言 を求め る人が実に多い。

また，助言を受 けようとせ ずに，逆 に与えよ

うとする人が実に多い。確かに人の経験 を聞

くことに よって，特定の事柄に関す る理解 を

増す ことは可能である。 しかし， 自分に任 さ

れている管理の責任について啓示 を受けたい

と願 うならば，主はそれをあなたに与えて下

さるはずである。啓示は主 との直接の交流に

よって来 るか， あるいはあなたの直接の神権

指導老 を通 じて来るであろう。

この教会に与 えられている素晴 らしい祝福

のひとつは，すべての人に 自分 を導 く霊の指

導者がいるということであ る。父親に例 を取

れば，妻 と子供は家長 を家庭における霊の指

導者 として彼に相談で きる。問題が もっと大

きい場合，妻 と子供は監督か支部長に相談す

る。彼 らは，夫が神権 に関わる問題 を神権定

貝会指導者に相談す るように，家庭の問題の

ことで定員会指導者の所へ行 った りはしない。

夫婦 間の問題が ある場合は，ふた りで，ワー

ド部の管理大祭 司として， また監督 として夫

と妻の両方を管理する監督の所へ行 くはず で

ある。 また，監督か ら指示がない限 り，それ

以上の助言を他に求めてはならない。

主はみたまの賜 を列挙 した後 で， あなたの

監督，あるいはあなたを管理す る神権指導 者

につ いて次のように勧告 しておられる。 「お よ

そ，教会の監督および神が聖職 に按手任命 し

た もうて教会守護の職 に就 かせたまい， また

教会の長老た らしめ たもう如き者は，すべ て

これ らの賜 を見分 くる力を与えらるべきな り。

そは汝 らのうち，神 よ り賜 を受けた りと称す

るも実は然かあ らざる者なか らんためな り。」

(教義 と聖約46：27)管 理 神権指導者に識別

の賜が授けられていることは明 らかである。

時折，あなたの地元の神権指導者があなた

と見解 をまった く異にする場合がある。しかし，

その不一致は計画を実施する方法に関するも

のであって，福音の原則に関す る不一致では

ない。あなたの指導者には独 自の個性で独 自

の経験 をもって働 く権利があるのである。実

際問題 として， それがあなたの行 なう方法 と

は細か い点で幾 らか違 うこ.とだろ う。 しかし

それで も，正 しいみたまをもった神権指導者

か らの勧告 は力ある主の勧告である。

私たちは試 しの時代に生きている。理解 し

がたい勧告を指導者か ら与えられた時は，心

の中でこう言お う。「父よ，私 は言われたこと

を信 じます。私がふ さわしい代価 を払い終え

ましたら，ふ さわしい時に， どケかその理由

をお教え下 さい」 と。

あなたが神権指導者の言葉を信 じるのは，

103



みたまによる賜である。私には，彼 らがこう

言 うのが聞こえる気がする。「私 を信 じて下 さ

い。ここか ら見ると，あなたのい る場所か ら

は見えないものがはっきり見えます。私 を信

頼して下さい。私には丘 の向こうまでよく見

えるのです。」賢明な両親や神権指導者に聞き

従 う入は，彼 らが安物の近視用眼鏡 ではな く，

永遠 を見通す ことのできる 目をもって助言 し

ていることを知るであろう。そ して， 自分 で

あらゆることを経験 してみて善悪 を知 るので

はな く，ほかの人の霊 的な眼を通 して事の善

悪 を知 ることができるのである。

最後に忘れないでいただ きたいことであ る

が，私たちは教会で盲従 を望んではいない。

各人が 自分で，指導者から受け る勧告 が主か

らのものであることを知 っていただきたいの

である。 自分の受 けた勧告 が間違 いのない も

のであるか どうか主に問 う権利 と特権 が皆 さ

んにはある。忍耐強 く，主 を待 ち望む者は，

神権指導者が義 しい勧告 を与えて， 自分に安

全な道 を歩 ませて くれ ることをやがて知るで

あろ う。

私 たち一人一人がさらに謙遜 になって勧 告

を受け入れ，従お うとする望み を持 てるよう

に。 また，神に助言 を与えようとすることな

く，神 に， また同様に神 よりの霊感 を受け た

神権指導者に助言を求めて下 さるように。 イ

エス ・キ リス トのみ名により申 し上げる。ア

ーメン。

ヨ じ 　

襲霧..
蓼 ..寧1

.1 雛

大会の光景
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成功の詩

七十人第一定員会会員

スター リング ・W・ シル

私たちが神のような思い， 日の光栄の思

いを抱 けば， 日の光栄の心が育つ

以 前に・私はニ ュー ヨー クの精神科医スマ
イ リー ・ブラン トン博士の著書 『詩の効

能』(H2α 〃ηgPoω θ7(ゾPo6勿 ・)という非常 に

ためになる本 を読んだ。ブラン トン博士はそ

の本の中で，過去40年 間精神的な問題や障害

を克服す るためにどのような方法を患者に用

いて きたかを紹介 している。その全部が詩の

形を取 っているわけではな く，有名な聖句や

散文や讃美歌 も使 われている。

この精神科医の治療法は，薬 よりも本に病

気を治す力があるとい うことで，薬局ではな

く本屋 に処方箋 を書 く医師に もた とえられ る

と思 う。母親は子供のけが を愛情のこもった

愛撫でいやす。

私はその ような ことを思い巡 らしながら，

イエスが 「医者 よ，自分 自身をいやせ」(ル カ

4：23)と 言 われた時のイエスの気持 ちを考

えてみた。 また，主は具体的な治療法 を与 え

るために，エマ ・ス ミスにいつ も心の中で歌

う霊感 に満ちた讃美歌集 を編集す るように と

命 じられたのであろう。

先 日，私は図書館へ行 って，今手にしてい

るこの小 さな本 を借 りてきた。エマ ・スミス

が私たちのために選んだ90曲 を載せた讃美歌

集 である。(・4Co11θ漉o%(ゾSα α杉41加%s，

カ7彦 加C勧 κ乃{ヅ 漉θムz"θ7加 ツSαゴ窺s

「末 日聖徒教会用聖讃美歌集」オハイオ州 カ

ー トラン ド，1835年 発行 〉私 たちは一人一人

興味が違 えば，必要 とするもの も違 う。 した

がつて，それぞれ 自分で讃美歌集を作 り，そ

れを完全 に覚え込んで自分の ものにして，成

長の糧 ，救 いの力 とし，いや しの効能 を最：大

限に生か してほ しい と思 う。

ハーバー ド大の優れた心理学者 ウィリアム・

ジェームズ教授(1842-1910)は あ る時，「あ

なたはどのような方法 で自分の心を創造 した

いですか。その方法は一般に可能ですか」 と

問い，さらに次のように語 った。心は受け入

れ るものによって創造 される。心 も染物師の

手 と同じよ うに，手にしたもので染まると。

手に紫の染料 をしみ込ませ たスポンジを持て

ば手は紫に染 まる。手 と心 に信仰 と熱意の大

いなる思想を持てば ，それによって全人格が

変わ るのである。

否定的なこ とを考 えれば，否定的な心が育

つ。堕落 した思いを抱けば，堕落 した心が育

つ。 またその一方で，神の ような思い，日の

光栄の思い を抱けば，日の光栄の心が育ち，

次の ように うたったエ ドワー ド・ダイヤーの

瞑想通 りとなる

わが心は われには王国

内なる歓喜 を われは知 る

あまたの至福に まさる喜び

地がその種類に従い生ずるもの

(ル1ツ.M吻4'oル1即 κ勿940勉B，Po6飴

Oo14『 わが心 はわれ には王国』「詩人の

宝玉」デビヅ ド・ロス編，p.41)

愛する人の葬儀で霊感に満ちた音楽を聴き，
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神聖な祈 りを耳に し，遺族を慰め ，自分 も大

いなる信仰に慰めを得る時，私たちの神性は

啓発される』先 日，私のオフィスに夫婦が見

えて，目の前で何 の前ぶれ もなく死んで行 っ

た3歳 の幼い娘 さんの話 をされた。その両親

が失意の底にあったことは無論である。 どん

なに泣いても苦 しさは去 らず ，だれか と話 し

て気持ちをほ ぐしたい と思った という。思い

や りを込めてその悲 しみ を聞 いてあげれば，

気持 ちが軽 くなることはだれで も分 かる。そ

の時私の心に，その昔私の愛する7歳 の妹が

ジフテ リヤで亡 くなるの をベ ッ ドの傍 らで見

取った経験がよみがえって きた。

その3歳 の少女 の母親は，かわいい娘が人

生 もつぼみの うちに死んで しまったこ とを，

これ以上つ らいこ どはない と感 じていた。私

には彼女の苦 しさが よく分か った。 しか し，

最後に私 は，「ジョーンズ姉妹 ，さ しでが まし

いようですが，もっとつ らいことがあると思

います よ」 と言った。す ると彼女は1「もっと

つ らいことって一体何ですか」 と言った。そ

こで私は，ジェームズ ・ウィコム ・ライ リー

の 『残 され し人』 とい う詩を暗唱した。 これ

は子 を失 くした人の死別ではなく，子の いな

い入の不幸 をうたった ものである。子供に死

なれた友人に悲 しみ を込めてこう語 りかける

のである。.

嘆 き悲 じんでいる君のそばに

座 ってい いかい。

ねえ，亡 くす子供さえいないわた しだ，

その子のことは何 も知 らないが，

小 さなその子のために，

わた しに も涙を流させてほ しい。
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ゆ っ くりほ どく小さな両腕(そ れをまぶ

たに描かせてほしい〉

その重みが首をつたい，君は両の手に口

づけする，

その腕，その手 をわた しは知 らない。

(それ を思って わた しに も涙を流 させ

てほしい。)

(空虚な心か ら言えると思 う)

涙 のは ざまに 慰めがあるのだと。

ねえ，君。

ああ，悲しさは 君よ り深い，

亡 くす子供 さえいないわたしだ。

(η8θCO勉 ρ1θ'θPOθ'加1WO廊(ゾ

力 窺 θsW雇'oo吻 ろRゴ1の 「ジ ェー ム ズ ・

ウ ィ コ ム ・ラ イ リー 全 詩 集 」p.444)

私はこの感動的なライ リー氏の詩 を非常に

感謝 している。私 は彼に教えられて，先立た

れた人々に とって慰め とな る言葉 をまとめた

本を自分で作 っ.てみた。

また，勇気 をうたった詩 もある。スポーツ

記者のグラン トラン ド・ライス氏は，長年，

国内各地で催 される様 々な競技会 を訪 れて，

どの ような特質 を持つ選手がチャンピオンに

なるか研究を続けた。そして，人々のために

なれば と，人 を偉大にする特質につ いて700

編 もの詩 を書 いた。そのひとつが ，『勇気』とい

う詩である。

わたしは死に臨む時 ，笑顔でこう言える

よ うであ りたい，

今残 してゆ くものは最後のひ と息，さあ，

息 とだえよと。

死がわたしに残す ものはちりか夢か ，

果で しない夜 を星 くずが流れる中を，

魂は さまよう。

しか し彼はこ ううたった。

わたしはこういう人生を.見詰めたい。

闘争か競争か，青空か鉛の空か，望みの

ままに来 たらせ よ。

わたしは耐え得 る限 り，憎悪の非難に立

ち向かお う。

運命の鋼のこぶ しも，わたしをとどめる

こ とはできない。

詩人は，私たちの心 を高め る点 では，予言



者に次 ぐと言われている。エ ライザ ・R・ ス

ノーが予言老 として支持 を受けたという話 は

聞かないが，彼女はあの 「高 きに栄えて」 と

いう詩 を書いた。この素晴 らしい讃美歌の歌

詞 も，ただ 目を通すだけで，暗唱し愛唱する

ことはあまりない。 もしもすべての人が 最 も

自分の胸 を打つ信仰の詩 を90編 選んだならば，

一体 どの ようなこ とが起 こるか考 えてみてい

ただ きたい。今 ここで，私が 「高 きに栄えて」

を歌 うのには抵抗 を感 じる方も，信仰 と礼拝

の素晴 らしいその歌詞 を暗唱す るのは許 して

下 さることと思 う。 スノー姉妹はこううたっ

た。

高 きに栄えて 住めるわが父

いつ，かえ り行 きて み顔を見 るや

わが霊かつては みそばに住みて

幼 きその とき 育てられ しか

深 きみむねにて

友 と生れ との

「汝は旅人」 と

さらに高 き世に

われ世 に降 だし

思い出とめぬ

ささや きあ りて

在 りしをさとる

み父 と呼ぶべ ぐ"み た ま"になちう

地の鍵受 くまで 理を知 らざ りし

み親は一人か 深 く思えば

永遠の真理.は告 ぐ 天に母 あ りと

「すべて心の歌は， われの悦びな り。然 り，

義 しき者の歌はわれに対する祈 りな り。彼 ら

の頭 に祝福 を与えてその応えとなさん。'ゴ

(教i義と聖約25：12)

私 は毎朝1時 間ほ ど事務所 まで歩 くが，そ

の間 自分の思いを高める事柄 をあれ これ と考

える。時々祈 りを捧げることもあるが，その

ひ とつが これである。

おお神よ，あなたの世 界が見せて くれる

美 しいひ とつひとつの風景 を感謝 します。

太陽の輝 く空 と大気 と光 ，

おお神 よ，私は生 きていることを感謝 し

ます。

人生 をあなたに捧げます。

日が生 まれるごとに，

私の魂は喜 びの翼に乗 って飛び立ちます。
あした

朝のあることを感謝 します。

あした

無言の愛 を投 じる朝，

それが過 ぎ行 くたびにふ くらんで，

神へのまことの働 きとな ります ように。

(作 者不詳)

私 は成功を うたった詩 も，熱意の詩 も，勤

勉の詩 も，進歩の詩 も集めている。ある人が

こ っったった。

この身を横たえ

父母 と高きにて

仰せのみわざみな

受け入れみ そばに

世 を去 るときに

われは会えるや

成 しとげ しとき

住 まわせ たまえ

(讃美歌140番)

予 言者の文章の中さえ，これにまさる慰め

の言葉はあま りない。

私たちが愛の詩を沢山暗唱 したら，毎 日の

生活が どのようになるか，想像 してみていた

だき.たい。国会図書館には「信仰 と自由の詩」

というコーナーがある。主はこう言われた。

地上の生 きとし生けるものに，

いっの 日か 死 はや って来る。

(人 はみな善 きもの，大いな るものに，

おのが人生 を捧げるが よい。)

先 祖 の な きが ら の た め ，

神 々 の 神 殿 の た め ，

恐 れ 多 い 争 い に も た じ ろ が な い ，

人 に と っ て こ れ よ り大 い な る 死 は あ ろ う

か 。

(ホ レ山 シ ョ ，"S如 ηzαXXγIIρ プαZゑy

ル1α4θ勿392"五 のな げ ・4π6ゴθ班Ro吻6
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『392年の叙情 詩 スタンザXXVII』 「古

代 ローマの叙情詩」 トーマスー バビン ト

ン ・マ コーレー編 ，μ12)

私 たちは年 を取 るにつれて新たな問題に直

面すると思 うが，私は 『たゆまず行け』 とい

う詩に語 られた思 いをもって自分 の励みに し

たい と思っている。

将来のはっきり見えないこともあろ う。

どのようになるか分か らなければ ，

たゆまず行け，老いし人よ，

たゆまず行け。

おのが使命に誇 りを抱け，

はつ らつ として 日々を迎え，

持てるものをすべて注 げよ

だか らこそ，あなたはあるのだ。

戦 いを立派に戦いぬけ。

終 りまで誠実に。

そ して世 を去 るときに，

こう叫ぶのだ，

た ゆ まず 行 け ，わ が 魂 ，た ゆ ま ず 行 け ，と。

(ロ バ ー ト ・サ ー ビ ス"(説 γη0η"

几4αs勘吻 θ6θ∫qプRθ1忽 ∫o%sレ セ鴬6『 た ゆ ま

ず 行 け 』 「宗 教 詩 傑 作 集 」 ジ ェー ム ズ ・D・

モ リ ソ ン 編 ，pp.307-8)

愛する人 を慰め，励 ます祈 りとしてよ くう

たわれた，昔のアイルラン ドの詩を引用 して，

皆さんへの私の祝福 とし，感謝 としたい。

道 よまっす ぐあなたに向か え。

風 よいつ もあなたの背 を吹け。

あなたの顔 を太陽が照 らし，

雨 よ畑にや さしく降れ。

今 もとこしえも，神あなたを

抱 きたまえ。

み手の くぼみにいつ くしみたまえ。

常 に そ の よ う で あ る こ と を ， イ エ ス ・キ リ

ス トの み 名 に よ っ て 心 か ら祈 る 。 ア ー メ ン。

マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー第 二 副 管 長
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努めて善さ業に従い

七十人第一定員会会員

ジョセブ ・アンダーソン

善を行なうことの報いは，この世で喜び

と幸福，大いなる来世で永遠の生命を得

ることである

主 は私 たちにこう言われた・「人は努めて善
き業 に従い，多 くの事 をその 自由意志に

よりて為 し，多 くの正 しき事を為 し遂げよ。

そは人 自らの中に 自由の意志 ありて己れの

事 を自ら為す者なればな り。従 って人善 を為

さば決 してその報い を失わざらん。」(教 義 と

聖糸勺58：27-28)

この引用句は教会員だけでな く，非教会員

に も当てはまる。あらゆる男女には善 をなす

力が ある。そのためにまずな くてはな らない

のが ，正 しく生 きようとする望み と決意 であ

る。私たちはいかなる時に も善 くない業に従

ってはな らない。悪 いこ とや善事に反す るこ

とに従 う教会員は，バプテスマの水の中で自

分の身に引き受けた責任 を果たしていないこ

とになる。教会員でな くても，世の中では実

に 多くの入が善 き業に従い，多 くの義 を生み

出そ うと努めている。人類の進歩に努め る人

人，神へ の信仰 と義 しい生活を送ることの大

切 さを教える人々は，善 き業に携わ る人であ

り，決 して報 いを失わないであろ う。

主の用意 してお られる祝福 を得 るには，主

イエ ス ・キリス トを信 じる信仰 を持 たなけれ

ばならない。真実の生ける神 についての知識

を得 なければならない。過去の罪を悔い改め，

間違 った認識を改め なければならない。そし

て神 のみ前にへ りくだ り，神 と誓約 を交わし，

その誓約を守 ることが必要 である。

清廉の士 である故ジ ョージ ・アルバー ト・

ス ミス大管長は，次のようなことをよく言っ

ていた。私たちは教会外の友人たちに，彼ら

の宗教や生活の中で真理にかなったものがあ

ればそれ を捨て るように とは言わない。すで

に持 っている善なるものに福音の永遠の真理

を加 えてほ しい，そ うすれば，これまでにな

い喜 びと幸福を得 るであろう，と。(S肱 吻9

'加Gos勿1癬 漉0漉 θ欝 「福 音 を人々 に分 か

つ」プレス トン ・ニブレー編，pp.12-13)

キ リス トの福音は，目に見えるもの，見え

ないもの を問わず，すべての真理 を包含 して

いる。赦 されない罪 を犯 していない限 り，ど

んな人でも罪を悔 い改め るこ とが可能である。

そ して，ただ主の戒めを守ろ うと決意 し，謙

遜になって主の助けと導 きを求めるだけで，

義 しい生活の もた らす恵みにあずかることが

で きるのである。

人間には本来善 を行ないたいとい う心があ

り，善いことをしている時に幸福感があると，

私は思 う。罪悪は決 して幸福 を生 じたことが

ない。罪は人と神 との間 を鉄のカーテンで隔

てるものである。主は私たちに次の ように言

って，正 しい道 を示 された。「何事 でも人々か

らしてほしい と望む ことは，人々にもその と

お りにせ よ。」(マ タイ7：12， ル カ6：31参

照)主 は私たちのためにならない戒めや ，心

の喜び と幸福 をもたらさない戒め を決 して与

えたまわない。私たちには主の助けが必要で

ある。そ して，私たちが助け を求め，主の備

えられた道 を歩むな らば，主は必ず私たちを

助けて下さるのである。
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福音 を宣べ伝えるため世に出で行 く教会の

若い宣教師たちは，人々に祝福 をもたらす主

の務めに携わ って きた とい う幸福感 を抱いて

帰還す る。主が彼 らと共におられた。そ して，

彼 らは主のみたまに導かれ，世俗の生活では

なく清い生活をしてきたか らであ る。

私たちは主の受難 を思い，戒め を守 るとい

う誓約 を思い起こ して，常に主のみたまを受

けられ るように聖餐 をいただ く。主のみたま

は悪いことをせ よとは勧めず，善いことを行

なうように私 たちを励 ます。私たちはその勧

め と導 きに従う時に，主に近づ き，善い行な

いをして，肉欲 を克服できるようになる。主

のみたまを伴侶 とす る人は幸せ な人である。

そのような人は思慮深 く誠実な家族の族長で

あ り，導き手であ り，また良き隣人である。

さらに近隣の人々に良い影響 を及ぼす ことが

できる。

私たちの歌 う讃美歌は，生活に良い影響 を

与 える。タバナ クル合唱団の音楽は，聴 く人

の信仰 を高め，心 を豊かにする。 この合唱団

がこの教会の讃美歌の歌詞 とメロデ ィー，ま

た霊感 を受けた作曲家の手になる作品の歌詞

とメロデ ィーを歌 う時 ，その精神は聴 き手 と

歌い手の双方に主に仕えたいという望みを抱

かせる。私たちが集会で歌 う霊的な讃美歌は，

主に捧げる喜びの歌であ り，祈 りである。

「平和
，平和」 と叫ぶだけでは，平和は訪

れない。現代 は試 しの時代 である。 しか し，

主の側に立つならば，私たちは恐れる必要は

ない。また，主は再臨 を延ばされ るだろうと

考えて，備 えをす るの を引き延 ばすことは賢

明ではない。その 日，その時，月も年 も私 た

ちは知 らないが，その大いなる出来事が近 い

ことを告げるしるしはすでに数 々現われてい

るか らである。

私たちはその 日のために どのような用意 を

したらよいのだろうか。主の戒め を守 るこ と，

多くの義 を生み出そ うと善 き業に励むこと，

隣人に警告すること，子供 たちに真の教えを

教え，義の道へ導 くことである。
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主 は教会員にこう言われた。「汝 らの証詞の.

後 よ り民の上 に怒 りと憤 りと来 る。」(教 義 と

聖約88：88)

興 味 あるもの ，貴重なもの，大切 なものを

手にしている時 ，それ を愛する人々にも分け

与えたい と思 うのは人の常である。私たちは

最 も貴 く，世 界中で一番大切 な主イエス ・キ

リス トの福音を持っている。私 たちは主の福

音を愛 し，天父の子供 たちを愛 している。 し

たがって私たちは福音 を彼 らに分かちたいと

願っている。福音は彼 らに喜 びと幸せ をもた

らすか らである。福音 を受け入れ，守 る者に

は，救い と主の王 国への昇栄が待っている。

このキ リス トの教会は，分か ち合 う教会 で

ある。私 たちには，人 を救い，神の知識を与

え，主の大いなる目的の達成を手伝 うために

全力を尽 くす責任がある。福音に述べ られて.

い るままに主の教えを実践すること，これ こ

そが世 を救 うことのできるただひ とつの方法

である。幸福 を得るためには，物質よ りも霊

的な ものが もっと必要である。福音の原則は

この世で喜び と幸福 ，また来るべ き世で永遠

の喜 びを人に もた らす というはっきりした目

的のもとに与えられたものである。

神に仕 え，神の戒め を守 りたいという気持

ちを隣人に起こさせ ることに私 たちが大 きな

関心 を抱いているのはなぜであろうか。それ

は彼らが神の子だからである。彼 らは私たち

の兄弟姉妹なの である。

十二使徒定員会の一貝であった故ジェーム

ズ ・E・ タルメージ長老は，次の ような霊感

に満ちた言葉を残 している。

「荘厳，壮麗なこの果 てしない世 界にいる

人間は何者 なのだろ うか。 それに答えて申 し

上げ観 現在まだ全貌 を現わ してはいないが，

人は神の 目か ら見る と宇宙の どの星よ りもど

の太陽 よりも優れて大いなる貴い存在 である。

星や太陽は人のために造 られた ものである。

それ らは神のみ手になる業 であって，人は神

の子である。この世 界では，人はわずかな も

の しか支配 を許 されていないが ，やがて多 く



の ものを管理す るようになることだろう。

……地球や宇宙の創造 は理解 し得 ないほど

に雄大である。 しか し，それ も究極の 目的を

実現す るために必要な一手段 にす ぎないので

ある。創造主 は告 げておられる。

『見 よ
，これわが業に してわが栄光 ，すな

わち人に不死不滅 と永遠 の生命 とをもた らす

な り』(モ ーセ1：39)と 。」("7協6Ez"h'o

B2Rα 」6θ窺α♂'S観4のN忽 配7セ 燃 ろツRα漉o

『賄わるべき地球』「日曜 日の夜のラジオ講話」

pp.357-58)

軽率 に行動する時に自分の身に招 く悲惨 と

厳 しい責任 とを考 えてみていただきたい。例

えば，人命を損なうとどのような悲惨 と責任

を招 くだろうか。その罰は永遠である。チャ

ールズ ・キングズレーは こう言った。「人はい

かなる発明をもって して も，神のごとく善良

に，神の ごとく義 しく，神のごとく神聖にな

る とい う普遍の課題 を決 して免除されること

はない。」

私たちの救 い主 は，大いなる贈 いの犠牲 と

大 いなる愛 とあわれみによって，全人類が無

条件に墓か ら出で来 ることができるように，

不死不滅の扉 を開いて下 さった。 もしも主が

私たちの救いのために御 自分の命 を捨てて下

さらなかったならば，死は間違 いな く痛いと

げを持 ち，墓が恐ろしい勝利 を収めたことだ

ろう。 そして人に祝福 はな く，不死不滅 と永

遠の生命 を得 る機会は取 り去 られていたこと

だろ う。

ところで，永遠の生命 とは何であろ うか。

不死不滅 と永遠の生命は同義語だ と考 える人

があるか もしれない。確かに不死不滅は永遠

の生命の一部である。 しか し，私たちが本当

の意味で永遠の生命を受けるには，主が啓示

された生命 と救いの計画であるイエス ・キ リ

ス トの福音に従順でなければならない。それ

によってのみ，私たちは 日の光栄の王国に住

みた もう天父のみ前において昇栄 と永遠の生

命の報 いを得 ることができるのである。

善を行な うこ との報 いは，この世 で喜び と

幸福 ，大いなる来世 で永遠の生命 を得 ること

である。そ して，善 を行な うとは，主から与

えられた戒めを守 るこ とである。福音は人生

のまこ との道であ り，.世の光である主 なる救

い主のみ教 えである。それに反す るものは暗

闇であ り，後悔である。

私は，これが主のみ業 であるこ と，イエス・

キ リス トの福音が鍵 と権能 と権威 を伴 って地

上 に回復 されたこと，人に不死不滅 と永遠の

生命 をもた らす ことが主のみ業であ り栄光 で

あることを証す る。イエス ・キ リス トのみ名

によって申し上げる。アー メン。
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救い主は何をするよう

私に望んで

おられるだろうか

七十人第一定員会会員

デ リック ・A・ カスバー ト

回復された福音を証する新たに召さ'れた

教会幹部

愛 する兄弟姉妹の皆さん・私の心は今・.愛
と感謝の気持ちで一杯です。皆 さんは今

の私の気持ちをお分 かりいただけることと思

います。皆 さんが愛 と信仰 と祈 りをもって支

持の挙手 をして下 さったことを，私 は心の底

か ら感謝 しています。

私たちは福音に従 って生活できる とい うこ

とを非常に感謝 しています。 もう何年 も前の

ことですが，若 い宣教師たちが私たちにこの

偉大なみ業につ いて教えて下さいました。私

たちは今，伝道の業 に携 わることによって，

そのような彼 らの働 きに多少な りとも報 いて

いるのではないか と感 じています。宣教師が

わが家を訪れ， ドアをたたいたのは，1950年

の夏 も終わ りの頒で した。そ してこの日に，

私たちは完全な福音 に対す る眼を開かれたの

で した。

私はこれまで，多 くの宣教師が同僚に対 し

て感謝を述べ るのを耳に して きました。私 も
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この場 をお借 りして私の素晴 らしい同僚 に感

謝 したい と思います。献身的な妻であ り，.子

供たちの良き母 である私 の永遠 の件侶に感謝

したいと思い ます。彼女は私が主によ く仕 え

ることができるようにいつ も助 けて くれ まし

た。私は また，素晴 らしい子供 たちに感謝 し

てい ます。教会 の教 えを受けて成長 した彼ら

の幾人かは，すでに神殿で結婚 をし，各々の

家庭 を持っています。これらのことはすべて，

宣教師がわが家を訪 れて くれたお陰です。私

は，神聖な神殿の儀式 を通 して家族がひとつ

となり，永遠に至 ることを知 ってい ます。

福 音を聞き，受け入れ る時に，何 と大いな

る祝福が もたらされることでしょう。私はす

べての人々が宣教師の言葉 に耳を傾 けるよう

に と心か ら願 っています。教会貝は 自宅に友

人を招 いて彼 らと共に宣教師の伝 える福音の

メ ッセー ジに耳を傾 けるように， また福音.を

受け入れ ることができないでいる人々は福音

のメッセージに心 を開 くことができるよっに

心か ら祈 っています。

イエス ・キ リス トの完全な福音が，この末

日に回復 され ました。私はこれが真実である

こ とを知 っています。私たちはこの福音か ら

大きな幸せ を得ています。また，意義ある祈

りを捧げるこ とを学び，家庭の祈 り，夫婦の

祈 り，秘かな祈 り， さらに心の思いを主に打

ちあけて導きを求め ることについて も学びま

した。このような永遠の祝福に私 たちの感謝

は尽 きません。

私は愛する父なる神 に感謝 しています。天

父は私たちが再びみ もとに戻れるように，私

たちの導 き手 として独 り子イエス ・キリス ト

をこの世 に遣 わして下さいま した。私は主イ

エス ・キ リス トが生 きてお られることを証 し

ま.す。キ リス トはこの地上で生活 し，完全な

模範 を示 し，私たちに生 きる道 を教 えて下さ

いました。そこで私たちは常にこ う自問 しま

す。(私は毎 日幾度 とな く自問します。〉「救い

主は何 をするよう私に望んでお られ るだろう

か。救い主な らどうされるだろうか」 と。救



い主は神の御子だか らこそ成 し得る，この上

ない犠牲 を払い，無限の贈罪 を成 し遂げて下

さいました。私は，救い主が生 きておられる

ことと，主がこの末の日に完全な福音 を回復

され たこ とを知っています。救：い主はまた御

自身の教会 と救いに関わる儀式 も回復 されま

した。

王はさらに人々が栄えある再臨に備えるこ

とができるように，神権の権能 を回復 され ま

した。主は現在 も偉大な.予言者スペ ンサー ・

W・ キンボール大管.長を通 して，私 たちに語

り，御 自分のみこころを明 らかに しておられ

ます。 キンボール大管長は偉：大な信仰 と行な

いを現わ し，奇跡 をもたらし，国々の門戸 を

開いてお られ ます。私 たちは キンボール大管

長のために祈 ってい ます。また，閉 ざされた

国々の門戸が開かれるよう祈っています。

私たちはまた伝道が成功するように祈 ると

共に， この素晴らしい末 目のみ業に携わるこ

とができることを心か ら感謝 しています。私

たちは主の予 言者の素晴らしい永遠の伴侶で

あるキンボー.一ル姉妹 を心か ら愛 し，彼女のた

めに祈っています。

私たちはここにおられる立派な兄弟たちを

心か ら愛し，支持 できることを感謝 していま

す。 また，彼らの力強い支えのあることを感

じ，感謝の気持ちで ・杯です。私が家族共々

決意 を新たにして生命ある限 り主に仕え，予

言者に従 う時に，私の杯はあふれ るに違 いあ

りません(詩 編23：5参 照)。 これ らのこ とを

主 イエス ・キ リス トの聖なるみ名により申し

.Lげ ます。アーメン。

十 二 使 徒 評議 員会 会 員 マー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン長老(左)と

十 二使 徒 評議 員会 会 長 エズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン長 老
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私の心に

刻み込まれている

貴いもの

七 十 人 第一 定 員 会 会 員

ロ バ ー ト ・L・ バ ッ ク マ ン

私の心に刻み込まれている貴いものはあ

まねく，末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

の会員であることに由来 しています

私 が生 まれて3カ 月の時・ ソル トレー クス
テー キ部ではこのタバナ クルで盛大 な演

劇 を催 しました。その時，私の母が イエ スの

母マ リアの役，そ して私は幼 子キ リス トの役

を演 じるとい う栄誉にあずか りました。当時

の私 は，現在 よりもずっ と安 らかな気持 ちで

あったに違いありません。なにしろ，一言 も

話 さずに済んだのですか ら。いずれに しまし

ても，その 日か ら今 日に至るまで，主はその

み手をもって私 を守 り導 いて下 さいました。

自分 の弱点 を克服す る力を与 えて下 さったこ

ともたびたびです。

私はそのような数々の経験 を経て現在 まで

成長 して参 りました。そ して様々な経験 をす

る度に，私はこう自問 しました。「なぜ，主は

私にこれほど豊かな成長 と進歩の機会 を与え

て下さるのだろう。主はなぜ このように奉仕

の機会 を備えて下さるのだろ う」 と。事 実私

は豊かで幸せ な人生 を過 ごしてきました。 そ
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の こ とを心か ら主に感謝 しています。

私の周囲には，常に，私 を成長させ， より

良い人間へ と私 を進歩させて くれる人々がい

ました。 自分 の弱点 を克服で きるように私 を

支えて くれたこともたびたびです。また特に

私は両親か ら，何よ りもまず主 を求めること

を念頭に置いて生活するようにと，揺 りか ご

の時代か ら教 えられて きました。愛す る妻は

常に誠実で，私がいかなる召 しに召されても

支持 して くれ ました。 また7人 の娘 は私 を絶

対的に信頼 して くれています。娘の伴侶 もそ

れ ぞれ主の宮居で交 わした誓約に忠実です。

さらにかわいい小 さな孫 たちは私 を喜ばせて

くれます。

先週の金曜 日に開かれたセ ミナーで，ベ ン

ソン会長は，私 たちの最 も大いなる誉れは神

の教会の会貝 とな り， キリス トが私たち一人

一人の救い主であることを認め
，聖 なる神権

を受け，永遠の家族の一員 となることである

と話 され ました。今の私 はこれらすべてに恵

まれています。これは何にも勝る栄誉 であ り，

祝福です。'私はまた， この度与えられた神聖

な召 しを心か ら感謝 しています。

私がこれまでに受けたすべての祝福 と，私

の心に刻み込 まれている貴いものはあまね く

次に申 し上げる事柄に由来 しています。すな

わち，末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会の会員

となって，主 を愛 し，神聖 な福音 に対す る証

を持ち，奉仕の機会に真心か ら応 えたことに

よるのです。私はこのことを愛す る兄弟姉妹

の前に確信を持って申 し上げます。

私は 自分の全生涯 を捧げて主にお仕えする

機会 をいただき心か らうれ しく思 います。私

は無 条件 に自分の生命 と全財産 を主の足下に

差 し出す覚悟 です。キンボール大管長ならび

に教会幹部の皆 さん，私 たち夫婦 は，皆 さん

が望 まれるところならどこへ でも出向 き，皆

さんの要望に何な りとお応えす る準備はすで

にで きています。私たちはただ主のみ手にあ

ってよき器 となって働 くこ とだけを願 ってい

ます 。そして神の王国を築 き，主の民を清め



るとい う重大な責任 を負っている皆さんのお

手伝い をしたいと思 います。 また，キ リス ト

がすべての栄光の うちに再臨 して全世界 を統

治される日のための備えをしたい と思います。

その 日サ タンは縛 られて，すべての人々はそ

のひざをかがめ， ことごと くの舌はキ リス ト

こそ世の救 い主であると告 白す るに違いあ り

ません。こうしてキ リス トは とこしえに王と

して統治されるのです。これらのことをイエ

ス ・キ リス トのみ名に より証 します。アーメ

ン。

大会の光景
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召 しに応える

七 十 人第 一 定 員 会 会 員

レ ッ ク ス ・C・ リー フ

私の心は満たさ'れ，霊 はぬかず さ，魂 は

感謝の気持ちで一杯てす

私 の心はあふれるばか りに満たされ・霊は
ぬかず き，魂 は感謝の気持 ちで一杯 です。

かつて監督 として支持 された時に，私は，能

力もないのに奉仕 の機会を与えられたという

印象 を強 く受けました。それはまるで，だれ

かが私のために買って くれた切符 を持 って列

車に乗 り込 もうとしているかのようでした。

私の前を歩いている多 くの人々は，この王国

を打 ち建てるために 自分の生命をも投 げ出 し

ているのです。

私は優 しい母 に感謝 しています。立派な父

にも感謝 してい ます。ただ こうして私に与え

られたこの召しを父にi哩解 して もらえないの

が残念です。また，素晴ちしい妻に も感謝 し

ています。彼女 とともにい ると，私はいつ も

もっ と立派にな りたい と.思います。7人 の愛

す る子供たちと，5人 の義 理の息子，娘， そ

れに多 くの孫たちにも感謝.しています。彼 ら

はいつ も私 を支持 して くれ ます。これは本 当
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に あ りがたいことです。何年 もの間その言動

に触れ，敬服 して きな教会の指導者や友人，

また素晴 らしい教会貫など，その他 多 くの方

方に感謝の言葉 をお伝 えしたい と思います。

私は末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の会貝

であることを感謝 しています。神は生 きてお

られ ます。そして私たちに語 り，私たちの言

葉 に耳を傾 けて下 さいます。私はこれ らのこ

とを全身で感 じています。神は私 たちを愛 し

ておられます。

私は伝道地 で働 く機会があったことを感謝

してい ます。イエス ・キ リス トの教会が真実

であるという証拠がほかにな くて も，青少年

や素晴 らしい新会員の生活に起 こっている事

柄 を見 るだけで，この教会が真実であること

を十分に知 るこ とができます。

私ば自分の持て るものすべて を捧げるこ と

を主のみ前に心新たに決意致 しました。 また，

この場 に御列席の愛す る教会幹部の方々の要

請には何で も応える所存であることを皆 さん

の前で約束致 します。私たちは30年 の間キン

ボール大管長 を通 していろいろ恵み をいただ

いて きました。キンボール大管長は私 たちが

生活する上で巨入のような存在で した。キン

ボール大管長はいつ も私たちを愛 して下 さっ

ています。私は今，皆さんの愛 を感 じていま

す。人々の愛を感 じるこ とができることを私

は心か ら感謝 しています。 また350万 に及ぶ

人々が私たちのために祈 って下 さることを知

り，感謝に絶えません。

私 は神が生 きておられることを証 します。

私は生命のある限り， またそれ以上 に自分に

できることは何で もさせていただ くことを皆

さんに約束致 します。 これらのことを主イエ

ス ・キ リス トのみ名によって申し上げます。

アー メン。

☆ ☆



キ リス トの再臨

十二使徒評議員会会員

リグラン ド ・リチャーズ

予言は，将来の出来事を知る最も確実な

方法である。……私たちの行なうのはた
だそれを理解する.ことだけである

私 は皆さんとともに漸 たに召された教会
幹部に歓迎の気持 ちと愛 を表明 したい。

と同時に，私が教会幹部のひ とりとして支持

されて以来40年 間経験 してきた と同 じ喜び と

幸せ を，この奉仕の中か ら得ていただきたい

と心から願っている。

1週 間前にすべてのキリス ト教徒が，地球

の創造以来最大 とは言わないまでも最 も大い

なる出来事のひとつ と見 なされている，生け

る神の御子イエス ・キ リス トの復活 を祝 った。

私 はきょう，その出来事につ いてお話 したい。

使徒たちは，十字架に掛 られて死 んだ御子 を

墓 に葬っていたので，女 たちか らキ リス トの

復活 を知 らされた時に，それを作 り話のよう

に感 じた。 しか しそれ も無理か らぬことであ

る。またイエスは復活後，エマオへ向か うふ

た りの弟子に姿 を現わしたもうた。(し か し彼

らは 「目が さえぎられて」同行者がイエスで

あ ると認め ることができなかった 〔ルカ24：

16〕。)そ の時イエスは，彼 らが御 自分のこと

と御 自分の生涯や十字架 の死について話 し合

っているのを耳に し，ふた りが予言者たちの

言葉 をまった く理解 していないの を知って，

こう言われた。「ああ，愚かで心のにぶいため，

預言者たちが説いたすべての事 を信 じられな

い者たちよ。」(ル カ24：25)そ れ か ら，モー

セや予言者たちの ことか ら始めて，御 自身に

っ いて予言者が証 しているすべてのことを説

き明か し，十字架につけてか ら衣服を くじで

分ける といった細かい事柄まで数々のことを

語 られた。

ペテロはこ り言っている。

「こうして，預言の言葉は，わたしたちに

い'っそ う確実 なものになった。あなたがたも，

夜が明け，明星がのぼって，あなたがたの心

の中を照す まで，この預言の言葉 を暗やみに

輝 くともしび として，それに 目をとめている

が よい。

聖書の預言はすべて ，自分勝手に解釈すべ

きでないことを，まず第一に知 るべ きである。

なぜな ら，預言は決 して人間の意志か ら出

たものではな く， 人々が聖霊に感 じ，神 によ

って語 った ものだか らである。」(IIペ テ ロ1：

19-21)

イザ ヤが主は終 わりのこ とを初めか ら告げ

.てお られ ると言っているように(イ ザヤ46：

10参 照)， 予言は将来の出来事を知る最 も確実

な方法であるとすれば，私たちの行な うのは

ただそれ を理解することだけである。また，

イエスが御 自分の生涯について述べた聖典の

言葉 を理解 していない人々 をそのように裁断

されたことを考えてみ ると，イエスの再臨に

ついて述べた聖な る予言者たちの言葉の価値

を認めない人々のことを，イエスはどのよう

に感 じられ るだろうか。そこで，私は予言者

たちがすでに語 っている事柄について少しお

話 したい と思 う。

まず ，ペ ンテコズテの 日の後に，キ リス ト

を死に追いやった人々に対 して語 ったペテロ

の言葉が思 い出される。
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「だか ら
，自分の罪をぬ ぐい去 っていただ

くために，悔い改めて本心 に立ちかえ りなさ

い 。

それは，主のみ前か ら慰めの時が きて ，あ

なたがたのためにあ らか じめ定めてあったキ

リス トなるイエスを，神 がつか、わして下 さる

ためである。

このイエスは，神が聖 なる預 言者たちの口

をとおして，昔か ら預言 しておられた万物更

新の時まで，天に とどめておかれねばな らな

かった。」(使 徒3：19-21)

この教会は，聖なる予言者たちが告げた万

物の更新 を信 じる唯一の教会.であると思 う。

他の教会 は改革 を信 じている。.しか も人の知

恵による改革を。万物の更新 は永遠の父なる

神か ら来る。万物の更新 なくしては救い主の

再臨を待 ち望むこ とができないというのが，

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の説 くメッセ

ージである
。

ここで，時間がないので，その聖なる予言

者たちの中か らひとりだけを挙げて，彼の予

言についてお話 したい。 きょうの話の題に選

んだのは，旧約聖書に記録 されてい る最後の

予言者マラキが語 るキ リス トの再臨の前兆 に.

つ いてである。

主はマラキを通 じて，来臨の道 を備える使

者を送 り，そして速やかに神殿 に来ると言わ

れた。しか しその来臨の 日にはだれが耐え得

よう。主は金をふ きわける者の火のようであ

り，布 さらしの灰汁のよ うだか らである(マ

ラキ3：1一2参 照)。 これが一度 目の降臨の

ことでないことは明 白である。'主が力 と大い

なる栄光 とをもって聖 なる天使たちとともに

来られる時，悪人は岩 に向か って，「さあ，わ

れわれをおおって，……(主 か ら)か くまっ

てくれ」(黙 示6：16)と 叫 ぶであろう。

また，イエスが弟子 たちに，神殿は壊 され

て，ひ とつの石 も他の石の上に残 ることはな

いと言われたことを覚 えておいでであろう。

弟子たちは，「どうぞお話 し ください。いつ，

そんなことが起るのでしょうか。あなたがま
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たお いでになる時や ，世の終 りには，どんな

前兆があ りますか」(マ タイ24：3)と 聞 いた。

す るとイ.エスは，戦争 と戦争の噂，ききん，

疫病，地震が あり，国は国に敵対 して立ち上

が る，そして 「この御国の福音は，すべ ての

民に対 してあか しをするため に，全世界に宣

べ伝えられるで あろう」(マ タイ24i14)と 言

われた。

また主は，人の子の来 る時代はノアの時代

の ようで あるとも言われた。人々は飲み食い

し，め とり嫁 ぎして，主の再臨はまだないと

言 うが ，主は夜来 る盗人のように降臨される

であろう。主は，畑にふた りの人がいたらひ

とりが取 られ，ひとりが残 される と言われた。

ふた りの女が うす をひいていると，ひ とりは

取 られ，ひとりは残 されると言われた。(マ タ

イ24：37-41)こ れ はみな，救い主が再臨に

先立つ しるしをさして語 られたことであ る。

マ ラキは遣 わされる使者 を見 た。 ところで，

主が使者 を遣 わす時 ，その使者は必ず予 言者

である。 イエ スは，時の絶頂 に主の降臨の道

を備える使者 として遣わされたバプテスマの

ヨハネについて証 をされた。イスラエルにバ

プテスマのヨハ ネよりも大いなる予言者 はい

ない と言われた(ル カ7：28参 照)。 予言者ア

モスはこう言っている。「まことに主 なる神は

その しもべである預言者にその隠れた事 を示

さないでは，何事 をもな されない。」(ア モス
.3
：7>そ うであるとすれば ，回復 を受け と

める予言者な しに，世の初めから聖なるすべ

ての予言者たちの口を通 して言われていたと

ペテロの言 う万物の回復があ るだろうか
。こ

の予言者 こそ，ほか ならぬ ジョセブ ・ス ミス

である。彼は，天父と御子の権能 と聖なる導

きと指示の下に ，この大 いなる教会 ，末 日聖

徒 イエス ・キ リス ト教会 を組織 したのであっ

た。

末 日における救い主の再 臨の備えに関 して

マラキ書に記 されている2番 目のこ とは，イ

スラエルの全家が主から離れていて，彼 らは

どうした ら立 ち返 ることができるか知 りたが



るとい うこ.とである。主は，そ.れを什分.の一

と捧げ物によってであると，次のように言わ

れた。「あなたがたすべての国民は ，わたしの

物 を盗んでいるからである。わた しの宮に食

物 のあるように，十分の一全部 をわたしの倉.

に携 えてきなさい。これをもってわたしを試

み，わたしが天の窓を開いて，あふるる恵み

を，あなたがたに注 ぐか否かを見なさい……。」

(マ ラキ3：8-10)こ れ は何 とい う招 きで

あろ うか。主は末 日の イスラエルに，再臨の

備え として，什分の一 と捧げ物(献 金)を 納

めることで主に立ち返 るよ うに呼び掛けてお

られる。またそれに加 えて，食い滅ぼす者を

彼 らのためにおさえて，彼 らの作物が熟する

前に落 ちないように しよう，万人は彼らを祝

福 され た者 と呼ぶ ，と言われた。(マ ラキ3：

11-12参 照)

私 たちは祝福 された民である。主はこれ ま

で私たちを祝福 してこ られた。教会の開拓者

たちは，文明社会 を追 われ，1，600キ ロの道の

りを旅 してこの荒野にたどり着いた。イザヤ

はかつて，主が荒野 をバ ラのごとく花咲かせ

るの を見た(イ ザヤ35：1参 照)。 砂漠に川が

流れ ，高い所か ら流れ下 ってこの地 を豊かに

うるおすのを見た(イ ザヤ41：18参 照)。 それ

はなぜであろうか。聖徒 たちが この地に集 ま

って，主の約束 を成就するため である。イエ

スが言われたこの福音が全世 界に宣べ伝えら

れるのは，主の子 らの働 きによるのである。

当時か ら末 日聖徒の宣教師が大勢'世界各地 に

出掛けて行 き，現在 は25，000人 ほ どの宣教師

が，救い主の再臨の準備のひとつの段階 とし

て回復 された福音 を宣べ伝 えている。主が福

音 を全世界に宣べ伝 えなければならないと言

われたか らである。

またそれ以外にも，地上 に神の王国を建 て

るために，数多 くの礼拝の場所，この町 で皆

さんが目にす る数々の美 しい建物 を建 てるな

ど，費用のかかる仕事が まだほかに も沢 山あ

っ鵡 これらはみな，主が御 自分の民を真実祝

福 しておられるか らできたことである。聖 なる

神殿の建物 は，計画中のものも含めて全部で20

あ る。私たちは神殿 を建て る全世界でただひ

とつの民である。また，たとえ神殿 を建てる

民がほかにいたとして も，その 目的のわかる

人はいないであろう。

そこでもうひとつ ，マラキ・の見たことが思

い出される。マ ラキはこ う言った。

「見よ
，主の大いなる恐 るべ き日が来る前

に，わたしは預言者エ リヤ をあなたがたにつ

かわす。

彼は父の心 をその子供たちに向け させ，子

供 たちの心 をその父に向け させ る。これはわ

たしが来て，の ろいをもってこの国 を撃つ こ

とのないようにするためである。」(マ ラキ4：

5-6)

マ ラ キはエ ライジャの訪れとともに何を見

たか，ここで考えてみていただ きたい。エラ

イ.ジャの訪 れがなければどうなるだろうか。

主は，全地がことごとく荒れすたれ ると言っ

てお られ る。(教 義 と聖約2：3参 照)こ の教

会以外の世 の人々の中で，エライジャの使命

が何であったか を知 っている人はだれ もいな

い と思 う。1836年4月3日 ，カー トラン ド神

殿 で，エ ライジャがジョセブ ・スミスとオ リ

ヴァ ・カウ ドリの もとを訪れなかったとした

ら，私たちもその使命 を知 らないままであっ

たに違いない。しか しそれが現実に起 きて，

エライジャか らこの神権時代の鍵 を与えられ

た結果，私たちは聖なる神殿 を次々建ててい

るのであ る。 また，私 たちは系図探求の価値

を理解 している。そこで，この市に系図図書

館 を建て，ロッキー山中に大規模な地下室 を

造 った。それ 自体 ひとつの奇跡であ る。この

ようなものは世 界にふたつ とない。これ も，

主が来て全地 を呪いをもって撃たれ ることが

ない ように，エライジャの使命を成就す るた

めである。

私たちは，古代 と近代の聖典を学んで予言

者 たちの言葉 を理解す るように と勧められて

いる。「予言の言葉は私たちにいっそう確実 な

ものになった。あなたがたも……それに 目を
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とめているがよい」(IIペ テ ロ1：19>と い う

ペテロの言葉 を心に留めていただきたい。こ

れが永遠の.父なる神のみ業であることを証 し

たい。

私は主 イエス ・キ リス トの使徒 としてここ

に立ち，これまで述べ たマ ラキの予言が，福

音の回復 により，予言者ジ ョセブ ・ス ミスや

この教会の長 として彼 を継 いだ代々の聖なる

予言者たちの手によって成就されてきたこ と

を証する。 また，現在の予言者 ，スペンサー ・

W・ キンボール大管長の手によっても成就 さ

れつつある。私はキンボール大管長 と教会幹

部の兄弟たち全員 を心か ら尊敬 している。私

はこの証 を皆さんに述べ，神が私たちに，主

の王国の備 えの責任 を果たす信仰 と力を与 え

て下 さるよう祈 る次第である。主イエ ス ・キ

リス トのみ名によ り，アー メン。

、

左 よ り 十 二 使 徒 評 議 員 会 会 員 の デ ビ ッ ド ・B・ ヘ イ ト，L・ トム ・ペ リ ー ，

ブ ル ー ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー ， マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ ン ト ン の 各 長 老
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予言者の声を聴け

大管長

スペンサー ・W・ キンボール

勧告を自分に与えられたものてあるとみ

なそうてはないか。その言葉に従おうで

はないか。私たちの永遠の生命はそれに

かかっているのだから

愛 す る兄弟姉妹 ・このよ ・に リグラン ド'
リチャー ズ兄弟の麗 しい証を聞 くことが

でき，実に うれ しく思 ラ。また，それぞれに

心の思 いを語 った七十 人第一定員会の新 しい

4人 の兄弟たち，満ち足 りた人生のこ とを語

ったほかの兄弟たちの話 をも聞 く機会 もいた

だいた。

まず初めに，神 の霊感に よって組織された

教会の初等協会に特別の賛辞 を呈 したい。ヘ

ス監督が大管長会の承認 を受 けて，ユ タ州フ

ァー ミン トンでオー レリア ・スペンサー ・ロ

ジャーズ姉妹 を召 して最初の初等協会 を組織

したのは，今 から丁度100年 前であった。当

初100余 人 か ら始 まったこの集 いは，今や数

百万の人々の生活に影響を及ぼす世 界的な組
"織 とな

っている。初等協会の献身的な役員教

師の教えか ら良い影響 を受けなか ったとい う

人は，私 の声の届 く範囲内にひとりもいないと，

私は確信 している。私はこの1カ 月間に沢山

の誕生 カー ドをいただいた。そしてその多く

は初等協会の子供 たちの手作 りのカー ドであ

った。初等協会の謙遜 な教師たちは，言葉 と

模範によって，感受性豊かな形成期にある素

晴 らしい子供 たちの心の中に救い主や教会や

教会指導者たちへの愛を植え付けて下 さって

いる。

初等協会は，少年少女が将来父親，母親，

シオンの民 という大 きな責任 を担 えるように，

その準備 を手伝 っている。「徳高きこと，好 ま
ほ

しきこと，よき聞えあること，あるいは褒む

べ きこと」(信 仰箇条第13条)が 初等協会で教

え られる。主が末 日聖徒 イエス ・キリス ト教

会 の初等協会を，他のすべての組織 と同様に

祝福 し，栄 えさせたまわん ことを。

私は，少年時代に父に連れ られてア リゾナ

か らこのタバナクルにやって来て，総大会に

出席 したこ とを覚 えている。教会幹部の話を

聞いて私の胸は高鳴った。私はジョセブ・F・

ス ミス大管長か ら現在に至 るまでのすべての

大管長の話 を聴いた。そして，彼 らの言葉に

感動 し，少年のように真剣 になって彼 らの警

告に従 った ものである。モルモン経や聖書の

予言者たちとまった く同 じように，彼 らも神

の予言者である。私の記憶には，彼らが不明

瞭な話 し方 をした り，彼 らの忠告が無意味に

感 じられた りということは一度 もない。

過去 にこれら神 の使者たちを追放 しようと

して様 々な口実が用いられた。出身地が名 も

ない土地だか らといって拒 まれたこともある。

「ナザレか ら
，なんの よいものが出ようか。」

(ヨハネ1：46>イ エ ス御 自身，「この人は大

工 の子ではないか」(マ タイ13：55)と 言われ

たこ とがある。聖なる予言者を拒否する一番

手っ取 り早 い方法は，たとえ偽 りであって も

何 らかの手段 を用いて，人物その もの を抹殺

してロを封 じる口実 を見つけることである。

過去に，能弁でなく，口が重い予言者たちは

無力 と評価 された。パウロが メッセー ジを述

べた時 ，その言葉に耳を傾 けようとせずに，
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姿かたちを見 くだし，語 ることも大 したこと

はないだろ うとたか をくくった人々がいた。

恐 らく彼 らは ，パ ウロを，'彼の述べ る真理 で

はな く，話し方や音声で判断 したのであろ う。

予言者の声 を聴 く者が，初めは予 言者 を侮

り，そのために予言者 を受け入れ ようとしな

かったのが，結果的に予言者たちを受け入れ

なか ったためにますます侮 るようになってし

まっていることに驚か される。予言者 を拒む

理由 として，ほかにこれ以上のものが考えら

れるだろうか。世のわず らいは実に多 く，善

良この上ない人々 までがこの世のこ とに心 を

遣いすぎて真理の道か ら離れてゆ く。それは

丁度，小さい時か らあらゆる戒めを守ってい

なが ら，「持っているものをみな売 り払って，

貧しい人々に分けてや りなさい」(ル カ18：22)

とい うイエスの最後の指示に従 えなかったあ

の青年のようである。聖書には，「青年は悲 し

みなが ら立ち去 った。た くさんの資産を持 っ

ていたか らである」(マ タイ19¶泡2)と 書 かれ

ている。

時に人々は，世の誉れや世事に心 を向け過

ぎて，最 も大切な教 えを学ぶことがで きずに

いる。明らかな真理が，大 して重要ではない

人間の哲学のせいで拒否 されることがある。

これ も予言者を拒む もうひ とつの理由である。

拒絶す る口実が様々ある一方で，その原因

といったものもあ り，それを無視す ることは

できない。世の事柄に対する執着や世の誉れ，

過分に望むこと，これらはすべて，他の人々

を率 いようとす る少数の説得力ある人々によ

り感化を及ぼされて民の間に広が るものであ

る。パウロは，ユ ダヤ人の中に心ある指導者

がまった くいなかったために苦労 した。イエ

スはつ まず きの石 と見なされ，ギ リシャ人の

間ではキ リス ト教 は愚かな宗教 と見なされた。

聖なる予言者たちは世の間違 ったす う勢に

従 うことを拒んだばか りでな く，その誤 りを

指摘 した。したが って，人々が予言者たちに

必ず しも無関心 でい られなかったこ ともうな

ずけ る。こうして， 自分の住む社会の悪弊 を
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否 定 したために人々か ら拒 まれた予言'者たち

は多い。

民は実に たわいない口実で予言者 を拒 んで

いる。物事をあいまいにせずに筋を通そうと

す る時には：苦難が付 き物であるが，神はしば

しばそのみ業 をあいまいにせずに明 るみに出

そうとしてお られ る。主御 自身が そう言って

おられる(教 義 と聖約1：30参 照)。 キ リス ト

教はローマか らガ リラヤへ広 まったのではな

い。その逆 である。.また，現代の道 はパ リか

らパルマイラではな く，パルマイラか らパ リ

に続いている。何かが今私 たちの中にあるか

らといっ て，私 たちがずっとその何かの中に

いた とい うことにはならない。毎 日美術館や

画廊 のそばを車で通っていて も，内部につい

ては何 も知 ることができない。

予言者 を個人的によ く知 っている人が予言

者 を拒む理由 としてあげるのに，彼がだれそ

れの息子 あるいは隣人だか らというのがある。

予言者は人々の中から選 ばれるのであって，

どこか別の惑星か ら送 られて くるといった夢

のような出来事ではない。

ダビデは8人 兄弟の末 であった。長兄は，

ゴリアテ.がイスラエルの兵士 たちを罵倒 する

場 に姿を見せ たダビデの厚顔ぶ りを怒 った。

ダビデに憤慨 した人々は，生け る神の軍勢に

戦 いを挑む巨人ゴリアテに対す るダビデの純

粋 な憤 りに気がつかなかった。(1サ ムエル17

：28-32参 照)

ダ ビデは一介の田舎少年で最初は無視 でき

たが，後に至 って無視 できない人物 となった。

名声に欠けるとい う理由で予言者たちを拒む

人々がいる。 このことについて，拒絶す るこ

との本当の意味を知っていたパウロは，神の

み業に関連 して私たちに こう警告 している。

「兄弟た ちよ
。あなたがたが召された時のこ

とを考 えてみ るが よい。人間的には，知恵の

ある者が多 くはな く，権力のある者 も多 くは

な く，身分の高い者 も多 くはいない。」(1コ

リン ト1：26)

主 は聖典の多 く.の箇所 で，世 間か ら侮 られ ，



弱 いとされる人々によってみ業 を進めると語

ってお られる。聖 なる予言者 たちが拒 まれ る

のはもちろん民の心がかた くななせいである

が，民はその社会 にようて形成 されるのであ

る。しかも，かた くなになるのが急な時でさ

え も，それに気づかないことがある。例 えば，

わずか20年 前に，現代社会のおびただしい堕

胎数 を予知で きた人がはたしていただろうか。

悪魔の退廃 した教 えはどれもそ うだが ，堕胎

は肉欲の心 を喜 ばせ る。

予言者たちは肉欲の心に衝撃を与える手段

を備えている。聖なる予言者は苛酷で，「それ

についてはすでに言ったはずです」 という記

録作 りに熱心だ と，間違 って受け取 られてい

る。 しかし，私の知 る限 り，予言者たちは最

も愛情豊かな人々であ る。彼らの愛が深 く，

誠実であるために，人の気に入 られようとす

るよ りもむ しろ主のみ こころをはっき りと告

げよ うとす るのである。思 いや りがあるが ゆ

えに，無情 とも思えることを言えるのである。

私は，予言者たちが声望 を求めなか ったこと

を心から感謝 している。

予言者が担 う責任がいかに危険で，現実に

受け入れ られ難いか を教えて くれるのが ，歩

けば3日 もかか る途方 もない広さの大都市ニ

ネベで警告 を発するよう召 されたヨナの話で

ある。(ヨ ナ3：3参 照)ま た，日中は民に警

告 し，夜中はほ ら穴に隠れたイテルの話を読

めば，憎悪で迎 える町に 日毎出て行 ったイテ

ルの度量に驚かずにはいられない。(イ テル13

章参 照)若 い頃に召 されたエノクの話 もあ る。

エ ノクは 自命 を人か らみ くびられ る若 さで，

口も重い と述べ ているが，愛 と思いや りによ

って義務を果た した彼は大成功 をおさめた。

(モーセ6章 参照)予 言者 といえ ども肉体の と

げを免れ るわけではない。そのことを考 えると，

私は昔か ら現在に至 るまでのこのような入々

の心の広 さにただただ敬服するばか りである。

彼らは心のわず らいをすべて主にゆだねたの

である 。

神の聖 なる予言者 たちの証は聖典 に書かれ

ているが ，彼 らは主の予言者 であるがゆえに

証 を血で記すこともあった。彼 らは時の初め

から終わ りに至 るまでのことを告げた。予言

者は常に世 の悪 とはかかわ りを持たず，欺隔

は欺隔，横領は横領，不義は不i義と叫ぶ神か

ら遣わ された監査人である。

今 ，この総大会 を閉じるにあたって，これ

までに語 られたことに注意 を払おうではない

か。語 られた勧告が 自分に与え られたもので

あるとみなそうではないか。予言者，聖見者

として支持 した人々 と，その他の幹部の兄弟

たちの言葉 に従お うではないか。私たちの永

遠の生命はそれにかかっているからである。

さらに，この ように困難な時代 に生きる私

たち全体に とって，私の懸念 している事柄 を

少 しお話 させ ていただきたい と思 う。国際機

関誌(訳 者注 ：日本では 「聖徒の道」)に 掲載

され る教会の総大会 の説教 を是非読 んでいた

だ きたい。

どうかこれ までに与 えられた勧告 に従い，

個人の 日記を付 けていただきたい。覚 えの書

を記す人々は，日常生活にあって主 を常に忘

れない人々である。 日記は 自分の受けている

祝福 を数え上げ ，その祝福 を子孫に伝 え残す

手段 である。

また，この春 とい う季節は，自宅の庭や隣

近所の庭 を美 しく彩 る草花 と同時に，食料の

一部 を自給するための菜園作 りの大切さを思

い出させ て くれる。 自宅でとれた トマ トがた

とえ高い ものについたとして も，そ うするこ

とによって満足が得 られ，ある意味で無情 と

も思える刈 り入れの律法 をつぶさに知 る機会

とすることがで きる。私たちは 自分の播 くも

のを刈 り取 るのである。耕 し，播き，刈 るそ

の畑がどんなに狭か ろうとも，それは私たち

の始祖の場合 と同様に，人 を自然 と親 しい者

に して くれ る。

昔か ら受け継がれてきた道徳基準がゆるめ

られてい くのを見て，礼節の低下 を感 じない

人がはた しているだろうか。私の少年時代に

は，子供 も大人も全員が実に よく働 いた。私
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たちはア リゾナ砂漠 を開墾 して きたが，その

時 もっと賢かったならば，同時に 自分 自身 を

も開墾 していることに気がついたことであろ

う。草取 りや荒地 の開墾や水路掘 りは荒涼た

る環境 を整備す る仕事であるが ，それは荒削

りな人間性 も整備 して くれ る。現代にあ りが

ちな労働に対す る蔑視は，恐 らくは景観 では

なく，人間その ものに粗野 と野蛮が再来す る

ことの しるしではないだろうか。誠実な労働

が生み出す 自尊 と威厳は，幸福に欠 くべか ら

ざるものである。他方，暇は怠惰に流 されが

ちである。

良い模範 となって しかるべ き多くの人が良

くない模範 となっているの を見て，嘆かない

人がはた しているだろうか。結婚を愚弄 し，

独身時代の純潔 を時代遅れ と言 う人々の中に

は，新 しい流行 を追い，他人にまでそれを押

しつけ ようとしている者が 多い。彼 らには，

最後に深い孤独に行 きつ くその途方もない自

己中心主義が見 えないのであろ うか。快楽に

押 し流されて，本当の喜びか ら次第に遠 ざか

っているのが見 えないのであろ うか。 自分 た

ちの行 なっているこ とが，ついには どんな快

楽 をもってしても取 り返せ ない うつろな空 し

さを生み出すこ とを知 らないのであろうか。

刈 り入れの律法 は廃されていないのである。

入間の肉欲はひとたび家庭生活や宗教によ

る抑制 を失 うと，実に恐ろ しいことに大 きな

力を秘めた欲望のなだれ と化 してしまう。同

性愛でも背徳で も，麻薬で も堕胎で も，ひ と

つが山を転げ始め ると，ほかの もの も転が り

出す。抑制の必要な欲求であったのが ，抑制

を失ってしまったのである。 こうして悲惨が

いまわしい記念碑 を打 ち立て始め る。

退廃 は非'常に力があ り，独断的で，自由 と

は相いれない。寛容 と容認 の土壊で育つ退廃

主義は，やがて他の もの をみな駆逐する。そ

してついには，ある予言者が語 った ように，

「救 う手だてがまった くない」状態に行 きつ く

のである。そのような時には，アルマが彼の時

代の悪 に対 して 自分の純粋 な証 を述べ た時の
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よ うに，神の予言者 たちが声を大に して叫び

始め る。(ア ルマ4：19参 照)そ の ような状況

の下 では，それ以外に方法がないか らである。

この国の一部の地方では，堕胎数が出生数

を上 回り，庶子の数が嫡 出子を しの ぐという。

このような状態 で，神の裁 きはいつ まで とど

め られ ようか。流行 と称 して正式な結婚をせ

ずに同棲す る人々がいるという。その ように

神の戒めを踏みに じっていては，自分が何者

であるかを知ることも，真の帰属感 を持つ こ

ともできないということが ，なぜわか らない

のであろ うか。片親に育てられる子供の割合

が増 えているというが，刈 り入れの律法が働

く時に一体 どのような結果 を招 くであろうか。

良 くないことは良 くない。世 の風潮 だか らと

いって，神の律法に反することが正 しいわけ

はない。

下品な言葉遣 いが多 くなっていることから，

私たちはペ テロが言 う 「非道の者 どもの放縦

な行 いに よってなやまされていた」(IIペ テ ロ

2：7)ロ トの気持 ちが理解で きるような気

がする。神のみこころに従 わない人だとして

も，下品で不敬 な会話で知的な発育の障害を

招 き，意志の疎通の能力を次第に低下 させ て

いるのは どうい うわけであろうか。言葉は音

楽のようなものである。 どちらも美 と幅 と質

が大切であ り，貧弱な調子の繰 り返 しでは程

度が落 ちてゆ く。

罪は，それに手 を染め る人々 を自由にする

どころか，群衆に降伏す る白旗 である。人間

の肉欲に対す る無条件降伏 であ り，現世 と来

世におけ る美と喜びを拒むものである。罪は

その ように悲 しみを招 くものである。 したが

って，義人は 「それについてはすでに言 った

はずです」 とい う態度 をこ とさらに とった り

はしない。義人は愛のゆえに，世の中の悲惨

な状態が もっと少な く，幸福が もっと増すよ

うに，もっと証 を述べていたらよかったもの

を，と心から思 うのであ る。

救いの計画 を知 っている私たちは，隣人を

愛 しているので，福音 を宣べ伝 えることに切



迫感 を感 じているのである。私たちは ，世に

証 を伝えるひ とつの方法 として義 しい生活 を

送 り，また謙遜に ，しか し率 直に語 り，イエ

ス ・キ リス トの福音を絶えざる道 しるべ とし

て思慮深 く立派に人々を先導することができ

るよう，神の助け を願 うものである。

閉会の前にひ と言申 し添えたい。新 たに召

された4人 の指導者たちの証は，実に霊感あ

ふれ る証であった。彼 らが口々に，「私は持て

るすべてを聖壇に捧げてきました。主 と主の

僕たちの用に供するためです」 と語 るのを聴

きなが ら，この教会に ，シオンに，教会で育

っている若者たちの間に，いまだ信仰が健在

なことを知 ってうれ しく思 った。これで話 を

終えたい と思 うが，ひと言，兄弟姉妹 ，帰路

につ く皆さんに主の祝福があるように。平安

が皆さんにあるように。皆さんの家が ，福音

のすべてを擁する真実 の末 日聖徒の家庭 とな

るように。私は教会幹部のひとりが語 った通

り，世 界最大の事業であるこの大 いなるみ業

が神によ り開始 された ものであることを証す

る。イエ ス ・キ リス トのみ名により申し上 げ

る。アー メン。
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4月1日(土)福 祉部会 におけ る説教

心の清 い者 となる

大管長

スペンサー ・W・ キンボール

末 日のシオ ンを築 くことをひ とつの大さ

な 目的と して働 く

愛 する兄弟姉妹・何と麗し喋 いであろう。
皆 さんの顔の輝きと，このテンプルスク

エアの 自然の美しさに，私の心は ，主の祝福

に対す る感謝の気持 ちで一杯である。私は，

大会に集 う私 たち全員の行 ない，語 る事柄に，

感謝の念が満ちるように願 っている。主は，

主 を愛 し，主 に仕 える人々に祝福 を与えるの

を喜び とされるか らである。(教 義 と聖約76：

5)

私 は主の助け をいただいて，皆さんが指導

者 として，また教会員 として決 して忘れては

な らない幾つかの真理 と義務 を，ここで皆さ

んに再確認 したい と思 う。 また，それ らのこ

とを思 い起こす と共に，犠牲 と奉献 とによっ

てシオンが打 ち建て られ ることをお話 したい

と思 う。

まず初めに，監督の皆さんに申し上げたい。

福祉援助を受けた人々には，自分の尊厳 と独

立心を維持 し，教会の福祉活動か ら恩恵を受
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け なが らも引き続き聖 きみたまを享受す るこ

とができるように，労働 あるいは奉仕の機会

を与えることが絶対に必要である。、ところが

私たちは往 々に して，教会の福祉援助が霊に

関わるものであるとい うことを忘れがちであ

る。これ らの霊的な根は，福祉活動に施 しの

考えが入るの をそのままに してお くと，やが

て枯れて しまうであろう。援助 を受ける人は

皆，何かが できる。この点 について教会の秩

序に従い，受ける人々すべてに 自らを捧げる

機会 を得 させ ようではないか5

私 たちは，この主の方法によって貧 しい人

を助けるようにし，世 の方法を断固拒むよう

に しよう。 また，政府の福祉改正論や数限 り

ない問題 を耳にする時，お互いの重荷を負い

合 い，それぞれの必要 に応 じて援助 を与える

という誓約 を交わ したことを思い出そ うでは

ないか。福祉活動の専 門家であるロムニー副

管長は，数年前に，次のような素晴 らしい助

言を与 えている。

「現代社会には主の計画を模 した様 々な事

業が横溢 している。こうした社会にある私 た

ちは，惑わされて，貧 しい人々や乏 しい人々

に対す る責任を政府その他公的機関に転嫁 し

てその義務か ら免れ得 るといった間違 いに陥

ってはならない。私たちは自ら進んであふれ

る愛を隣人に示 さな くては，モルモンが語 っ

た愛すなわ ち 『キリス トの純粋 な愛」(モ ロナ

イ7：47)を は ぐくんでゆ くこ とができない

のである。そしてこの 『キ リス トの純粋な愛』

は，私たちが永遠 の生命 を得 るために是非 と

も身に付 けなけ れば な らな い もので ある。」

(Coガ εγeπceRεpoπ 「大会 報告」1972年10

月 ，p.115)

私 た ちはこの件につ いていかなる 「説」に

も惑わされてはならない。私はここで，政府

やその他の救済を受ける個 人に関す る教会の

方針 として，次の ような原則の宣言が あるこ

とを強調 したい。

「各会員の霊的
，社会的 ，情緒的，肉体的，

経済的福祉 を図る責任は，まず本人にある。



次いで家族 ，第3番 目に教会にある。教会員

は，能力の及ぶ限 り，自立 を図 るよ う主 より命

じられている。(教 義 と聖約78：13-14参 照)

肉体や情緒面の能力があ りなが ら，自分自

身あるいは家族の福祉 を図る責任 を第三者に

転嫁 しようとする者は，決 して本当の末 日聖

徒ではない。本当の末 日聖徒は，主の霊感の

下に自ら最善 を尽 くして働 く。本人 と家族の

霊的，物質的な必要を満たすために，能力の

及ぶ限 り働 くことだろ う。(創 世3：19，1テ

モテ5：8， ピリピ2：12参 照)

教 会員各人は，主のみたまの導 きを受け，

これらの原則 を応用す るこ とによって，どの

ような援助 を受け るか ，政府か らか，それ と

も他の機 関か らか を自ら決定 しなければな ら

ない。 こうす る時に，自立心 ，自尊心 ，尊厳 ，

独立独行 の精神が養われ， 自由意志が保たれ

ることだろう。」(管 理監督会の声明，EηS忽η

「エンサイン」1978年3月 号
，p.20)

この 声明は ，独立独行の必要性 を告げてい

る。いかなる理論 も，弁明 も，合理化 も，決

して独立独行の基本的な必要性を変えるこ と

はないであろう。それは次のような理由による。

「あらゆる真理は，神の置 きたまい し範囲

に於て独立 し……すべ ての英智 もまた然 り。

然 らずば，存在なるものは無 し。」(教 義 と聖

約93：30)「 こ こに人の 自由意志あ り」(教 義

と聖約93：31)と ，主 は述べておられる。 し

たがってこの 自由意志 には個人の責任が伴 う。

そしてこの自由意志があればこそ，私 たちは

栄光の位に昇 るこ ともできれば，堕落 して罪

の宣告 を受廿 る可能性 もあ る。私 たちは個人

として，また集団 として，いつ までも独立独

行の精神 を保 ちたいものである。これこそ，

私 たちの受け継 ぎであ り，義務である。

教会が個人と家族の備 えを強調 している背

景には，この独立独行 の原則があるのである。

そして現在，この個人 と家族の備 えg)そ れぞ

れの分野に見 られる成果には，目を見張 るも

のがある。 しか しそれでもなお，備えのあ る

生活をす るように とい う勧告 に聞 き従 う必要

のある家族 は数多い。春の訪れ と共に，皆 さ

ん方全員が庭に出て，この夏の収穫を楽しめ

るように準備 をしていただ きたい。私たちが

願 っているのは，皆 さんがこれを家族の仕事

とし，小 さな子供 たち も含めて，全員が何 ら

かの仕事 を分担す るこ とである。 その ように

すれば，作物の収穫は別に して，畑仕事か ら

非常に多 くの事柄 を学 び取 り，収穫す ること

がで きるであろ う。私 たちはまた，一年分の

食糧，衣類，また可能 であれば燃料 と貯金 を

持つよ う皆 さんにお勧め したい。さらに，適

切 な食物 を取 り，健康 を維持する習慣に気 を

配 って，人生の数 々のチャレンジに応 えられ

る肉体的な能力 を保つようにお勧め したい。

定員会や扶助協会の集会で，個人と家族の備

えに関す る原則 と実施方法を教えるようにし

ていただきたい と思 う。

すべての聖徒は，毎月断食をし，断食献金

を惜 しみな く納め，与える立場に立った時に

得 られる祝福 を思 い起こすようにしていただ

きたい。で きれば，抜いた食事の何倍に も相

当する献金をす るようにす る。

この原則のもつ精神 に従って生活す る時 ，

約束 を伴 うこの原則は，与える者 にも受ける

者に も大 きな祝福 をもたらす。断食の律法 を

守 る入は，放縦 と利 己心 を克服する力の源 を

見いだす ことだろ う。そのことについて語 っ

たビクター ・L・ ブラウン監督の，前回の大

会 における福祉部会の話 を思 い出していただ

きたい。(「聖徒の道」1978年2月 号に掲載 さ

れている)

さて，兄弟姉妹 の皆 さん，ここで現在のわ

ずらいを一時忘れて，福祉事業に関する非常

に大切 な将来の展望 をお話 したい と思 う。長

年の間，私たちは，末 日の シオンを築 くこ と

をひとつの大 きな 目的 として働 き，希望 を持

ち，このみ業に励むよう教えられてきた。そ

のシオンとは，愛 と一致 と平安のあるシオン，

主の子供 たちがひとつ となっているシオンで

ある。

私たちの将来の状態 と，私たちの努 力のも
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たらす結果が どうなるかは，現在の福祉事業

に対する自分の義務 を理解 し，それを果たす

時に，ビジ ョンとして心の中にはっ きりと浮

かんで くるにちがいない。このことは，教会

のすべての活動 について も言える。主は，教

義 と聖約58章 の中で，この末 日のシオンの状

態を一部私たちに明 らかにしてお られ る。

「汝らは今後来 らん とす る事 などに関す る

汝らの神のみこころ，および多 くの銀難の後

に続いて来るべ き栄光に就 きては，現在 肉眼

を以てこれを見 るこ とを得ず。

多くの銀難の後に祝福 は来る。この故 に汝

らが大いなる栄 えの冠 を受 くべ き日は来るな

り。而してその時は未だ来 らず といえども近

きにあ り。脚…

見よ，誠にわれ汝らに告 ぐ，この 目的のた

めにわれ汝 らを遣わせるなり。そはすなわち

汝ら従順 ならんがため，またこの後来 らん と

す ることの証 をなす心 構 えをなさんため な

り。

また，汝 ら基 を開 きかつ神の シオンの在 る

べ き地の証をなす光栄を賜わらんためな り。
ちから

その後わが能力の 日これに次で来 る。その

時貧 しき者，足なえたる者，目見えざる者，

耳聞えざる者などみな子羊の婚礼に来 りて，

やがて来るべ き大いなる 日のために備 えられ

たる主の晩餐にあずか らん。

見よ，これらのことは主なるわれ これ を語

れ り。」(教 義 と聖約58：3-4，6-7，11-12)

や が てこの 日が来 ることだろう。私 たちは

その 日のために働 いているのである。このこ

とを考える時に，皆 さんは王国の大いなる聖

きみ業の内にあって，自分 の本分 を尽 くし，

歩みを速めなければ という気持 ちにならない

だろ うか。私はその ように感 じている。私 は

このことから，シオンを打ち建 てるみ業にお

いて自分の本分を尽 くそうとする時に，自分

と家族に与えられる数 多 くの奉仕 と犠牲の機

会 を心か ら喜んでいる。

この神権時代の初期に，民は，シオンの完

全な経済計画，すなわち協同制度に従 って生
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活 す ることがで きなかった。主は民の罪悪 を

見て，次のように戒めの言葉 を残 しておられる。

「され ど見 よ
。彼 らはわが彼 らに要求 した

さと

るところにお となしく従 うことを覚 らず して

あらゆる悪に満ち，彼 らの中の貧 しくして苦

しめ る者たちに聖徒 たるにふさわ しく物資を
わか

領たず。

日の栄の王国の律法の要求する和合一致に

従いて一致協力せず。

およそ 日の栄の王国の律法の諸原則に よら
あた

ずんば，シオンを建つ ること能 わず。これに

よりて建 てずば，シオンをわれに受 け入 るる

ことかなわざるなり。」(.教i義と聖約105：3-5)

さらに主は，シオンの贈われる前に，私た

ちが従順 を学び，人格的に高め られる必要が

あ ると勧告 してお られ る。(教 義 と聖約105：

9-10参 照)

この同 じ啓示の少し後の方で，主 はシオン

の律法 を繰 り返 し述べ ると共に約束を与えて

お られ.る。

「シオシ とシオンの律法に関 しわが与えた

るこれ らの誠命は，シオンの蹟われし後にご.

れ を遂行 して成就すべ し。

お よそ彼 ら受 くるところの助言を守 らば，

多 くの 日を経てシオンに就けるすべ ての事 を

成就すべ き権能 を受けん。」(教 義 と聖約105：

34，37)

「シオンに就けるすべての事 を成就」す る

ために必要な時間は ，私たち次第であり，私

たちがどのように生活す るかにかか っている。

なぜ なちば，シオンの設立は 「各人の心の中

に始 まる」(ノoπ7ηα1(ゾDゴb60%鴬θs「説教集」

9：283)か らである。予言者たちは ，私 たち

が教訓を学ぶのにはかな りの時間がかか るこ

とを知 っていた。1863年 に ，ブ リガム ・ヤン

グ大管長は次のように語っている。

「もしも民が自分の義務 を怠 り
，神か ら与

えられた聖 なる戒めに背 を向け，富 を追い求

め，神の王国の利益 をないが しろにするな ら

ば，私たちは もっと長 くこの地 に居 ることに

なるだろ う。恐ら く，私たちが予想 している



期間 より..も.はるかに長 く居 るこ とだろう。」

(Jo%r㎜Zo/D∫5co解s磯 「説教集」11：102)

不 幸 にも私 たちは， シオンの価値をまった

く信 じようとしない世 界に住んでいる。バビ

ロンはいつの時代 にもシオンを理解 しない。

主は現代の ことを予言者モルモンに明 らかに

され， モルモンはモルモン経に次のよ うに記

録 している。

「見 よ
，私 はあなたたちが今 目の前にある

かの ように話 しているが，本 当はあなたたち

は まだ生れないのである。 しか し，イエス ・

キ リス トが前以てあなたたちを私 に見せ た も

うたのであなたたちの行 いが今私 に解るので

ある。……

ごらん，あなたたちは金銭 と自分の財産 と

自分 の華やか な衣 と自分の教会の華やかな飾

り物 とを，貧 しい人々，病気の人々お よび悩

んでいる人々 よりも愛するのである。」(モ ル

モン8：35，37)

この ような状態 は，主が誓約の民を通 して

打 ち建てようとしてお られ るシオンとは，著

しい対 象をなす。 シオンは心の清 き者の 中に

のみ築かれ るのであって， どん欲 な目をもっ

て駆け回る民 とは無縁である。欲のない，清

い民のみがシオンに住む。外見の清い民では

な く，心の清 い民である。シオンはこの世 に

築かれるが， この世 か らは築かれない。また，

世俗 の安堵感に まぎらわされないし，物質主

義によって力を失 うこともない。 シオンは低

い秩序に属するものではない。精神 を高め，

心 を清 くす る，高い秩序 に属す るものである。

「隣人の利益を図 り
，誠心誠意神の栄光 を

あらわ

顕すため にすべての事 を為す」人はみな，シ

オンである(教 義 と聖約82：19)。 私 は，シオ

ンは心の清い人々，シオンのために働 く人々

によってのみ建てられると理解 している。 な

ぜ な らば，「シオンで働 く者はシオンのために

働 くべ きである。 もしも金銭のために働 くな

らば亡びるであろ う」(IIニ ー ファイ26：31)

とあ るか らである。

心の中にこのビジョンを持つこ とは非常に

大切 であるが，単にシオンを定義づけ，言葉

で述べ るだけでは，シオンを実現することは

できない。教会貝一人一人が 日々絶えず努力

を重ねることによってのみ可能 である。 した

がって， どの ように苦 しくても， また犠牲 を

要求 されて も，私 たちはそれ を行なわなけれ

ばならない。「実行」， これは私の大好 きな言

葉 である。再びシオンを築 くために，私 たち

が行 なわなければならない3つ の基本的な事

柄がある。私たちはシオンのために働 こうと

す るな らば， これ ら3つ の事柄 を行 なうこと

を決意 しなければならない。 ここで，その3

つ の基本事項 を提案 したい。

まず第一に，私たちは魂 を迷わせ，心 をいし

ゅ くさせ，暗 くする自己本意な考 え方を捨てる

ように しなければならない。 ロムニー副管長

は最近，文明の悲劇が循環す ること，権 力と

富を求め る人によってその循環が進行 される

こ とを述べている。カインを 「利 を得んがた

めに」(モ ーセ5：50)弟 を殺 した最初の殺人

者 としたのは，これではなか っただろうか。.

また，すべての人は 「各々の器量に応 じて栄

え，各々の力量に従って勝つ と言 うことを教

え， また人のすることは何をしても罪にはな

らない と説いた。」(アルマ30：17)反 キ リス ト

者の精神は， これではないだろうか。民を滅

亡へ導 いた精神 としてニーファイが指摘 した

のは， これではなかっただ ろうか。

「この ような悪事が国民の中に起 ったのは
，

せん どう

す なわちサタンが民の心 を煽動 してあらゆる
いぎな

悪事 をさせ，高ぶ らせ，その心 を誘って権力
むさば

と威勢 と財産 とこの世の空 しい ものを貧らせ

ることに非常に力があったか らである。」(IH

ニ ー ファイ6：15)

彼 らのた どったような滅亡 を避けるために

は，彼 らを堕落させ た事柄か ら，私 たちの身

を守 ることである。主は私 たちの先祖に 「汝
むさぼ

の持つ財産を」貧 らないように と告 げておち

れる。(教義 と聖約19：26)

さ らに主は，組織されてまだ 日の浅い教会

に対 して次の ように勧告された。
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「見よ
，主なるわれは， カー トラン ドの教

会に在る多 くの者 を喜ばず。

そは彼 らは，彼 らの罪 と悲 しき行 いと，心

の高ぶ りと貧欲 と，すべての憎むべ き事 など
す

を棄てず， またわれの嘗て彼 らに与えたる智

恵 と，永遠の生命の言葉に従わ ざればなり。」

(教義 と聖約98：19-20)私 たちの家庭，職

業，教会の事柄か ら利 己心を一掃する責任が

私たちにはある。私は，福祉事業の公平化を

図ること，あるいは倉庫に貯 える日用 品の生

産割 り当ての均等化 を図るこ とに困難 を覚 え

ているステーキ部，ワー ド部があると聞いて

心配 している。そのようなことがあってはな

らない。そのような事態があれば今 日解決 し

ようではないか。

第2に ，私たちは完全 な協 力体制 を敷 き，

互いに調和 を保 って働 くようにしなければな

らない。決意 をひとつに し，行動に一致が な

ければならない。主は、「こ とご とくの者，兄

弟を己が身の如 くに」(教 義 と聖約38：24)思

うようにと聖徒たちに告げた後，大会に出席

した教会貝に，互 いに協力 し合 うように とい

う指示 を与え，次のよ うな力強い言葉 をもっ

てその指示 を結ばれた。
たとえ

「見 よ
， こは一つの比喩を以て汝らに語 る

ところなれ ど，正 にわれ在 るが如 く真 なり。

われ 汝らに向いて言わん，汝 らひとつ となれ。

もしひとつ とならずば， 汝らはわが ものにあ

らず。」(教 義 と聖約38：27)

も しも私たちが主のみた まの導 きの下に 自

分の務めを一生懸命に果たすならば，私たち

の行なうすべての事柄に， この一致 と協力の

精神が保たれ ることだろう。さらに，私 たち

がそれを行 なう時に どうなるか，予言者 ジョ

セブ・スミスは次の ように語っている。「個 人の

努力や計画か らは決 して得 られない，物質的，

霊的な最大の祝福が，必ず忠実さと一致 した

努力によってもたらされ る。」(Tθ αcんぬ880∫

孟舵P佃pんe孟JosepんS禰 置ん.「 予言者ジ ョ

セブ ・ス ミスの教 え」P・183)福 祉事業以上

に，協力 と一致 した努 力を必要 とす る教会の
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活動 は まずないと言ってよいだろ う。失職 し

た定員会会員のために就職先 を見付けること，

生産事 業に精 出すこと，デゼレ ト産業で率先

して奉仕す るこ と，家庭に里子 を迎え入れ る

こと， これ らの福祉活動は個人 としてよ く果

たせて も，会員同士の協力 と相互の関心がな

ければ，倉庫資源制度 を完全 に成功 させ るこ

とはできないのである。

第3に ，私たちは祭壇 を築 いて，主によっ

て求め られる ものは何で も犠牲 として捧げな

ければならない。そのためにはまず，「真 にへ

りくだりたる心 と悔 いる精神」(教 義 と聖約59

：8)を 捧 げる必要が ある。次いで， 自分に

託 された務め と召しに最善 を尽 くす。 そして，

自分の義務 を理解 し， それを完全に果 たす。

最後に，指導者から要請 された時，そしてみ

たまのささや きに促された時に， 自分の時間

と才能 と財産 を奉献する。私たちは，福祉部

門のみならず，教会においても， 自分の持つ

すべての能力，義なる望み，思慮 に富んだ行.

動 力を発揮することができる。ボランティア，

父親，ホームティーチャー，監督，隣 人，あ

るいは訪問教師，母親，主婦，友人， そのい

ずれであって も自分のすべてを捧 げる機会は

豊富にある。私 たちは犠牲 を捧げる時に，犠

牲が天の祝福 をもたらすことを知る。そして

最後に，それが決 して犠牲でないこ とを理解

す るのである。

兄弟姉妹の皆 さん， このことを行 なう人は，

やがて 「すべてにまさる愛」の衣 を自分が ま

とっていることを知るであろう。

「この愛はキ リス トの純粋な愛であって永

遠につず くものである。従 って終 りの 日にこ

のような愛 を持っている人はさいわいである。」

(モ ロナイ7：47)

この愛の絆に よっで結ばれ，この末 日のシ

オンを築 き上げ，神の王国 を出て行かせて天

の王国を来 らせる ために，心 を完全にひとつ

に して祈 ろうではないか。イエス ・キ・リス ト

のみ名によって祈 り，証す る。アー メン。



倉庫資源制度

管理監督会第二副監督

J・ リチャー ド・クラーク

雇用サービス，監督の倉庫，生産事業，
末日聖徒社会福祉，デゼレト産業，断食

献金，その他の福祉援助手段 これら
は倉庫資源制度を構成する

たす かいな

辟=督 には， 「弱きを扶け，垂れたる腕 を挙げ，皿
か よわきひざを強」 くする(教 義 と聖約

81：5)と い う，大 きな喜びを生み出す機会

が与 えられている。また監督 は，ワー ド部の

父 として，人生のあらゆる問題に援助 を与 え

る。

・失業 中の父親に 仕事

・火事 で家財 を失 った家族 に 家具や衣

料品

・トウぞロコシの収穫の機会 を感謝 して受

ける人 有意i義な労働

・未婚の母 新 しい家庭 と優 しい両親

・情緒不安定の夫婦 熟練 した治療専門

家

・働 く意志があ りながら仕事に恵まれない

人 労働 を通 しての尊厳

すべての監督は，悩みに打ちひ しがれてい

る会員の物質面の必要 を満たす ことが，神性

の輝 きを与えてその会員を目覚め させ るのに

役立つ といりことを承知 している。救 い主は

私たちに，主にとってすべての事柄は霊にか

かわることであると言っておられる。そして，

B・H・ ロバーツ長老は，霊 にかかわる事柄

は物質にかかわる事柄 と結び付いて初めて大

きな霊の成長 を見ると述べている。私 たちの

住むこの物質の世 界では，いつ も現実に肉体

にかかわる大きな問題がある。 これ らの問題

を教会貝が解決することができるように，主

は教会に対 して，必要 な手段 を備 えるよう命

じてこられた。かつてある人が，マ ッケイ大

管長に次の ように言ったことがある。「もしも

あなたの教会が唯一 まことの教会 であるなら

ば，霊的に も，物質的にも，社会的にも，人

類にかかわ るすべ ての問題に答えられるはず

です」 と。兄弟姉妹の皆 さん，私 たちにはそ

の答 えがある。

キ リス トの真実の弟子たちは， これまでい

つの時代に も，高い霊性 を得 た時に，貧 しい

人々の世話 をして きた。アルマの時代には次

のようであった。

「各々みなその財産 の多い少いに応 じて
，

貧乏な者や病気にかかっている者や苦 しんで

いる者たちに施 しをした。……

そして， このように栄 えていた とき，かれ

らは着る物のない者，飢 えている者，渇いて

いる者，病気をしている者，栄養の足らない者

な どを追 い払わず……」(ア ルマ1：27，30)

この神権時代に，主は次のように宣言を下

してお られる。

「われこの地方の教会員に一つの誠命を下

さん。す なわちこの教会員の中， ある人々は

任命 を受 く・…・・任命 されたる人々は貧 しき人

々乏 しき人々に心 を留めて， その苦 しまざる

よう'救助 を施すべ し。」(教 義 と聖約38：34-

35)

その 時か ら現在まで，主は忍耐強 く，1私た

ちが この世の救いを左右する原則を学ぶに任

せ てこられた。1930年 代 のあの厳 しい経済不

況は， 教会に， 啓示 された原則に従い，神

権者が貧 しい教会貝に援助 を与える公式の計
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画を発展 させ る道 を開いたのである。福祉計

画の基本が定められたのは，1933年 で ある。

その時に，ステー キ部長 と監督は，会貝の必

要を調査するように依頼 を受けた。 しか し，

事の複雑 さか ら，計画の検討には3年 の歳月

を要 した。

そして，1936年10月 に，大管長会は公式に

福祉計画に着手 した。その時，次に引用する

声明を出している。

「私たちの第一 の目的は
，可能 な限 り，い

まわしい怠惰や施 しの もた らす悪弊 を除去 し，

独立心，勤勉，倹約， 自尊心 を再 び私たちの

間に確立す る体制 を築 くことである。教会の

目的は，人々の自立 を助けることにある。勤

労が再び教会貝の生活 を貫 く原則にならなけ

ればならない。」(Co吻 ㎎η6θRのoπ 「大会

報告」1936年10月 ，p.3)

多分 私 と同様，皆 さんもこの宣言を何度 も

耳に してきたことと思 う。 しか し，私たち個

人の努力を組織 を通 じて結集 しなければなら

ないというところまでは，考えていないこ と

と思 う。単に衣料品や食料品を供給す るだけ

でなく，次の大管長の声明にあるような，バ

ランスの とれた，完全な組織が必要 である。

「人は独立独行，創造性 に富んだ活動，誉れ

ある労働，奉仕に よって永遠の存在 として築

き上げなければならない。長期的展望 をもっ

た福祉計画の 目的は， その設立当初か ら，教

会員すなわち与える者 と受ける者の双方の人

格を築 くこ とであった。」

福祉制度 はその後漸次発展 し，充実 して，

現在 「倉庫資源制度」 と呼ばれるに至 ってい

る。この制度は，愛の労働，自立，奉仕，管

理，奉献 という福祉活動の6つ の基本原則を

土台として打ち建て られている。監督 はこの

制度 を用いて必要な援助 を与え，私たち各会

員はこの制度に援助手段す なわち資源 を供給

する。

監督は決 して 自分ひ とりの力でその務め を

果たすのではない。聖徒た ちの奉献に感謝 し

つつ，この偉大な資源制度 を通して必要な援
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助 と奉仕 を広範囲に与 えるのである。現在，

教会員の多 くは，倉庫 と言 うと，食料品や衣

料品を監督の供給指示書に従って支給する監

督の倉庫のみ を心に描 く。 しか しなが ら，教

会貝の必要 とするものが多 くなった現在，倉

庫資源制度 には以下のものが幅広 く含 まれる

ようになった。

・雇用サー ビス

・監督の倉庫

・生産事業

・末 日聖徒社会福祉

・デゼ レ ト産業 ・

・断食献金 とその他の福祉援助手段

現在監督は，援助の必要 な会員 に衣 食住 お

よび医療，雇用，養子 と里子の世話，情緒面

に問題のある人のための専 門的な治療等の援

助を提供することができる。

福祉計画の 「創始者 たち」は， この制度の

目覚 ましい発展に胸 を高鳴 らせているにちが

いない。暗闇の中でも将来 を見詰め，確かな

道へ と民を導 いて くれる人々のいることを主

に感謝 しようではないか。心に ビジョンを持

ち，物事の完全な姿 を見 るこ とのできる予言

者がいることを主に感謝 しようではないか。

ロムニー副管長はかつて，ブ リガム ・ヤ ング

大管長の言葉 を引用 し， この能力のことを次

のように語った。

「だれでもシオンの情景 を心に描 いた人は
，

サタンが縛 られた後のシオンの美 と栄光 を見

たこ とだろう。……平原を横切 る牛の群れや

あちらこちらのぬかるみ，牛の群 れの暴走，

人々の諸悪は，その情景の中になか った。

む しろシオンの美と栄光 を見て， この死す

べ き生涯 につ きものの苦難，悲 しみ，失望 を

乗 り越 えたい とい う気概 を持 ち，そのための

備えをし， また啓示 されたままに主の栄光 を

享受す る準備をした。」

ロムニー副管長は，最後にこう語 っている。

「私たちは
，福祉プ ログラムのビジョンを

抱いている。シオンの贈 いと新エルサ レムの

建設，協同制度の開始，福千年の到来につい



て大 きなビジ ョンを抱いている。 しか し，こ

れらのビジョンが具体化する前に，私たちは

長 いで こぼ こ道 を歩かなけ れば な らな い。」

(特 別福祉集会における説教，1949年4月5

日，P.13)

1942年 に，J・ ルーベ ン ・クラー ク ・ジュ

ニア副管長は，次のようなビジョンを抱 いて

いた。

「福祉計画 は，協同制度ではないし， その

ように意図された ものでないことは，私 たち

が皆語って きたことである。 しか し，終局に

おいて，教会福祉 プログラムが完全 な形 で運

用されたならば，主が定めた もうた完全 な経
1
済制度の偉大 な基礎の確立はあまり遠 くない

といえる。」(Coη 力形縦θRの07'「 大会報告」

1942年10月 ，p.57)

クラー ク副管長が36年 前にこの声明 を出し

て以来，福祉計画は着実に発展 してきた。昨

年 の10月 の大会において， キンボール大管長

は次の ようなチャレンジを私 たちに与え，私

たちの気持 ちを駆 り立てて下さった。

「私はこの福祉部会で何 をお話 しようかと

考えていた時，……1936年10月 に この偉大な

福祉事業が再 び確立されて，すでに1世 代 を

経過 しているこ とに気付いた。そして，この

事業を指導 した偉大な人々のこ とが次々に心

に浮かんできた。……

こうして，彼らが福祉活動に対 してな した

貢献 と，この分野における教会の急速 な進歩

を考えていた時，はた と次の ような疑問にぶ

つかった。今 日の私たち， もっと具体的に言

うならば，地 区，ステーキ部，ワー ド部の指

導者は，前の世代の人々 と伺 じよ うに福祉の

原則 を理解 し，福 祉活動に対 して同 じように

心血 を注いでいるだろうか，と。」(「聖徒の道」

1978年2月 号，p.116)

私 は この世代の人々が このチャレンジを受

け入れ，現在福祉活動の分野で 「歩みを速め」

ていると確信 している。私たちは，福祉活動

の面ですでに新 しい時代に入っ.てお ゆ，以下

に挙げる5つ の活動分野におけ る発展 を見て

いる。

第1に ，生産，処理，分配の能率 をさらに

高めるための制度内の より良い相互調整 と協

力。す なわち，雇用担当の神権指導者は，地

元の福祉活動雇用センター と緊密な協力体制

を組む必要がある。、さらに言 うな らば，農場

あるいは末 日聖徒社会福祉事務所，デゼ レ ト

産業その他において聖徒 たちがボランティア

として働 く，その活動 をさらに有効に活用す

る とい うことである。

第2に ，倉庫資源制度が完全な組織 として

運用 され，私 たちがその制度の発展の管理 と

バ ランスをよ く取れるようにするより良い計

画。優 れた計画 と的確 な判断は，制度のあら

ゆる要素 を確立 し，維持するのに妥協の入り

込む余地 を少 な くするであろう。

第3に ，福祉運営のあらゆる面における有

効 な管理。過去40年 間の福祉活動 を教師 とし

て，私たちは基本原則を学び，訓練を受 けて

きた。私 たちは，、最新 の技術 と管理運営法 を

用いて， これまでにない豊か な生産 と効果 を

上 げることがでぎる。

第4に ，王国へ の献身と奉献の度合。ホー

ムティーチャー と訪問教師は，監督の代理 と

して，貧しい人や 困ってい る人を見いだすこ

とにもっと力を入れなければならない。私た

ちは豊かな時に，余剰 のお金を惜 しみなく捧

げ，資源制度の中の断食献金援助ができるよ

うにす ることが大切である。私たちが納める

献金額は，断食した2食 分に相当す る金額に

制限されない。私たちの予言者は，できれば

2食 分の10倍 以上 を納めるように勧めている。

豊かな人はワー ド部やステーキ部外に も目を

向けるべ きである。私たちは，断食献金 を納

め るこ とによって。監督を通 して援助の必要

な人に愛 を表わ しているのである。これは主

の方法 である。そして，与 える者 と受ける者

の双方が， この方決によって究極の救いを得

ることができるのであ る。

最後は，霊性である。救 い主 との関係が密

にな り， 日々の生活でみたまを感 じることが
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多 くなっている。私たちの予言者の勧告 にあ

るように，「この世 の もの に打ち勝つ こ とに

よ り，救 い主に近づ き，霊的にさらに多 くの

ことを成し遂 げてい ただ きたい。」(「聖徒の

道」1978年2月 号，p.121)

兄弟姉妹の皆 さん，私は，私たちが現在迎

えているこの福祉活動の新時代が主のみここ

ろ通 りに進んでいることを，心か ら信 じてい

る。現在，すべてではないに して も，私 たち

が知覚 している必要は十分満 たされていると

思 う。ハ ロル ド ・B・ リー大管長 は，福祉活

動について語 った最後の講演 で，次のよ うに

述べている。

「この福祉 プログラムが設け られている目

的 を知っている人はひ とりもいない。 しか し，

十分な準備が整 う前に本当の目的が明 らかに

されるであろう。そしてその時が来れば，教

会のすべての援助者や 人にそれ を満たすチャ

レンジが与えられるであろう。」(教 会職員 ク

リスマスプログラム，1973年)

危険な時代が私 たちを待 っている。裁 きが

邪悪な人々に下されるであろう。聖徒 たちは，

聖なる予言者たちによって宣言された もろも

ろの災いか ら救われ るよう，正義 の原則に従

って生活しなければな らない。私 たちの主な

る救 い主が帰 って来 られる前 に， 多 くのこと

が起 こるであろう。私たちは主の再臨の 日が

いつ なのか，詳 しくは知 らない。ブルース・R

・マッコンキー長老は次のように言 っている。

「主の再臨の正確な時は故意に明 らかに され

なかった。したが って，後代の人々は，あた

か もそれが自分 たちの存命中にあるかの ごと

くに，そのための備 えをしなければならない

のである。」(Do6'ガηα11V2ω ：τセ∫如耀 η'Co辮 一

耀 窺αη 「新約聖書教義注解」第1巻 ，p.675)

予 言 されている出来事 と福祉計画 を関連づけ

て語ることは，必ずある種の危険が伴 う。と

いうのは，推測で結論を下す 人々がいるため

である。 しか し，主は私たちが 自らを備 える

ことがで きるように予言を下 しておられる。

そして，「もし汝らに備えあらば怖るることな
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か らん」(教 義 と聖約38：30)と 言っておられ

る。

倉庫資源制度は，私 たちが備え，愛，奉仕，

犠牲，奉献の原則を応用で きるようにす るも

のである。シオンをしっか りと築 き上 げるも

のは，これ らの原則， これ らの業 をおいてほ

かにないのである。私 は証申し上 げる。私た

ちは現在，将来共 に数 々の困難な問題に直面

するであろうが， この教会は神の王国である。

このみ業は神のみ業であり，私たちは神の民

である。そ して，私たちは主 を通 して究極の

勝利 を得 ることだろう。私はこれらのことを

イエス ・キ リス トのみ名によって申し上げる。

アー メン。

大会訪問者



年老いる時に

扶助協会中央管理会会長

バーバラ ・B・ スミス

私たちはみな，老年期に対して備えをし

なければならない。また，すでに年老い
ている人々のために何かをしなければな

らない

「日 は昇 り・ 日は沈む。すみやかに飛び去

る歳月よ……」(「屋根の上のバイオ リ

ン弾 き」1964年 よ り〉

心に強 く訴 えるものを持つ この歌詞 は，「屋

根の上のバイオ リン弾 き」に登場する夫婦の

ように 「年を取ること」 を忘れていたふた り

の友人のことを思 い出させ ます。御主人は63

歳，奥さんは55歳 でした。ふた りとも健康 で，

幸せで，楽 しく働 いていました。

ある日，突然に御主人は仕事を辞め るよう

に言いわたされ ました。そ して退職 した月曜

日の朝のことです。御主人は奥さんが仕事に

出かける支度 をしている姿を見なが ら， 自分

はこれから何 もすることな く家にいなければ

な らないのだと思 いました。御主人には，仕

事 も，趣味 も，特別な関心事 も，将来の計画

もあ りませ んでした。

その朝，奥 さんを ドアの ところまで見送 り

ながら，御主人は心の中で，「私 はこれからど

うなるのだ。何 をすればいいのだ」 と叫びま

した。

仕事 に生 きがいを見いだ してきたのに，あ

る日突然高齢失業者の仲間入 りをすることに

なったこの人に， この先一体 どんな仕事があ

るとい うのでしょうか。自分 で新 しい人生 を

見付けるか， それ とも無気力に生 きて世 を去

るか， 自分 自身で決めなければな りませ ん。

悲 しいことに，その方は間 もなく亡 くなって

しまい ました。

現在，私の友人たちの人生 ではこのような

危機は避け られないと言う人々が います。そ

れが正 しいこ とは もちろんです。年を取ると

い うことは 自然の摂理なのですか ら。

N・ エル ドン ・タナー副管長は次のように

言われ ました。「人はみないつかは年 を取 ると

い っことを認識 しなければならない。……そ

の時のために私たちはみな準備 をしなければ

ならない。」(`P吻 αγ痂8/b7α4メLgθ"Eηs碧 η

『老年 の備え』「エンサイン」1976年12月 号
，

P.4)

老年 期に どのような生活 を送るかは，いろ

いろな環境や要素によって異なります。 しか

し，老年期の準備 をしてお くことと，老年期

を楽 し く過 ごす こととの間には，密接 な関係

があ ります。教義 と聖約 には，「もし汝 らに備

えあらば怖 るることなか らん」(教 義 と聖約38

：30)と あ ります。

その備 えについて，少 し提案 したい と思い

ます。

まず，私 たちは今か らでも老年期に対する

前向きの心構えを持つ ことができます。お年

寄の知恵 と経験 と価値 を大切 にしましょう。

家族の絆 を強め，幼児，青少年，大人， さら

に老人も含めた家族の各世代それぞれの価値

を認言哉しましょう。

よく計画すれば，お年寄 の世話 をすること

は，愛 を知 ることのできる，報いの大 きな経

験 とな ります。お年寄 を敬 い，また老年期に

対する備え をする必要があることを子供 たち

に教える一;番良い方法は，家族や親戚のお年
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寄の世話 を手伝わせ ることです。

次に，収入の範囲内で生活 し，収入の道が

絶 えた時のために貯蓄するように して，経済

的に備 えることです。

第3に ，生涯他の人々の役 に立てるように

奉仕することを習慣 としましょう。老年期に

は奉仕の時間が沢山取れます。それまで生活

や育児のために使われていた時間が，教会や

地域社会での奉仕を通 じて人々のために使 え

るようにな ります。

また，時間 を制約されていた仕事か ら解放

された後は，新 しい技能 を身に付けて人生 を

豊かにす ることができます。一生学 び続ける

ことが大切 です。

最後に，健康の習慣は老年に至って大 きな

報いを与えて くれ ます。知恵の言葉 を守 り，

毎 日バランスの取れた食事 をし，歯を清潔に

保 ち，体重に気を配 り，十分な睡眠 と休養 を

取 り，適度 な運動 をし，健康な生活を保証 し

て くれる医学の助けを得る時に，健康な体が

保 たれるのです。

定年退職 をした人は，「これで自分の務めは

終わった。これか らはほかの人の出番だ」 と

感 じるか もしれませ ん。 しか し，老人病学者

や老人関係の仕事に従事 している人々の話に

よると，退職 で老化 の速まるこ とがあるそう

です。

私のマーサ伯母は95歳 に手が届 くとい う年

齢ですが， どなたでも一度伯母 と競争 してみ

ていただきたい くらいです。伯母はいつでも

何かすることを見付 け出 します。市民集会に

出ますし，教会の レッスンの割 り当てを勉強

して クラスでは活発 に，意見を述べ ます。必

要 な時には，率先 して奉仕に出掛けます。彼

女が温いスープを持 って来て くれた時には本

当にあ りがたか ったとい う話を，私 は何 回も

聞いています。うれしいのはスープでしょう

か，それ とも愛のこもった心遣いでしょうか。

彼女は家庭訪問 を担当 している地域の姉妹

たちの所を， いつ も月の上旬に訪問 します。

また彼女は神殿に行けば，一度に2回 か3回
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の セ ッションを受 けます。系図記録はいつ も

最新の状態にあ り，家事や庭仕事 もよく手伝

います。

中で も，彼女の一番の喜びは伝道だ と思い

ます。75歳 の時に南カ リフォルニアに伝道に

出てか ら，彼女は福音 を伝える機会 を一度 も

見逃 したことがないのではないか と思 うほ ど

です。彼女は人々 を愛 し，人々か ら愛されて

い ます。そして， 人生 を感謝 し，充実 した毎

日を送わています。

神権i指導者 と扶助協会指導者は，マーサ伯

母のように，老年 に有益 な奉仕のできる人々

がいることを知っていただ きたい と思います。

お年寄に向 くとされている従来の仕事のほか

に，子供 たちの祖 父母代 りをすることや，棒

編み，かぎ針編み，園芸，パ ン作 り，キルテ

ィング， その他若い女性 たちの勉強 したい技

術を小 クラスで教えることはいかがで しょう。

目の悪い人々のために朗読奉仕 をす ることや，

家族の歴史や ワー ド部の歴史をまとめること，

困っている人々へ手紙 を書 くこと，読 み書 き

を勉強 したい人々に教えるこ ともできます。

提供できる時間 と技術のある人々に，素晴

らしい奉仕の世界が広が ってゆ くことでしょ

う。

これ まで私 は独立 しているお年寄のことを

話 して きましたが，ひ とりで生活できないお

年寄 も大勢い らっ しゃいます。寝 たきりであ

った り，体の 自由が きか なかった り，そうい

っ人々 をなおざ りにしてはな りません。 自宅

にいて毎 日食事 を運んでもらい，家事や買物

や治療に気 を配ってもらい，電話 で様子 を聞

いて くれるので十分だ という人が いる一方，

24時 間の看護が必要な人もいます。 また，愛

情 こめてお年寄の世話をしている人々にも，

また世話 を受けているお年寄に も， もっと人

人の助 けが必要なことがあ ります。 ～

扶助協会指導者 と神権指導者は，その よう

な家族やお年寄に特別な注意 を払 って下 さい。

人の手 を借 りているお年寄には，や さしい

友 人や家庭訪問教師，ホームテ ィーチャーの



親切 と心配 りが必要です。ちょうど若い母親

に育児か ら解放 される時間が必要 なように，

忙 しい主婦には，休みないお年寄の世話 を休

む時間が少 しでも必要なことでしょう。扶助

協会の慈善奉仕がそのために役立つ ことで し

ょう。

施設での医療や検査が必要 なお年寄 もおい

でで しょうか ら，必要であれば，扶助協会 と

神権指導者は適 当な施設を決め るのを手伝 う

ようにして下 さい。

お年寄が医療施設に入った後 は，家族 と教

会員が定期的に訪問 し，愛 を示 して，積極的

に関心 を寄せ ることを続けて下 さい。 そのよ

うな施設にいる姉妹たちには，訪問教師の訪

問 と，施設で開 く特別 な扶助協会集会が励み

にな ることでしょうか。

老年期は 「すみやか に飛び去 る歳月よ」 と

歌われているように必ずや って来ます。 この

老年期が 自分に訪れた時，私たちは信仰 と備

えか ら生 まれた勇気 をもってその時を迎 える

必要があ ります。自分 自身や家族のために働

くことのほかに，私たちの携わっているみ業

の主であるキ リス トの愛の精神をもってお年

寄に接 したいものです。

詩篇作者の次のような叫びが，私たちの胸

にいつまで も宿 っています ように。

「わた しが年老いた時，わた しを見離さな

いで ください。

わたしが力衰 えた時，わたしを見捨てない

で下 さい。」(詩 篇71：9)

心 か らイエス ・キ リス トのみ名によりお祈

り申 し上げます。アー メン。

..聴.：.

段 上 を下 りられ るスペ ンサ ー ・W・ キ ンボー ル 大 管 長
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福祉活動は

あなたから

七十人第一定員会会長

A・ セオ ドァ ・タ トル

現代の私たち は40年 以上も前から勧告を

受けてさた。この勧告に従 うことはもは

や任意てはな く，絶対に行なわなければ

ならないことである

カ、つて南米の熱帯ジャングルで・木に逆 さ
まにぶ ら下が っている褐色がかった灰色

の小動物を見たことがある。前足の割合には

後足が短い動物で，動 きが非常に鈍 くて，生

きているのか死んでいるのか判別 しに くかっ

た。その動物の名はナマケモノである。ナマ

ケモ ノ，すなわち怠惰 とい う言葉は聖典にた

びたび出てくる。主は，ナマケモノ，つ まり

行動の遅い人を叱責 してお られ る。

1930年 代 に福祉計画が始まった時，その 目

的は怠惰の もたらす悪弊 を除去 し，'自尊心 を

取 りもどし，民の自立を助け ることにあった。

しか し，この主の経済機構の基本原則はもっ

と前か ら予言老 ジョセブに啓示 されていた。

以来数々の事業が進め られてきたが，そのほ

とん どは， この福祉プログラムがさらに必要

となる時のために私 たちを備 えさせ るもので

あった。この間に多 くの大切 な原則が語られ

ているので，それ を簡単に振 り返ってみたい。
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グラ ン ト大管長 は次のように述べた。「教会

には祝福が必要である。……それを受ける唯

一の方法は……その祝福 をもたらす律法 を守

るこ とである。教会員の福祉 を図る基本的な

律法は断食献金である。断食献金を納めるこ

とを強調 したい訳は， それを納め ることによ

って もたらされる祝福が私 たちに必要だか ら

である。」

クラーク副管長はこう勧めている。「収入の

範囲内で生活 しなさい。借金 を返済 し，借金

しないように しなさい。不慮の事態に直面す

ることが将来あるであろう。その 日に備えて

貯金 をしなさい。倹約，勤勉，質素を習慣 と

しなさい。」(CO履 彦紹解θR砂0ガ 「大会報 告」

1937年10月 ，p.107)

「すべての家族の長 に，手元に十分 な食糧

と衣料品と，で きれば燃料 をも，最低1年 分

確保 させ なさい。……土地 を持 っている人に

は菜 園作 りをさせ なさい。農地 を持っている

人には耕作 をさせ なさい。」(Co瞬 名朋66R6・

ρoガ 「大会報告」p.26>

「お 金は食べ られないし，衣服に もならな

い。燃料にもならなければ，雨風をしの ぐ屋

根 として も使 えない。現在は，いかにお金 を

持っていて も， 自分たちの必要 とす る物 を十

分に確保 できない時代 であ る。……確実に入

手できるのは自分が作るものだけである。」

「私たちは容易な ことを好む心を追放 しな

ければな らない。生活から怠惰の悪弊 を除か

なければならない。神は，人間は額に汗 して

パ ンを得よと命 じられた。それがこの世界の

律法である。」(Co乖 昭η06Rのoγ ∫「大会報

告」1937年4月 ，p.26)

「私 たちの多 くはまた 自制力を働かせず
，

貯金はお ろか作 るもののすべてを消 費するの

をやめようともせず，割賦に よる借金 を繰 り

返 している。」(Co吻%ηoθRθ ヵoガ 「大会報

告」1948年4月 ，p.117>

姉妹 たちは， クラー ク副管長 の次の言葉 を

喜ば しく聞 くことだろう。「扶助 協会 な しで

や って行けると考 える監督が教会にいるとし



たら， それは自分 の仕事 をまだ知 らない人で

ある。.扶助協会な しでやって行っている人が

いるな らば， それは自分の仕事 をしていない

人で ある。」(Co吻 ㎎ηoθR勿o露 「大会報告」

1948年4月 ，p.177)

(つ いでなが ら，大会出席者は是非 とも扶

助協会ビルを訪れて，蒙庭貯蔵や非常時の備

えに関す る展示を御覧 いただきたい。)

ハ ロル ド・B・ リー長老は次のように語っ

た。「神権者 と女性 の両者で昇栄が実現す る。

同様 に，福祉に も神権者 と女性の協力が必要

である。そのチームワー クがなければ，私た

ちが福祉計画の中で行 なっていることは決して

成就 しないであろう。」(ハ ロル ド・B・ リー，

福祉農業集会における説教 より，1971年10月

2日)

「教会福祉プログラムはあなたか ら始 まる

とい うことを忘れないでいただきたい。教会

福祉 プログラムは個々の教会員か ら始 まる も

のである。……福祉 プログラムを家庭で活発

に推 し進めるには，まずあなた自身が行動 を

起 こす ことである。プログラムはそこか ら始

まって定員会に広が り，チームワークをもた

らして，…… 目覚 ましい成果が上がるのであ

る。」(ハ ロル ド・B・ リー，福祉農業集会に

おける説教 より，1969年4月5日)

「これらの基本 を理解 できるように主 の助

けのあらんことを。また，……王国建設のた

めに……私たちが 自分 自身 と自分 の所有物 を

すべて捧げる完全な奉献 を達成で きるよう…

主の導 きのあ らんことを。そ うする時にこそ

私たちは 日の光栄の王国における昇栄にあず

か るに必要な信仰 を伸ばす ことができるので

あ る。」(ハ ロル ド・B・ リー，福祉農業集会

におけ る説教 より，1968年10月5日)

ロムニー副管長はかつて次のように述べた。

「歴史 と予言 と
，また良識 とが証 明している

よっに， しっか りした考 えを持たない導 き手

の計画 した方針に従 って，国家的な規模 で福

祉計画 を実施す る文明は決 して長続 きしない

であろう。

バビロンは滅び，その滅びははなはだしい

であろう。(教 義 と聖約1：16参 照)

しか し失望 しないでいただ きたい。シオン

はバビロン と共に滅び ることはない。シオン

は神が指示 されたように，神 と隣人に対する

愛，労働，労働への意欲， この原則の上に建

てられ るか らであ る。……

私 たちは，シオ ンの建設の備 えをする時に，

教会福祉活動 の根底 をなしているふたつの原

則，すなわち，神 と隣人に対す る愛，労働 と

労働 に対す る意欲， この原則を忘 れてはなら

ない。」(Co卿 ㎎η6θRのoπ 「大会報告」1976

年4月 ，p.169)

ロム ニー副管長はまた別の折にこう語って

いる。「教会福祉活動 に従事するようになった

当初か ら，私 は，私たちがこの福祉活動で行

なっていることは，協 同制度の下 で要求 され

る奉献の律法.と管理の職 を再 び確立するため

の準備であると確信 してきた。私 たちが この

活動の 目標 を常に覚 えるなら，この偉大な業に

対す る証 を失 うことは決 してないであろう。」

(「聖徒の道」1977年10月 号，p.529)

兄 弟 の皆さん， アルマが指導者に与えた大

切 な忠告に耳 を傾 けていただきたい。「またア

ルマは， 自分が教 えたことと，聖 い予言者ら

が言ったことのほかは何 ごとも教 えてはなら

ないとこの祭司たちに命 じた。」(モ ーサヤ18

：19)私 た ちも同様にこの責任 を負っている。

かつてタナー副管長が語ったように，ロム

ニー副管長は今 日の教会の福祉プログラムに

最 も精通 した権威者である。 そのロムニー副

管長がここ数年繰 り返 し説いているのが，福

祉 プログラムの基本原則である。

福祉 プログラムの予防面は，定員会の指導

者がその原則 を勉強 し，教 え，実践す ること

によって実現 できるし， またそうしなければ

ならない。その予防の働 きに加 えて，社会復

帰の仕事がある。援助 を受けて生計を立てて

いる人を，自立 できる教会員にもどすことであ

る。これは， ヒンクレー長老が昨年の半期総

大会で述べたように，神権定員会の仕事 であ
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る。定員会は，そのように弱 くなっている教

会貝を手助け しなければならない。

また同様に，アロン神権定貝会指導者には

(も ちろん監督会 も含むが〉，50万 人に及ぶ青

年男女に福祉の原則を教える責任がある。

若い人々が 「何 をすればよいのだろう」 と

言 うのをよく耳にする。断食献金 を集め る執

事の仕事のほかに，福祉活動には素晴らしい

機会が数々用意されている。兄弟の皆 さん，

「ア ロン神権定員会ガイ ドブック」や 「活動

の手引き」に提案 されている素 晴らしい活動

をプログラムに取 り入れるようにしていただ

きたい。食糧貯蔵，水の貯蔵，燃料の貯蔵，

新聞紙の薪作 り，家財の点検，たい肥の作 り

方，屋外の貯肩曙 作 り，果樹の刈 り込み，買

い物の仕方，バ ランスのとれた食事，料理 コ

ンテス ト，家の掃除，コー ドとプラグの修理

および蛇口の取 り替え，屋 内の塗装，家屋の

ペンキ塗 り，家事の技術の披露など若者 たち

が家庭貯蔵や福祉活動 に参加するための楽 し

くて有益 な方法が沢 山紹介されている。

また，それぞれお もしろ くて しか も役に立

つ計画が提案 されている。

兄弟姉妹 の皆 さん，以上述べ たのが福祉活

動の原則である。これらの原則は真理にかな

ってお り，皆 さんはこ.れらの原則に従 うこと

ができる。ここで皆さんに注意申し上げたい。

というよ りは，警告 を「したい。「怠惰」という

言葉は聖典 に25回 も出て くる。そして大概は

行動 を起 こすのが遅い人 をとがめて この言葉

が使 われている。ジャングルの木にぶ ら下が

ったナマケモノを見ていると，実にゆっ くり

とした動作で葉 っぱをちぎり，のろのろ と元

の場所に戻 り，それか らその葉 っぱをゆっ く

りと口に運んだ。見ていた私たちは，「じれっ

たい」，「いらいらす る」，「い らだつ」 という

言葉の意味 を悟 ったような気が した。救 い主

が 「怠惰」 という言葉 を使 ってお られること

から，怠けて行動 を起 こすのが遅い人のこと

を主がいかに不快に思い， じれったがってお

られ るかその気持ちが分か るようである。兄
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弟姉 妹，現代の私 たちは40年 以上 も前か ら勧

告を受けて きた。福祉活動 の原則を学び，教

え，実践す ることはもはや任意ではな く，絶

対に行なわなければな らないことである。

この業は神 の業であ り，私 たちに救いと昇

栄 を得 させ るものである。昇栄はこの律法に

従 うことによって もたらされる。私 たちが一

致 してこのチャレンジに応 えることができる

ように，イエス ・キ リス トのみ名によりへ り

くだ り祈 る次第である。アーメン。

スペ ンサ ー ・W.・ キ ンボ ー ル大 管 長



愛の入江

管 理監 督

ビク タ ー ・L・ ヴ ラ ウ ン

デゼレト産業に対する支援の要請

今 朝私は・この福祉部会ではほとんど話さ
れないが， その組織 と活動 を通 じて受け

る者 と与える者の全員を救 い主に近づける，

福祉活動の一部門についてお話 したい。私 た

ちはこれを 「愛の入江」 と呼ぶことがで きる

であろう。そこは特別な人々のための特別 な

港であり，この港に入る人は恐 らくここを以

下に述べ るような場所 と感 じることだろっ。

人が自尊心を取 り戻すことのできる場，

訓練 ，技術，才能がな くて もそれがハ ンデ

ィとみな されない場，

心身の障害にかかわ りな く，愛に満ちた世

話を受け る場，

たとえどんなに小 さくて も何かの貢献 をす

ることで， 自分は必要 だ， 自分には価値があ

る，大切 だと感 じる場，

毎 日が朝の祈 りで始まる場。

特別な人々のためのこの港は，デゼレ ト産

業である。デゼ レ ト産業 は，救い主のみ教え

の精神 を集約 した福祉活動の最 も素晴 らしい

一分野である。何がそのように素晴らしいか

といえば，そこで奉仕する人々の生活にこの

デゼレ ト産業が及ぼす影響である。何人かの

人々を御紹介 したい。

〔フィルムが映写 される〕

恐 らく，この人々がなぜ このように素晴 ら

しいのか，そのわけを理解 していただけたこ

とと思 う。その信仰 と自立 と決意は，万入の

かが り火であ り教訓である。このデゼレ ト産

業で働 く人々のことを， もう少し詳 し.くお話

してみたい と思 う。ある父親ば息子につ いて

こ う語 っている。

「私 たちの家庭 で一番の祝福 といえば，3

人息子のうちの長男のことです。今，31歳 で

すが，誕生の時に障害 を受けました。脳の障

害のために筋肉が うまく動かず，話すことも

できない状態です。でも知能は全 く正常です。

あの子は人格的には非常に素晴 らしいものを

具えてい ます。マ イクは何 でも承知 していて，

冗談 をよ く解 します。そして，何 をしてもら

って も感謝 し，決して不平を言いません。 ま

た，善悪 をはっきりと見 きわめて，いつ も善

い側に立 ちます。何 より，私がこの教会に入

れたのはあの子のお陰なのです。私はあの子

のために祈 ることか ら，祈 りについてた くさ

んのことを学びました。

私 たちの地区のデゼ レ ト産業店が完成 した

時に，監督が， 多分マイクはそこで働けるだ

ろうと言って下さいました。私 も妻 も，マイ

クをどこかに連れていってひとりきりにする

など， とて も考えられなかったのですが，監

督やステーキ部長 とお話 したあとで，やって

みようと決心 しました。

それは私たち夫婦 にとって もマイクに とっ

て も初めての一大事 でした。マイ クの最初の

仕事 は靴染めでしたが，靴 よりも自分の方が

染 まるという具合いでした。次の仕事は皿洗

いで した。けれ ども， きっ とた く.さんの皿を

割 ったので しょう。マイクは布切れの仕分け

の仕事 に変えられました。それで，今は時給
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80セ ン トでボタンはず しの仕事 をしています。

ボタンに80セ ン トもの価値があるでしょうか。

普通 で，1時 間のボタンけず し作業に80セ ン

トも出す でしょうか。デゼレ ト産業の主眼は，

自分 も人の役 に立つ という幸せな気持ちを感

じて もらうこ となのです。

霊 的な経験をしたければ，デゼレ ト産業に

立ち寄って， そこで働 く人々 と接 し，彼 らが

互いにどの ように愛 と関心を寄せ合 っている

か， どんなに幸せ そうに働いているかを是非

見て下 さい。」

個 々の価値観に 目覚め るこ とが，デゼ レ ト

産業のあらゆる活動の根底にある。 それは，

メサ ・デゼ レ ト産業のテーマソングによ く表

われている。朝・の祈 りが終わって解散す る前

に，従業員全員で，「呼ばせてほしい。あなた

をい としい人 と」 と歌 う。彼らが手 を取 り合

って持ち場に戻 って行 く時， そこに深い愛が

感 じられる。

マレー ・デゼ レ ト産業のマネージャー，ジ

ム ・クレッグ兄弟は，知恵遅れの若い女性が

歌 を発表する とい うので，息子のワー ド部の

聖餐会に出席した。そ して聖餐会の最後に，

蒙古症の姉妹の美 しい独唱があった。 クレッ

グ兄弟は，その若い女性がマレー ・デゼ レ ト

産業の合唱団に入っていたので歌えることは

知っていた。 しか し，デゼレ ト産業で働 く70

歳の老人が歌の才能 を認めて彼女に働 き掛け

ていたこ とは少 しも知 らなかった。

彼女は立ち上がって歌 を歌お うとした時に，

会衆の中にクレッグ兄弟がいるのに気付 き，

声高に，「あの人が私たちのデゼレ ト産業のマ

ネージャーです。そこの後ろの方です!」 と

叫んだ。そして，デゼレ ト産業は世界中で一

番素晴 らしい場所 です と，人々に話 し始めた。

彼女が歌 う 「わたしは神 の子」の歌を聴き

ながら，みんなはデゼレ ト産業が世界一素晴

らしい所 であることをみ じんも疑わなか った。

そのデゼレ ト産業が設立されたのは，1938

年5月 である。当時の大管長会 より設立条項

の大要が示され，持てる者が持たない人々の
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ため に.衣料品，家具，器具 などの余剰物 をデ

ゼレ ト産業に寄付 し，失職者 を雇 って更正の

仕事 を行ない，良い品質の品.を格安 に生産す

る道が開かれたのである。

雇用がデゼ レ ト産業の主要な 目的のように

思われるか もしれないが，実はそれは仕事に

従事す る人々に祝福 をもたらす とい う目的を

達す る手段 に過ぎないのであ る。 また，祝福

はここで働 く人々だけでな く，物品を寄付す

る人々に も及ぶ。デゼ レ ト産業け，修理，更

生す る品物 を惜 しみな く寄付する人々があっ

てこそ，存在するのである。

当然の ことなが ら，第2段 階はその更生品

を売って循環の円滑化 を図ることである。

40年 前に始 まったこのデゼ レト産業の現状

に皆 さんは興味をお持 ちであろう。1978年3

月1日 現在，デゼ レ ト産業の店 と付属工場は

22あ り，1，700名 の 障害者が働いている。そし

て，総売上げの約6割 が従業員の給与にあて

られている。現在はユ タ州，アイダホ州，ア

リゾナ州， カ リフォルニア州にユニ ットがあ

り，近々オレゴン， コロラ ド， ネバ ダの各州

に開店す る予定 である。

きょっ，デゼレ ト産業についてお話する目

的はふたつ ある。ひ とつは，デゼ レト産業 を

訪れた人々は 自分のワー ド部や支部の会貝た

ちに，デゼ レ ト産業へ物品を寄付す るように，

あるいは後援者になってこのプログラムを支

援するように勧めてほしいというこ とであ り，

もうひとつは，デゼレ ト産業 を持たない地域

の指導者たちはワー ド部や支部の実情 を分析

し，地域 にデゼ レ ト産業を設置する時期 であ

るか どうか を検討 してみてほ しいということ

である。 もしその時期であると判断したら，

神権 の系統 を通 じてこの本部の福祉事業部に

連絡 していただきたい。

私 たちは，会員数の問題か ら現時点では こ

のプログラム を導入す ることが不可能な地域

が多いことを承知 している。 しか しなが ら，

完全 なプログラムが可能 になる以前か ら，こ

こで述べ た原則を上手に工夫 して人々に祝福



を及ぼす ことはで きないことではない と思 う。

話 を終 える前に， あとひとつ御紹介 したい

ことがある。それは，来る日も来る 日も療養

所でじっ とすわって床ばか り見つめて暮 らし

ていたひ とりの年取 った兄弟のことである。

ある日，彼 を愛していて，デゼレ ト産業の こ ・

とも知 っていたある人が，彼にデゼレ ト産業

の仕事 を紹介 した。現場主 任は彼 に押 しぼ

うきを持たせて，一緒に廊下の端 までそれを

押 し，次にホール を通 って反対側の端 までほ

うきを押 して，それか ら向きを変 えてもう一

度戻って来た。彼はこれだけの仕事 を何度 も

繰 り返 した。

そうす るうちに，彼は何かに関心を持 ち始

め， 目を床から離す ようになった，壁 を見，

窓を見るようになった。それが続 くうちに，

人間らしい感情が次第に豊かになり，ほどな

くして別の仕事が割 り当て られた。そして，

彼はその仕事.を立派になし遂げた。その結果，

彼は自分に対す る自信 と価値観 を取 り戻 し，

他の人クの監督をできるまでになったのである。

主が これ らの特別 な素晴 らしい人々を祝福

し， また私たちを指導者 として祝福 して下 さ

って， この福祉活動 プログラム を通 じて彼 ら

が祝福 を得 られるように，イエス ・キ リス ト

のみ名によ りお祈 りす る。アー メン。

灘 灘難灘 難灘難 鑛 嫉 匹 慶闘 騨 塵 鶉 +㍗ 翫{雲 附 躰 傷

タバナクルの開場を待つ聖徒たち
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主の方法にょって

情緒面の問題を

解決する

十二使徒評議員会会員

ボイ ド・K・ パッカー

監督室に限らず， 自分の家庭 に，情緒面の

自立のよりどころを持つ必要がある

教 会の監督は・衣 食住の問題 よりも・情緒
面の問題で教会員にカウンセ リングを行

な りことが年々ふえてきている。

そこで私 はきょう，情緒面の問題 を主の方

法によって解決す るというテーマでお話 した

いQ

幸いなことに，物的福祉の原則が情緒面の

問題 にも応用 できる。

教会が設立 された2年 後に，主は次の よう

な啓示 を下された。「怠惰なる者は悔い改めて

行いを改むるにあらざれば，教会の中にて地位

を与えらるることなし。」(教i義 と聖約75：29>

「福祉の手引 き」には次の ように記されて

いる。「能力の限 り自立することを教会員に努

めて教え，勧めるべ きである。真実の末 日聖

徒は……自立の責任 を自分か ら避け ることは

しない。全能者の霊感 と自らの労働 によって，

できる限 り生活必需品を自給するであろう。」

(1952年 版p.2)
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末 日聖徒に，生活必需品の 自給 を図るこ と

と，それがで きない人々のために福祉援助 を

手伝 うことの必要性 を教 えることについては，

かな りの成功 をお さめている。

例 えば 自分 自身で生計を維持 できない教会

員は， まず自分の家族に援助 を求め，家族が

援助できなければ，次に教会に求める。

しかし私 たちは監督 とステーキ部長に，十

分に注意 を払って福祉プログラムの乱用 は避

けるよう勧告 したい。

つ まり，働 く能力がありながら自立を図ろう

としない人々には，怠惰な者は働 く者のパ ン

を食 してはならない とい う主のみ言葉 を適用

しなければならない。(教 義 と聖約42：42参 照)

自立については単純なルールがあ るが，次

の格言はその見本 とも言えるであるう。 「食べ

尽 くし，使い古 し，それで間に合わせ よ。さ

もな くばなしですませ ること。」

教会福祉プログラムが1936年 に初めて発表

された時，大管長会は次のように語 った。

「私たちの第一の 目的は
，可能 な限 り，い

まわしい怠惰や施 しの もた らす悪弊 を除去 し，

独立心，勤勉，倹約， 自尊心 を再び私たちの

間に確立する体制 を築 くことである。教会の

目的は， 人々の 自立 を助け るこ とにある。」

(Co嫌 紹 η66Rゆ07∫ 「大会報告」1936年10月 ，

P.3)

時折，福祉 プロ グラムを見て，教会に心 を

引かれ る人々がいる。彼 らには，物質的な保

証 しか 目に入 らないのである。

彼らに対する私たちの返答はこうである。

「はい，それでは教会にお入 り下 さい。私た

ちはできる限 りの援助 をします。それと同時

に，あなたに もほかの人々への援助 をお願い

します。」.

す ると驚いたことに，バプテスマ を受 ける

熱意がそれで さめてしまうことがある。

これは安易な施 しの制度ではない。 自立の

制度である。外部から援助する前に，本入と

家族の状況をすべて詳細に調べ る必要がある。

教会福祉か ら受ける援助に対 して精一杯労



働による返済 をす るよう教会員に求める監督

は，「不親切 でも冷酷で もない。

また，教会か ら援助 を受ける教会貝は， も

しも最善 を尽 くしているな らば，後 ろめ たさ

を露ほども感 じる必要 はない。

ロムニー副管長 は次のように強調 している。

「これ以外の体制 によって世話することは
，

益よ りもむ しろ害の方が大 きい。

自立を妨げることは教会福祉の 目的ではな

い。」(Co乖%η6θRθ ヵoκ「大会 報告」1974年

10月p.166)

自立 の原則は幸せ な生活 を送 る基本 となる

ものである。 ところが私 たちは，往々にして

これを無視 していることが 多い。 また私 は，

自立の原則が，霊的面，情緒面に もあてはま

るとい うことを申し上げたい。

私たちは1年 分の食糧，衣料品， また可能

であれば燃料をも，家庭 に貯蔵す るように教

えられている。教会堂に貯蔵庫 を作 るように

言われたこ とは一度 もない。 したがって，危

急の時に教会に行 っても物資は得 られない。

その同 じ原則を，霊感や啓示，問題の解決，

助言や指導にあてはめ られないであろうか。

私 たちは監督室に限らず， 自分の家庭 に，

そのよ りどころを持つ必要がある。そうしな

ければ，教会があらゆる必需品を提供 しなけ

ればならないの と同 じように，今度は霊的に

ひっ迫 して くる。

これを無視すると， これまで長年物質面 で

避け ようとして きた災いを，情緒面で(と り

もなおさず霊的面 で)引 き起 こして しまう恐

れがある。

ごく普通の風邪が どんな病気よ りも人の体

力を消耗 させ るのに似 て，現在教会内に霊的

な力 を消耗 させる 「勧告病」が流行 し始めて

いるように思える。

これは大 した病気ではないと考 える人もい

るだろう。 ところが事 は重大である。

私たちは監督に福祉援助の乱用を避けるよ

うに忠告 しているが，監督の中には，教会員

が自力で問題 を解決すべ きであるこ とを見過

こしにして，助言や忠告 を次々に与 える人が

いる。

それが慢性病 になることも多い。そ うする

と，際限な く助言 を求めるが，受けた助言に

は従わない とい うことが起 こり得 る。

ときどき，私は面接で次のように問う。

「あなたは助言 を受けるために私の所へ来

られたわけです。一緒に問題をよく検討 した

後，私の助言に従 う気持ちがおあ りですか。」

相手は私 のこの言葉に必ず と言って よいほ

ど驚 く。そのように考 えたことがなかったか

らである。それか ら，助言に従お うと決心す

るのが普通である。

そうした後は，彼 らに 自立の方法を教 える

ことは容易である。またもっと大切 なのがほ

かの人 を助ける方漆を教えるこ とである。そ

れが最高の治療法 である。

比喩的になるが，大勢の監督が机の隅に，情

緒面の救助 を求める請願書の山を抱えている。

だれかが問題 を持ってや って来 ると，その

監督は残念なが ら何の質問 もせず， 自分がそ

の教会員に何 をしているのか じっ くりと考 え

ることもなしにそれを受け入れる。

私たちは，教会 の中でカウンセ リングを求

める人々が大勢いる状態 を非常に憂えている。

教会員が次第に依頼心 を増 して きているか ら

である。

私たちは，情緒面の独立 と個入の自立の原

則 を同時に強調することな く， カウンセリン

グの網 を張 りめ ぐらしてはならない。

もLiも 情緒面の貝享 と霊的な貝立ができな

もなれば，物 質的.に依存 しているのと同じく，

いやそれ以上に弱 くなってしまう可能性がある。

また，注意 していないと，個 人の啓 示を受

ける力をも失ってしまうであろ う。主がオリ

ヴァ ・カウ ドリに言われたことは，私たち全

貝に とって も意味が深 い。

「見よ，汝いまだ悟 らず。汝はひたすらわ

れに願いし時はこれ を与えらるるな らん と思

え り。

されど見 よ，われ汝に告 ぐ，汝心の中によ
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く思い計 り，そあ後願 うこともし正 しか らば

汝願わざるべからず。願 うこと正 しか らば，

その時われ汝の心 を内に燃や さん。 これによ

りて汝にその正 しきを感ぜ しむ。

されどもし願 うところ正 しか らずば，かか

る感な くして汝の心は次第に鈍 くな り， そは

ついに悪の悪たるを忘れ しむるに至 らん。故

にわが与 うるにあ らざれば，聖 きこ とを汝録

すを得ず。」(教 義 と聖約9：7-9)

霊 的 な独立 と自立は教会 を支 える力である。

それを奪われた教会員は，どうして 自分で啓

示 を受けるこ とが できるだろうか。祈 りの答

えを得ることができるだろうか。確信を得る

ことができるだろ っか。

助言 を求めて来る人々に， まず 自分 自身 と

家族で最善 を尽 くすように求め る監督は，非

情 な監督ではない。

監督の皆さん，あなたの机に積んである「情

緒の請願書」に気 をつけなさい。個 人の力を

分析 しないでそれ を受け取 ってはな らない。

問題の解決には正 しい手順 を踏む ように教

会貝に教 えなさい。

ある人々は，友 人や隣人に，あるいはいろ

いろな人に助言 を求めて， 自分で最適 と考え

る結論 をそこか ら引き出している。 しか しそ

れは誤 りである。

ある人はまず心理学者か専 門のカウンセ ラ

ー，あるいは，直接教会幹部の所へ行こ うと

する。

そうすることが必要な問題 もあ るだろ うが，

その前に自分 自身で考 え，次いで家族，さらに

地域の指導者に相談す るようにすべ きである。

こうして最善 を尽 くした後ならば，福祉援

助を受けるのを何 もため らう必要のないこ と

はすでに述べた通 りである。

この原則は情緒面の援助 にも同様にあては

まる。

根の深い情緒問題で家族や監督やステーキ

部長の手にあまることもあると思 われる。教

会はそのように深刻な問題 を抱えた人のため

に，教会員の多い地域にカウンセ リング機関
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を設けてきた。(た だし，正規の系路 を通 じた

人のみ を対象 としている)

そ の中には，地域や州や国か ら認可を得る

必要のあ る事業も含 まれる。それには次のも

のがある。

養子縁組

未婚 の母の世話

里子の世話

インディアン学生里親プログラム

1977年7月 に，大管長会は神権指導者に，

公的な認可 を必要 とする奉仕活動 に関す る注

意 と指示の通達 を出している。

ではここで，「疾病」に対する奉仕の原則 を

振 り返 ってみたい。

「疾病」に対す る奉仕活動 は，(こ れも正規

の系路を通 じてのみであるが)次 の3段 階が

ある。

第1.相 談 神権指導者は末 日聖徒社会福

祉機関の担当者に，深刻な問題を抱えた教会

員について相談する。普通は教会員 と会 うの

は神権指導者だけである。

第2.評 価 神権指導者 と教会貝は一緒に

末 日聖徒社会福祉機関の担当者に会 って問題

の評価 を行 なう。普通は1回 である。その後

神権指導者がその教会員の援助 を続け る。

困難 な問題の場合に，治療を施す。教会員

は末 日聖徒社会福祉機関の担当者 と会 ってカ

ウンセ リングを受ける。できれば監督 も立 ち

会 う。監督はそれ以後 も援助 を続ける。

監督 とステーキ部長は，地域内で問題 を解

決す るこ とにより， 自立の模範を示す ことが

で きる。しかし結局，問題 を解決す るのは教

会員自身である。

監督の皆 さん， あなたは決 して自分 の責任

をほかの人に譲 ってはならない。専門家に も，

また教会社会福祉機関の職 員に さえも譲 って

はな らない。彼 らは最初にあなたにそのこと

を告げるであろう。

あなたには，人 を慰め，清め，いやす，他

の人々には与えられていない力がある。

時折，赦 しを必要 とする教会員がいる。 そ



して，あなたにはそれを与える鍵がある。

専門家の助けが必要 である と思 われる場合

にも， よ く注意 していただ きたい。

カウンセ リングの分野では，霊的に有害な

技術が使われ るこ とがある。 したがって，教

会員をほかの人の手にゆだね る時には，それ

らの技術 を使わせないようにしなければなら

ない。問題 は主の方法 で解決していただきたい。

カウンセラーの中には，情緒的，霊的に健

全であるのに， それを深 く掘 り下げようとす

る人々がある。話 を引き出し，分析 しようと

するのである。浄化法(抑 圧 された感情 をは

き出させ る精神療法)は ある程度な ら問題 な

いが，過度になると逆効果である。物事 を元

に収めることは，ばらば らにす るようには簡

単にゆか ない ものである。心 の中に深 く立 ち

入 り，問題 を徹底的に聞 き出す ようなことを

すると，自分が避け ようとしている事柄そのも

のに対 して無感覚 になってしまう傾向がある。

このよ うに言 う親がいるであろう。「では，

みんな，パパ とママが出かけている間，何 を

して いてもいいけれ ど，椅子 を持 って きて台

所に行 って2番 目の棚のお菓子の箱 を取 って，

豆の袋を開けて，豆粒を鼻に詰め込んだ りは

しないことよ。わか ったわね。」

ここに教訓がある。

さて，監督がこ う言 うの ももっ ともである。

「一体 どのようにすれば
，監督の仕事 をしな

がら，必要 な人にカウンセ リングができるだ

ろうか。」

あるステーキ部長が私にこう語 った。「監督

にはカウンセ リングのできる時間があ りませ

ん。荷 を背負わせて，監督の首をしめている

ようなものです。」

これには幾 らか真実の面 もあろうが，む し

ろ自分で 自分の首 をしめていることの方が多

いと思 う。

監督の行なっていることを調べてみると，

ほとんどの監督が直接プログラムの運営にあ

た軌 もったいない時間の過 ごし方 をしている。

ワー ド部の監督は，すべてのプログラムに

口を出す ようなことをせずに管理役員 として

振 る舞 えば もっと効果的な働 ぎができるはず

である。

監督は集会や教育活動 その他，プログラム

の運営に時問 を使い過 ぎている。

・監督の皆 さん，プログラムの運営は副監督

や神権指導者，補助組織 の指導者に任せてい

ただきたい。例 えば，雇用問題はホームティ

ーチャーや定貝会指導者 で解決できる
。

彼らを信頼 し，任せていただきた.い。そう

すれば最 も大切な事柄に時間を使 えるように

な る。本当に必要 な人に，主の方法によって

カウンセ リングを行な うことが大切 である。

最近地 方のユニ ット.宛にふ たつ の指 示が

出された。ひ とつ は，神権個人面接の数 を3

分 の2少 なくする とい う通知である。

また もうひ とつ は，管理集会を週ごと，月

ごとか ら，月ごと，四半期 ごとに変更すると

い う通知 である。

私たちは神権の系路 を通 して求められる援

助が途中で解決されるように願 っている。

しか し，監督である皆 さんには責任がある。

あなたの仕事の うちの管理 と教育面を能率化

を図 り，教会員にカウンセ リングを行 なう時

間 を生み出すようにしていただきたい。

監督の皆さん，家庭管理の責任は父親にあ

ることを常に覚 えていただきたい。

ときどき，全 くの善意か らなのであるが，

子供 にも父親に もあま りに多くを要求 し過ぎ

て， それがで きないことがある。

監督の皆 さん， もし自分の息子にカウンセ

リングが必要であれば， それが 自分の第一の

責任 であ り，ほかの人のことはその次である。

自分の息子にレクリエー ションが必要であ

れば， まず自分の息子にその機会を与えるこ

と， 人のことはその次である。 また自分の息

子に矯正が必要であれば，それが 自分の第一

の責任であ り，人のことはその次である。自

分が父親 として失格 であれば， 自分 をまず立

て直す こと，子供のことはその次である。

わが子 を教育するとい う仕事 をあまりに早
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く投げ出さないように。

子供の相談相手になってどんな問題 でも解

決す ることを，あまりに早 くあきらめないよ

うに，真剣に取 り組んでいただきたい。それ

はあなた自身の務めである。

私たちは，悪魔が人々に 目先の満足を追い

求め させ る時代に生 きている。問題の安易な

解決 を初め，何でも簡単なことを求める風潮

がある。何 とか していつで も安易に快適 な生

活 を送 りたい とい う思想 を吹 き込 まれ，そう

でないと不安 になる人々がいる。だれ もが安

易にカウンセ リングや精神分析や薬物に頼 り

す ぎる。

人生は試 しの期間である。不安 も失意 も落

胆 も失敗 も，ある程度は正常 である。

本当に苦 しい日があって も，それが しば ら

く続いても， しっか り立 ってそれを直視す る

ように，教会貝に教えていただきたい。そう

すれば事 は解決するであろう。

苦闘の人生には大 きな目的がある。

「教訓」 と題する次の詩には大 きな意味が

ある。

悩み，憂 うるわが子 よ，

わたしはこの部屋 を通 って

あなたの ところへす ぐにも行ける。

わたしは歩 く方法をもう知 っている。

だから，お まえがわたしの ところへ歩いて

きてほ しい。

さあ，おいで， ほら，わかるか い

ああ，覚えてお くがいい，簡単 な教訓だ，

わが子よ，いつの日か

おまえが こぶ しを固.め，叫ぶ とき，

涙 を流 して

「おお，助けて下 さい.神 よ，……

どうか」 と叫ぶ とき.

聞 くがいい，ほ ら，聞こえるだろう，

静かな声が。
「助けよう

，子 よ，助けよう。

しか し，

神性 をめざして努める者はわたしではない，
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そ れ は あ な た 自身 な の だ 。」

(キ ャ ロ ル ・リ ン ・ピア ソ ン"： τ物θL㏄S碗"

『教 訓 』B¢g切 η勿8s「 は じ ま り」p .18)

監督の皆さん， あなたの ところへ来る人は

皆神の子供である。彼 らに主の方法によって

カウンセ リングを行な うように していただき

たい。 自分でよ く考え，それか ら問題 につい

て祈 るように教えていただ きたい。

聖典 を読むことには心 を落 ち着かせ る効果

があるということを覚 えていていただ きたい。

今度聖典 を読む時に，状態が どれほ ど落ち着

くか気 をつけ，それによる平安 を感 じていた

だ きたい。

では最後にモルモ ン経か らの記録 を見てみ

よう。予言者 アルマは，監督である皆 さんが

その責任にあって経験す る以上の大 きな問題

に直面 していた。彼は皆 さんと同 じように確

信が持てず， モーサヤのところへ行った。

しか し，モーサヤは賢明にもその問題 をア

ルマにつ き返 している。モルモン経には次の

よっに記されている。

「…… 『われはこれを裁判 しない
，汝の手

にわた して裁判 をさせ る』 と言ったので，

アルマは再 びその心 を苦 しめ， この事件を

さば く時に神 の御前に過ち を犯す ことを恐れ

て，神の御前に行 ってこの事件 を処理す る方

法 を神に伺った。

アルマはその全 身全霊 をか たむけて神に乞

いねがったので，主の御声が聞えてアルマに

言いた もうた。」(モ ーサヤ26：12-14)

監 督 の皆 さん，主はあなたに もみ声をかけ

て下 さる。それ を聴 く特権が あなたにあるか

らである。私 はそのことを証する。なぜな ら，

私は主が生 きてお られることを知 っているか

らである。イスラエルの判士 として霊感を受

ける監督の皆 さんと，皆 さんの ところへ来る

人々を神が祝福 したもうて，主の方法にかな

ったカウンセ リングができるように。

イエス ・キ リス トのみ名により申し上げる。

アーメン



私たちは

主の管理人

第 一 副 管 長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

管理の職の原則に従う時，最良の成果が

得られます

愛 する兄弟撒 この集会は非常に鱗 で
主のみたまが私たちと共にあ ります。キ

ンボール大管長のお陰で私の証が強め られ，

神の王国 を建設す るためにさらに努力し，働

こ うという決意を新たにしたことを，大管長

に知っていただ きたい と思います。

私は，何人の人が， また どのよ うな人が出

席 しておられるか， この会に出席するたびに

いつ も知 りたいと思います。初めてここに出

席された監督は， どうかお立 ち下 さい。あ り

が とうございました。では，初めて出席 され

たワー ド部扶助協会会長はお立ち下 さい。.あ

りが とうございました。同 じく初めて出席さ

れたステーキ部扶助協会会長 はお立 ち下 さい。

あ りが とうございました。次に，初めて出席

されたステーキ部長はお立ち下 さい。あ りが

とうござい ます。キンボール大管長，御覧の

ように新 しい方々が大勢 出席 しておられます。

ですか ら， これらの方々が 自分の務め を知 る

ことができるように，半年 ごとにこのような

集会を開 くことが大切だ と思います。

今朝，私 たちは このみ業 を推 し進めて行 く

ために必要 な心構 えを学びました。何を，ど

の ようにすべ きか を教 えられました。今私は，

この会 を終えた後 も主のみたまが私たちと共

にあって，私たちが教 えられた通 りのことを

行ない，その ことによって主から喜んでいた

だけるようにと願 い，祈っています。

この教会が イエ ス ・キリス トの教会である

こ とを皆 さんに証 したいと思います。 もう一

度 申し上げます。この教会はイエス ・キ リス

トの教会です。これは主の御計画であり，皆

さんは主の管理人です。私たちは主の管理人

であ り，管理 人としての責任 を主に負ってい

ます。

私はブ リガム ・ヤ ング大学のモンテ ・L・

ビー ン生命科学博物館 の開館式に出席 しまし

たが，その時， ビー ン兄弟は次のように述べ

ました。「私たちの所有するものはすべて主の

ものです。私 たちは主の管理 人であって，主

が私に望 まれること，あるいは教会の指導者

が私に望む ことは何であ?て も，私にはそれ

を捧げる用意があります。」 自分の管理すべ き

もの， 自分の所有物のすべてが主のものであ

ることを知 ったならば，私たちは何 といっ立

派な精神を持つようになることで しょう。私

たちにはそれ を主のみ こころに従って管理す

る責任があるのです。

管理の職の原則に従 う時に，最良の成果が

得 られます。 これ信過去，現在，未来，いつ

の時代に も必ずそうです。キンボール大管長

が前回の福祉部会で次の ように言われたこと

の真意 はそれであると思います。「兄弟姉妹の

皆様，……この偉大な業 を推進す るよう私は

切にお勧め したい。現状は私たちに とって も

主に とって も満足すべ きものではないという

ことを，全体 として， また個人 として認識す

るか どうかが，私 たちの今後 を大 きく左右す

る。」(『福祉活動 ：福音の実践』「聖徒の道」

1978年2月 号，p.120)
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兄弟姉妹，私たちがこの大いなる福祉活動

で主を代表 し，このよっに行なえるよっヘ リ

くだってお祈 りします。私は， これが主のみ

業であることを皆 さんに証 します。このみ業

を推 し進めるのは私たちの責任です。私たち

は自分の義務 をどのように果たしているかに

従 って祝福 され るのです。義務 を立派に果た

せ るように， イエス ・キ リス トのみ名により，

謹んでお祈 りします。アー メン。

<タ バ ナ クル か ら眺 め た ソル トレー ク神 殿

▼大会の光景

臓繹

麟
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愛の尊い律法

第 二 副管 長

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー

私たち は全体 として，また個人として，

貧 しい人，乏 しい人，飢えた人，病人，

着る物のない入，獄にいる人をどれだ け

世話しているのであろうか

兄 弟姉妹の皆 さん・私に とってこの会はヲト
常に有益であった。これに勝る福祉部会

を私は思 い出せない。私は中央福祉活動委員

会 と管理監督会，教会福祉部による福祉活動

の働 きを心か ら感謝 している。

時間の関係上，用意 した話か ら一部だけを

お話することにする。 しか し， きょうここで

今までに話 されたこ とを実践す るならば，そ

れだけでも十分であると思 う。その ことを考

える と，今朝ここで過ご した時間は非常に価

値がある。

さて，私は 「尊い律法」 というテーマで話

を準備 して きた。使徒ヤ コブはそれにつ いて

次の ように述べている。「もしあなたがたが，

『自分を愛するように， あなたの隣 り人を愛

せ よ』 という聖書の言葉 に従って， このきわ

めて尊い律法を守るな らば， それは良いこと

である。」(ヤ コブ2：8)私 たちはこの律法を

心に留めてすべての福祉活動 を行 なわなけれ

ばならない。 自分を愛す るように隣人を愛 さ

なければならない。救い主はこの律法を，神

を愛す ることのす ぐ次に置かれた。

「心 をつ くし
，精神 をつ くし，思いをつ く

して，主なるあなたの神 を愛せ よ。……

自分 を愛するようにあなたの隣 り人を愛せ

よ。」(マ タイ22：37，39)

私 た ちが断食献金を納め る時 も， この尊い

律法 を念頭に置いてそれを行なうべ きである。

主のみもとへ来て次のように言う人々のこと

につ いてイザヤは， どの ように言ったか，御

存 じであろう。

「われわれが断食 したのに， なぜ，ごらん

にな らないのか。」

それに対 して主は，私が命 じた断食を守 ら

ないか らであると答えたもうた。あなたはこ

うべ を葦のように伏せ，荒布 と灰 とをその下

に敷 くが，飢 えた者にあなたのパ ンを分け与

えず，貧 しい者 をあなたの家に入れず，裸の

者に着せない。あなたが叫ぶ とき，「わた しは

ここにお る」 と言 う。主はこのように言われ

た。(イ ザヤ58：3-9参 照)

貧 しい人や障害のある人，私たちの援助が

必要な人を世話することは， 自分 を愛するよ

うに隣人を愛する とい う尊い律法 を成就す る

ための絶対条件であり，大きな 目的である。

祈 りにつ いてのア ミュレクの力強い説教を御

存 じであろう。ア ミュレクはその中で，祈る

よ うに， しか も朝に夕に昼に祈 るように告げ，

またどこでどの ように何 を祈 るべ きかについ

ても民に教えた。彼は具体的にそれを語 った

あ とで，こう言っている。「たとえこれらのこ

とをみな行 っても， もしも貧 しい者や着 る物

のない者の願 いをことわ り，病 んでいる者，

あるいは悩んでいる者を見舞わず，持物があ

りながらその幾分 を貧しい者に施 さないなら

ば，あなたたちの祈 りは空 しくなってその効

果はな く，またあなたたちは神の言葉 を否定

す る偽善者のようになるであろう。」(ア ルマ

34：17-28参 照)

私 は，「自分を愛するようにあなたの隣 り人
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を愛せ よ」 とい う尊い律法 に対す る私たちの

理解が現在深 まりつつあると思 う。イエスが

この世の務めを終える前に使徒 たちに次のよ

うに告げられた ことは御存 じであろう。

「人の子が栄光の中にすべての御使たちを

従えて来 るとき，彼はその栄光の座 につ くで

あろう。

そして，すべての国民をその前に集めて，

羊飼が羊 とや ぎとを分けるように，彼 らをよ

り分け，

羊 を右に，や ぎを左にお くであろ う。

そのとき，王は右 にいる人々に言 うであろ

う，『わたしの父に祝福 された人たちよ，さあ，

世の初めか らあなたがたのために用意されて

いる御国 を受けつ ぎなさい。

あなたが たは，わたしが空腹の ときに食べ

させ，かわいていた ときに飲ませ，旅人であ

ったときに宿を貸 し，

裸であった ときに着せ，病気の ときに見舞

い，獄にいたときに尋ねて くれたか らである』。

そのとき，正 しい者たちは答 えて言 うであ

ろう，『主 よ，いつ，わたしたちは，あなたが

空腹であるのを見て食物 をめ ぐみ，かわいて

いるのを見て飲 ませ ましたか。

いつあなたが旅人であるのを見て宿 を貸 し，

裸なのを見て着せ ましたか。

また，いつあなたが病気 をし，獄にいるの

を見て，あなたの所に参 りましたか』。

すると，王は答えて言 うであろう，『あなた

がたによく言ってお く。わたしの兄弟である

これ らの最 も小 さい者のひ とりにしたのは，

すなわち，わた しにしたのである』。」(マ タイ

25：31-40)

私 はこの福音が真実であることを知 ってい

る。福音が真実であることに，私は一点の疑

いも持っていない。福音の原則を疑問に感 じ

たこ とは一度 もない。1930年 代 に示された福

祉プログラムが主の霊感による ものであった

ことを，私は知 っている。主はグラン ト大管

長に霊感 を与え，J・ ルーベ ン ・クラーク ・

ジュニア という立派な副管長 とその他の人々
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を助 け手 として，このプログラムに着手 させ

た もうた。そ して今私たちは，そのプログラ

ムに従い， 自分 を愛するように隣 り人を愛す

る精神 をもって主の王国を見守る義務 を負っ

ているのである。

その ように行な うな らば，私たちは予想以

上に早 く訪れる試練の時代に も， しっか り耐

え抜 くことができるであろう。 この世 の民は

将来，苦境 と苦悩に直面 し，主のプログラム

に立ち返る以外に問題解沫の道 を見 いだせな

くなる時 を迎えるであろ う。イエス ・キ リス

トのみ名により申し上げる。アーメン。

十 二使 徒 評議 員会 会 員

トー マ ス ・S・ モ ンソ ン



これは，3月31日 ，教 会本部 ビルで行 なわれ

た地 区代表 セ ミナーで， キンボ ール大 管長が

語 った説 教 を編集 した もので ある。

家庭で福音を実践する

大管長

ス ベ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル

「私たちの成功 は，個人的にも教会全体 としても，家庭で福音

を実践することにどの程度忠実に取 リ組んでいるかによって決

まる」

愛 す る兄弟の皆 さん・私 は・新 しい地区代
表の名前が発表されたことと共に，世界

各地に多 くの立派な兄弟たちがいるのを知 っ

て心か らうれしく思 う。兄弟たちがこの職 に

あって主に仕 えることを快 く引 き受けて下さ

り，，感謝に堪 えない。

政治に関す る事柄

最初に，教会員は政治に関する事柄にどの

程度関与 したらよいかにつ いて少 し申し上げ

たい。

この問題 について話 さなければならない程

差 し迫 った事態に直面 しているわけではない

が，地区代表，大管長会，十二使徒 として，
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教会 また教会員が政 治に どの ような態度 を取

るべ きかについて共に話 し合いたい と思 う。

1968年9月 ，大管長会は教会員 に 「地域社会

の一員 として， また一国民 としての 自覚 を持

つよう」強調 し，次のような勧告 を発 してい

る。

「教会が世界的な規模に発展 しその責任が

大きくなるにつれて，教会が教会員の住む様

々な地域社会の数 多 くの問題 を含んだ多種複

雑な事柄すべてに，適切な指示 を与 えようと

することは得策ではなくなった。か と言って，

教会員各個人が地域社会におけ る公民 として

の責任 を果たさな くてよい というわけではな

い 。

私たちは教会員に，地域社会 を取 り巻 く様

々な問題の解決策を見いだすに当たって，公

民 としての自らの義務 を果たし，責任 を引き

受け るよう強 く勧め るものである。

私たちの使命が拡大するにつれ，教会員は，

実際的な問題 を無視 できな くなってきた。霊

性 を育む ことのできる環境に住むにはそれら

を解決 しなければならないのである。

これらの実際的な問題 を解決するには，私

たちと信仰 を異にする人々とも協力す る必要

がある。教会の標準にかなっている事柄 に対

しては，協力 し，率先 して取 り組み，献 身す

るのを怠 らないようにすべ きである。

もちろん教会員個 人が，教会 を代表するこ

とはない。 しか し，イエス ・キ リス トの福音

の原則を指針 として，努めて善 き業 に従 うべ

きである。(教 義 と聖約58：27参 照)」

大管長会 と十二使徒評議員会 は，1968年 の

この重要 な声明を再び繰 り返 したい と思 う。

この声明は賢明な指針であると思 う。教会員

はこれに従って，公民 としての義務 を果たし

ていただきたい。末 日聖徒 イエス ・キ リス ト

教会は，教会 としての公式の立場 を表明 しな

ければならない事柄以外，組織 としてその立

場 を言明することは しない。

このようにしなければ，教会は数 々の問題

に縛られて身動 きで きな くなってしまい，主
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の 回復された福音を世 の人々に教えるという

教会の本来の使命 を果たせな くなって しまう

ことだろ っ。

教会員が 自らの責任 を自覚 し，賢明に行動

して下 さるよう心か ら願 っている。

地 区代表の皆 さんにお願い したい。教会貝

が一公民 として対応す るのがふさわ しい事柄

を教会にすべて委ねることのないよう，担当地

区のステー キ部長 とその他の指導者に指示 し

ていただ きたい。 また，神権指導者 と会員に，

個々の問題 について教会の立場 を表明す るよ

う求める依頼に教会が応 じない理由 を説明 し

ていただきたい。話題になっている問題は非

常に価値のあるものであるか もしれない。 し

かし，すでに述べ た理由によ り，教会員が一

公民 として関与す ることは大切 であるが，教

会が組織 として働 きかけるこ とはしない。

大会

私 たちは，主 を礼拝 し，キ リス トのみ言葉

にあずか り，信仰 と証 を強めるために， たび

たび大会 を開いている。そのような大会 とし

て， ワー ド部大会，ステーキ部大会，地域大

会，総大会がある。

ここ数年，私たちが催 した大会で最 も霊感

あふれる大会 として心に残っているものの中

に，合衆国外で開かれた地域大会がある。 し

たが って私たちは，1979年 か ら合衆国内でも

数ヵ所で地域大会 を開 くことを計画 している。

それに よって， もっと多くの教会員が教会幹

部に会い，話を聴けるようになることだろう。

十二使徒評議貝会か ら2名 と，その他に何人

かの幹部がそれぞれの大会に出席す る予定で

ある。

また私 たちは，教会員の時間，交通手段，

費用 といった負担 を軽減す るために，1979年

か ら，各ステー キ・部 で開かれるステーキ部大

会 を年2回 の開催 とす ることに決定 した。 こ

の うち1回 は教会幹部が出席 し， もう1回 は

地区代表が出席す る。 これに より， ステーキ

部長やその他 の地元の指導者は時間の余裕が



でき，聖徒 を全 き者 とす る業 を今以上 に推 し

進め ることがで きるものと思 う。

簡易化

兄弟姉妹，「簡易化」 を怠惰のスローガン，

あるいは怠惰 を助長するものとしないでいた

だ きたい。私たちが望んでいるのは，教会員

のためのプログラムを行 なっことであって，

プログラムに教会員が振 り回 され ることでは

ない。 また神権指導者は，教会員に何が必要

かを，祈 りの気持ちを持 ってよく考え，彼 ら

の基本的な必要 を満たす ように努めていただ

きたい。教会のプログラムは，そのための大

きな力となるであろう。特に，地元の実情 を

よく把握す る神権指導者は，どうすればそれ

を最 もよく適用で きるかを知 ることができる

であろう。 中央管理会や 中央委貝会に求めて

も，教会員に何が期待 されているか を知 るこ

とはできない。 これらの管理会や委貝会が各

地に直接プログラムを浸透 させ るとい う時代

はす でに過ぎ去 ったのである。

教会には，中央の指導者 と地元の指導者 を

結ぶ組織系統は幾つ もな い。基 本 とな る組

織の系路がただひとつあるだけである。それ

は神権の系路であ り，大管長会 と十二使徒会

か ら始 まって， ゾーンア ドバイザー，地域担

当教会幹部，地区代表，ステー キ部長，監督

へ と通 じる。本部の各組織は神権の系路上に

ある人々をで きる限 り支援 し，援助 を与える

が， しか し神権の系路上にある皆さんにはこ

れまで以上の責任 を引き受けるようお願いし

なければならない。 というのは，この ような

簡易化 を図るこ とによって，特定の人々にさ

らに負担が掛か るようになると思われ るか ら

である。

監督は，各組織の予算以上にワー ド部運営

基金か ら出費 しないよう注意 を払っていただ

きたい。同様に，監督は，教会の活動に費や

す時間につ いてもよく調整 を図る責任がある。

いずれの場合 も，常にバランスの とれ た計画

を立てるように しなければなちない。

地域の実情に応 じた教会活動が行なえるこ

とで，皆さんは時間をさらに有効に使って聖

徒たちのために働 くことができるよ うになる。

努めて従 うことと，どうでもよい仕事で忙 し

いこ ととは違 う。基礎的なものを推 し進める

ことと，「乳」が必要 な教会員に 「肉」を押 し

付けることとは違 う。

教会は教会貝に対 して，昇栄の備 えができ

るよう，数々の原則 とプログラム と神権 を提

供する責任 を負っている。私たちの成功は，

個人的に も教会全体 として も，家庭 で福音 を

実践す るこ とにどの程度忠実に取 り組んでい

るかによって決まるのである。私たちは， 自

らの責任 と，家庭 と家族の役割 をはっきりと

認識す る時，神権定員会 と補助組織 ひいて

はワー ド部 とステーキ部の存在す る目的が，

家庭で福音 を実践で きるように教会員 を助け

ることであるということが分かるであろう。

大切 なのはプログラムではな く人であるごと，

そして教会 のプログラムは常に家族 を援助す

るものであって，福音を中心 とした家族の活

動 を妨 げるものでは決 してないことが分か る

であろう。

教会貝は個人 と家族 の備 えをして， 自分の

家族や他の人々 を主の方法によって物質的に

も霊的にも助け，強め られるように しなけれ

ばならない。また， 自分だけでな く亡 き親族

も神殿の祝福が受け られるよう準備 しなけれ

ばならない。さらに，人々に福音 を伝 えるこ

とが必要である。そのためには，模範を示す，

友達になる，証 を述べる，伝道に出る，息子

に伝道の備えをさせ る，宣教師に経済的な援

助を与えるなど，いろいろなことができる。

また，教会員はそれぞれ才能を伸ば し，良い

文学に親 しみ，優 れた文化 を学び，地域杜会

や国の行事 を知 って，ふさわ しい ものに参加

する必要がある。

これ らの ことはすべて，立派な家庭環境が

あってこそ最 もよぐ達成できることが分かる

だろう。定員会指導者は次の ように自問して

いただきたい。定貝会会貝が最 も大切 な神権
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の召 し，すなわち家庭 における夫および父親

としての責任 を全 力を尽 くして遂行で きるよ

う助け るにはどのようにすれば よいだろうか。

神権者が愛 と思いや りのあ る雰囲気の下 で，

妻 を敬い，妻の相談相 手 となって彼女が伴侶

としての役割をよく果たせ るよう助け るため

に， どのような援助ができるだろうか。また

監督やステーキ部長 も，定貝会指導者 と共に，

両親が子供たちと一緒に聖典 を学び，定期的

に行なう有意義な家庭の夕べか ら十分な祝福

を受けられるよ うにす るためには どの ような

助け を与えればよいか，考 える必要がある。

扶助協会指導者 と教師は次のことを自問し

ていただ きたい。妻であ り母親 である姉妹 に，

母親の務めが神聖で価値のあることを理解 さ

せ るにはどうすればよいだろうか。家庭 を愛

と学びの場，安住 と向上の場 とさせるには，

どの ようにすれば よいだろ うか。 また，夫が

いつ も家庭 にいない女性や，夫に先立 たれた

女性が一家の導 き手 としての役割 を果 たせ る

ようにす るには， どのようにすれば よいだろ

うか。

補助組織の青少年担当指導者 と教師はこう

自問していただ きたい。両親 を愛し，両親の

言葉に従 い，家族の責任 を助ける青少年 を育

てるためには， どの ような援助 をしたらよい

だろ うか。家族の絆 を強め，責任 を果たすの

に支障をきたす ことな く， また，家族 の活動

を行 なう時間の余裕 を残 しなが ら集会や活動

を計画するには どの ようにすればよいだろう

か。

神権プログラム も補助組織のプログラム も

すべ て，家庭 で福音 を実践することをはっき

りと打ち出し，家族 と家庭に焦点を当てない

ような活動は控 えていただきたい。

現在，ひとり暮 らしの教会員や，福音の原

則を十分に理解 していない家族 と生活を共に

している教会員が多い。そのような人は，家

庭の夕ベグループに所属 した り，独身成人活

動に参加 したりして，家庭の意義を学ぶよう

にしていただきたい。 また，絶 えず両親や兄
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弟 姉妹，その他 の親族 との絆 を強めるよう努

力していただきたい。

地元の教会指導者の配慮によって家族が一

緒に過 ごせ る時間ができたならば，両親に も

子供たちに も 「家庭に帰 るように」 と，私 た

ちは呼 びかけたい。親 はクラブの集いやボウ

リング，球戯場，宴会，つ き合いな どに当て

る時間を最小限に し，子供 たちと多くの時間

を過 ごす ようにすべ きである。 また若 い男性，

女性は，学校やその他 の活動に当て る時間 と，

家族の活動に当てる時間のバランス をとらな

ければならない。

家族全貝が，家庭 をかけがえのない所，会

話 と学習の場，互いに愛とよりどころと感謝

と励 ましを見いだせ る所 とするために，協 力

しなければな らない。

繰 り返 し申し上げたい。私 たちの成功は，

個人的に も教会全体 として も，家庭で福音 を

実践す ることにどの程度忠実に取 り組んでい

るかによって決 まる。

系図

福音 を実践す る上 で大切なひ とつの事柄は，

系図 と神殿活動に取 り組む ことである。霊界

には，私たちが熱心 に働 くの を待ちかねてい

る男女の霊が大勢いるというこ とを，私 たち

はよく知っている。これは主が私たちに課せ

られた重大かつ避けることので きない責任で

ある。万一 これ を怠れば，罪あ りとされるで

あろう。

私たちは系図部に，系図の手続 きを簡易化

するよう要請 した。その結果， 人名抄出プロ

グラムが発案 された。私たちはそれを慎重に

検討 した後，それを承認 した。教会員は，地

元の機関でマイ クロフィルムか ら人名 を抄 出

する系図プログラムに，2マ イル行 く精神 で

取 り組んでいただきたい。このプログラムは，

神殿の業 を進めるのに， また死老のための儀

式を早 く行 なうのに大きな力となるであろう。

私たちはこれによって，教会員が系図 と神

殿活動 に対する責任 をさらによく果たせ るも



の と確信 している。

伝道

私 たちは，時の初めから伝道活動に携わっ

てきた大勢の宣教師に，心か ら感謝の意 を表

したい。これ らの人々は約6千 年にわたって

福音 を伝 えて きた。今 日まで宣教師は同僚 と

共に延べ50万 年伝道 してきたことになる。こ

の間に様々なことが起こっている。アダム と

イヴがエデシの園に住み， カインが弟アベル

の命 を奪 い， ノアが洪水か ら家族 を守 り，文

明が ミシシッピーか らアララテ山に移った.。

また，アブラハムがエ ジプ ト人に天文学 を教

え， モーセがイスラエルの民 を導いて紅海 を

渡った。 リーハ イが家族 を約束の地 に導 き，

コロンブスがアメ リカ大陸 を発見 した。そし

てアメ リカ独立戦争が起こ り， 自由が与 えら

れた。さらに，予言者 ジョセブ ・ス ミスが福

音を回復 した。その福音 を携えた宣教師たち

は大勢の人々 を教会に導 き，かつて，10万 人

のスカンジナ ビア人，ブ リトン人， ドイツ人

が286せ きの船 でシオンに向か った。彼 らは大

西洋 を渡 って ミシシッピー川の河 口に到着 し，

さらにその川を上 ってセ ントジ ョセブに出た。

そこから荷車，後に汽車 を使ってシオンにや

って きた。また，現在宣教師は，毎年16万 な

い し17万 人の人々にバプテスマを施 している。

この ように教会の発展には目を見張るものが

あ.る。6人 から始 まった教会が，現在会員数400

万に まで成長 している。宣教師ひとり当たり
.
の1年 間の費用がおよそ1，872ド ル とす ると，

現在彼らは5，000万 ドル を費や して奉仕 をし

ていることになる。このほかにも伝道活動 を

行な っのに諸経費がかかっている。私たちは

彼らのこのような働 きを誇 りに感 じている。

合衆国以外の国か らも4，000名 近 い若者が

伝道の召 しに応 えている。

私たちは主の霊感によって語 るこ とができ

るように，幅広 くかつ深 い知識 を得 るよう常

に努 めなければならない。主は予言者ジ ョセ

ブ ・ス ミスを通 して，福音 を宣べ伝 える責任

が私 たちにあると告 げておられるか らである。
ことば

主は言われた。「わが言 を宣べんと求むるこ

となかれ。然らず してまずわが言を得んこと

を求めよ。然 る後，汝の舌 ゆるま り，それ よ

り汝願 わばわれわが 『みたま』 とわが言 とを
ちから

与えん。すなわち人々を説得する神の能力 を

与 うべ し。」(教 義 と聖約11：21)

したが って，私たちは福音 を宣べ伝 える国

の民の言葉 で福音を学ぶ ように している。

現在外国語 を話す宣教師の大多数は，その

ために熱心に勉強 している。

「その 日
，イエス・キ リス トを啓示す るため

に彼 らの上に注がるる『慰め主』の施 した もう

に よりてこの能力を授けられたる者たちの口

より，あらゆる人々は己が国語 と己が言葉 にて

完全 なる福音を聞かん。」(教 義 と聖約90：11>

「誠 に主の声はすべ ての人々に及ぶ ものな

れば，一人 ものがるる者な し。 目として見ざ

るはな.く，耳 として聞か ざるはな く，心 とし

て刺 し貫かれ ざるはな し。……
かいな

その時主の腕現われて，主の声 もまた主の

僕 らの声 も聞かん とせず，予言者に して使徒

なる者たちの言に も耳傾けんとせ ざる者のそ

の民の中より絶たるべ き日来るな り。……

されどこは，あちゆる人々主なる神すなわ

ち世の救い主の名によりて語 らんため……」

(教義 と聖約1：2，14，20)

王や 統治者，有力者，要人と言えども， こ

の福音に聞 き従 うことを免れ得ない とい うこ

とに注意 していただきたい。私たちはそのよ

っな人にも福音 を宣べ伝 えている。 また，彼

らへの伝道には特に力 を注いでいる。

「目覚めよ
，世の王たちよ。来れ，来れ。

すべか

須 らく汝 らの金 と銀 とを持ちてわが民を助け

に来れ。シオンの娘の家に来れ。」(教 義 と聖

糸勺124：11)

もし200万 の 家族 とその子供たちが毎 日朝

晩心 を合 わせ て祈るならば，祈 りにいつ も耳

を傾けてお られ る主は， その祈 りに必ずや応

えて下さるであろっ。私 たちは，世界の国々

あ指導者が心 を和 らげ，宣教師 を受け入れて，
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平安 と愛 と喜び と主を知る知識がその国民に

与えられるよう，国々のために祈っている。

私たちは現在デビッ ド，・M・ ケネデ ィー長

老に，新 しい伝道部 を開設する準備 をする特

別顧問として働 いていただいている。ケネデ

ィー長老は，合衆国の閣僚 その他の経歴があ

ることで世界各国に知人がいる。そのため，

この責任はまことにふ さわしい と思 う。私た

ちは，国際伝道部部長のジェームズ ・E・ フ

ァウス ト長老の助けをも得て，国々の門戸 を.

開 きたいと望 んでいる。

王や国の指導者の方々に，門を開いて下 さ

るようにと申し上げたい。私たちの宣教師は，

あなたの国に祝福 をもた らす力強い大使で あ

る。彼らはあなたの国に平安 と喜び，幸福 を

もたらし， 人々の心を満たすこ とだろう。 そ

れゆえ，門を開 いていただきたい。

「か くの如 くして
，福音は最初 より説き始

め られて，神の御前 より遣わされ し聖 き天使

たちにより，神 自らの声に より， また聖霊の

賜によりて宣べ られた り。

か くの如 くして，一つの聖 き儀式により，

説かれたる福音により， またその福音のこの

世の終 りまで世 にあるべ しと宣べ られたる神

の御 旨によりて， よろずの物すべてアダムに
くだん

授けられた り。されば誠に件の如 くな りき。

アー メン。」(モ ーセ5：58-59)

25，000人 を越える宣教師 たちは，伝道活動

を始めると間 もな く，福音が 自分たちの証に

よって伝えられることを知 る。このことにつ

いて主は教義 と聖約62：3で ，次のように説

明している。

「さ りなが ら汝 らは幸福な り
。汝 らの為 し

たる証は，天使 らの見 るために天に録 された

ればな り。天使 らは汝 らに就 きて悦び汝 らの

罪赦さる。」

最近私の ところに， ある姉妹からかな りの

額の小切手が届いた。その姉妹には息子がい

て，伝道資金 をこつこつ貯蓄していた。 とこ

ろが彼は高速道路 で事故に遭い，他界して し

まったのである。
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「私 には
，息子が伝道のためにこつ こつ貯

蓄 したこのお金 を使 う権利はない と思い・ます，

息子 と主人が亡 くなってか ら3年 にな ります。

当時息子は17歳 で した。本当に恐 ろしい事故

で した。……鹿狩 りに行 く途中，大型タンク

ロー リーが猛ス ピー ドで突っ込んで きて，ふ

た りの乗 った車に激突 したのです……。」

これこそ，私欲のない，愛の模範である。

同 じように，1830年 以来現在 まで約25万 人の

宣教師が，私欲 を捨てて自らの時問を伝道活

動に捧 げて来た。

私はまた，教会員に感謝 している。数多 く

の責任以外に，伝道の歩みを速め るとい う要

請に も快 く応 じて下さったことを心か ら感謝

申し上 げたい。現在，教会には156の 伝 道部

がある。これはかつてない数字 である。私た

ちが皆 さんの働 きに心か ら感謝 していること

を知っていただきたいと思 う。 この世におけ

るみ業は今や驚 くべ き勢いで進んでいる。そ

の勢いを保 ち， さらに拍車 をかけていただ き

たい。

現在19歳 で，伝道に出られる年齢の少年が

38，000名 い る。 しかし実際には一部の人しか

伝道に出ていない。また，準備 をすれば3年

以内に伝道に出られる祭司が114，000名 ， さ

らに，現在14，15歳 で，4，5年 のうちに伝

道に出る準備 をしている教師が83，000名 ，6，

7年 後に宣教師 となるために貯蓄 している12，

13歳 の執事が78，000名 い る。

前に も引用 したことがあるが，祝福師のサ

ミュエル ・クラリッジ兄弟か ら受けた私の祝

福 を一部紹介 したいと思 う。

「あなたは多くの民に
，特にレーマ ン人に

福音を宣べ伝えるであろう。主はあなたに言

語の賜 と， その民に福音の原則をごくわか り

やす く説 く力を授けて下さるであろう。あな

たはいつの 日か彼 らが組織立てられ，この民

を囲む とりで として立つの を目にす るであろ

う。また，神 のみ使 いがあなたを囲み，苦 し

い試練の場に立た された時に，何 をすべ きか

を教 えて くれるであろう。 また，敵の怒 りが



この民に向けられる時が来 るであろうが，あ

なたは他の人々 と共にそれに立 ち向かい，敵

の中に混乱 と災いをもたらす力 を得 るであろ

う。スペ ンサー兄弟，私 はあなたに告げる。

あなたは若い時か ら成功 し，襲 いかかるあら

ゆる罪 と誘惑か ら守 られ，あなたの天父のみ

まえに手が清 く，心のいさぎよい者 として立

うこ とだろっ。」

私 はこのことにつ いて， レーマン人のプロ

グラムに深 い関心 を寄せ ているボイ ド・K・

パ ッカー長老 と話 し合った時，教会 には50万

近いレーマ ン人がいることを知 った。アメ リ

カに316，000人 ， それに海の島々に94，000人

い る。 これを聞いた時に，み業が進んでいる

のを知 り本 当に うれ しく思 った。

大勢の会員か らクリスマスカー ドと写真 を

いただいた。その写真 を見ればおわか りにな

るが，宣教師の中にレーマン人が非常に 多い。

立派な若い男女が大勢 いる。伝道部か ら写真

を添付 したカー ドをた くさんいただいたが，

それには どれもレーマン人の宣教師が写って

いる。すべ ての写真にである。ここにその幾

つかがあるので御覧いただ きたい。私は レー

マン人の宣教師がご く少数 であった頃のこ と

を思い出す。レーマ ン人の宣教師は5本 の指

で数 えられ る程度 しかいなかったし， レーマ

ン人の会 員も極めて少なか った。

しか し，世の中が変わ り，状態 も変わった。

主は今や このみ業 を祝福 してお られ る。主に

不可能なことがあるだろうか。皆さんは，年

老いたアブラハム とサラが，子供 に恵まれ，

彼 らの子孫が海の真砂 のように増すであろう

とい う約束 を受けた時のことを覚 えておいで

だろ う。やがてこれらの民がすべて教会の管

理下に導かれ，私たちがそのことで大 きな喜

びを得る時が来 るこ とだろう。

私 たちは今年，現在の少ない宣教師によっ

て，通常の状態で167，939名 にバプテスマ を

施 した。宣教師の数が倍 になれば，改宗者 も

当然増えるであろう。そのほかに，主は伝道

活動 をさらに成功させるために様々な方法 を

用意 して下さるであろ う。

私は， このみ業が勢いを増 して進んでいる

こと， そして多くの働 き手がいれば多くの国

々でみ業の進む ことを確信 している。ウイル

フォー ド・ウッ ドラフ大管長はかつて次の よ

うに語った。「この教会は南北 アメリカに満ち，

さらに世 界に満 ちるであろ う。」(丁勉0蝕

oo%2s6sα プ 砺勿b名4厩)04彫 「ウ イル フオ

ー ド・ウ ッ ドラフ説 教集」.pp.144-45参

照)

また，ブ リガム ・ヤング大管長はこう述べ

た。「シオンはやがて全地 に及ぶであろう。そ

して，地上でシオンの中に含 まれない所は一

角 もないであろう。」(Z)ゴs6伽欝θs(ゾ・B7忽ぬα勉

y∂%η8「 ブ リガム ・ヤング説教集」p.120)

兄 弟 の皆 さん，私はこの世で皆 さんと共に

この大いなる目的の達成に努め ることができ，

喜びに堪 えない。 また， いつ も変わることな

く主 に仕 えて くれる副管長 と十二使徒評議員

会の兄弟たちに感謝 申し上げたい。私たちは

毎週神殿で集会 を開いている。神殿で主のみ

業に携わる時，私たちは真剣である。一私たち

は，世の人々に福音を伝 え，教化 し，教える

新 しい方法 と手段 を見いだそ うと常に努めて

いる。.

ここで，福音に対す る証 を述べさせていた

だきたい。私は主がこのみ業の発展 を望んで

おられるこ とを知 っている。私 たちもそれを

望んでいる。私たちはみ業の発展に努めてい

る。 しか も，かつて一度 も行なったことのな

い方法でそれ を行 なおうとしている。兄弟姉

妹が手がけようとしている方法 に主の祝福が

あるように。近い将来皆 さんが携わることに

なるみ業に対 して， よく準備が できるように。

皆 さんに神の祝福 と平安があるように。イエ

ス ・キ リス トのみ名により申し上げる。アー

メン。

☆ ☆
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七十人第一定員会会員

ロナ ル ド ・E・

ボ ー ル マ ン

「主人は福音の教義 クラスの素晴 らしい教

師です。毎週 日曜 日にレッスンを教 えられな

くなったら，何人 もの人が きっとが っか りす

ると思います わ」 と， クレア ・ポールマ ン姉

妹は冗談半分 に語る。

このたび七十人第一定員会会員に支持 され

たロナル ド・E・ ポールマ ン長老は，教会で

様々な職 を歴任 してきた。副監督 を1年 ，高

等評議員 を1年 ，監督 を2年 ，副ステーキ・部

長を7年 ， さらに8年 間にわたって 日曜学校

教師を務めてきた。

「私は教えるこ とが大好きです。特 に聖典

を使 って教えるこ とが好 きです。福音の教義

クラスは，教会の奉仕 の場 として理想的 です」

と熱っぽ く語 る。

ポールマ ン長老は，カ リフォルニアのコン

ソリデイテッ ド・フライ トウエイ社で副社長

兼秘書の職にあった。 日曜学校教師の責任 を

楽しんでいたポールマ ン長老の会社に，突然

電話がかか ってきた。

「仕事で交流のあったN・ エル ドン ・タナ

ー副管長からの電話で
，キンボール大管長が

私 と個 人的にお会い したい とい うことでした。

2，3日 中の私の予定 を尋ね られたので，私

は 『キンボール大管長のためで したら，い く

らでも.都合つけます』 と答 えました。」

キンボール大管長か ら面接 を受けた後， と

いうより親 しく語 り合 った後， タナー副管長

が入って来て， カリフォル ニアにいる夫人に

電話 して， この召 しに対す る考 えをうかがう

ようにと勧めた。 キンボール大管長 もそうす

るのが一番 いいことだ と言われ，「私の電話を

使って下 さい。私たちは席 をはず しますか ら」

と言って外に出た。

「私は家に電話 をかけ，妻 と数分話 しまし

た。電話の途 中で ドアが静かに開き，キンボ

ール大管長が顔 を出されてこ う言 うのです。

『ロン， ごゆっ くりどうぞ。私たちのこ とは

気にな さらないように。私たちは外で待 って

い ますから。』そ して静かに ドアが締 ま りまし

た。私はこの ような心遣いに深 く感動 しまし

た。大管長の物腰はおだやかで，や さしく，

思いや りにあふれていました。」

ポールマン姉妹はこれ をどう受け止めただ

ろうか。「まごついてしまいました。」 しか し，

10年 間癌 と闘った経験 をもつ ポールマ ン姉妹

は，主を信頼することの意味 を知 っている。

現在ふた りには4人 の子供 と3人 の孫がいる。

ポールマ ン長老は1955年 にユ タ大学法学部

を卒業後，1965年 にハーバー ド大学大学院の

商業管理科 を卒業 した。

ポールマ ン長老は，夫人と共に，地域社会

の行事に活発に参加 している。サンフランシ

ス コ ・シンフォニー協会， カルフォルニア の

国民クラブ，世 界貿易 クラブの会員であ り，

全国有価証券業者協会仲裁会議の一員 でもあ

る。

ポールマン姉妹 はBYUを 卒 業後， スタン

フォー ド研究所のコンサルタン トを務め，5

年 間サンタクララ郡の 「病気回復」運動の リ

ーダー として働いた。また，過去10年 間，癌

患者の良 きカウンセラーであった。

1929年5月10日 生 まれの活発な教会貝であ

るポールマ ン長老は，伝道に出ることを心か
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ら願い，オランダ伝道部に召 された時に喜 ん

でその召 しに従った。 しか し当時の彼の証 は，

福音に対するより，教会員か ら得 た証 の方が

強かった。これが ある日曜 日まで続いた。そ

の 日彼は病気 で， 同僚 が大会 に出かけている

間ず っと床についていた という。

「その 日，朝早 くか らある思いが心の中で

次第に強 くなるの を感 じました。私が悩んで

い るあらゆ る事柄 を解決す る鍵は， イエス ・

キリス トが神 の御子か どうか とい うことにあ

るという思いでした。私は新約聖書を読み，

ときどき，ベ ッドか ら抜け出してはひざまず き，

今読んでいる事柄が確かに真実か どうか示 し

て下 さるよ う天父にお願い しました。 こうし

て，四福音書 を読みなが ら一 日中祈ったこと

で，み じんの疑いもな く， イエスがキ リス ト

であることがわか りました。それ以来，疑い

の心 を起 こしたこ とは一度 もあ りませ ん。.そ

して，イエスが私 の救 い主であ るとい う岩の

ような土台の上に，他 のすべてのことは築か

れて きました。

七十人第一定員会会員

デ リック ・A・

カ ス バ ー ト

この3月 ，デ リック・A・ カスバー ト伝道部

長 と夫人の ミュー リエル姉妹は，スコットラ

ン ド・エジンバ ラ伝道部での責任 もあ とわず

かであることを感 じていた。7月 に，3年 間

にわたる伝道部長 としての責任 を解任 される

ことになっていた。

ふた りは，解任 されても伝道 中に学んだ こ

とを生か して，英国の聖徒 たちの役 に立て る.

よ うにと祈 っていた。

そ してその祈 りは思いがけない方法で答え

られた。英国ノッチ ンガム出身のカスバー ト

長老は，年 次総大会で七十人第一定員会会員

と.して支持 されたのである。英国諸島か ら初

めて教会幹部に召されたカスバー ト長老は，

生涯伝道の業に携 わることになったのである。

カスバー ト長老は，バプテスマを受けて以

来27年 間，いろいろな召しを果た してきた。

しか し， カスバー ト夫妻に とり，全時間を主

、.のみ業 に捧 げるのは これが初めてではない。

教会員になって2年 ほどしてから，汽車 に

よる訪問が始まった。車を持っていなか った

か らである。土曜 日の朝の出勤には，教会の

視覚教材や資料 を携 えて汽車に乗った もので

ある。そ して仕事 を終えてか らまた汽：車に乗
.
り，伝道部管理会員の責任 を果 たす ため，英

国の各所 を訪れたのだった。副伝道部長に召

，されてか らは，帰宅するのがいつ も日曜 日の

夜だった。

カスバー ト姉妹 と子供たちはバスに乗って

教会に行 く。教会堂 と言 っても，古い家を礼

拝堂 として改装 したにす ぎない。ベスを乗 り

換 えるために400メ ー トルほど走らなければ

ならない。そのため，時にはバスに乗 り遅れ
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ることもあったと言 う。

カスバー ト長老は宣教師や教師 として働い

ただけでなく，副地方部長や副伝道部長の責

任 も務めた。また改宗 して蜘年後にレスター.

ステーキ部の部長に召 され.た。後に，英国 ミ

ッチャムのデゼ レ ト・エンター プライズ社販

売店のマネージャー となった、。 これは ヨー ロ

ッパにおける最初の教会企業である。 カスバ

ー ト長老夫妻はその間2年 間
， ロン ドンに住

んだ。販売店の経営が軌道に乗 ると，長老は

また以前の化学会社に戻 った。その後，昇進

して，家族は再びサ ッ トン ・コール ドフ ィー

ル ドに移った。

スペ ンサー・W・キンボール大管長か らバー

ミンガムステーキ部の部長.に任 命され，1970

年 に地区代表の召 しの手紙を受 け るまで， こ

の地で働 いた。

カスバー ト長老が英国セ ラニーズ社の宣伝

部長 となった時，家族はノッチンガムに戻 り，

1975年 に伝道部長に召 されるまでそこに住ん

だ。

3月 の中頃， キンボール大管長がスコット

ラン ドのカスバー ト家に電話を し，七十人第

一定員会の召 しのこ とを話す と
，カスバー ト

家では家族会議が開かれたとい う。

カスバー ト家 では，教会のあ らゆる責任 を

果たす際に，家族 を第一 にして いた。彼 らは

教会に入る時，子供 たちを教会の中で育 て，

ひとりも離れる者が ないように しようと決心

したのだった。親のどち らかが集会に出かけ

る時は，他のひとりが家 に残って子供の面倒

を見る。子供が小さい頃，カスバー ト長老は

姉妹が扶助協会に出かけて・いる間，子供 たち

を風呂に入れ，寝かせつけた とい う。

今では，夫妻が教会の責任で外出す る時に

は，年上 の子供たちが小 さ：い子供の面倒 を見

ることができるようになった。 カスバー ト夫

妻の孫は9人 である。

カスバー ト夫妻は幼なじみで，1945年 に結

婚 した。 しか し結婚後間もな 《，カスバー ト

長老は極東の英国空軍に所'属し，2年 間家 を
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留守に した。 この間， カスバー ト姉妹は毎 日

少な くとも1通 手紙 を書 いたそうである。彼

が ラングーンか ら香港 に転任 になった時 など，

姉妹からの手紙が63通 も届いたという。

英国国教会の活発な会員であったふた りの

もとを宣教師が訪 れたのが，1950年 の ことで

ある。

当時，3人 の長老 ひとりはその 日たま

たま一緒に伝道 していた地方部の指導者

は，その地域 で求道者 を見つけ ることができ

なかった。肩 をがっ くり落 としてひとりが言

った。「では，これで引きあげ ましょう。」す

る ともうひ とりが答えた。「いや，あと一軒だ

け訪問 してこの地域での伝道 をやめ るこ とに

しましょう。」

この 「あ と一軒」の家が，言 うまで もな く

カスバー ト家だったのである。

☆ ☆



七十人第一定員会会員

ロ バ ー ト ・リグ ラ ン ド ・

バ ッ ク マ ン

バ ックマ ン長老の全身から温か さが発散 さ

れている。バ ックマン長老は人の話にいんぎ

んに耳 を傾け，誠実な話 し方 をす る人である。

ロバー ト ・L・ バ ックマン長老の証や家族に

ついての話を聞 く人は，彼の育った環境が恵

まれないものであったことなど決 して想像が

つかないであろう。

彼は，父親の リグラン ド ・P・ バ ックマ ン

兄弟が伝道部長であったため，10代 のほ とん

どを南アフ リカで過 ごし， ソル トレー クに戻

ってきたのは，高等学校の時であった。彼は

それまで通っていたのが男子校だったことで，

女学生の前ではいつ も赤面 した という。「ダン

ス もで きなければ，ア メリカのスポーツもで

きませ んでした。車の運転 もだめです。入生

で最 もみ じめな時代で した。」

北部諸州伝道部に召されたこ とによって，

「私の人生は変わ りました
。その地での伝道

を通 して，私は 自分が神の子であり，素晴 らし

い潜在力があるということを確信 しました。」

もうひとつの大切な経験は，第二次世界大

戦の時に陸軍に籍 を置いた ことである。基礎

訓練 を受け るために入隊す ると， 同じ隊に5

人 の帰還宣教師がお り， その うちのひ とりは

1年 半の間一緒に働 いた愛する同僚であった。

軍隊時代のハ イライ トは，マニラ東部の戦

闘地 区において，「グループのないグループ リ

ーダー 」として復活祭の行事 を計画準備 した

ことである。「私たちはだれが来てくれ るかわ

か りませ んでした。 しか し， トラックが到着

す ると，50人 程 の人が集 まりました。彼 らは

戦闘服姿で したが，ライフル銃 を組んで立て

ると，建物の中に入 りました。その建物は前

に爆撃 を受けていました。また私たちがそこ

にいる問に戦闘司令所 も攻撃 され ましたが，

私たちは少 しも心配 しませ んで した。私 たち

はヘルメッ トを腰掛け代わ りに して腰 をおろ

し，弾薬箱 を聖餐 台とし，食器 を使って聖餐

を執行 しました。そこにはみたまが とどまっ

ていました。」

戦争後，ふた りの子供 をかかえたバ ックマ

ン長老は，法学部の学生 として，まず学業に

専念す るこ とに した。 しか し，授業 を受ける

最初 の 日，学校 に向か うバ スの中で監督 と出

会い，バスを下 りる時には新たに執事定員会

ア ドバ イザーの責任に召 されていた という。

そのほかに，バ ックマン長老は，北西諸州伝

道部部長，中央アロン神権MIA会 長 をも務

めた。また，神殿での結び固め を行なう権能

も与 えられている。「私は，私の下で働いて く

れた大勢の宣教師や3入 の娘の結び固め を行

ないました。永遠に結び固められることは，

人がこの世で得 ることのできる最 も栄 えある

体験 であると思 います。」

最近の責任 としては，サ クラメン トおよび

サ クラメン トノース地区の地区代表，次いで

コッ トンウッ ドおよびマ レー地 区，また大会

バ ック マ ン長 老 ご夫 妻
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の前 日に新設 されたホラデー地区の地区代表

がある。ホラデー地区の地区代表 としての責

任は，24時 間 とたたない うちに解任 された。

これは記録上最 も短期の召しであろう。.

キ ンボール大管長の事務所から電話があっ

た時，バ ックマン長老は夫人に 「大変な電話

をまた受けたよ」 と語 り，3週 間，眠られな

い毎 日を過 ごしたという。そして約束の 日，

ふた りは，伝道部長の時の楽 しい思い出を胸

に， また伝道の召しが与えられるのではない

か という 「希望」 を抱 いて大管長の事務所を

訪れた。

「とても素晴 らしい経験 でした
。キンボー

ル大管長の面接の後，私は どこへで も行 く覚

悟ができました」 と，バ ックマン長老は語る。

長老 と夫人のバー ジニア姉妹は， これ と同 じ

ように心温まる経験 を，7人 の娘 たち とその

夫にこの召 しにつ いて知 らせた時に も味わっ

た。「みんな涙を浮かべて喜んで くれました」

と長老は穏やかに述べ，てれ くさそうに笑っ

た。「こうなると思 っていた と言 う子供 もいま

した。本当にいい子たちです。」家族間のつな

が りが強いのは，バ ックマン家の伝統である。

バ ックマン長老は父親 と一緒に法律事務所で

働いている。「毎朝事務所に出勤 してくる父の

姿 を見 ることは，私に とって楽 しみです。父

と一緒にいられることが うれ しいのです。」

4人 の娘さん，ジュディス ・マー シュ，ボ

ニー ・プライス，バ トリシア ・コックス，そ

れにまだ親元にいるバーバラはソル トレー ク

に住んでいる。ほかにルイー ズ ・チェケッツ

はベ ア リバー ・シティー， レベ ッカ ・チャン

プニズはサ ンデ ィー，バー ジニア ・バ ックマ

』ンはメ リーラン ド州ベセスダに住んでいる。

1922年3月22日 に ソル トレー ク ・シティー

に生まれたバ ックマ ン長老は，かつて2期 に

わたって立 タ州下院議員を務めた経験 を持つ。
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レ ッ ク ス ・C・ リ ー フ

数年前， ジェシー ・エバンズ ・ス ミス姉妹

はアイス クリームが切れたので，乳製品会社

の役 貝であるレックス ・リーブ兄弟に電話を

かけた。すると彼 は， ス ミス姉妹 と夫の ジョ

セブ ・フィールディング ・ス ミス大管長の と

ころに半ガロン入 りのア イスクリームを2箱

持 って来て， しばらく話 をして帰 った。彼は

この恵まれた機会に感謝 した。「聖地にいるよ

うな気持 ちでした。」

その彼が今教会幹部 とな り，教会の指導者

たちと席 を同 じくすることになったのである。

4月 の年次総大会の土曜 日の午前の集会で，

リーブ長老は七十人第一定員会会員 として支

持 された。

リーブ長老は，総大会の数 日前，スペ ンサ

ー ・W・ キンボール大管長か ら電話 を受けた

リーブ長老ご夫妻



時， カ リフォルニア州アナハ イム伝道部の部

長であった。 キンボール大管長は リーブ長老

とフィリス ・メイ ・ニールセン ・リーブ夫人

に会い，召 しのこ とを話 した。

「キンボール大管長が私たちの生活に恵み

をもたらして下さったのは， これが初め てで

はあ りません。30年 前にステー キ部の副 ステ

ーキ部長に任命 していただきました」 とリー

ブ長老は言 う。その後 リーブ長老は，ステー

キ部長， ステーキ部祝福師，地区代表，伝道

部長 を歴任 した。教会での責任 を通 じセ，長

老は6人 の大管長 を知っている。 この6人 の

大管長の影響 を大 きく受けた といっても言い

・過 ぎではない と思います と， リーブ長老は語

る。

リーブ夫妻は，デビッ ド・0・ マ ッケイ大

管長 の 「コー トシップ と結婚」に関する夕方

の クラス をとったことで，結婚前か ら，マ ッ

ケ イ大管長 と親 しかった。そのため，大管長

はふた りの結婚式の司式 を引き受けて くれた

とい つ。

「大管長か ら幸福 を得 る方法
，幸福 な生活

を送 る秘訣 を教えていただ きました」 とリー

ブ長老は語る。

「マ ッケイ大管長か ら教えていただいたこ

とのひ とつに，誤解 したままで一 日を終 えな

いようにとい うことがあ ります。私たちはそ

のことを実行 して きました。また，毎朝毎晩

一一緒に祈 りました
。」

リーブ夫妻が初 めて出会 ったのは， ソル ト

レー ク ・シテ ィーで催 された ミューチ ャルダ

ンスパーティーであった。「私は彼女に初 めて

会った時に，彼女 こそ自分の伴侶になる人だ

とわか りました」と長老は言 う。こうしてふた

りは，1年 間デー トをし.た後に結婚 した。「私

たちは有意義なコー トシップをしました。一.

緒 にモルモン.経を学び，散歩 し，マ ッケイ大

管長のクラスに出席 しました。」

ふた りは結婚前か ら，できるだけ多 くの子

供 をもうけ，主 と主のみ業を第一 に置 くこと

を決心 していた。

この決意は，何度か苦難に見舞われた時に

も彼 らの支え となった。彼らは危 く長男のレ

ックス ・C・ リー ブ ・ジュニアを失 っところ

だった。 しか し彼は現在，オーレム工科大学

の理事 を務めている。

長女のレベ ッカ ・アンは16年 前，ニュー メ

キシコ州 で伝道中，交通事故 に遭 い，体が麻

痺 してしまった。「彼女は霊感 を与 えて くれま

す」とリー ブ長老は言う。「辛 くあたるという

ことは まった くあ りませ ん。彼女 は電動式の

車椅子に乗 って，人々 を激励す る数多 くの話

をしています。」

「私たちは祝福 されてきました」 とリーブ

長老は言い，子供たち全員の功績 をうれしそ

うに数 え上げ る。ア リゾナ州フェニックスに

いるロジャー ・ウォーン ・リーブ，ブ リガム・

ヤ ング大学の法学部に在学中のデ ビッ ド・A・

リーブ， リックスカレ ッジで教鞭 をとってい

る娘のジョアン ・リー ブ，ほかにふた りの娘

が いる。ひ とりはユ タ州オー ク ・シティーの

ガーヌ(ベ ニス)・ フィン リンソン夫入， もう

ひ とりは， ミズー リ州 モネ ットのレイン(バ

ーバラ)・ ニール ソン夫人である
。そして孫は

現在23人 を数 える。

また リーブ長老は，先祖が開拓者であるこ

とを誇 らし く語 る。その中には西部に向かう

途 中に葬 られた者 もいる。

「長いこと私は人が買って くれた切符で旅

をしていた ような気が します」 と先祖 に対す

る賛辞 をこめて語 る。「これから先の業は大変

な もので しょうが，働かせていただけること

を感謝 しています。主の助けがあれば何で も

できますが，そ うでなければ何 もすることが

できませ ん。」

☆ ☆
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デ ルバ ー ト ・L・ ス テイ プ レー長 老

逝去 され る

去 る8月19日 ， 十二使徒評議員会会貝のデ

ルバー ト・L・ ステイプレー長老は， 自宅付

近 を散策中に体の不調 を訴 え，直ちにユタ大

学医療センターに担 ぎ込まれた。 しか し，午

後0時10分 ，心臓の機能が停止 し，この世 を

去った。享年81歳 で，長老 はこの 日まで，28

年 間，十二使徒評議員会会員 として務めたこ

とになる。

葬儀 は8月22日 の正午か らソル トレー ク ・

シテ ィーのタバナ クルで催 され，大管長会に

よる追悼の辞 と，エズラ ・タフ ト・ベ ンソン

会長 とマー ク ・E・ ピー ターセン長老による

祈 りが捧げ られた。 また， タバナクル合唱団

が，ステイプレー長老作詞の感動深い讃美歌

「神は愛な り」 をは じめ
，数曲 を歌った。葬

儀には，大管長会のほかに，故入の妻エセル

姉妹 と家族，な らびに教会の責任 を受 けて不

在の人を除 くすべての教会幹部が列席した。

席上，大管長会は，次の ような言葉 をもっ

てステイプレー長老の遺徳 をしのんだ。

「ステイプレー長老は，神 と人 とに誠実に

仕えるこ とを目ざし，豊かな人生を送られま

した。故人が家族や教会にとどまらず，全世

界に残 された ものは，全人類の真の羊飼い，

貝費い主は私 たちの主 なるイエス ・キ リス ト唯

お一 人であるという厳かな証であ ります。デ

ルバー ト ・L・ ステイプレー長老の生涯は，

永遠 の真理 に対す る誓約その ものでした。…

故人は，その言葉 と行ないによって，この世

に住むすべ ての人々に， 自由 と公正，尊敬 と

美徳，誠実 と愛 を与え，人生 を実 りあるもの

へ と導 く永遠の原則 を教えられました。」

棺 の付添人は十二使徒評議員会が務め，葬

儀の模様は，ステイプレー長老の出身地，ア

リゾナ州に中継放送 された。

ステイプレー長老は，1896年12月11日 ， ア
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リゾナ州 メサで生 まれた。 そして，幼少の頃

か ら父の農場の仕事 を手伝 い，労働の価値 を

学んだ。

長老は，1915年 に メサ高等学校 を卒業する

と間もな く，チャールズ ・A・ カ リス部長(後

に十二使徒評議貝会会員に召 された)の 管理

する南部諸州伝道部で宣教師 として働 く召し

を受けた。

この2年 間の召しを.終窯て戻った後，ステ

イプレー長老は幼な友達のエセル ・バーデッ

ト ・デービスと，1918年1月14日 に， ソル ド

レー ク神殿で結婚した。その後，長老は合衆

国海兵隊に入隊し，第一次世界大戦終決時ま

で，8ヵ 月間愛す る妻 と別れてカ リフォルニ

ア州 メア島で補充兵 として過 ごした。

除隊後，長老 は教会でステー キ部MIAの

役員 に召 され， ステーキ部YMMIAの ス カ

ウ ト隊長 と管理会長 を兼務 した。こ うして，

ステイプ レー長老 とスカウテ ィングの付 き合

いが何年 も続 くことになった。そして，1957

年 に地区のスカウ トでは最：も名誉あるシルバ

ー ・アンテロー プ賞を授与 され
，1961年 には

全米スカウ ト会議の最高賞であるシルバー ・

バ ッファロー賞， さらに1971年 に は50年 功 労

賞を授与された。

また，公民 として も積極的に働 いた長老は，

1921年 か ら1924年 まで，2期 にわたってメサ

市議会議員 を務めた。そのほか，コロラ ド川

からア リゾナ州に取水す る事業に携わった中

央ア リゾナ事業推進委員会の一員でもあった。

教会では，1926年 にマ リコパステーキ部の

高等評議員に召 された。
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その後，メサか らフェニ ックスに引っ越 し

てか らもステーキ部の責任を受け，1938年 に

フェニ ックスステーキ部が設立された時に，

第一副ステー キ部長に召 された。長老は この

職にあって10年 間奉仕 し，その間，副ステーキ

部長 としてア リゾナ地区福祉プログラムの責

任者 を務めた。その後1947年12月5日 に，フ

ェニ ックスステーキ部の部長に召 された。

さらに3年 後，教会の総大会に出席す るた

めにソル トレーク ・シテ ィー を訪れた折， ス

テイプレー長老は十二使徒評議員会会員に召

されたのであった。

1974年 ， 記者のインタビュー を受 けたステ

イプレー長老は，当時 を回想 し，次のように

述べ た。「私は 自分が使徒 に召されて十二使徒

会の空席を埋め ることになるだろうとい う気

持ちを非常に強 く感 じました。……そのよう

な思 いが心に湧かんできたことで， とて も戸

惑いました。そこで，教会幹部に召されない

ようにしようとい うことで，無意識の うちに，

そこを立ち去 ろうとしたのです。

ところが，(ユタホテルの)エ レベー ター を

降 りた所 で， ジョー ジ ・アルバー ト・ス ミス

大管長にお会 いしてしまいました。」

こうして， ス ミス大管長か ら，ユ タホテル

のロビーでその召 しを受けることになったの

である。

その後28年 間， ステイプレー長老はこの世

における責任 を数々果たしてこられた。そ し

て，その務め を終えて，去る8月24日 ， 大勢

の人々の見守 る中で メサ墓地に静かに埋葬さ

れたのであった。
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地区代表セ ミナーの

ハイライ ト
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｢私 た ちの成功は
,個 人的にも教会全体 と

して も,家 庭で福音を実践す ることに どの程

度忠実に取 り組んでいるかによって決まる。｣

スペンサー･W･キ ンボール大管長は,3月

31日 金 曜 日の地区代表セ ミナーの冒頭 でこう

語 った。

｢神権 プログラムも補助組織のプ ログラム

もすべて,家 庭で福音を実践することをはっ

きりと打ち出 し,家 族 と家庭に焦点 を当てな

いような活動は控 えていただきたい。｣

34名 の新たに召された兄弟たちを含めて,

183名 の地区代表は｢教 会員のためのプログラ

ムであって,プ ログラムに教会員が振 り回わ

され ることではない｣と いうキンボール大管

長の言葉に聞 き入 っていた。過去11年 間,大

会に先立って地区代表セ ミナーが催 されてき

たが,今 回のセ ミナーで も予言者の言葉はひ

ときわ脚光 を浴 びる ものである。

キンボール大管長か ら｢人 名抄出｣プ ログ

ラムを実施す るとの発表があった。 このプロ

グラムによって,教 会員は｢2マ イル行 く精

神で系図に取 り組み……神殿の業……また死

者のための儀式 を早める｣こ とができることだ
の

ろっ。 さらに,合 衆国内における地域大会が

計画 されていること,ス テー キ部大会が年4

回か ら2回 に減ることについても発表があっ

た。 そのほか,一 市民 として地域社会の行事

に も参加するよう,ま た伝道の業が全世 界に

広が るように絶えず祈 るよう勧告が与えられ

た。

キンボール大管長のほか に数 人の教 会 幹

部が,｢メ ルケゼデ ク神権定貝会 を通 して,個

入と家族 を強め る｣と いうテーマに添って,

活発化に対する定員会の役割について話 をし

た。

｢最近 出席 した土曜 日の夜のステーキ部大

会で,ひ とりの青年の話 を聞いた｣と,ゴ ー

ドン･B･ヒ ン クレー長老は話 した。その青
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セ ミナ ー を 閉 じ る に 当 た っ て,ベ ン ソ ン 会

長 は こ う結 ん で い る 。｢す べ て の 人 が 得 る こ と

の で き る 最 高 の 誉 れ は,キ リス トの 真 の 教 会

の 会 員 に な り,神 が 生 き て ま し ま す とい う証

と こ の 偉 大 な み 業 に対 す る証 を持 ち,神 の 聖

な る 神 権 を授 か り,永 遠 の 家 族 と し て の 祝 福

を受 け る こ とで あ る 。｣

セ ミナ ー の 中 で,ベ ン ソ ン 会 長 は 以 下 の 通

り34名 の 新 し い地 区 代 表 を発 表 した 。 ワ シ ン

トン 州 オ リン ピ ア の ハ ー バ ー ト･ス プ リン ガ

ー･ア ン ダー ソ ン
,ハ ワ.イ州 ホ ノ ル ル の ジ ョ

ン･ネ ル ソ ン･ベ ア ー ド,ワ シ ン トン 州 モ ー

ゼ ズ レ イ ク の サ ー ン･ジ ェ ー ム ズ･ベ イ カ ー,

テ キ サ ス 州 ラ マ ー ク の マ ー テ ル･A･ベ ル ナ

ッ プ,サ ウ ス カ ロ ラ イ ナ 州 コ ロ ン ビ ア の ウ ィ

リア ム･セ オ ドア･ブ ラ ネ ン,ユ タ州 プ ロ ボ

の リチ ャ ー ド･ア ン ブ ロ ー ズ･コ ー ル,オ レ

ゴ ン 州 ジ ョー ゼ フ の ロバ ー ト･フ ォー ブ ズ･

ク ラ イ ド,ワ シ ン トン 州 シ ア トル の デ ビ ッ ド･

オ リ ン･ダ ン ス,ア イ ダ ホ 州 ブ ラ ッ クフ ッ ト

の ケ イ ス･M･エ リ ソ ン,カ リフ ォ ル ニ ア 州

サ ン ホ セ の ケ ネ ス･デ ビ ッ ド･フ ォ ル ジ ャ

ー
,オ ク ラ ホ マ 州 ノ ー マ ンの ハ イ マ ン･ア ル

ド リ ッ ジ･ギ レ ス ピ,ケ ン タ ッ キ ー 州 ル イ ス

ビル の ヘ ン リー･ハ ー ベ イ･グ リフ ィス,ア

イ ダ ホ州 ポ カ テ ロ の ボ イ ド･フ ラ ン ク･ヘ ン

ダ ー ソ ン,テ キ･サス 州 ダ ラ ス の ア イバ ン･レ

ズ リー･ホ ブ ソ ン･ジ ュ ニ ア,ユ タ州 ロ ー ガ

ン の ル ィ ス･ブ レ ン ト･ホ ガ ン,ユ タ 州 ソ

ル ト レー ク･シ テ ィー の リチ ャ ー ド･C･ハ

ウ,ユ タ州 ソ ル トレー ク･シ テ ィ ー の マ ル カ

ム･セ ス･ジ ェ プ セ ン,イ リ ノ イ州 エ バ ン ス

トン の ジ ョ ン･ダ ロ ル ド･ジ ョ ン ソ ン,ア イ

ダ ホ 州 ブ ラ ッ ク フ ッ トの ア ラ ン･フ ラ ン ク リ

ン･フ ー セ ン,ユ タ州 ハ イ ラ ム の ガ ー ス･ロ

レ イ ン･リ ー,コ ロ ラ ド州 ク レ ー ドの ル イ

ス･レ イ･リ ビ ン グ ス トン,モ ン タナ 州 ミズ

ー ラ の マ ー リ ン･ウ ェ イ.ン･ビ ン セ ン ト･ロ

フ グ レ ン,合 衆 国 領 サ モ ア の フ ァ エ シ ー･P･

マ イ ロ,ユ タ 州 ソ ル トレー ク･シ テ ィ ー の ウ

ィ リア ム.･ジ ェ ー ム ズ･モ ー テ ィマ ー,ニ ュ

ー メ キ シ コ州 ア ル バ カ ー キ め ラ イ ル･ケ イ･

ポー ター,カ リフ ォ ル ニ ア 州 べ 一 カ ー ズ フ ィ

ー ル ドの メ ル ビ ン･ブ レ ン ト･リ チ ャ ー ズ ,

ス イ ス,バ ー ス フ ェ ル デ ンの ハ ン ス･リ ン ガ

ー ,カ リ フ ォ ル ニ ア 州 サ ン タ ア ナ の ア レ ン･

ク レ ア ー･ロ ウ ザ,ニ ュ ー ジ ャー ジ ー 州 チ ャ

タ ム のJ･ロ レ ン ゾ･ス ミス,ユ タ州 バ ー ナ

ル の グ レ イ ド･ミ ル トン･ソ ワ ー ズ,メ キ･シ

　
コ,コ ア ウ ィ ラ の トマ ス･バ ー ル デ イ ス,フ

ロ リダ 州 ジ ャ ク ソ ン ビル の ル イ ス･ブ レ イ ン･

ボ ー ウ ォ｢ラ ー,フ ロ リダ 州 ラ イ トハ ウ ス ポ

イ ン トの ロバ ー ト･ミ ッ チ ェ ル･ウ イ ン ス ト

ン,コ ロ ラ ド州 フ ォー トコ リン ズ の タ イ ラー･

ア ン ダ ー ソ ン･ウ ー リー 。

ま た,以 下 の10名 の 地 区 代 表 が 解 任 さ れ た 。

ア ン トニ オ･C･カ マ ー ゴ,マ ー ビ ン･R･

カ ー テ ィ ス,ク ラ ー ク･M･ウ ッ ド,ラ ル フ･

B･レ イ ク,ジ ョー ゼ フ･A･ク ジ ャー,ア

ン ト ン･K･ロ ム ニ ー,マ ー ク･B･ウ ィ ー

ド,リ グ ラ ン ド･R･.カ ー テ ィス,ジ ョー ジ･

R･ヒ ル,ジ ョー ジ･1･キ ャ ノ ン 。

噸6曝小曝小噸藤乎争曝乎乎争小曝乎乎乎乎曝乎乎嚇乎乎藤乎.乎乎乎乎藤小乎乎乎藤乎乎藤乎乎亭乎藤
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新しく召された

ステーキ部役員

前列 左 よ り西 島(書 記),泉

谷(書 記 補 助),本 村,潟 沼,

当真,北 山,渡 辺,近 藤,

後 列 左 よ り倉見,原 田,横

山,横 井,安 田,藤 田,佐

藤,大 田 原,菊 地 兄 弟

諏盤 華灘 離網 翻繕 篭

灘 ダ 轡箋

窯.

難,

愛

聾
噸
　
熱
鮎
ド

響

可｢1

継 轟 凱麟 藏畷翻 ,
〆 赫 ぢ 霧 麺鰯 菱撫 壽､､磁

醗

､

鑛
日本大阪北ステーキ部,

ステーキ部長会替わる
辱

去る8月6日(日)十 二使徒 評議員会会員ブルース･R･マ ッコンキ･一長老の管理の

下 に催された大阪北ステーキ部大会で,ス テーキ部の神尾昇兄弟が解任 され,新 たに
はるよし

中村晴兆兄弟がステーキ部長に召 され ました。.

他 に新 し く召されたステー キ部の役員は以下の通 りです。

ス テ ー キ部 長

　る よし

中 村 晴 兆

第一 副ステー キ部長

長 浜 修
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リゾナ州 メサで生 まれた。そ して,幼 少の頃

から父の農場の仕事 を手伝 い,労 働の価値 を

学んだ。

長老は,1915年 に メサ高等学校を卒業する

と間 もな く,.チ ャ.一ルズ･A･カ リ.ス部長(後

に十二使徒評議員会会員に召された)の 管理

する南部諸州伝道部で宣教師 と.して働 く召 し

を受けた。

この2年 間の召しを終えて戻 った後,ス テ

ィプレー長老は幼 な友達のエセル･バ ーデ ッ

ト･デ ービスと,1918年1月14日 に,ソ ル ト

レー ク神殿で結婚した。その後,長 老は合衆

国海兵隊に.入隊 し,第 一次世 界大戦終決時 ま

で,8ヵ 月間愛す る妻と別れてカリフォルニ

ア州 メア島で補充兵 として過ごした。

除隊後,長 老は教会でステー キ部MIAの

役貝 に召され,ス テーキ部YMMIAの ス カ

ウ ト隊長 と管理会長 を兼務 した。こ うして,

ステイプレー長老 とスカウテ ィングの付 き合

いが何年 も続 くことになった。そして,1957

年 に地区のスカウ トでは最 も名誉あるシルバ

ー･ア ンテロー プ賞 を授与 され
,1961年 に は

全米スカウ ト会議の最高賞であるシルバー･

バ ッファロー賞,さ らに1971年 に は50年 功労

賞を授与 された6.,..

また,公 民として も積極的に働いた長老は,

1921年 か ら1叩4年 まで,2期 にわたってメサ

市議会議員を務 めた。そのほか,コ ロラ ド川

からア リゾナ州 に取水する事業に携わった中

央ア リゾナ事業推進委員会の一員でもあった。

教会では,1926年 にマ リコパ ステーキ部の

高等評議員にβ された。
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そ の後,メ サか らフェニ ックスに引っ越 し

てか らもステーキ部の責任 を受け,1938年 に

フェニックスステー キ部が設立 された時に,

第一副ステーキ部長 に召された。長老ぽζの

職にあって10年 間奉仕 し,そ の間,副 ステーキ

部長 としてア リゾナ地区福祉プログラムの責

任者 を務めた。その後1947年12月5日 に,フ

ェニ ヅクスステーキ部の部長に召された。

さらに3年 後,教 会の総:大会に出席す るた

めに ソル トレー ク･シ テ ィーを訪れた折,ス

テイプレー長老は十二使徒評議員会会員に召

されたのであった。､

1974年,記 者のインタビュー を受けたステ

イプ レー長老は,当 時 を回想 し,次 の.ように

述べ た。｢私は 自分が使徒 に召されて十二使徒

会の空席 を埋めるこ とにな.るだろうとい う気

持 ちを非常 に強1感 じまレ.た。……そのよう

な思いが心 に湧かんできたことで,と ても.戸

惑い ました。そこで,教 会幹部に召 さ紅ない

ようにしようということ℃ 無,童識の うちに,

そ こを立ち去ろ うとしたのです。

ところが,〈エタホテルの)エ レベーター を

降 りた所で, .ジ ョー ジ･ア ルバー ト･ス ミス

大管長にお会い して しまいました。｣'

こ うして,ス ミス大管長から,ユ タホテル

のロビーでその召しを受け ることになったの

である6

そ の後28年 間,ス テイプレー長老はこの世

における責任 を数々果たしてこられた。そ し

て,そ の務め を終えて,去 る8月24日,大 勢

の人々の見守る中でメサ墓地に静かに埋葬 さ

れたのであった。



1901年9月1日 の断食日曜 日， 日本 を訪れ

た最初の宣教師 ヒーバー ・J・ グラン ト長老

(当時十二使徒定貝会会長)と3人 の同僚 は，

横浜の森に入った。そして，讃美歌 「感謝 を

神に捧げん」を歌った後，彼 らは順番に祈 っ

た。その後，讃美歌 「恐れず来 たれ聖徒」 を

歌 った。そして，「……すべては善 し」の歌声

が止む と， ヒーバー ・J・ グラン ト長老は祈

りを捧 げ， 日本 の地 を福音 を宣べ伝える地 と

して奉献 した。一行のひとり， アルマ ・0・

テイラー長老はこの時の様子 を次の ように記

している。

「彼の舌はゆるまり，みたまが力強 く彼の

上にとどまった。私たちは神の天使が近 くに

お られることをひしひしと感 じた。私 たちの

心は，彼の唇か らもれる言葉に，熱 く燃えて

いたか らである。私はかつてこのような平安

に満 ちた力 を経験 したこ とはなかった し， こ

れ程力強い祈 りを聞 いたこともなか った。祈

りの一言一句が骨の髄までしみわた り，私は

喜びの余 り感涙にむせんだ。」

奉献の祈 りが終わると， もう一度讃美歌 を

歌った。次 いで， グラン ト長老は，使徒 オル

ソン ・ハイ ドがパ レスチナの地 を奉献 した時

の祈疇文を読んだ。

この歴史的出来事か ら77年 経過 した去る9

月1日 ，七十人第一定貝会会貝菊地良彦長老

を中心に， 日本を担当する地区代表，ステー

キ部長，伝道部長が，再び 日本の.地を奉献す

るため，横浜の森に集 まった。水不足の大地

に恵みをもたらす雨に洗われた森の中か ら，

「時過 ぎて
，福音広め る時は残 り少 し。 され

ば急 ぎ宣べ伝えよ……」 と讃美歌が流れ始め

たのは，77年 前 と同 じ11時 を少 しまわった頃

であった。福岡伝道部の山田五郎伝道部長が

祈 った後，数人が証を述べ た。その後，神権

者一同輪になってひ ざまずき，菊地良彦長老

が再奉献の祈 りを捧げた。

菊地長老は，.天父に呼び掛けた後，み恵み

を数 え上げ，感謝 を捧げた。1820年 早春，天

父 と御子がジ ョセブ ・ス ミスに福音の回復 を

告げ られたこと，神権 の回復，生ける予言者

スペ ンサー ・W・ キンボール大管長のこと，

主のみ業が全世界に確 立されようとしている

ことなど，豊か な祝福に感謝 した。続いて，

77年 前に最：初の宣教師たちが嘆願 したように，

この 日本の地における福音の伝道が早まり，

やがて完成される主の宮居で多 くの人々が永

遠の喜び を享受 できるよう，また日本の国民

が神の息子，娘 であることに目覚め，イスラ

エルの枝 となるために働 くことができるよっ，

みたまの導きを祈 り求めた。北 の端か ら南の

端 までこの地が祝福 され るよう， また各地で

献身する主の僕 らに力を与えた もうて，主の

再臨への備えが進む よう請い求めた。真理に

目覚めた若者が，神の使い として自らを捧げ

るように， また彼 らの宣べるメッセー ジか ら，

多 くの人々が群れをな して主のみもとに帰 っ

て くるように，主の奇跡 を切に祈 り求めた。

再奉献の祈 りの後 「主の みた まは火のご

と燃え」 を歌い，仙台伝道部の クワック伝道

部長の祈 りで再奉献の集いを終 えた。
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